


序論  

 

 

聖書の中で最も誤解され、誤解されているテーマの一つに、"神の怒り"がありま
す。神が「怒り」で罪人を罰するというのは、聖書の中で繰り返されるテーマで

す。神の怒り」は何千年にもわたって人類を困惑させてきましたが、当然のこと

ながら、「神の怒り」と「神の愛」をどうやって両立させることができるのでし

ょうか。これは非常に不可解なパラドックスではないでしょうか？しかし、これ

は非常に重要なテーマであり、すべての人間が知り、理解しなければならないこ

となのです。  

神の怒り」を研究する上で、私たちが心に留めておかなければならない原則はた

くさんあります。しかし、何よりも大切なのは、「神の怒り」の不可解な例はすべ

て、イエス・キリストが与えた神の啓示と調和していなければならないということ

です。もしイエスが父を完全に現すために来られたのであれば、イエスは「神の怒

り」に関して何を現したのでしょうか？  

イエスは私たちの最終的な決定権者であり、私たちの唯一の基盤であり、神の存

在と行動の方法についての私たちの完全で最終的な理解の基礎となる唯一の揺るぎ

ない基準です。神の心と性格についてのイエス・キリストの啓示の外にあるものは

すべて、個人的な解釈や、善悪の知識の木から受け継いだ伝統に基づく単なる人間

的な推論として捨てることができます。なぜなら、イエスは、生命の木の神の純粋

な原理の唯一の啓示だからです。  

次に心に留めておかなければならないのは、サタンと神の戦いのテーマである"

大論争"です。この「論争」、より正確に言えば、この神とサタンの戦いの文脈で
理解しなければ、「神の怒り」を正しく理解することはできません。これは、神

のアガペー愛の政府に対するサタンの敵対的な攻撃によって引き起こされた考え

の戦争です。もし私たちが「神の怒り」を理解しようとするときに悪魔を排除す

るならば、私たちはあらゆる誤った結論を導き出すことになるでしょう。  

聖書が「神の怒り」を記述する時、それはしばしば神々の文脈で記述されていま

す。聖書全体を通して、神の民は、もっと良いことを知っていたはずなのに、神を

捨てて周囲の神々を崇拝するようになってから初めて「神の怒り」を受けるのです

。  



神の怒り」を説明している聖書の主要な章は、ローマ書1章18-
32節にあります。そこには、長い間私たちを混乱させてきたこの聖書の言葉を理
解するために必要なすべてのことが書かれています。一度注意深く見てみると、

「神の怒り」とは何か、なぜそれが起こるのか、いつ起こるのか、どのように起

こるのかを教えてくれるでしょう。神の怒り」の研究は、ローマの信徒への手紙

第一章を注意深く読み解くことなしには、信用できるものではありません。これ

は、完全に聖書に頼り、聖書の定義だけを許すべき批判的な研究です。  

そうであれば、この極めて重要な聖書の文章が、「神の怒り」を神々の文脈にも

持ち込んでいることも不思議ではありません。それは、「神の真理を嘘に変え」

、「創造主よりも被造物を崇拝し、仕える」ことについて語っています（ローマ1:
25）。ここでの「被造物」については、２３節で説明されています。  

そして、堕落しない神の栄光を、堕落しない人間のような像、鳥や四つ足

の動物や這うものに変えた（ローマ1:23）。  

堕落しない神の栄光を堕落した人間のように作られたイメージに変える」という

のは理解できます。アダムとエバが「善悪の知識の木」から食べることを選んで

以来、私たちはそのようにしてきました。私たちはいつも、すべきこととは逆の

ことをしてきました。私たちは、神が私たちと同じように考え、行動していると

思っています。しかし、これはそうではありません。 

善悪の知識の木の実を食べるというたった一つの行為によって、私たち人類は神

から離れてしまい、「この世の神」の領域に入ってしまいました（第二コリント4:
4）。そして、神々を通して、真の神を悪意を持って悪口を言うことによって、真
の神についての私たちの心を捻じ曲げました。このようにして、サタンは私たち

に、信じられないほど残酷で、曲解された神の姿を描き出したのです。神々の創

造主に対する表現は、人類に神の恩恵を買わざるを得ないと感じさせるような性

質を持っていました。なぜなら、神々自身が報酬と罰の神であり、善悪の神であ

り、善悪の知識の木の堕落した、二重の、混同された原理によって運営されてい

る神であるからです。  

神の人格を神の人格と勘違いしているというこの根本的な問題を解決する唯一の

方法は、真の神が私たちの誤解を正すために、ここに誰かを遣わして下さること

でした。その人とは、イエス・キリストであり、「唯一の真の神」（ヘブル1:3、
ヨハネ17:3）の「表現された姿」である。  

ここまでは、パウロの言っていることを理解することができます。しかし、「鳥

、四つ足の獣、忍び寄るもの」は、神の栄光、すなわち神の人格（出エジプト記3



3:18-
19）と何の関係があるのでしょうか。これらの「鳥、四つ足の獣、忍び寄るもの
」が象徴的なものであることは明らかです。鳥、牛、爬虫類は神とサタンの戦い

とは何の関係もありません。これらは偶像を象徴するものでなければなりません

が、偶像はそれ自体が単なる木や石や貴金属の彫刻よりもはるかに偉大なものを

象徴しているのです。偶像は神々を視覚的に表現したものであり、実際、異教の

神々の多くは「鳥、四つ足の獣、忍び寄るもの」の形をしています。  

エジプトの豊穣の神、オシリスを例に挙げてみましょう。オシリスは冥界の神であ

り、裁きの神でもあり、「慈悲深い」神として知られていました。オシリスは時に「

四つ足の獣」である雄牛として崇拝され、モーセが山でエホバから十戒を受けている

間、イスラエルの人々がアーロンに溶かした金で作った子牛の神を要求した可能性が

高いです。 

多くの神々が蛇の形をして崇拝されていました。エジプト自体が蛇のイメージに満

ちています。例えば、現代で最もよく知られているファラオであるツタンカーメンの

頭のレガリアは、攻撃の準備をしているコブラの描写です。彼のあごひげのように見

えるものは、実はコブラの尻尾なのです。念のために言っておきますが、コブラはツ

タンカーメン王のかぶり物にもハゲタカと一緒に彫られています。  

ある聖書の解説では、ローマ人への手紙１章２３節に記載されているのと同じ象徴

の下に神々が記述されていることに注目してください。  

ギリシャやローマの宗教では、人間の形をした神々が一般的でした。エジ

プトでは、雄牛[四つ足の獣]、ワニ[這うもの]、蛇[這うもの]、トキ[鳥]など
、あらゆる種類の生き物を崇拝することが流行していました。エジプトの

偶像崇拝に倣って、イスラエル人は黄金の子牛［四つ足の獣］を作りまし

た（出エジプト32:4）。後にジェロボアムはダンとベテルに二匹の黄金の子
牛を置き、それらに生け贄を捧げました（第一王12:28-
32）。教養のある異教徒の中には、偶像を単なる象徴的な表現とみなして
いた人もいたかもしれませんが、多くの庶民は、偶像の中に神々そのもの

を見ていました。聖書はそのような区別を考慮に入れることなく、すべて

の偶像崇拝者を偶像崇拝者として非難しています（SDA注解 
VOL.6、480ページ、強調）。  

庶民は偶像の中に神々そのものを見たのです。アダムの堕落以来、すべての世代と

人々の神々は誰だったのでしょうか？彼らは単なる芸術品だったのでしょうか？人々

の想像の産物に過ぎなかったのでしょうか？聖書によると、神々は誰だったのでしょ

うか？ダビデが言っていることに注目してください。 



...しかし、異邦人の間に混じって、彼らの業を学んでいた。彼らは偶像に仕
えていた。そう、彼らはその息子と娘を悪魔のために犠牲にし、罪のない

血を流し、カナンの偶像のために犠牲にした息子と娘の血さえも流した。

このように彼らは自分たちの業で汚され、自分たちの発明品で淫行をした

。そのため、主の怒りはその民に向かって燃え上がり、自分の遺産を憎む

ようになった。そして、主は彼らを異邦人の手に渡し、彼らを憎む者たち

が彼らを支配した（詩篇106:35-41、強調）。  

この節によると、神々は悪魔であり、悪魔であった。神々を犠牲にすることで、人

々は悪魔を犠牲にしていたのです。神の民は異教徒の偶像に仕えていましたが、偶像

は悪魔の象徴でした。偶像を崇拝することで、悪魔、悪魔、堕天使、そして最終的に

はサタンを崇拝していたのです。  

ダビデの言葉から、私たちは、神がこれらの神々を崇拝したことで人々に"怒り"を
覚え、"神の怒りは自分の民に向けられ、自分の遺産を憎んだ"ことを学びました。そ
れだけか？神の民が神々を崇拝した時、神は単に怒ったのでしょうか？彼らを憎む者

たち」が彼らを支配することを許したとき、神は執念深くなったのでしょうか。これ

が神の意志に逆らうことを選んだ人々に対する神の反応なのでしょうか？ 

聖書の「神の怒り」を研究する上で、私たちが自問しなければならない本質的な問

題は、次のようなことです：人間が神から離れて神々を崇拝したとき、神はどのよう

な反応を示されるのでしょうか？聖書が愛であると定義している神は、このような状

況でどのように反応されるのでしょうか？私たちが怒りを理解する方法で、神は本当

に怒られるのでしょうか？怒りをぶつけたのでしょうか？愛の性格を失ってしまうの

でしょうか？神様は善と悪の二重の神様になるのでしょうか？彼は「神の怒り」の中

でどのような役割を果たしているのでしょうか？  

これらの質問は、神の性格の核心を探っています。私たちは、聖書全体と調和する

答えを見つけなければなりませんし、すでに述べたように、神の唯一の 

真の代表者であるイエス・キリストと調和する答えを見つけなければなりません。イ

エスは、イエスを捨て、拒絶し、殺した人々にどのように対応したのでしょうか？真

の神を理解するための私たちの土台となる究極の礎石であるイエス様を、絵から外す

ことはできません。もしそうするならば、私たちは神々の教えに逆戻りしてしまいま

す。イエスの「狭い」神の啓示の外にあるものはすべて、神と人間の敵の嘘によって

汚染されているのです。 

狭い門から入って、広い門は破滅につながる道であり、広い門を通って入

る者は多い。なぜなら、狭い門は門であり、難しい道は命につながる道で

あり、それを見つける者は少ないからです（マタイによる福音書7:13）。 



さらに、「神の怒り」を理解する前に、「神の怒り」という言葉が聖書の言葉であ

ることも理解しなければなりません。ですから、「神の怒り」という言葉は、正確に

はそのように見えるものではありません。この言葉は、どんな言葉でもそうですが、

文字通りに解釈してはいけません。ですから、「神の怒り」は、神が罪人に怒って、

罪人を滅ぼすことを意味していると理解すべきではありません。  

しかも、「神の怒り」という言葉は、人間が怒るように神が怒るという意味ではあ

りません。これは、この言葉の浅はかで先入観に満ちた解釈であろう。したがって、

「神の怒り」という言葉の本当の意味を理解する前に、私たちは理解しなければなり

ません。 
 
1.何よりもまず第一に、イエス様が私たちを

 神の人格についての正しい知識に導くことを許してください。 
2.第二に、聖書が定義することを許してください。 
2.第三に、私たちは聖書全体を見て勉強しなければなりません。  
 a.この用語がどのように使われてきたか 
 b.原因は何か-どのような要因がそれを活性化するか？  
 c.過去に使用されていた時のこと。 
 
また、「怒り」という言葉についても、ギリシャ語とヘブライ語の両方で調べなけ

ればなりません。怒りを表すギリシャ語はorgēです。これは新約聖書の「神の怒り
」の文脈で最もよく使われているギリシャ語です。Strong's 
Concordanceでは、orgēを「（心の到達や興奮としての）適切な欲望」と定義してい
ます（Strong's 
Concordance）。"orgēの主な意味は「欲望」であり、情熱的で強い、極端な感情を
表しています。  

orgēという言葉の語源についても注意が必要です。漢字では、「自分を伸ばす、
つまり（憧れの）後に手を伸ばす：後に切望する、願望する」という意味の「orego
mai」という言葉から来ています。oregomaiという言葉自体は、「陳腐化した一次的な
ものの延長形の中声」（Strong's 
Concordance）であり、その「陳腐化した一次的なもの」とは、orosという言葉のこ
とである。この「陳腐化した主語」を調べてみると、「山、丘、山」を意味してい

ることがわかります（ストロングス・コンコーダンス）。オロスは別の単語、オロ



ーに由来していますが、これは「上昇する、あるいは後退する」という意味です（

ストロングのコンコーダンス）。 

この最後の「おら」という言葉は「立ち上がる」「後戻りする」という意味で、

「神の怒り」に関連した別の聖書の一節を思い起こさせます。問題の一節はイザ

ヤ書28:21で、聖書の中で唯一、神が立ち上がるという神の奇妙な行為について言
及されています。 

主はペラジム山のように立ち上がられ、ギベオンの谷のように荒れ狂わさ

れ、その不思議なわざを行い、その不思議なわざを成就させられるからで

ある（イザヤ28:21, KJV, emphasis added）。 

この節には情報が詰まっていますが、「神の怒り」とは何かを説明した後に、一

字一句詳しく調べていきます。そして、この御言葉の中には、歴史の中でも特に

今、この時代に生きている私たちにとって、非常に関連性の高い情報の宇宙があ

ることがわかります。 

ヘブライ語には「怒り」を表す言葉がたくさんありますが、それぞれに特徴があ

り、色があり、味があります。ここでは、「神の怒り」が行使された出来事に多く

の光を当てていることを指摘する以外に、それぞれの言葉を研究することはありま

せん。  

新約聖書では、使徒ヤコブが怒りの問題を取り上げています。このように述べて

います。 

ですから、愛する兄弟たちよ、すべての人は、聞くのが早く、話すのが遅

く、怒りに弱い者となりましょう。 

ヤコブの言葉は基礎となるものであり、「神の怒り」を研究するとき、私たちは常

に心に留めておかなければなりません。人の怒りが神の義を生み出すのではない」と

いうことを常に心に留めておかなければなりません。なぜなら，「神の怒り」を学ぶ

最初の段階から，人間の怒り-「人間の怒り」と，神の怒り-

「神の怒り」の二種類の怒りがあることを教えてくれているからです。  

ヤコブが私たちに伝えようとしているのは、人間の怒りは、肉から来るものであり

、善悪の知識の木の道徳体系から来るものであり、生命の木から来る神の義とは調和

していないということです。したがって、人間の怒りは「神の義を生まない」のです

。ですから、「人の怒り」と「神の怒り」は同じものではありませんし、その逆もあ

り得ません。ですから、「神の怒り」は「神の義を生み出す」に違いありません。  



ヤコブの息子シメオンとレビは、"人の怒り"が"神の義を生まない"ことを示して
います。私たちは、ヤコブの息子一人一人への祝福からこのことを学びます。ヤ

コブは死の直前に、すべての息子たちを祝福しました。シメオンとレビという二

人の兄弟は，個人的に妹の名誉を傷つけた者だけでなく，自分たちの町のすべて

の男たちを殺して妹の名誉を復讐したのです。 
 
シメオンとレビは兄弟です。 
残酷さの道具[CHÂMÂS: VIOLENCE]は彼らの住処にある。 
私の魂を彼らの評議会に入れないでください。 
私の名誉を彼らの集会に結びつけてはならない。 
怒りのあまり人を殺したからだ。 
自分の意志で牛の足かせにしていた。 
彼らの怒りは呪われている。 
またかれらの怒りは，残酷である。 
わたしはヤコブに分けよう 
そして、彼らをイスラエルに散らした（創世記49:5-7、強調）。 

 
ヤコブはシメオンとレビが兄弟であることを知っていました。ヤコブが「兄弟であ

る」と言ったのは、彼らが似ていて、似ていて、いわば同じ布から切り出されたとい

うことです。"残虐な道具（暴力）が彼らの住むところにある"ヤコブは、シメオン
とレビの暴力的な怒りは残酷であり、神と調和していないことを理解していまし

た。彼らの怒り、彼らの怒りは「呪われた」ものでした。そのため、彼は"私の魂
を彼らの評議会に入れないように"と言った。  

ヤコブは息子たちの残酷な怒りに加担したくなかったのです。"私の名誉を彼ら
の集会に結びつけないでください"と。ヤコブが言っているのは，「誰にも，わた
しが彼らの行動を容認したと思わせてはならない」「わたしが彼らのように考え

て行動していると思わせてはならない」ということのようです。"彼らの怒りは激
しいので呪われよ"その結果、彼らの正義感と怒りが間違っていたために、シメオ
ンとレビは分裂して散ってしまいました。  

"神の怒り」とは、「人の怒り」とは全く異なる意味を持つ言葉でなければなりませ
ん。神の怒りは残酷であったり、暴力的であったり、呪いであったりすることはでき

ません。  

私たちが神を自分のイメージに仕立ててしまうのは、神が私たちと同じように不正

に怒りをもって反応してくださると考えるときです。私たちが神を自分のイメージに

仕立て上げるのは、自分が矛盾しているときや、他の人が私たちのやり方に従わない



ときに、神が私たちと同じように反応してくださると考えるときです。シメオンとレ

ビの怒りは「人の怒り」に従ったものであり、その結果、彼らの怒りは「神の義を

生み出す」ものではありませんでした。 

私たちが「神の怒り」を研究するとき、私たちの日常生活の裏で宇宙的な霊的戦争

が起こっていることを常に念頭に置いておかなければなりません。キリストとルシフ

ァーの間のこの戦争は、二つの異なる全く別の道徳的な法則の間の戦争です。自由と

非暴力の無条件のアガペー愛の神の道徳律法と、善と悪のサタンの道徳律法-

報酬と罰の暴力的で奴隷的な道徳律法です。進めていくと、神々の王国について議論

するときに、この善悪のシステムがどのように機能しているのかが見えてきます。  
"神の怒り"とは、神とサタンの戦いの中にあるメカニズムです。つまり、何かが起
こると、また何かが起こり、また何かが起こるということです。ここではドミノ効果

が起こっており、サタンはこのメカニズムの中で重要な役割を果たしています。サタ

ンがその中でどのような役割を果たしているのか、そして神がどのような役割を果た

しているのかを理解することが非常に重要です。  

誰もが神とサタンの戦いと「神の怒り」のメカニズムを理解する必要があります。

なぜなら、「神の怒り」を避けることは、すべての人間が可能だからです。そうする

ことを選択すれば、誰もが神の怒りから逃れることができるからです。ここで重要な

のは「選択」です。過去に"神の怒り"が起こった時、関係者は皆それを避ける選択
をしました。悲しいことに、多くの人がそれを避けるために必要なことをしない

ことを選びました。私たちには過去の過ちを振り返って、近い将来に最後の「神

の怒り」が再び起こる前に、今すぐに正しい選択をするという利点があります。 

神の怒り」のメカニズムは、過去に何度も仕掛けられており、その歴史は聖書に

記録されています。旧約聖書には、「神の怒り」が働いた出来事が書かれている

箇所がたくさんあります。ここではそのほんの一握りを紹介します。 

また、あなたは、あなたの卓越した偉大さのゆえに、あなたに逆らって立

ち上がった者たちを打ちのめし、あなたの怒りを発して、彼らを切り株の

ように焼き尽くした（出エジプト記15:7、強調）。 

もしあなたがたが彼らを苦しめ、彼らがわたしに向かって全く泣くならば

、わたしは必ず彼らの叫びを聞き、わたしの怒りは熱くなり、あなたがた

を剣で殺し、あなたがたの妻はやもめとなり、あなたがたの子供は父を持

たない（出エジプト記22:23-24、強調）。 



それゆえ、わたしの怒りが彼らに向かって熱く燃え上がり、彼らを焼き尽

くすために、わたしだけにさせてください。わたしはあなたがたを偉大な

国とする」（出エジプト記32:10、強調）。 

しかし、肉がまだ歯と歯の間に挟まっていて、噛む前だったので、主の怒

りが民衆に向けられ、主は非常に大きな災いで民衆を打ちのめされた（民

数記11:33、強調）。  

また、ホレブでは、あなたが主を怒らせたので、主はあなたを滅ぼすため

に十分に怒っていた（申命記9:8、強調）。  

行って、私のために、民のために、そしてすべてのユダのために、見つけ

られたこの書物の言葉について、主に尋ねなさい。 

そのため、彼らは先祖の主なる神の家を出て、木像や偶像に仕え、その罪

のためにユダとエルサレムに怒りが訪れた（第二歴代誌24:18、強調）。 

あなたがたはなぜこのような大いなる悪事を犯して、ユダから男女、子供

、幼児を切り離し、誰も残さずに、あなたがたの手の業でわたしを怒らせ

、あなたがたが住んでいたエジプトの地で他の神々に線香を焚き、自分を

切り離して、地上のすべての国々の間で呪いと侮辱となるようにするので

すか（エレミヤ44:7-8、強調）。 

これらは、聖書の中の「神の怒り」の多くの例のうちのほんの一部に過ぎません

。もし正しく理解されていなければ、この一握りの節を見ると、恣意的で、復讐

に燃え、罰を与え、残酷な神が、神に逆らう者を打ちのめし、滅ぼしてしまうと

いうイメージが湧いてくるでしょう。この神は、神を拒絶する者を剣で殺し、女

性をやもめ、子供を父を失ったままにします。鳥の肉を食べようとしたことを理

由に、「肉が歯の間に残っているうちに」、自分の民に災いを与え、さらに怒ら

せると、彼らを滅ぼします。このような神は気まぐれで気まぐれな神で、人々が

神の言葉に従わなければ、ほんの少しの挑発でも怒りが燃え上がります。 

私たちは自分自身に問いかけなければなりません。創造主である神は本当にこの

ような執念深い、悪質な独裁者なのでしょうか？このような神に対する適切な反

応は何でしょうか。さらに、これはイエス・キリストが地上で明らかにされた神

であり、「わたしを見た者は父を見た」（ヨハネ14:9）と言われた神なのでしょう
か？(ヨハネ14:9) 

これは、イエス・キリストによって啓示された純粋な愛の神の姿なのでしょうか

？柔和で優しい神の小羊-「御父の現われた姿」（ヘブル1:3）-



は、このような恣意的で唾を吐くような暴君的な気質を示していたのでしょうか

。 

それなのに...これらの「神の怒り」についての言葉は、神の霊感に基づいた言葉に
はっきりと書かれています。さらに、上記の出来事はすべて真実であり、人々は"神
の怒り"の結果として死んだのです。明らかに、このことには目に見える以上のこと
があります。私たちが袖をまくって聖書を掘り下げれば，このことが明らかになる

ことを願っています。  

聖書は、「神の怒り」が混じり合うことなく、「完全な力」で注がれる最後の出

来事が間もなく起こると予言しています。この本の著者は、この出来事はこの世

代が経験することになると信じています。この将来の「神の怒り」は聖書の至る

所で預言されていますが、ヨハネの黙示録１４章には非常に明確に記述されてお

り、第三の天使のメッセージに組み込まれています。 

獣とその像を崇拝し、その印を額や手に受ける者がいるならば、その者自

身も神の怒りのぶどう酒を飲まなければならない」（黙示録14:9-
10、強調）。 

ヨハネの黙示録6章では、このことがイエス様の再臨と重なると書かれています
。 

主が第六の封印を解かれたとき，わたしは見た。見よ，大きな地震があり

，太陽は髪の毛の袋布のように黒くなり，月は血のようになった。そして

，天の星々は地に落ち，イチジクの木が強風に揺られて遅れたイチジクを

落とすように，地に落ちた。すると天は巻物を巻いたときに巻物のように

後退し、すべての山と島はその場所から移動した。地の王たち、偉い人、

金持ち、司令官、強大な人、奴隷、自由な人たちは、洞窟や山の岩の中に

身を隠して、山や岩に言った、「私たちの上に倒れて、王座に座る御方の

顔と小羊の怒りから私たちを隠してください。主の怒りの大いなる日が来

たのだから。"(黙示録6:12-17、強調) 

この節で預言されている次の怒りは「力いっぱいに注がれる」ことになります。

この本は、見る目と聞く耳を持つすべての人に向けた警告として出版されていま

す。 
"神の怒り"を受けるのは 

神の意志ではないそれどころか、神様は何としてでもそれを避けることを望んで

おられます。ですから、神の怒りから逃れる方法を示してくださっているのです

。使徒パウロが神に触発されて書かれたことを聞いてみましょう。 



神は私たちを怒りに任じられたのではなく、私たちの主イエス・キリストに

よって救いを得るためであったからです（第一テサロニケ5:9、強調）。 

また、あなたがたが、生ける真の神に仕えるために偶像から神に立ち返り

、死人の中からよみがえらせてくださった天の御子、すなわち、来るべき

怒りから私たちを救ってくださるイエス様を待ち望んでいたことを、彼ら

自身が宣言しているからです（第一テサロニケ1:9-10、強調付）。 

しかし、「神の怒り」を避けるためには、それが何を意味するのかを知らなけれ

ばなりません。また，神の怒りは現実にあり，やってくるものであり，その怒り

は激しくなることを理解しなければなりません。これは些細なことではなく、神

が提供してくださった唯一の避難所であるイエス・キリストのもとに逃げ込まな

いすべての人に影響を与えます。この作品を書く目的は、いわゆる「神の怒り」

のために洪水のように世界を襲う壊滅的な破壊から読者が逃れることができるよ

うにすることです。” 

最後に、聖書の研究を理解するのに役立つ、二つの聖書の仕掛けがあります。一

つ目は、類型と反類型です。ブルーレター・バイブルはこれらを次のように定義し

ています。 

タイプ」とは、その後、将来の「人」や「出来事」や「式」を「伏線」と

して記録されているものです。未来の"人"や"出来事"や"式"は対義語である
。  

青文字聖書から一例を選びました。ヨセフとイエス様ヨセフは、イエス様の多く

のタイプの一つに過ぎません。ヨシュア、ヨナ、大祭司アロンもまた、多くのタ

イプのイエス様の中にいました。このように、ブルーレター・バイブルは、イエ

ス様とヨセフのタイプとアンテ ンチペの関係を説明しています。 
  
ヨセフは父から「愛されていた」のですから、イエス様もそうでした。 
ヨセフはその兄弟たちに遣わされたが、イエスもそうであった。 
ヨセフの兄弟たちがイエスを受け入れることを拒否したのは、イエスの兄弟た

ちも同じでした。 
ヨセフは兄弟たちに売られていたので、イエス様もそうでした。 
ヨセフは不当に非難され、非難されたが、イエス様も同様であった。 
ヨセフは獄中に埋葬されたので、ヨセフの墓にはイエスも埋葬されていました

。 
ヨセフは獄中から復活し、ファラオの玉座に座るために昇栄されたので、イエ

スは復活し、父の玉座に座るために昇栄されたのです。 



王座にあるヨセフは飢えたエジプトへのパンの配給者となったので、父の玉座

にあるイエスは滅びゆく世界のための「いのちのパン」です。 
ヨセフが昇栄した後、彼は異邦人の花嫁を得たので、イエスは異邦人の花嫁-
THE CHURCH-を得ることになります。 

 
タイプと反タイプを理解することは、聖書に含まれる信じられないほど複雑で豊

富な情報量を理解する上で大きな助けとなります。これらを通して、私たちは霊

的真理をより深く理解することができます。 

もう一つ、読者に指摘したいのは、聖書全体で使われている文学的な装置、ヘブ

ライ語の並進です。ユダヤ教百科事典では、ヘブライ語の平行法について次のよう

に説明しています。 

詩的なものだけでなく、修辞的なもの、そしてそれゆえに旧約聖書におけ

るより高い文体の基本的な法則であることは、今では一般的に認められて

います。この関連での並列性とは、対称的に構成された文章が定期的に並

置されることを理解することです。この対称性は、形式だけでなく実体に

おいても行われており、主に表現と思想との関係にあります。同じ考えは

、その完全な重要性、すなわち、様々な側面と転回で表現されています。 

メンバーの論理的な相互関係によると、並列性の3つの種類が区別されます
。 

(1)同義語と
 は、同じ感情が異なる言葉で繰り返される同義語のこと。詩篇第二十五

篇5節、同書第四節、沼第二十三篇7-10節、イザ第一篇1-
3節など）。"主よ、あなたの道をお示しください。"二行目は、単に繰り返
すだけでなく、考えを補強したり、多様化したりすることがよくあります

。(Prov. i. 31); 
「彼らは自分たちの道の実を食べ、自分たちの策略で満たされる」(I Sam. 
xviii. 7; Comp. Isa. xiii. 7, lv. 6 et seq.; Ps. xcv. 
2)。"サウルは何千人も殺し、ダビデは一万人も殺した。" 

(2)平行な部材が同じ考えの反対側を表現する反義語。(Prov. xi. 3; Comp. ib. x. 
1 et seq.; Isa. liv. 7 et seq.; Ps. xx. 8, xxx. 
6)。"高潔な者の高潔さは彼らを導くが、裏切り者の変態は彼らを滅ぼすだ
ろう"両方の構成要素に一つ以上の同義語が含まれていることが多く、この
対比がより強調されています（『預言書XXIX.27』、同書x.5, 
xvi."不正な者は義人の忌み嫌うものであり、道の中で正しい者は悪人の忌み
嫌うものである" 



(2) 構成的なもの
 （構成的なもの、叙述的なものとも呼ばれる）で、二つの構成要素には

二つの異なる考えが含まれているが、それらの間にはある種の親和性があ

ることでつながっている。(Prov. i. 7; Comp. ib. iii. 5, 7; Isa. l. 4; Ps. i. 3, xv. 
4)。"主を恐れることは知恵の始まりである。しかし、愚かな者は知恵と教
えを軽んじる」(http://www.jewishencyclopedia.com/articles/11902-parallelism-in-
hebrew-poetry)。  

ヘブライ語の平行法の知識を持っていると，読者は私たちの結論のいくつかをよ

りよく理解することができます。ヘブライ語の平行法の理解は、神の「奇妙な行

為」に関する基本的なテキストであるイザヤ書28:21を研究するときに特に便利に
なります。 

私たちは、この本が読む人の祝福となることを願っています。私たちが心から願

っているのは、この本を通して、多くの人が全く新しい光の中で神を見るようにな

ること、つまり、恐れではなく、愛の中で神に引き寄せられるようになることです

。しかし、恐れを抱く者は、愛によって完全なものとされていない」（第一ヨハネ

4:18）。 

私たちは、"神の怒り"を理解する前に、上記で述べたすべての点を理解する必要
があります。また、「神の怒り」とサタンの「善悪の知の木」の原理との間には

、関連性があることも理解しなければなりません。これらのことを考えると、「

神の怒り」とは何でしょうか？聖書はそれについて何と言っているのでしょうか

？聖書はそれをどのように定義しているのでしょうか？また、神の奇妙な行為に

ついてはどうでしょうか？完全な愛」の神とどのように調和させることができる

のでしょうか？神の怒りは、神の愛の外に働くことができるのでしょうか？ 
  



1  

 

キリストの福音  

 
 
 
私たちが「神の怒り」を探求するとき、神に関するすべてのことは、イエス・キ

リストを通して啓示された神のアガペーの愛の本質と調和していなければならな

いことを心に留めておかなければなりません。したがって、いわゆる「怒り」と

呼ばれる神の怒りも、神のアガペの愛と調和しなければなりません。  

ローマ人への手紙第１章１８節以降は、具体的に「神の怒り」を扱っています。

しかし、これらの節を見る前に、その前にある有名な二つの節を見てみましょう

。  

なぜなら、キリストの福音は、信じる者すべてに救いをもたらす神の力で

あり、まずユダヤ人のために、またギリシャ人のためにもあるからです。

その中で、神の義が信仰から信仰へと明らかにされ、「義人は信仰によっ

て生きる」と書かれているからです（ローマ人への手紙1:16-17、強調）。  

福音-イエス・キリストとイエス・キリストのみによって与えられる良い知らせ-

は、信じる者を救うための「神の力」です。これは、この六千年の間、サタンが

善悪の知識の木を通して私たちに与えてきた悪い知らせからの「救い」です。  

福音書では、神の義が「信仰から信仰へ」と啓示されています。以前の信仰、現

在の信仰から、より良い理解、より良い情報、より多くの知識に基づく未来の信

仰へと。私たちが信仰を持つべき神についての洞察力の成長と前進です。これは

、神に対する誤った認識に基づいていた以前の信仰から、イエス・キリストの福

音で明らかにされた神についての真理に基づいた別の信仰に移行することを意味

しています。イエスが福音書の中で明らかにされたこの真理は、パラダイムシフ

トを敢行し、イエス・キリストが明らかにされた「唯一の真の神」（ヨハネ17:3）
を信じるすべての人にとって、「救いのための神の力」なのです。  

キリストの福音とは何か？ギリシャ語で「福音」を意味する「エヴァンゲリオン

」は「良い知らせ」を意味します。キリストの「良い知らせ」とは、キリストが

御父について明らかにされたこと、つまり、キリストは私たちを無条件に愛し、

私たちに対して何の咎めも持たないということです。  



それは、イエス様が私たちに与えるために来られた神についての"良い知らせ"で
あり、"信じる者すべての人のための救いのための神の力"です。イエス様の"良い
知らせ"は、ニコデモに対するイエス様の言葉に集約されています。"神は、世を非
難するために御子を世に遣わされたのではなく、御子を通して世が救われるよう

にしてくださったのです」（ヨハネ 3:17）。  

福音と救いのつながりは明らかです。良い知らせは、神は私たちを捕まえようと

したり、私たちを非難したり、殺したりしようとしているのではないということ

です。神は、私たちを捕らえ、非難し、殺そうとする敵から私たちを救うことに

関心を持っておられます。神は、私たちを滅ぼすこの敵の嘘から私たちを救うこ

とによって、このようなことをしてくださるのです。なぜなら、「もし神が私た

ちのためにおられるなら、誰が私たちに敵対することができるでしょうか？ 

では、これらのことに対して、私たちは何と言えばよいのでしょうか。神

がわたしたちのためにおられるならば、誰がわたしたちに逆らうことがで

きるでしょうか。ご自分の御子を惜しまず、わたしたちすべてのために御

子をお捨てになられた神が、御子と共にわたしたちにすべてのものを惜し

みなく与えてくださるとは、どのようにして思われるでしょうか。誰が神

の選民に罪をかぶせることができるでしょうか。裁くのは神である。責め

立てるのは誰か。死んで、さらによみがえられたキリストであり、神の右

手にあって、私たちのために執り成してくださる方です。誰が私たちをキ

リストの愛から引き離すのでしょうか（ローマ8:31-35）。 

神の義」-神のあり方、神の律法、「キリストの愛」で表現された神の性質-

はどこに啓示されているのでしょうか？それは「その中に」、つまり「キリスト

の福音」の中に明らかにされています。この節によると、彼の義は他のどこにも

明らかにされていません。この啓示の中に救いがあり、「信じる者すべてのため

の救いのための神の力である」のです。信じる者は皆、何を信じるのですか？イ

エス・キリストの福音に啓示された「その中に啓示された神の義」を信じるすべ

ての人です。神の義とは何でしょうか？"神の義」とは、神の存在の本質であり、
神のアガペの愛です。"神は愛です」（第一ヨハネ4:8,16）。  

アダムは園の中で、神の義を見失ってしまいました。アダムが「善悪の知識の木

」を食べたことで、神を恐れるようになったからです。 

愛には恐れはありませんが、完全な愛は恐れを打ち消します。しかし、恐

れを抱く者は、愛のうちに完全なものとされていません。私たちが彼を愛

するのは、彼が最初に私たちを愛してくださったからです（第一ヨハネ4:18
-19、強調しています）。  



あなたがたは、恐れのために再び束縛の霊を受けたのではなく、養子縁組

の霊を受けたのです。  

神は私たちに恐れの霊ではなく、力と愛と健全な心の霊を与えてくださっ

たからです（第2テモテ1:7、強調）。 

愛する者よ、私たちは互いに愛し合いましょう。愛は神のものであり、愛

する者はみな神から生まれ、神を知っています（第一ヨハネ4:7、強調）。  

愛しない者は、神を知らないのです。  

アダムは、神の義（神の無条件の愛）を、条件付きの報いと罰のシステムである

サタンの善悪の知識の原理の不義と交換しました。アダムはこの「不義」を神の

義だと思っていました。この恐ろしい混乱した状況をソロモンはこのように説明

しています。 
 

さらに、私は太陽の下で見た。 

裁きの場では、"Zl_2028 

邪悪はそこにあった；"Zl_2028 

そして、義理の場では  

不公平はそこにあった（伝道者の手紙3:16）。 

 
ヘブライ語の平行法という文学的な工夫によって、この節では「裁き」と「義」

が同じであり、「悪」と「咎」が同じであることを学びます。福音は、神の「義

」とサタンの「不義」を混同するという根本的な誤りから私たちを救い、そのよ

うな恐ろしい誤りを犯すことによる混乱と災難から私たちを救います。  

ヘブル書では、イエスは"義"を愛し、"不義"を嫌っていたことを学びます。 

あなたは義を愛し、無法を憎んできた（KJV: 
INIQUITY）；"Zl_2028"それゆえに、あなたの神、あなたの神は、あなた
の仲間よりも喜びの油をあなたに注がれた」（ヘブル人への手紙1:9、強調
追加 

パウロは続けて言う "救いのための神の力"は 
"まずユダヤ人に啓示される"となぜでしょうか？それは、「彼らのために神のオラ
クルが託された」（ローマ3:2）からです。ユダヤ人は、イエス・キリストを指し
示す旧約聖書を持っていたのです。しかし、パウロがこの言葉を書いてから２０



０００年後の今日を生きる私たちに、この一節はどのように当てはまるのでしょ

うか？後のローマ人への手紙２章でパウロが言っていることに注目してください

。  

割礼とは、文字ではなく、御霊にある心のものであり、その賛美は人から

ではなく、神からのものである（ローマ2:28-29、強調）。 

現代では、「ユダヤ人」という言葉は、霊的に内なるユダヤ人に適用されなけれ

ばなりません。内なるユダヤ人は、神のオラクルにアクセスできるという祝福を

得られるという利点があります。そこでは、神の真のお方に関するイエス・キリ

ストの良い知らせを見つけることができます。もし「内なるユダヤ人」が信じて

従うならば、その人は怒りから救われます。もし彼が信じなければ、「神の怒り

が彼の内に宿る」（ヨハネ3:36）のです。このギリシャ語の"abides"という言葉は
、"残る"という意味です。これは、「神の怒り」はもともと私たちの中にあったと
いうことです。何かが「残る」ためには、すでに存在していなければなりません

。もし、イエス様の良い知らせを信じない人は、「神の怒り」が残っているか、

あるいは、その人のものであり続けているのです。  

肉体的なユダヤ人、つまりアブラハムの子孫として生まれた人たちと同じように

、霊的なユダヤ人もまた聖書を持っています。この霊的なユダヤ人は、点と点を

結び始め、光が彼の心の中で輝くようになります。  

しかし、この知識は聖書の情報に精通している人だけに与えられているのではな

く、「ギリシャ人」にも与えられています。パウロは「ギリシア人」という言葉

を使って、古代エジプトから学んだギリシア人とその哲学を具体的に表現してい

ます。ギリシア人はエジプトに行ってエジプトの「神秘」を学んでいました。ギ

リシャの哲学は、イエス様の教えとは全く相反するものです。しかし、パウロは

「ギリシア人」という言葉によって、「異邦人」である者をも意味していました

。現代では、この言葉は、イエス・キリストの福音を信じていない人を意味する

と解釈することができます。  

これをさらに一歩進めて、福音は、必ずしも聖書の知識に完全に基づいているわ

けではなく、聖書の知識の外で、神の御霊（すべての生きとし生ける者と共に努

力している、創世記1:2）を受け入れる人々のためのものでもあると言うことがで
きます。"ギリシア人"とは、その後、同胞である人間を無条件に愛するようにとい
う神の呼びかけに応じる人々を指すことさえあるかもしれません。無条件のアガ

ペー愛という道徳的な律法を心に刻み込んでいる人たちは、「自分自身のための

律法」なのです。  



律法を持たない異邦人が律法の中のことをするとき、律法を持っていない

にもかかわらず、律法は自分自身の律法であるからである（ローマ2:14）。  

この本を読んでいる人は皆、ヨハネの福音書３章１６節を暗記している可能性が

高いです。しかし、１７節はイエス様のメッセージの根幹をなすものでもありま

す。  

それは、神は、神を信じる者が滅びることなく、永遠のいのちを得ること

ができるように、御子をお与えになったからです。神が御子を世に遣わさ

れたのは、世を非難するためではなく、御子を通して世が救われるためで

した（ヨハネ3:16-17、強調しています）。  

イエス様は、当時の霊的権威であったニコデモにこの言葉を語られました。ニコ

デモは、イエス様が何を伝えようとしているのか理解できませんでした。私たち

は同時代の著名な霊的人物であっても、ニコデモと同じように、イエスが何を言

おうとしているのか全く分からないのです。  

ニコデモに向かって、イエスは"あなたは再び生まれなければならない"と言われ
ました。現代の技術的な例えで言えば，イエスはニコデモに，神に対する理解を

工場出荷時の設定に戻さなければならないと言ったのです。コンピュータやタブ

レット、携帯電話が故障したとき、それを修理する最善の方法は、工場出荷時の

設定にリセットすることです。私たちの心は，アダムがサタンの木を食べる前の

園での元の心のようにリセットされる必要があります。それが唯一の方法であり

，神を本当の姿，アガペの愛の神として見ることができるのです。  

ニコデモや私たち全員が生まれ変わる必要があるのは、イエスが私たちと分かち

合うために来られた神についての良い知らせです。私たちは、サタンが人類に教

えてきた神の性格についての先入観や間違った考えを手放さなければなりません

。私たちは、神が厳しく、厳しく、罰する専制君主であると信じるのをやめ、代

わりに、イエスによって宣言された良い知らせに耳を傾ける必要があります。  

だからこそ、イエスはニコデモに言い続けたのです。「神は世を非難するために

御子を世に遣わされたのではなく、御子を通して世が救われるために」。何から

救われたのですか？サタンの報いと罰のシステムに不可欠な非難と怒りから救わ

れたのです。これが福音であり，これが良い知らせなのです。最終的にニコデモ

は、神は誰かを非難したり罰したりするようなことはしないという真理に生まれ

変わり、イエスの真の弟子となりました。  

誰が私たちを告発するのでしょうか？ゼカリヤ３章に示されているように 

サタンです誰が非難するのでしょうか？ヨハネの黙示録１２章１０節にあるよう



に、サタンが告発者です。しかし、神は何をされますか？神様は私たちを裁いて

くださいます。"裁くのは神です"  

サタンは、報いと罰の原則を通して、私たちを有罪にし、そのようなものとして

罰に値すると宣言しました。しかし、神は私たちを無実であり、公正であると宣

言してくださいました。これは、私たちを非難するサタンの報いと罰のシステム

を無効にすることを意味します。その代わりに、神は無条件のアガペー愛の律法

に従って、私たちを無罪と宣言してくださいます。 

すべての者は罪を犯し、神の栄光から離れ、キリスト・イエスにある贖い

によって、神の恵みによって自由に（神のアガペー愛によって）義とされ
ているからです。それは、神がその血によって、信仰によって、神の義を

示すために、ご自身の義（アガペ・ラブ）を示すために預言者（マーシー
・シート）としてお定めになった方を、ご自身の寛容（アガペ・ラブ）に
よって、以前に犯した罪を越えてくださったからです（ローマ3章23-
25節）。ローマ3:23-25、強調) 

わたしは、あなたがたの罪を厚い雲のように、あなたがたの罪を雲のよう

に消し去った。わたしのもとに帰れ、わたしはあなたがたを贖ったのだか

ら。 

東が西から来たように、東が西から来たように、私たちの罪を取り除いて

くださったのです（詩篇103:12、強調）。 

神は私たちの罪を消し去り、取り除いてくださいました。これは、以前は神が私

たちの罪を私たちに押し付けていたのに、今はイエス様がご自身をなだめるため

に犠牲になったので、神が私たちを赦してくださっているという意味ではありま

せん。いいえ、神のアガペの愛の律法では、これらの罪は、そもそも私たちに向

けられていたことはありませんでした。イエスは神をなだめるために来られたの

ではなく、神を明らかにするために来られたのです。  

イエス様がしてくださったことは、次のようなことです。サタンが私たちに信じ

させたように、御父は報いと罰のシステムを使っていないことを私たちに示して

、私たちに対するサタンの力を取り除いてくださいました。言い換えれば、神に

ついての真実を私たちに示すことによって、イエスは報いと罰を完全に排除し、

神の真の道、すなわちアガペの愛の道を紹介してくださったのです。 

あなたがたは、あなたがたの罪と、あなたがたの肉の未割礼のために死ん

でいたが（報いと罰のシステムが非難されたために死んでいた）、主はご

自分と共に生きた者とされたのである。あなたがたのすべての罪を赦して

下さり、私たちに反していた要求の手書き（サタンの善悪の法則／報いと



罰の法則）を一掃して下さり、十字架に釘を打ち付けて、道を取り除いて

下さった。そして、それを十字架に釘付けにして、それを取り除いてくだ

さいました。主権と権力を武装解除して、彼らを公の場で見世物にし、彼

らに勝利したのです（コロサイ2:13-15、強調）。 

神の義認は、私たち自身の善良さに基づくものではなく、善悪の木のシステムに

ある私たちの働きに基づくものです。神の義認は神の恵みの律法に基づいている

のです。"神の恵みによって自由に義とされている"のです。これは本当に良い知ら
せです。私たちの心は、サタンの善悪の道徳律法の束縛から私たちを解放するた

めにイエス・キリストを遣わしてくださった神のあわれみと恵みを喜ぶべきです

。私たちは、この地上のすべての人間に適用されるこの良い知らせを山の頂上か

ら叫ぶべきです。主は、報いと罰のシステム全体を「十字架に釘付けにして、邪

魔にならないようにした」のです。これにより、サタンとその天使たちを"武装解
除"されました。 

しかし、このことが何を意味するのかを十分に理解する前に、私たちが理解しな

ければならない概念があります。ローマの信徒への手紙５章でパウロがこの質問

にどのように答えているかに注目してください。  

しかし、私たちがまだ罪人であったときに、キリストが私たちのために死

んでくださったという点で、神はご自身の愛を私たちに示してくださいま

した。その血によって義とされた私たちは、キリストによって怒りから救

われるのです（ローマ5:8-9、強調）。  

私たちが何から救われるのか気付きましたか？私たちは「怒りから救われる」の

です。しかし、私たちは誰の怒りから救われるのでしょうか？それは、神様の怒

りでしょうか？  

何年も前からそうだと思っていました。それなのに、これでは意味がありません

。神はご自身からわたしたちを救うために御子を遣わされたほどわたしたちを愛

しておられたのでしょうか。そうでなければ，神は怒りで私たちに怒りをぶつけ

てくるかもしれません。  

この言葉をもう一度考えてみてください。"神は御子を世に遣わされたのは、世
を非難するためではなく、御子を通して世が救われるためであった。"神はご自身
の非難から私たちを救おうとされているのでしょうか？そうではありません。神

は世界を非難するために御子を送られたのではありません。それがどうしたので

すか？"神は世界を非難するために御子をこの世に送られたのではなく、御子を通



して世界を救われたのです" 

サタンの怒りに満ちた支配から。それはとても単純なことです。  

先に進むにつれて、神の王国とサタンの王国がどのように二つの別々の管轄権を

持っているのか、そして、エデンの園のアダムとエバのように、私たち人類は、

それらに関して選択を迫られています。この選択によって、私たちが「神の怒り

」を受けるかどうかが決まります。 
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司法権の問題   

 

 

神の怒り」という言葉を定義している具体的な聖書の箇所を直接掘り下げていく

前に、この聖書の慣用句を戦争、つまり、この地上での６千年の間、神とサタン

の間で行われてきたポールミック（誰かや何かに対する強い言葉や文章での攻撃

）の戦いの観点から考える必要があります。  

聖書を読むことによって、私たちは人類が霊的な戦争の真っ只中にいることを知

っています。ルシファーが神の道徳的な律法であるアガペー愛に対して戦ってい

る戦争です。これは、神の義の原則とサタンの不義の原則との間の戦争であり、

常にそうであったのです。私たちの最初の二冊の本、「神の悪魔化」と「神は試

練にさらされている」をご覧ください。私たちは騙されているのか？神は殺人者

なのか？)  

聖書は、私たちの世界には二つの霊的な王国、すなわち神の王国とサタンの王国

があることを教えています。この二つの王国は、それぞれ「生命の木」と「善悪

の知識の木」に象徴されています。聖書の中で神の王国について語っている箇所

をいくつか見てみましょう。 

神よ、あなたの御座は永遠に永遠にあり、義の笏はあなたの国の笏である

（詩篇45:6、強調）。 

あなたの王国は永遠の王国であり、あなたの支配はすべての世代に渡って

永続します（詩篇145:13、強調）。 

主のしるしは何と偉大であり、その不思議は何と強大であることか。主の

王国は永遠の王国であり、その支配は世代から世代へと続く（ダニエル4:3
、強調）。 

ダビデの王座とその王国の上には、ダビデを命じ、その時から永遠に裁き

と正義をもってその国を確立するために、ダビデの政府と平和の増加には

終わりがない。万軍の主の熱意がこれを実行する（イザヤ9:7、強調）。 

そして、これらの王たちの時代には、天の神は、決して滅びることのない

王国を設けられ、その王国は他の人々の手に委ねられることはなく、その



王国は粉々に砕け散り、これらの王国のすべてを焼き尽くし、永遠に立ち

続ける（ダニエル2:44、強調）。 

この数節から、まず第一に、そして非常に重要なことは、神の王国は「義」によ

って特徴づけられるということです。神の王国は「永遠の」王国です。なぜなら

、神の王国は正しい「裁き」と真の「正義」によって確立されるからです。私た

ちはまた、神の王国は決して滅びることがないことを学びます。  

イエス様はマタイ12章で、「自分たちに反して分裂した王国はみな荒廃し、自分
たちに反して分裂した町や家はみな、立つことができない」（マタイ12:25、強調
）と説明されました。このように、神の王国は永遠の王国であるため、分割され

た王国ではなく、「荒廃させられることはない」と推論することができます。で

すから、神の王国は「分裂した王国」ではありません。これは、もし神様が私た

ちのためにおられるならば、神様は私たちに敵対することもできないということ

を意味しています。これは、神様が私たちに対して反対の行動をとることができ

ないということを意味しています。神様は、私たちの救い主であると同時に、私

たちの破壊者でもあることができないのです。 

創造の初めから、神の王国、より具体的には神の王国の義の原則が、この地上に

君臨することになっていました。それが創造主の被造物全体に対する創造主の本

来の意図でした。しかし、神の王国の原則は完全で絶対的な自由を提供している

ので、簒奪者は別の原則を持って入ってくることができ、その結果、神の創造物

を捕虜にすることができました。  

アダムとエバが蛇の「善悪の知識の木」を食べた瞬間から，彼らは別の王国の原

理に基づいて生き始めました。  

このように、私たちはサタンの原理によって生きているので、世界の王国は事実

上、サタンの王国なのです。私たちは皆、サタンの原理、つまり「善悪の知識の

木」に代表される原理に支配されているのです。悪魔が世界全体を自分のものと

して主張していることは、荒野の誘惑の中でイエスに「世界のすべての王国」を

差し出したことからも明らかです。 

再び、悪魔は彼を非常に高い山の上に連れて行き、この世のすべての王国

とその栄光を彼に見せました。そして彼に言った、「あなたが倒れて私を

礼拝するならば、これらすべてのものをあなたに与えよう」（マタイ4:8-
9、強調）。  

その時、悪魔は彼を高い山の上に連れて行き、一瞬のうちに世界のすべて

の王国を彼に見せた。そして、悪魔は彼に言った、「このすべての権威と



その栄光を、わたしはあなたに与えよう。だから、あなたがたがわたしの

前に礼拝するならば、すべてあなたがたのものとなる」（ルカ4:5-7 

サタンは、「この権威とその栄光をあなたに与える」という言葉で、地上でのす

べての権威を持っていると主張しました。そして、どのようにしてサタンがこの

世の支配者となったのかを私たちに示しています。この世界の権威をサタンに渡

したのは誰でしょうか？それはもちろん、神が言われたアダムとエバでした。  

そして神は言われた。「わたしたちは，わたしたちに似せて，わたしたち

に似せて，わたしたちに似せて，わたしたちに似せて，人間を造らせまし

ょう。そこで神はご自身の姿で人を創造され、神の姿で人を創造され、男

と女を創造されました。そして、神は彼らを祝福し、神は彼らに言われた

。「実を結び、増殖し、地を満たし、地を支配しなさい。 

アダムとエバは、善悪の知識の木の実を食べることによって、サタンに地上の権

威を与えました。イエスはまた、サタンを「この世の支配者」と認めました。 

今こそこの世の裁きであり、今こそこの世の支配者は追い出される（ヨハ

ネ12:31、強調）。 

この世の支配者が来ていて、彼は私の中に何も持っていないからである（

ヨハネ14:30、強調）。 

そして、使徒パウロは、サタンとその天使たちが「闇」の支配者であることを説

明しています。 

私たちが戦うのは肉と血ではなく、支配者、権力者、この時代の暗黒の支

配者、天の地にいる悪の霊的な群れと戦っているからです（エペソ6:12、強
調しています）。 

パウロはサタンを「この時代の神」とまで呼んでいます。 

しかし、たとえ私たちの福音がベールに包まれていたとしても、この時代

の神が心を盲目にし、神の姿であるキリストの栄光の福音の光が彼らの上

に照らされることを恐れて、信じない滅びゆく人々にはベールに包まれて

います（第二コリント4:3-4）。  

イエス様が二千年前に登場された時、イエス様は私たちがそれまで完全には聞い

たことも知らなかったことを人類に教えるために来られました。御父とはどのよ

うな方なのか、御国の原則とはどのようなものなのかを教えるために来られたの

です。神の恵みの良い知らせは、世界が始まって以来、謎に包まれていました。 



さて、わたしの福音とイエス・キリストの宣教によって、世界が始まって

以来、秘密にされてきた神秘の啓示によって、あなたがたを確立すること

ができる方に乾杯です（ローマ16:25）。 

このように、私たちを神の国に導くために神から遣わされた方の前触れとして、

バプテスマのヨハネは宣言しました。  

悔い改めなさい、天の国はすぐそこにあるのです。(マタイによる福音書3:2
、強調)。  

イエス様ご自身は、神の国「天の国」がどのようなものであるかを理解する時が

来たと言われました。ですから、バプテスマのヨハネと同じように、イエス様も

おっしゃいました。  

その時からイエスは説教を始め、「悔い改めなさい。"(マタイ4:17、強調)と
言いました。 

そして、イエスはガリラヤ全土を回って、彼らの会堂で教え、王国の福音

を説き、人々の間であらゆる種類の病気とあらゆる種類の病気を癒した（

マタイ4:23、強調）。 

山の上の説教では、その後の全ミニストリーを通して、イエス様は「天の国」を

私たちの注意を引きつけておられました。 

霊的に貧しい者は祝福されています。 

義のために迫害される者は幸いである。 

そのため、これらの戒めのうちで最も少ない戒めの一つを破り、人にその

ように教える者は、天の国では最も少ない者と呼ばれるが、これらの戒め

を行い、教える者は、天の国では偉大な者と呼ばれる（マタイによる福音

書5:19、強調しています）。 

あなたがたの義が律法学者やパリサイ人の義を超えていなければ、天の御

国に入ることはできません（マタイ5:20、強調）。 

しかし、まず神の国と神の義を求めよ、そうすれば、これらすべてのこと

があなたがたに加えられる（マタイ6:33、強調）。 

私に向かって「主よ、主よ」と言う者は誰でも天の国に入るのではなく、

天におられる私の父の御心を行う者が入るのです（マタイ7:21、強調）。 

それから、イエスはすべての町や村を回って、彼らの会堂で教え、王国の

福音を説き、人々の間のあらゆる病気や病気を癒された（マタイ9:35、強調
しています）。 



あなたがたが行って、『天の国は手の届くところにある』（マタイ10:7、強
調）と言って、説教しなさい。 

女から生まれた者の中には、バプテスマのヨハネよりも偉大な者はいませ

んが、天の国では最も少ない者は、彼よりも偉大です（マタイ11:11、強調
）。 

そして、バプテスマのヨハネの時代から今に至るまで、天の国は暴力を受

け、暴力的な者は力づくでそれを奪う（マタイ11:12、強調）。 

神の国は「義」によって特徴づけられています。これは、神の在り方、神の操作

方法、神の道徳的コンパス、神のアガペー愛の道徳的律法を指します。義とは、

神が公平かつ無条件に親切で、寛大で、公正で、公正で、正直で、愛にあふれ、

非暴力的で、自由を与え、特に慈悲深い方であることを意味します。それは神が

揺るぎない誠実さを持っていることを意味します。神を敵視している人たちを含

め、誰にも害を与えないことを意味します。天国とは，例外なくすべての人に善

と癒しを与えることです。 

しかし、この世の支配者の王国は、全く別の原則によって運営されています。彼

の原則は、聖書では「不義」と呼ばれています。聖書は、「不義」がルシファー

から始まったことを明確にしています。  

あなたがたは、創造された日から、あなたがたの中に不義が見いだされる

まで、あなたがたの道は完全であった（エゼキエル28:15、強調しています
）。 

不義理とは別のあり方であり、神の義のあり方とは異なるものであり、対立する

ものです。不公平はサタンの方法であり、サタンの操作方法であり、彼の道徳的

な羅針盤です。不義は善悪の道であり、エデンの園の「善悪の知識の木」に代表

される原則です。  

非公平とは、私たちの優しさ、寛大さ、公平さ、正義、正直さ、愛などに値する

人を恣意的に選んで選ぶ原理です。これは、道徳の功罪制度です。したがって、

不義は、条件付きで、部分的で、恣意的な原則であり、それが報いに値すると見

なす者に報い、罰に値すると見なす者に罰を与えるのです。不義はある者を癒し

、ある者を害する。この善悪の道徳的法則は、私たちの存在のあらゆる繊維に埋

め込まれています。これは私たちの肉であり、肉欲に満ちた性質であり、堕落し

た人間の性質なのです。 



非公平は懲罰的な正義に満ちていますが、この種の正義は神の正義とは全く異な

るものであり、私たちが著書『裁判中の神』で示したように、神の正義とは全く

異なるものです。私たちは嘘をつかれたのか？神は殺人者なのか？  

イエスとサタンの間の戦いの中心にあるのは、義と咎の二つの原則であることを

理解しなければなりません（ヨハネの黙示録12:7）。 

ルシファーが神と神の律法に反抗したとき、彼はこの善悪の律法をもって、「神

の星」、つまり神の天使たちの上に権威を行使しようとしました。ルシファーは

、自分の不義の玉座を彼らの上に「高揚させようとした」のです。つまり、自分

の不義の原則である報酬と罰で彼らを支配しようとしたのです。彼の最高の望み

は、彼らが彼の不義の原則を彼らの道徳的な律法として採用することでした。  
 

いかに天から落ちているか。 

ルシファーよ、朝の息子よ！ 

どのように切り捨てられているのか。 

国家を弱体化させた者！ 

あなたが心の中で言ったからです。 

"私は天に昇る 

私は神の星の上に私の王座を高揚させる（イザヤ14:12-13、強調）。 

 
ルシファーは無条件で公平なアガペー愛の神の律法を拒否したため、条件付きで

部分的な別の道徳律法を考案し、結果として神の憐れみを欠いたものになりまし

た（サタンの報酬と罰に関する道徳律法については、私たちの小冊子「二つの王

国の物語」を参照してください）。これは聖書が不義と呼ぶ道徳律法です。 

律法によって悪を仕組む不義の御座が、あなたと交わることができるでし

ょうか。(詩篇94:20、強調)。 

サタンの「不義の玉座」は悪を律法に成文化し、悪を律法の枠にはめて、私たち

の心に書かれた道徳的な律法の中に「考案」します。一方、神の玉座は義の玉座

です。 
 

見よ、王は義をもって君臨し、王子たちは義をもって君臨する。 



正義（イザヤ32:1、強調）。 

 

神よ、あなたの王座は永遠に永遠にあり、義の笏はあなたの王国の笏であ

る（ヘブル1:8、強調）。 

しかし、まず神の国と神の義を求めよ、そうすれば、これらすべてのこと

があなたがたに加えられる（マタイ6:33、強調）。 

そこで私は天が開かれるのを見たが、見よ、白い馬がいた。そして、その

上に座られた方は、忠実で真実な方と呼ばれ、義において裁き、戦争をさ

れる（黙示録19:11、強調）。 

イエス様が新しい地に君臨されるとき、イエス様はアガペの愛の律法である義の

律法をもって君臨されます。ペテロは、イエス様の義の律法の治世を楽しみにし

て書いていました。  

しかし、私たちは主の約束に従って、義が宿る新しい天と新しい地を求め

ています（第2ペテロ3:13、強調）。 

イエス様の御座の笏、つまり御国が機能する律法は、義の律法であり、アガペー

愛の道徳的な律法です。ですから、イエス様と御父様がなさることはすべて"義の
うちに"なされるのです。つまり、彼らが正義や裁きを行うときも、戦争をすると
きも、すべて「義に基づいて」、義のパラメーターの範囲内で行われるというこ

とです。神は決して義から外れることはありません。神は決して義の外に出るこ

とはありません！サタンの支配下にある不義の中に一線を越えることはありませ

ん。  

聖書は、キリストと悪魔の間の戦いが、義と不義の二つの原則をめぐって争われ

ていることをはっきりと示しています。ヘブル書では、この二つの原則が並んで

名前が付けられていますが、それは、キリストと悪魔の間の問題全体が、この二

つの道徳的な法則を中心にしていることを示しています。 

神よ、あなたの王座は永遠に永遠にあり、義の笏はあなたの王国の笏であ

る。あなたは義を愛し、不義を憎んできた。それゆえ、あなたの神である

神は、あなたの仲間よりも喜びの油をあなたに注がれた」（ヘブル1:8、強
調）。 

詩篇（詩篇45:6-
7）を引用して、パウロは、イエスは「義を愛した」が、「咎を憎んだ」と述べて
います。私たちは自分自身に問いかけなければなりません。願わくば、この本が



終わる頃には、この問いに満足のいく答えが得られることを願っています。これ

ら二つの道徳的な法則、すなわち義と不義は、二つの異なる管 

理権の法則です。神の管轄権はアガペの愛、義の道徳律によって機能し、サタン

の管轄権は、善悪の知識の木に代表される道徳律法である不義を通して機能しま

す-報酬と罰のシステムです。 

私たち一人一人が、神について何を信じるかによって、この二つの管轄区域のど

ちらかに属する時が来ています。この選択は、私たちがお互いにどのように行動

するかにも影響します。全世界は今まで、神と神の国の原則について、サタン（

黙示録12:9）によって欺かれてきました。しかし，わたしたちの時代，すなわちこ
の最後の日に，神はわたしたちに神の真の御性質を啓示しておられ，わたしたち

がどの管区に属したいかについて十分な情報に基づいて決断できるようにしてい

ます。この啓示は御子を通してわたしたちに与えられています。 

神は、過去に様々な時に、様々な方法で、預言者たちによって先祖たちに

語りかけられましたが、この終わりの日には、万物の後継者に任命された

御子によって、私たちに語りかけられました。 

私たちは皆、自分がどの管轄下にいたいかを選ぶ権利を持っています。もちろん

、神さまは私たちが神さまの管轄を選ぶことを望んでいるのですが、なぜなら神

さまの管轄は生命の管轄ですから、神さまの管轄が唯一の安全な場所だからです

。 

私は今日、天と地をあなたがたの証人として呼び、あなたがたの前に生（

いのちの木）と死（善と悪の知識の木）、祝福（いのちの木）と呪い（善

と悪の知識の木）を定めたことを、あなたがたとあなたがたの子孫の両方

が生きるために、いのちを選びます（申命記30:19、強調）。 

神の管轄は命の管轄ですが、神は私たちに神を選ばせ、ひいては命を選ばせるた

めに力を使うことはありません。一方、サタンは、私たちを死の管轄にとどめさ

せるために、力と欺瞞を使います。  

サタンが使った最大の欺瞞は、神が死に関与していると思わせることです。しか

し、死はサタンの所管の副産物です。死は、サタンの原理によって生きることの

直接的な結果なのです。したがって、死の領域は、ヘブル人への手紙2章に述べら
れているように、完全にサタンとサタンのみに属しているのです。 

それは死によって、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼされ、死を恐れ

て生涯束縛の対象となっていた者たちを救い出すためである（ヘブル2:14-
15、強調）。 



イエスが悪魔を滅ぼされた時でさえも 

イエスは"義"の中でそうされたことに注目してください。イエス様は悪魔を殺され
ませんでした。イエス様は、悪魔を破壊したり、悪意を持ったり、個人的に害を

与えたりしませんでした。イエス様が「死の力を持つ者、すなわち悪魔」を滅ぼ

されたのは、十字架上でのご自身の死によってでした。イエス様は、サタンの暴

力の犠牲者となることによって、神は暴力的な神であると教えていたサタンの欺

瞞の力を滅ぼされたのです。イエス様が逮捕された時、剣を使って暴徒に抵抗し

たペテロに、イエス様は自分を守るために天使の軍団を呼ぶこともできたはずだ

と言われましたが、なぜイエス様はピラトに説明しました。しかし、イエス様は

ピラトにその理由を説明されました。  

わたしの王国はこの世のものではありません。もし私の王国がこの世にあ

ったならば、私のしもべたちは、私がユダヤ人に引き渡されないように戦

うだろう。 

イエス様の原理は、サタンの王国の原理によって運営されているこの世の原理と

は違います。神は、アガペー愛の義というご自身の原則に忠実であり、これから

も常に忠実であり続けます。これは堅固な岩のように不変であり、不動のもので

す。ここに妥協はありません。神であるイエスは、「昨日も今日も、そして永遠

に変わらない」（ヘブル13：8）のです。 

すぐにわかるように、「神の怒り」の問題では、管轄権が大きな役割を果たして

おり、どちらの側に属するかを選択する自由がある。 
 

  



3   

 

神の怒りは   

天から啓示された  

 

私たちはついに、「神の怒り」とは何かを明確に説明している箇所にたどり着き

ました。この最も誤解されている聖書用語について、ローマ人への手紙の第一章

にあるように、これほど簡潔かつ決定的な説明がなされている聖書は、他にはあ

りません。私たちは、これらの聖句を一節一節丁寧に調べ、聖書を使って説明し

ていきます。  

神の怒りが天から啓示されるのは、すべての不敬虔な者、不義の中に真理

を抑圧する者たちに対してである。  

もしこの文を、「神の怒り」が一般的に理解されている従来の方法で理解するな

らば、神はついに罪人に対する忍耐を失い、天から怒りをもって個人的に攻撃し

て罪人を滅ぼすということになります。  

神は私たちを怒りに任じられたのではなく、私たちの主イエス・キリスト

によって救いを得るためであったからです（第一テサロニケ5:9、強調）。  

主の血によって義とされた私たちは、主によって怒りから救われるのです

（ローマ5:9）。  

私たちが父の怒りから救われるために、イエス様が私たちのために死なれたと考

えることに意味があるのでしょうか？あるいは、御父と御自身の怒りからも、御

父と御父は一つであるので（ヨハネ10：30）、私たちは救われるのでしょうか？
また、私たちがすでに「神の血によって義とされている」のに、神が私たちを滅

ぼそうとすることに意味があるのでしょうか？ここには何か腑に落ちないものが

あると思いませんか？それなら、別の見方があるかもしれません。では、「神の

怒りが天から現われる」とはどういう意味でしょうか？  
 
神の怒りが天から現われるために  

 



使徒パウロは、「神の怒り」は非常に特殊な場所から啓示されると宣言していま

す。まず、天には誰がいるのかという質問をします。もちろん、神は天におられ

ます。愛である神、「完全な愛」（ヨハネ4:8,18）である神は天におられます。で
すから、「神の怒り」は、愛の神ご自身から啓示されなければなりません。  

しかし、「天国」という言葉は、必ずしも場所だけを指しているわけではありま

せん。天国で実践され、生き抜いている生き方、つまり神の原理から直接出てく

る生き方、存在や考え方を指しています。イエス様が言われた時に、このことを

浮き彫りにされました。 

もし私が地上のことを話したのに、あなたがたが信じないなら、私が天の

ことを話したら、あなたがたはどうやって信じるでしょうか。天に昇った

者は、天から降りてこられた方、つまり天におられる人の子以外にはいな

いのです（ヨハネ3:12-13）。 

もし、上の節の天国の言及を単なる場所だと理解するならば、私たちは混乱して

しまいます。上の節では、イエス様は地上のニコデモに向かって言っているので

あって、 

天国ではありません。しかし、イエス様は「天におられる」とはっきりとおっし

ゃっています。エルサレムにいて、ニコデモに話しかけているのに、どうしてこ

のようなことが言えるのでしょうか？ 

イエス様が「天国」という言葉を別の意味で使っていること、つまり、天の原理

を指しているのであって、場所を指しているのではないことを理解すれば、この

ことはもはや混乱を招くことはないでしょう。ですから、イエス様が「誰も天に

昇った者はいない」とおっしゃるとき、イエス様は「天」と呼ばれる場所から降

りてこられた方を除いて、誰も天の原理に「昇った」者はいないということを意

味しています。イエス様が「天におられる」と言われた時、イエス様が「天」と

いう言葉を場所の意味で使っていないことは明らかです。イエス様が「天におら

れる」とおっしゃるのは、天の原理、つまり、天におられる神からの原理の中に

おられることを意味しています。このことは、同じ章でバプテスマのヨハネによ

って確認されています。  

ヨハネは答えて言った，「人は，天から与えられたものでなければ，何も

受け取ることができない。あなたがた自身が、わたしが『わたしはキリス

トではありません』と言ったことを、わたしが『キリストの前に遣わされ

たのです』と言ったことを、わたしの証人としているのです。花嫁を持つ

者は花婿であるが、花婿の友人であって、花婿の声を聞いて立っている者



は、花婿の声を聞いて大いに喜ぶ。それゆえ、わたしのこの喜びは成就す

る。彼は増えなければならないが、わたしは減らさなければならない。上

から来る者はすべてのものの上にあり、地の者は地のことを語る。天から

来る者はすべてのものの上におられる（ヨハネ3:27-31）。  

イエス様は「上から」来られたので、天のもの、つまり御父から直接来られた天

の原則について語られました。このように、イエス様の言葉は、善悪という地上

の原理に基づいた地上の視点を持つ人間の言葉よりも、はるかに重みを持ってい

ます。  

また、パウロはこのような見方を「天」という言葉の時にも示しています。 

最初の人は地の者であり、土の者であり、二番目の人は天から来た主であ

る。第一の人は地の者であり、地の者は地の者であり、天の者は天の者で

ある。また、わたしたちが地の者の像を負ったように、わたしたちもまた

、天の者の像を負わなければならない（第一コリント15:47-
49、KJV、強調付）。 

ですから、「神の怒りは天から啓示される」と読むとき、私たちはそれが「天」

と呼ばれる場所におられる神の本質である原理や法則そのものから啓示されてい

ることを理解しています。神が宇宙を支配されている道徳律法である天の原理と

は何でしょうか。それはアガペー愛の法則です。そして、「神の怒り」は、アガ

ペの愛から啓示されるのです。  
 
自由と裁判 
 
神が「神の怒り」に関与する方法は二つあります。最初の方法は、神のアガペー

愛の律法に内在する要素と関係しています。その要素とは自由であり、自由は神

の普遍的なアガペー愛の道徳律法に内在する要素です。  

このように、パウロが「神の怒りは天から現される」と言うとき、私たちは「神

の怒り」がアガペの愛に内在する自由と本質的に結びついていることを理解しな

ければなりません。自由とは、「神の怒りは天から啓示される」とはどういうこ

とかを聖書的に調和のとれた理解で理解するために、私たちが理解しなければな

らない第一の基本的かつ不可欠な概念です。  

神の怒り」に神が関わる第二の方法は、神が私たちの裁判官であることと関係し

ています。私たちを裁くのは神様です。しかし、神様は私たちを裁くのは、天の

原則である義によってであり、地上の原則である 

咎によってではありません。これは何を意味しているのでしょうか？ 



神の裁きとは、私たちの心の中に本当にあるものを決定することに関係していま

す。裁きを下すのは神であり、つまり、私たちが神の王国の管轄に属するか、サ

タンの王国の管轄に属するかを決めるのは神です。サタンは、この決定の過程で

裁判官ではありません。彼は、私たちが神の管轄から神の管轄へと一線を越えた

かどうかを決める人ではありません。この決定が公正かつ公平に行われるように

してくださるのは神です。  

私たちは皆、サタンが公平な方法で行動しないことを知っています。ですから、

神は、私たちの敵や告発者が私たちの自由を侵害したり、いわば証拠を乱したり

しないようにしてくださいます。私たちがサタンの陣営に渡ったかどうかを決め

るのは神です。なぜそうなのでしょうか？それは、神だけが私たちの心を読むこ

とができ、神だけが正義であるからです。 

ローマ人への手紙２章でパウロが言っていることに注目してください。彼は、「

怒りの日に」神は「正しい裁き」をされる、つまり「神の怒り」を受ける者と受

けない者を決定すると言っています。 

しかし、あなたがたは、あなたがたの硬さと無節操な心に従って、怒りの

日の怒りと、神の正しい裁きの啓示の日に、自分のために怒りを蓄えてい

るのです。善行を忍耐強く続けることによって、栄光と名誉と不滅を求め

る者には永遠の命が与えられますが、自己中心的で真理に従わず、不義に

従う者には、悪事を行うすべての人の魂、すなわち、ユダヤ人が先であり

、ギリシャ人の魂でもある者には、憤りと怒り、苦悩と苦悩が与えられま

す（ローマ2:5-9、強調表示）。 

この節の「義の裁き」という言葉は、ギリシャ語の一つの単語-
dikaiokrisiaで表現されています。- 

正しい裁き」（ストロング・コンコーダンス）という意味です。しかし、これが

公平な裁きであることを理解するのに役立つのは、この言葉の反対語である反意

語です。Complete Word Study 
Dictionaryによると、dikaiokrisiaの反意語または反対語はprosōpolēpsíaで、「偏見、好意
、偽り」を意味します。これは、ペテロの「神は決して偏見を示さないことを、

私は真実に理解しています」（使徒10:34）という言葉と一致しています。 

ローマ人への手紙2:5-
9のパウロの記述は、神が報いと罰を用いておられることを示していると簡単に解
釈できます。私たちは、神が個人的に善いことをする者には"栄光、名誉、不滅"で
報い、悪いことをする者には"怒り、苦悩、苦悩"で罰を与えるという意味に解釈す



ることができます。私たちがこの解釈をデフォルトにしているのは、これが「善

悪の知識の木」から見た私たちのデフォルトの考え方だからです。しかし、神が

アガペの愛によってのみ動作することを理解するならば、私たちは生命の木の原

理を通してそれを見ることができるようになるでしょう。 

生命の木」のアガペー愛の原則から、この聖句を解釈すると、私たちの正義の裁

判官である神が、地上での私たちの「行い」に基づいて、真実で公平な判断、つ

まり「正義の裁き」を下されることを意味しています。この検証，この「正しい

裁き」は，わたしたちが神の愛と憐れみと恵みの非暴力的な管轄下で生きること

を選んだのか，それともサタンの暴力的な管轄下である報酬と罰の下で生きるこ

とを選んだのかということに関係しています。  

常に私たちに選択の自由を与えてくださる神は、私たちの選択が何であったかを

決めるのは、私たちが口で何を公言するかに基づくのではなく、私たちがどのよ

うに行動するか、どのように行動するかによって決まります。行動が言葉よりも

大きな声で語るからです。先ほども述べたように，神だけがわたしたちの心を知

っていて，神だけが公平であるからです。私たちは自分の心を知ることができま

せんが、心が私たちを欺くからです。  

心はすべてのものの上に欺瞞に満ちていて、必死に邪悪で、誰がそれを知

ることができるだろうか。主であるわたしは、心を探り、心を試し、すべ

ての人にその道にしたがって、その行いの実にしたがって与える（エレミ

ヤ17:9-10、強調しています）。  

神はすべての人にその方法に応じて与えられる。"その行いの実りに応じて"それ
は公平なことではないでしょうか？正しい裁判官」は不正が行われることを許し

ません。すべての人が、自分が選んだ管轄下に置かれるようにしてくださるので

す。イエス様はこの選択のプロセスを、羊と山羊のたとえ話で説明されました。  

人の子がその栄光のうちに来られ、すべての聖なる天使たちも一緒に来ら

れたとき、彼はその栄光の玉座に座られる。すべての国々は彼の前に集め

られ、羊飼いが自分の羊を山羊から分けるように、彼は彼らを互いに引き

離される。そして、羊は右手に、ヤギは左手に置かれる（マタイによる福

音書25:31-33、強調）。  

このことはまた、黙示録14章で明らかになります。"地の収穫が熟した時"です。
その時、すべての生きている人間は、それぞれの管轄権、この偉大な論争におけ

る自分たちの側を選び、神の印か獣の印のどちらかを受けることになります。そ



して、サタンの印を受けた者は、サタンの管轄に属していることを示すサタンの

印を受けた者は、「神の怒りの大酒場」に投げ込まれることになります。 

そこで私は見た，白い雲があって，雲の上に人の子のような方が座ってい

て，頭には金色の冠をかぶり，手には鋭い鎌を持っていた。また別の天使

が神殿から出てきて，雲の上に座っていた者に向かって大声で叫んだ，「

あなたの鎌を突っ込んで刈り取りなさい，あなたが刈り取る時が来たのだ

から，地の収穫は熟した。そこで雲の上に座られた方は、その鎌を地に突

き刺し、地は刈り取られた。すると、祭壇から別の天使が出てきて、火を

司る力を持っていたので、鋭い鎌を持っている者に向かって大声で叫んで

言った、「あなたの鋭い鎌を突っ込んで、地のぶどうの木の房を集めなさ

い。そこで御使いは鎌を地中に突き刺して地のぶどうの房を集め、神の怒

りの大いなるぶどう酒場に投げ込んだ（黙示録14:14-19、強調）。 

神はわたしたちの内面を知っておられるので，わたしたちは神が公正であること

を信頼することができます。もしこの裁きがサタンによって行われていたとした

ら、彼は究極の告発者として、全人類を徹底的に非難するでしょう。  

昼も夜も私たちの神の前で彼らを告発していた私たちの兄弟たちの告発者

が打ちのめされたからである（黙示録12:10）。  

今や救いと力と神の国とキリストの力が来た」という極楽の叫び声は、イエスの

十字架上での死と復活によって救いがもたらされたときに、天を越えて響き渡り

ました。なぜでしょうか？それは、サタンが私たちを告発するために天に上って

いたからです。天の存在が私たちを「同胞」と呼んでいることに注目してくださ

い。告発者は容赦なく、「昼も夜も」神の前に行き、わたしたちを有罪にしよう

とし、神にわたしたちからの保護を解いてもらおうとし、わたしたちを罰し、滅

ぼすために、わたしたちに怒りをぶつけようとしたのです。  

サタンの人類に対する執拗な告発は、聖書の中のいくつかの場所、特に「神の怒

り」が実行に移される直前に表面化しています。神の怒り」がソドムとゴモラと

ニネベの両方に対して解き放たれる前に、神が言われたことに注目してください

。  

そして主は言われた。「ソドムとゴモラに対する叫びが大きいので、彼ら

の罪が非常に重いので、私は今下に降りて、彼らが私に寄せられた叫びに

完全に従ったかどうかを見てみよう。 

立ち上がって、その偉大な町ニネベに行って、その町に向かって叫びなさ

い。  



上の二つの節では、神の前に出てきたある報告について言及しています。誰かが

、それらの都市を破壊する必要があると叫んでいました。誰かが彼らを非難し、

彼らに罰を与えるように要求していました。  

今、私たちは、神がすべてのことを知っておられることを知っています。神様は

、神様のところに来た「ソドムとゴモラが、それに対する大声にしたがって完全

に行ったかどうかを見るために」「下に降りる」必要はありませんでした。ニネ

ベについても同じです。 

しかし、正しい裁判官は、透明性のために適切な調査が行われるようにしてくだ

さいました。これは、それらの都市の人々が本当に完全にサタンの管轄下を通過

したかどうかを見るために行われたのである。また、ロトとその家族の場合や大

洪水の時のノアとその家族の場合のように、まだ完全にサタンの管轄下に入って

いない人々が逃げるチャンスがあることを確認しました。  

これはエルサレムの滅亡の際にも同じで、イエスの言葉に耳を傾けたすべての人

々が、ローマ軍に包囲されたエルサレムを見て、逃げる機会を見つけた時のこと

でした。  

しかし、あなたがエルサレムが軍隊に囲まれているのを見たとき、その荒

廃が近いことを知りなさい。そのとき、ユダにいる者は山に逃げ、その中

にいる者は出発させ、国にいる者はその中に入れないようにしなさい（ル

カ21:20-21強調）。  

ニネベの場合、彼らの邪悪な行いが神の前に「現れた」とき、神は人々に警告す

るために使者を遣わされました。彼らが大きな危険を察知し、邪悪で暴力的なや

り方から立ち直るのを助けてくれる人です。 

そしてヨナは、初日の歩みで町に入り始めた。そして彼は叫んで言った 
"まだ四十日もあれば 
ニネベは倒されるだろう"そこでニネベの人々は神を信じて断食を宣言し，
最大の者から最小の者まで，袋衣を着た。その時，ニネベの王に知らせが

あった。王は玉座から起き上がり，その衣を脇に置いて，袋布を被って灰

の中に座った。そして、王とその高貴な者たちの命令によって、この言葉

をニネベ中に宣布させ、公表させた、「人も獣も、群れも群れも、何も食

べさせず、水も飲ませない。しかし、人も獣も袋衣を着せて、神に向かっ

て大声で叫ぶように。神が、私たちが滅びることのないように、神の猛烈

な怒りから目を背けて、身をそむけて、黙っていてくださるかどうか、誰

にわかるでしょうか（ヨナ3:4-9、強調付）。 



ニネベの人々がサタンの暴力の管轄から目を背けた途端、神が何をしたかに注目

してください。  

神は彼らの業を見て、彼らが彼らの悪しき道から立ち直ったのを見て、神

は彼らに災いをもたらすと言っていた災いを止められた。  

私たちは上記のこの節を二つの方法で解釈することができます。一つは、神は悪

い人たちを罰するお方であり、それに耐えられなくなった時が来て、神が降りて

きて、彼らを全滅させると考え続けることです。そして、人々が適切な行動をす

るようになった時に、神はその時はもう彼らを滅ぼそうとはしませんでした。 

しかし、聖句と聖句を比較しながら、すべてをまとめてみると、特にイエス様が

私たちにもたらすために来られた良い知らせのメッセージは、サタンがそれらの

都市の人々を全滅させる許可を求めていたことを意味すると解釈することもでき

ます。  

神の慈悲の中で 使者をニネベの人々に送った 彼らがサタンの暴力の管轄から 

離れるかどうかを確かめるために 彼らがそうしたとき 神は告発者と破壊者を 

抑えていた"あなたはもう彼らを持つことはできません。彼らは今、私の保護下に
戻ってきた」と。私たちは常に、「盗みに来て、殺しに来て、破壊するために」

（ヨハネ10:10）来る泥棒はサタンであることを覚えておかなければなりません。
彼は破壊者であり（黙示録9:11）、神ではありません。 

残酷な主人の手に人質にされ、サタンの報いと罰のシステム（悪魔は全世界を欺

いている、黙示録12：9）に惑わされ、神によれば「右手と左手を見分けることさ
えできない」罪人を、神の愛に満ちた恵みの中で深く憐れんでおられるのです。

ところで、ヨナは自分の使命の最終的な結果にあまり満足していませんでしたが

、ニネブ人について、神がヨナに言われたことを聞いてみてください。 

また、右手と左手の区別がつかない十万人以上の人々と、多くの家畜がい

る偉大な都市ニネベを憐れむべきではないだろうか（ヨナ4:11、強調）。  

これは、イエス様が十字架上で死にかけているときに、ご自身が叫んだことでは

ないでしょうか？  

そして、彼らがカルバリと呼ばれる場所に来たとき、そこで彼らはイエス

を十字架につけ、罪人たちを右手と左手につけた。そこでイエスは言われ

た、「父よ、彼らをお赦しください。  

もし神の愛に満ちたケアと保護がなかったら、私たちは皆、とっくの昔にサタン

に滅ぼされていたでしょう。神の愛に満ちた保護のおかげで、私たちは破壊者に



よって滅ぼされることはありません。エレミヤは、「神の怒り」を経験し、その

結果、敵によって滅ぼされた民を嘆いています。 
 

主の憐れみによって 私たちは消耗されない 

主の慈悲は失敗しないからである。  

毎朝新しいのです；"Zl_2028 

あなたの忠実さは偉大です（哀歌3:22-23、強調しています）。 

 

サタンは偉大な告発者であり、常に私たちを告発しようとしている大検察官です

。他人を非難する人たちは、自分が何をしているのか気づいていません。どうし

てですか？なぜなら、非難する者として、彼らは自分自身をサタンの管轄下に置

いているからです。このことは、ローマの信徒への手紙２章で確認することがで

きます。  

このことが意味するのは、私たちが「神の怒り」を経験するかどうかは、私たち

の選択に基づいて、天におられる神がコントロールしているということです。そ

れは、神が私たちにその怒りを与えるという意味ではありません。  

神は私たちの選択に基づいてのみ行動するので、「神の怒り」を受けるかどうか

をコントロールしているのは私たちである、と言った方がはるかに正確でしょう

。このことは、人類の敵であるサタンが、報いと罰のシステムを通して常に私た

ちを滅ぼそうとしていることを覚えておけば、よりよく理解できるでしょう。も

し神がサタンを抑えていなかったら、私たちはとっくの昔にサタンに食い尽くさ

れていたでしょう。  

なぜなら、あなたの敵である悪魔は、荒ぶる獅子のように歩き回って、誰

をむさぼり食うかを探しているからです（第一ペテロ5:8）。  

サタンが私たちを罰しようと躍起になっているのは、それがサタンの報酬と罰の

システムに沿って作動しているからです。多くの人は、善と悪のサタンの 
"知識"や 
"知恵"は、報酬と罰のシステムであることを私たちの継続的な主張について懐疑的
であるかもしれません。私たちはどこからこれを得たのか、どのようにしてその

ような結論に達したのでしょうか？私たちの仮定が事実に基づいていることを示

すために、どのような聖書の証拠を持っていますか？ 



この理解に至ったすべてのことを紙に書き出すことは不可能であるが、私たちは

、この本の第三弾となる本を通して、まさにそのようにしようとしてきた。しか

し、これらの結論を裏付ける簡単な研究を読者に提供したいと思います。この研

究はヨブ記から引用したもので、「あなたはどこから来たのか」という神の質問

に対するサタンの答えに関係しています。神は「主の前」で行われた評議会でサ

タンにこの質問をしました。 

さて、神の子らが主の前に身を呈するために来た日があったが、サタンも

また彼らの間に入って来た。主はサタンに言われた、「あなたはどこから

来たのですか」（ヨブ記1:6-7）。 

サタンへの神の質問はほとんど愚かに思えます。しかし、サタンの答えが非常に

明らかになるので、神はこの質問をする目的があります。 

そこでサタンは主に答えて、「地を行ったり来たりすることから、また、

地を行ったり来たりすることから」（ヨブ記1:7）と言われました。 

一見すると、サタンが地球を完全に支配していることを暗示しているように見え

ることを除けば、この答えは何も明らかにしていません。"上下」と「前後」が「
北から南」と「東から西」の方向を指しているように見え、サタンの管轄が地球

全体に及んでいることを示しています。また、「上下」と「前後」が、私たちの

心の中に十字架の形をした二本の架空の線をなぞっているように見えることにも

注目してください。これは単純で意味のないことのように見えますが、十字架は

サタンの王国では、二本の棒がお互いに交差していることで、サタンの秩序を保

つシステムの二本の腕、つまり善と悪を表しているので、大きな意味を持ってい

ます。地上を行ったり来たり」「地上を行ったり来たり歩いたり」することの何

がそんなに目を見張るようなことなのでしょうか？ 

英語では、これらの単語は、全く明らかにされていないし、目を見張るようなも

のでもありません。また、Strong'sやThayerのような最も一般的な辞書でさえ、これ
らの単語については何も変わったことを教えてくれません。しかし、ジェフ・ベ

ナーの『古代ヘブライ語聖書辞典』の中で、これらの単語の意味を見てみると、

非常に明らかになり、目を見張るものがあります。  

サタンが神への返答で最初に使った言葉は、"地上を行ったり来たり"という言葉
です。ヘブライ語では、これを二つの言葉で表現しています。一つはmin/minnêy/mi
nnêy、もう一つはshûtです。min/minnêy/minnêyは、「一部の」「一部から」「一部か
ら」「一部から」「一部から」という意味です。二つ目の言葉であるshûtは、目を



見張るような言葉です。ここで古代ヘブライ語聖書語彙辞典はこのように説明し

ています。  

鞭憎しみや罰のために、誰かや何かに鞭打ったり、暴れたりすること。 

すぐにわかりますが、サタンの「地球上を行ったり来たりする」という答えは、

単に地球を完全に支配しているだけではないことがわかります。それは、サタン

が地球を完全に支配しているということを意味しています。これは彼がすること

の一部に過ぎません。これは彼の善と悪の道徳体系、彼の陰と陽の悪の部分です

。 

サタンの答えの第二部である「その上を行ったり来たりして歩いている」という

部分も二つの言葉で表現されていますが、一つ目は先ほどと同じmin/minnêy/ミネイ
/ミネイです。もう一つはhālakで、一つは杖で、もう一つは手のひらであるという
二つの絵で描かれています。古代ヘブライ語辞典では、これらの記号をこのよう

に解釈しています。 

最初のピクトグラフは羊飼いの杖の絵、2番目のピクトグラフは手のひらの
絵。これらを組み合わせると「手のひらの杖」という意味になる。遊牧民

は手に杖を持って歩いていましたが、これは歩くときの支えになるだけで

なく、捕食者や泥棒から身を守る武器にもなりました。 

ジェフ・ベナーは、「手のひらの杖」とは、遊牧民の羊飼いが旅の途中で使うも

ので、「肉食動物や泥棒から身を守るための武器としてだけでなく、歩くときの

支えにもなる」ものだと解釈しています。聖書では、羊飼いの杖は、有名な第二

十三篇の詩篇のように、良心的な意味合いを持っています。 

あなたの竿とあなたの杖、それらは私を慰めてくれます（詩篇23:1-4）。 

象徴的には、杖は王の手に握られた笏です。笏は王の法律を表しています。また

、羊飼いが羊を導くために使うものでもあります。神様の杖は、私たちを「義の

道」-神様の律法-

に導いてくださいます。また、杖は慰めにもなります。イエス様は、羊飼いを、

私たちに対するイエス様の役割の象徴としてお使いになりました。イエス様は私

たちの良き羊飼いです。このように、神の手のひらにある杖は、保護、恩恵、善

、義の象徴なのです。  

しかし、サタンの手のひらの杖は何を表しているのでしょうか？サタンの手のひ

らの杖は、彼の杖、つまり王国の法を表しています。これもまた、善を表してい

ますが、この善のブランドは、「善悪の知識の木」に代表される彼の支配システ



ムの善の側面です。これは善悪の善であり、彼の報酬と罰の死の原則の報酬の部

分であり、彼は臣民を賄賂で良い行動に導くために使用しています。それは、棒

の対極にある人参である。 

このように、本質的には、サタンが「地上を行ったり来たりしている」と言った

とき、彼は彼の王国の臣民を罰することによって、彼が地上を支配していること

を意味しています。また、「地上を"行ったり来たり"している」と言ったのは、彼
の支配システムの善の面を利用していることを意味しています。これは、サタン

が善と悪の混在した原理によって運営されていることを明確に裏付けるものであ

り、これは報酬と罰の軸に翻訳されています。 

神は「完全な愛」（1ヨハネ4:18）です。神は決してサタンの報いと罰のシステ
ムの下では行動しません。神の完全な愛は、神のすべての行動の根底にある原理

です。それゆえ、「神の怒り」でさえも、サタンの報いと罰のシステムからでは

なく、神の完全な愛から明らかにされなければなりません。  

神の義は神の愛の律法であり、常に選択の自由を伴うものです。もし神が私たち

に対して何らかの方法で力を行使したら、神の義はアガペの愛ではなくなります

。  

ですから、「神の怒りは天から啓示される」と読むとき、神は私たちに自由に選

択する権利を与えておられるだけでなく、報酬と罰の管轄権とアガペの愛の管轄

権の間で選択する権利を与えておられます。主がどのように行動されるかに注目

してください。主は与えてくださいます。  

永遠の命は、善行を忍耐強く続けることによって、栄光と名誉と不滅を求

める者に与えられますが、自己中心的で真理に従わず、不義に従う者には

、悪事を行う人の魂、すなわち、ユダヤ人が先であり、ギリシャ人でもあ

るすべての魂に、憤りと怒り、苦悩と苦悩が与えられます（ローマ2:5-
9、強調）。  

ここで再び、「生命の木」と「善悪の知識の木」によって表された二つの道徳的

な法則、つまり私たちが生きるための二つの原則が示されています。"善行を忍耐
強く続けること」とは、「生命の木」の原則であるアガペー愛のことです。"忍耐
強く続けること」とは無条件の愛であり、どんな状況下でも無条件に、公平に、

友人にも敵にも同様に善を行うことである。この原理で生きている人は、神様の

管轄下にあり、神様の恵みを受け入れて、恵みに満たされているので、仲間にも

敵にも恵みを与えることができるようになります。この恵みの管轄の報酬は、栄

光と名誉と不滅です。これが祝福の道です。 



"真理に従わず、不義に従う"（不義とは、サタンの報いと罰のシステムである不
義を指します）人々は、サタンの管轄下にある"不義"に該当します。このグループ
が従わない「真実」とは何でしょうか？彼らが従わない真実は、「不義」の反対

語である神様の義の真実です。正義とは神のアガペー愛の法則であり、"不義"とは
サタンの偽物であり、善悪の道徳律、彼の報いと罰の道徳律です。"真実"とは、神
は愛、あわれみ、憐れみ、赦しの神であり、アガペー愛の非力で非暴力的な神で

あるということです。  

悪」を行う者-善悪の知識の木に代表される「不義」に従う者-

は、そのシステムで利用可能な報酬であるため、彼らの選択の報酬を受ける：「

怒りと怒り、苦悩と苦悩」。善悪の知識の木の原則によって生きることを選択す

る人は、条件付きの道徳的な法則によって動作することを選択します。彼らは条

件付きで部分的であり、彼らを喜ばせる者には報酬を与え、不愉快にさせる者に

は罰を与えます。彼らはサタンの管轄下を選んだのです。サタンは彼らに"憤り、
怒り、苦悩、苦悩"を与えます。これは呪いの道だ 

この裁きのプロセスは、例外なく、地球上に生きてきたすべての人間に起こりま

す。アダム以降のすべての人間は、教会の一席に座ったことがあるかどうか、イ

エス・キリストについて聞いたことがあるかどうか、什分の一を納めたことがあ

るかどうかにかかわらず、この宇宙的な論争に積極的に参加しています。これら

の人々の多くは、知らず知らずのうちに神の管轄下で保護されていることに気づ

くでしょう。同様に、先ほど述べたようなことをした人たちの多くは、神の攻撃

から神の保護を受けることなく、自分自身が告発者の管轄下にあることに気づく

かもしれません。  

二つの木の原則は、人類が自分自身を見つけるこの壮大な極論の「中」にあり、

私たちは皆、同時に加害者、被害者、証人、陪審員、検察官、弁護人、裁判官で

あり、私たちのために、そして私たちだけが、私たちがこの人生で行う選択によ

って、自分自身の運命を決定するために。  

パウロが「怒り」を受けるグループにはユダヤ人も含まれると言っていることに

お気づきですか？サタンの善悪の原則に従って生きているすべての魂は、善悪の

報いを受けることになります。神は私たちすべてを同じように扱う、公平である

ため、誰もこのプロセスを逃れることはありません。 

そこでペテロは口を開いて言った。"神は何の偏見も示されていないことを
、私は知っています」（使徒10:34、強調）。 



今こそ、この二つの管轄について、私たちが選択をする時です。神は誰もが"神
の怒り"に苦しむことを望まれていません。私たちがこれらのことに気づくように
なると、私たちが抱えている根本的な問題である神の見方を変えるように神にお

願いすることができます。それから，わたしたちの心を変え，わたしたちの考え

方，存在，行動の仕方を変えるように神にお願いすることもできます。私たちの

ためにこれを行うことができるのは神だけです。この中で私たちが担う唯一の役

割は、彼とサタンの間で、彼の原則とサタンの原則の間で選択することです。  

私たちは自分自身の力では、神の無条件の愛の法則によって生きることはできま

せん。私たち自身の力でこれを行うことは人間的に不可能です。私たちの人生に

おいて神のアガペの愛の原則に従って生きる力は、すべて神から与えられたもの

です。 

これは，わたしがその日の後にイスラエルの家と交わす契約である，主は

言われる。誰も自分の隣人に教えてはならず，誰も自分の兄弟に教えては

ならない。わたしは彼らの不義を慈しみ、彼らの罪と無法な行いをもう覚

えていない」（ヘブル8:10-12、強調）。 

神はどのようにして私たちの心にご自分の律法を刻み、どのようにして私たちの

心に書き込んでおられるのでしょうか。神は、ご自身を私たちに明らかにするこ

とによって、強制的ではない方法でこれを行われます。神は、ご自身が愛である

ことを示し、私たちに対する神の偉大な無条件の愛を私たちに確信させることに

よって、私たちを変えてくださいます。神は、愛とあわれみと赦しという神の真

の性質を私たちに示すことによって、私たちの善悪の心と心をアガペの愛の心と

心に変えてくださいます。  

すべての者が彼を知ることになる 
"最も少ない者から最も大きい者まで"そして、神は慈悲深い方であり、私たちの罪
や無法な行いを私たちに押し付けない方であることを知るのです。このようにし

て神を知り、神の無条件の愛の律法が私たちの心に書かれているとき、報いと罰

の神であるサタンはもはや私たちの神ではありません。イエス・キリストが啓示

された神である創造主が私たちの神となるのです。創造主は、創造主を私たちの

神とするために、私たちが待ち望んでいるのです。  

私たちは常に、神が私たちの意志に反して行動することはないことを覚えておか

なければなりません。人間の心は、善悪の道徳的法則が染みついているために、

神と深く敵対しているからです。しかし、もし私たちが神に、神のアガペー愛の



原則に基づいて生きるための正しい意志と力を与えてくださいとお願いすれば、

神は速やかに私たちの要求に答えてくださいます。 
"神の怒り"が私たちに降りかかるのは、神が無条件のアガペー愛の管轄と、報酬
と罰のサタンの管轄の間で選択する完全な自由を私たちに与えているからです。

もし私たちが自由を使ってサタンの王国を選ぶならば、私たちは自動的に神の王

国を離れ、サタンの管轄下に置かれることになります。私たちは、神の国の原則

から離れるだけでなく、神の国の固有の祝福からも離れることになります。一度

そうすると、私たちはサタンの恣意的な報いと罰のシステムに完全に服従するよ

うになり、神はもはや私たちを守ることができなくなります。前にも述べたよう

に、サタンは何としてでも自分の秩序システムを証明したいと考えており、その

ために暴力を使っています。  

私たちの父であり守護者である神は、可能な限りこの悪質で懲罰的な敵を私たち

から遠ざけておられます。しかし、私たちが自分の選択を通して敵の支配下に入

った瞬間、アガペの愛の原則には常に選択の自由が含まれている神は、私たちを

解放する以外の手段はありません。言い換えれば，神はサタンに私たちを支配さ

せ，好きなようにさせなければならないのです。このようにして神の怒りが天か

ら現されるのです。さらなる確認が目前に迫っています。 
 

 
  



4   

 

邪馬台国  

 

神の怒りが天から啓示されるのは、すべての不敬虔な者、不義の中に真理

を抑圧する者たちに対してである。  

"神の怒り"が最初に明らかにされるのは 
"不敬虔さ"です"不浄とは何か？"私たちの言葉の定義ではなく 

聖書の定義によると？"不義"とは何でしょうか？聖書はこの二つの非常に重要な言
葉をどのように定義しているのでしょうか？  

論理的に考えれば、不浄とは神に反するもの、言い換えれば神に似ていないもの

です。神と対立するもの、あるいは神とは正反対のもの。神の考え方や行いとは

異なる方法で考えたり、行ったりすることに関係するもの。この場合、不浄とは

、「いのちの木」の原則ではなく、「善悪の知識の木」の原則に基づいて考え、

生活することに関係しています。この解釈では、不浄とは、私たちの善良さとい

うか、善良さが欠けていることが中心になるでしょう。 

この一節で使われている「不浄」に使われているギリシャ語は、アセベリアとい

う意味です。  

不謹慎、つまり（暗黙のうちに）悪事：-神に反する（-
liness）（ストロングスコンコーダンス）.  

Asebeiaはasebēsという言葉から来ています。  

不遜な、つまり不敬な、邪悪な。  

ヘブライ語の旧約聖書には、"不浄"と訳される言葉がいくつかあります。例えば
、râshaという言葉を見てみましょう。この言葉は、不浄と道徳を結びつけ、非難さ
れたり、罪を犯したりする人を表しています。  

道徳的に間違っている；具体的には悪い人：悪いことをした、非難された

、罪深い、邪悪な（人）。  

さらに、「道徳的倒錯」を意味する「アベエル」という別の言葉は、その語源が

「道徳的に歪曲する」、「不当な扱いをする」という意味であることから、この

言葉に道徳的な歪みの意味合いを与えています。裁判中の神の中で。私たちは嘘



をつかれたのか？神は殺人者なのか？」では、これらの特徴がまさに「咎」とい

う言葉そのもの、つまりルシファーが天国で始めた道徳的倒錯に適用されている

のを見ました。一つはっきりしていることは、不義とは間違いなく不義、すなわ

ち報酬と罰の道徳律法を指しており、これは神のアガペー愛の道徳律法の歪曲と

倒錯でした。  

詩篇43篇には、「不義な者」という意味で使われる別の言葉があります。  

神よ、私を弁護し、不義の国に対して私の大義を訴えてください。  

この節では、「不敬虔な」という言葉は、「そうではない」という意味の原始助

詞であるlô' lô' lôhと、意味のあるchâsıydという言葉からなる複合語である。  

しんじん  

したがって、このヘブライ語で詩篇43:1に出てくる「不浄」という言葉は、親切
ではなく、敬虔ではなく、善良ではなく、聖なる者ではなく、あわれみ深い者を

指しています。本質的には、親切で、敬虔で、善良で、聖なる、慈悲深い神に似

ていないということです。  

邪悪さとは、神のアガペ的な考え方や行いとは全く異なる考え方や行いをするこ

とを意味しているようです。  

反対に、"神々しさ"とは何でしょうか？神々しさとは、神のようなものであると
思われます。イエスは神々しく、ミカエルであり、「神のような人は誰か」とい

うことを意味します。ですから、私たちは通常、神々しさとは御霊の実、つまり

神のアガペの愛に沿った特性を私たちにもたらす神的な属性と関係があると考え

るでしょう。  

しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、忍耐、親切、善良、忠実、優しさ

、自制心です。このような者には律法はありません（ガラテヤ5:22-23  

あなたがたはかつては暗かったが、今は主にあって光である。光の子とし

て（御霊の実はすべての善、義、真理にあるからです）、主に受け入れら

れるものを見極めて歩きなさい（エペソ5:8-9、強調しています）。  

これらはすべて「不敬」と「神々しさ」が何を意味するのかを理解するための正

しい方法ですが、私たちは、聖書の中には、この問題を根本的なレベルで解決す

るためのもう一つの理解の層があると信じています。私たちがこの深い意味を知

ることができるのは、今、敵が神様の真の姿について私たちの心を曇らせている



霊的な戦いの真っ只中にいるという事実を念頭に置いてからです。このことを念

頭に置いて、預言者イザヤが述べていることに注目してください。  

愚かな者は愚かなことを言い、その心は不義を行い、不敬を行い、主に対

して過ちを述べ、空腹を満たすことができず、喉の渇いた者の飲み物を失

敗させるからである（イザヤ32:6、強調）。  

この節では、ヘブライ語の並列性を通して、最初に説明した従来の意味の他に、

不敬虔という言葉には、「主に対する過ち」を口にしたり、話したりすることと

関係があることが分かります。  

神がどのような方であるか、神の本当の性格がどのようなものであるかについて

「誤り」を語ることによって、私たちは「飢えた」魂を「満足させない」ままに

しておき、「いのちのパン」を彼らから遠ざけておきます。そして、私たちは「

いのちの水」であるイエス様、神のご性質に関する真実を「渇いた者の飲み物」

を「失敗させてしまう」のです。このように、神についての間違った知識を持つ

ことは、不敬の根本的な原因となります。なぜなら、もし私たちが神の性質につ

いて間違った理解を持っているならば、私たちの行動はすべて、神に対する私た

ちの間違った概念と調和したものになってしまうからです。  

不敬虔さ」とは、神様の真の姿を知ること、知らないことと関係があるというこ

とは、今勉強しているローマの信徒への手紙第一章で使徒パウロによって確認さ

れています。神の怒りが天から啓示されるのは、人のすべての不義と不義に対し

てである」と言った直後に、パウロは「不義のうちに真理を抑圧する者たち」と

言っています。"真理"とは何ですか？何についての"真実"なのか、誰についての"

真実"なのか？繰り返しになりますが、パウロはこれらの問いに対する答えをすぐ
に私たちに与えています。  

なぜなら、神がそれを彼らに示されたからです（ローマ1:19、強調）。  

この文については後ほど詳しく説明しますが、「不信仰」とは、神を本当の姿で

知らないことと関係があることを強調したいと思います。この節を単純化して、

「神の怒り」は、神を知らない人々、つまり、神についての真実を神についての

嘘と交換した人々に対して、天から啓示されると言うこともできます。  

不浄とは、サタンが描いた神の姿を通して神を知ることと関係しています。サタ

ンは「善悪の知識の木」とそれが表す道徳的な法則を通して、私たちに神の偽り

の姿を与えていますが、もし私たちがこの偽りの神の姿にしがみついているなら

ば、私たちは必然的に「不浄」のままでいることになります。  



先に指摘したように、旧約聖書では「不敬虔な者」という意味で異なる言葉が使

われていますが、私たちが特に注目したのは、「ベルヤール」という言葉です。

ヘブライ語で「ベルヤール」とは何を意味するかに注目してください。  

利益のない、無価値、その延長線上にある破壊、邪悪さ。Belial, evil, naughty, 
ungodly (man), wicked」(Strong's Concordance)。  

ベリアルという言葉は新約聖書の中で一度だけ使われています。 
 

また、キリストとベリアルとの間には、どのような一致があるのか。ある

いは信者は、どのような部分を持っているのか。  

不信者と（2コリント6:15）？ 

 
ストロングのコンコーダンスによると、ギリシャ語ではベリアルはサタンの諡号

である。  

ベリアルヘブライ語起源の;無価値;サタンのエピテットとしてのベリアル: - 
Belial. 

興味深いのは、ヘブライ語でもギリシャ語でもベリアルは「無価値」という意味

であり、サタンの名前でもあるということです。この「無価値」とは一体何なの

でしょうか？私たちは、パウロがローマの信徒への手紙１章で"reprobate"という言
葉を使って述べているのと同じことだと考えています。 

また、彼らが神の知識を保持することを好まなかったので、神は彼らを不

信心に陥らせ、都合の悪いことをするようにされました（ローマ1:28、強調
しています）。 

 
"reprobate"という言葉は、ベリアルの無価値とは何かを理解するのに役立ちます
。ここでは、ストロングスコンコーダンスから、"reprobate, 
adokimos"という言葉の定義を引用しています。  

unapproved,つまり拒絶された；意味合い的には無価値である： - 
漂流者、拒絶された、不幸な人 

これを「善悪の知識の木」を通して非難的に解釈することができます。この解釈

では、「不敬者」である人々は、本当に「不承認」「拒絶」「漂流者」に値する

ほど無価値であると言うでしょう。ここで語られている人々は、拒絶者、社会か



らの追放者であるほど「無価値」なのです。しかし、これが言っているのは主に

そういうことではありません。  

これが意味するのは、「価値のない」人々、つまり「ベリアルの息子」である人

々は、「父ベリアル」から承認や帰属意識、価値や肯定の感覚を一切受けていな

いということです。彼らは自分がどれほど貴重な存在であるか、どれほど愛され

ているか、神にとってどれほど重要な存在であるか、ということを全く感じてい

ないのです。  
"ベリアルの息子"と呼ばれる"不敬虔な者たち"には、肯定的な自尊心や自尊心が
ありません。神のいない世界で生きてきた人なら誰でもこの気持ちがわかるでし

ょう。それは恐怖、暗闇、絶望、不確実性、否定性、落ち着きのなさ、落ち込み

に満ちた人生です。私たちに対する神の愛の知識がなければ、私たちの人生は無

益感、敗北の予感に呪われています。神のいない世界にいると、自分には価値が

ないと感じます。これは非常に苦しい状態であり、感情的、肉体的な苦悩に満ち

ています。 

ベリアルに従うことを選んだ者は、"不道徳な心"に支配される。神はそれを望ん
でいるのではなく 選択の自由のために 

選択を覆す力がないのですこれは神ご自身にとっても辛いことですが、神はそう

させなければなりません。 

再犯的な心」に「委ねられた」人たちは、自分の心の状態に応じて行動します。

彼らの行動は彼らの心の状態を反映しています。彼らは社会的に受け入れられな

いような行動をします。そして、報酬と罰のシステムによって運営されている世

界は、不支持、軽蔑、拒絶、そして罰を通して、彼らをさらに突き落としていき

ます。これは、神だけが私たちを救うことができる悪循環です。ほとんどの人が

、ある程度は経験しています。  

私たちに真の価値観を与えてくださるのは神です。神は、私たちが無限に愛され

ていることを示してくださいます。私たちが神の息子であり娘であり、そのよう

な私たちが本当に特別な存在であることを教えてくださるのは神です。神は私た

ちの自尊心を高め、私たちには多くの人が何も知らない遺産があることを保証し

てくださいます。神は私たちに生きる理由を与えてくださり、私たちの心に希望

、保証、目的、勝利、平安、安らぎを与えてくださいます。ベリアルは私たちを

絶望の淵まで突き落とします。しかし、私たちを滅ぼすベリアルの働きは、私た

ちが神についての真実を知るとき、無条件の愛の真の神を知るときに、逆転しま



す。このことを念頭に置いて、旧約聖書の中でエリの息子たちについて聖書が述

べていることに注目してください。  

さて、エリの子らはベリアルの子らであったが、彼らは主を知らなかった

（サムエル2:12、強調）。  

エリの息子たちは"ベリアルの子"だった 
"彼らは主を知らなかったから"これは非常に重要なポイントです。私たちが神のア
ガペの愛の性格について正しい知識を持つことは、神にとって非常に重要なこと

です。実際、イエス様は、イエス様についての真実を私たちに与えるために、こ

こに降りてこられたのですから、とても重要なことなのです。なぜこれがそんな

に重要なのでしょうか？  

サタンは神を偽りの光の中に描きました。サタンは、自分の性格の特徴を神に帰

依させています。しかし、神の性格とサタンの性格は、はっきりとしているのと

同じくらいはっきりとしていて、共通するものは何もありません。  
"ベリアルの息子」と呼ばれるサタンの息子たちは、イエスが教えたことを通し
てではなく、サタンが教えたことを通して神を知っているのです。ここでの悲し

い意味合いは、もし私たちが神の真の性格を知らなければ、本質的には悪魔を崇

拝していることになります。私たちは誠実な礼拝をしていても、間違った人を礼

拝し、間違った原理を学んでいることに変わりはありません。 

イエス・キリストによって啓示された唯一の真の神を知らない人間は、すべて"

ベリアルの子"です。"私たちはクリスチャンであっても、"ベリアルの息子"である
ことができます。これは極端で、とんでもないことのように 

思われるかもしれません。しかし実際は、アダムとエバが「善悪の知識の木」を

食べた後、サタンが「この時代の神」になったのです。彼は神の真の性格につい

て 

私たちを欺いてきました。そして神は今、私たちにその間違った考え方から抜け

出すように呼びかけています。その時が来たのです。 

サタンは神と私たちの間に自分を挟み込み、その結果、私たちは神を見るのでは

なく、サタンを見ることになります。サタンの王国の報いと罰の原則は、私たち

の存在全体に埋め込まれています。イエスが啓示してくださったアガペー愛の真

の神を見ることによってのみ、私たちはこの呪われた状態から逃れることができ

るのです。 

サタンの欺瞞は、彼の嘘で作られたベールのようなものであり、真の神と私たち

の間にかけられたベールなのです。これは、全く突飛な話ではありませんが、ま



さに聖書が私たちに教えていることです。パウロが書いた次の聖句を見てみまし

ょう。 

ですから、私たちはそのような希望を持っているので、大きな大胆な言葉

を使うのです。モーセが顔にベールをかけて、イスラエルの子供たちが過

ぎ去っていくものの終わりをしっかりと見ることができないようにしたの

とは違って、です。しかし，彼らの心は盲目になっていました。なぜなら

、キリストによってベールが取り除かれたからです。しかし、今日に至る

まで、モーセが読まれるとき、彼らの心にはベールが張られています。そ

れにもかかわらず、人が主に立ち返るとき、そのベールは取り除かれます

。今、主は御霊であり、主の御霊があるところには自由がある。しかし、

私たちは皆、鏡のように主の栄光を見て、除幕された顔をして、主の霊に

よって、栄光から栄光へと同じ姿に変えられていくのです（第二コリント3:
12-18、強調）。 

ですから，わたしたちはこの務めを持っているので，あわれみを受けてい

るので，心を失うことはありません。しかし、わたしたちは恥の隠された

ものを捨て、狡猾に歩んだり、神の言葉を偽って扱うのではなく、真理を

現すことによって、神の目に映るすべての人の良心に自分自身を献上して

いるのです。しかし、たとえ私たちの福音が隠されていたとしても、この

時代の神がその心を盲目にし、神の姿であるキリストの栄光の福音の光が

彼らの上に照らされることを恐れて、信じない滅びかけている人々には隠

されています。私たちは自分自身を宣べ伝えているのではなく、主キリス

ト・イエスを宣べ伝えているのです。なぜなら、暗闇から光を輝かせるよ

うに命じられた神こそが、私たちの心の中で、イエス・キリストの顔にあ

る神の栄光の知識の光を与えるために輝いておられるからです（第二コリ

ント4:1-6、強調追加）。 

ベール」にお気づきですか？このベールにはどんな意味があるのでしょうか？モ

ーセのベールは、もっと偉大な何かの一種ではないでしょうか？反定型的なベー

ルは、私たちの視界を遮るものであり、何か他のものの理解を妨げるものではな

いでしょうか？  

ベールは何を妨げるのでしょうか？それは福音を見る目を遮り、キリストの良い

知らせを見えなくします。誰が私たちの心を盲目にしたのでしょうか？それは「

この時代の神」です。彼は何について私たちの心を曇らせたのでしょうか？"神の
栄光の知識"についてです誰が私たちの盲目を取り除いたのか？それはイエス・キ
リストである。"神の像である"イエス・キリストの顔は私たちに"神の栄光の知識
の光"を与えてくれる。  



もし私たちから盲目が取り除かれず、心がベールに包まれ続けたらどうなるので

しょうか？"たとえ私たちの福音がベールに包まれていたとしても、信じない滅び
ゆく人々にはベールに包まれている。"イエス様が私たちにもたらしてくださった
神についての良い知らせを信じなければ、私たちは「滅びる」のです。私たちは

、自分には何の価値もない、自分は非難され、投げ出されている、絶望の中で衰

えていく、というマインドセットの中で死んでいくのです。 

そして、パウロは、現代でも旧約聖書を読むと、何が起こると言っているのでし

ょうか？パウロは、同じベール、神の栄光、すなわち神の性格、神の善良さに対

する同じ盲目が、「旧約聖書を読んでも、そのベールは剥がされたままである」

と言っています。なぜベールは「旧約聖書の読み物の中で持ち上げられないまま

」なのでしょうか？それは、イエス・キリストだけがベールを取り去ることがで

きるからです。生命の木の原理を具現化したイエス様は、旧約聖書が書かれた後

、二千年前に来られました。イエス様は、いのちの神についての真理を私たちに

与えてくださいました。彼が教えてくださった神の真の姿に注意を払わなければ

、私たちは善悪の知識の木を通して旧約聖書を読むことになります。  

旧約聖書の著者たちは、自分たちが持っていないもの、まだ見ていないものを私

たちに与えることができませんでした。彼らは来るべきメシアについて預言して

いましたが、まだメシアを見ていなかったのです。旧約聖書は、イエス様が最初

に来られる前の地上の神の教会の物語を記録したものです。旧約聖書は、イスラ

エルの子供たちの歴史を正確に記録したもので、彼らの血統を通してメシヤがこ

の世に来られたからです。選ばれた人々の目的は、黙示録の12章で明らかにされ
ています。 

そのとき、天に大きなしるしが現れた。女は太陽を身にまとい、足元には

月を持ち、頭には十二個の星の花輪をつけていた。そして、子を抱いてい

た彼女は、陣痛と痛みの中で泣き叫んで出産した（黙示録12:1-2、強調）。 

この「十二の星の花輪」を持った「女」は、イスラエル、すなわち「選ばれし民

」を表しています。選ばれし者たちの目的は、人間の形をした神の子を世に送り

出すことでした。  

カルデア人のウルからアブラハムが召されて以来、神は選ばれし者たちに特別な

目的がありました。神は、全地に神についての真理を教えることになる天の子を

「産む」ために選ばれたのです。彼らは、私たちに神についての完全な真理を与

えるために選ばれたのではなく、私たちに神についての完全な真理を与える方を

与えるために選ばれたのです。 



このように、彼らはまだキリストを知らなかったので、旧約聖書の預言者でさえ

、神のお人柄について完全に真実な報告をすることができませんでした。これは

事実上、パウロがヘブル人への書物をどのように開いているかということです。

まるで使徒が自分の親族に言っているかのように、「聞いてください、私たちに

は父祖や預言者がいました。しかし、彼らは単なる人間だったので、天の神につ

いての明確な知識を持つことはできませんでした。御子だけがそれを持っていて

、御子だけがそれを私たちに与えることができるのです"パウロの言葉を聞いてく
ださい。 

神は、過去に様々な時代に、様々な方法で、預言者たちによって先祖たち

に語られましたが、この末に、万物の後継者に任命された御子によって、

私たちに語られ、御子を通して世界を造られました。御子は、御自身の栄

光の輝きであり、御自身の御姿を表し、御自身の力の言葉によってすべて

のものを支えておられ、御自身が私たちの罪を清められたときに、高みに

ある陛下の右手に座られ、御自身が相続によって彼らよりも優れた名を得

られたように、天使たちよりもはるかに優れた者となられました（ヘブル1.
ヘブル1:1-4、強調追加）。) 

パウロは、キリストが「地上の」父祖や預言者たちだけでなく、天の存在である

天使たちに対しても、キリストの優位性を確立しています。このことは、天使で

さえ、自分たちが持っていないもの、すなわち、神の純粋で純粋な知識を与える

ことができなかったことを意味しています。 

旧約聖書には、愛に満ちた神の姿が描かれていることに疑いの余地はありません

。旧約聖書の多くの箇所は慰めと霊感に満ちています。旧約聖書の神の描写の問

題点は、愛と怒りの二元論的な神、善と悪が混在した神の描写を与えていること

です。本質的には、モーセが書いたように「一つ」ではない神なのです。  

"イスラエルよ、聞け。私たちの神、主は一つである（申命記6:4）! 

イエス様によると、これらの言葉は旧約聖書全体の中で最も重要な言葉でした。 

そこで， 律法学者の一人が来て， 彼らが一緒に議論しているのを聞いて， 
イエスが彼らによく答えられたことを知って， 
イエスに尋ねた．イエスは彼に答えられた。「すべての戒めの第一は、『

イスラエルよ、聞きなさい、わたしたちの神である主は一つです。  
あなたがたは、心を尽くし、魂を尽くし、心を尽くし、力を尽くして、あ

なたがたの神である主を愛さなければならない。これが第一の戒めです。

第二の戒めはこれに似ています"隣人を自分のように愛さなければならない
これらよりも優れた戒めは他にありません」（マルコ12:28-31、強調）。 



これは旧約聖書の作者が間違っていたところですが、イエス様がまだ来られてい

なかったので、彼らを責めることはできません。イエス様によれば、神は混じり

合った性格をお持ちではありません。善と悪の混合、つまり二元性は、この世の

神の性格に属するものです。このように、旧約聖書の人々は、アガペの愛という

神の性格に関心を持つ限り、まだ暗闇の中に座っていたのです。  

バプテスマのヨハネの父ザカリアスは，妻の妊娠中に口がきけなくなった後，生

後8日目に息子の割礼を受けた時に，ようやく口を開きました。その口が開かれた
とき、彼はヨハネとイエスと神の民について次のように語った。 

 

そして、あなたの子［ヨハネのバプテスマ］は、最高の［父なる神］の預

言者と呼ばれるようになる。 

あなたがたは主の御顔の前に出て、主の道を準備するために行くのです。 

主の民に救いの知識を与えるために 

罪の赦しによって 

私たちの神の優しい慈悲によって 

高みから来たデイズスプリングが訪れた。 

闇の中に座る者に光を与え、死の影を 

私たちの足を平和の道に導くために」（ルカ1:76-79、強調）。 

 

バプテスマのヨハネは、神の民がイエス様を迎える準備をするために、イエス様

の前に行きました。彼は道を開き、神の民にメシアが来たことを認識させました

。そして、メシヤは「救いの知識を神の民に与え」、自分たちの罪が赦されたこ

とを知らせてくださいました。この箇所はすべて神様の民に向けられています。

では、イエス様が「暗闇と死の影の中にいる人々に光を与え、私たちの足を平安

の道に導く」と書かれている時、これはどのような人々のことを言っているので

しょうか？これは神の民のことを言っているのです。 

それは神の民が暗闇と死の影の中に座っていたからだ。なぜ彼らは"暗闇と死の
影"に座っていたのか？彼らは神を愛と破壊の神、生と死の神、善と悪の神として
見ていたからです。  

イエスは、「生ける神」、すなわち、唯一の愛であり、唯一の命であり、唯一の

善である神を明らかにするために来られました。これは、イエスが私たちに与え



るために来られた根本的で最も重要なメッセージです。そして、使徒ヨハネが最

初の手紙で宣言しているのは、まさにこのことなのです。ヨハネは文字通り、イ

エス様のメッセージの核心を5節にまとめています。  

いのちの言葉に関して、初めからあったこと、わたしたちが聞いたこと、

わたしたちが目で見たこと、わたしたちが見たこと、わたしたちが手で扱

ったこと、いのちが現われたこと、わたしたちが見たこと、わたしたちが

見たこと、わたしたちが見たこと、わたしたちが聞いたこと、わたしたち

が見たこと、わたしたちが聞いたこと、わたしたちがあなたがたに宣言す

ることは、あなたがたもわたしたちとの交わりを持つことができるように

、あなたがたに宣言します。そして、あなたがたの喜びが満たされるよう

に、これらのことをあなたがたに書きます。これは、私たちが神から聞い

たメッセージであり、神は光であり、神の中には全く暗闇がないことを、

あなたがたに宣言するものです。もし私たちが神と交わりを持ち、暗闇の

中を歩むと言うなら、私たちは嘘をつき、真理を実践していません。しか

し、もし私たちが神が光の中におられるように光の中を歩むならば、私た

ちは互いに交わりを持ち、御子イエス・キリストの血は私たちをすべての

罪から清めてくれるのです（第一ヨハネ1:1-7、強調しています）。 

使徒ヨハネがイエスから聞いたメッセージとは？イエス様が私たちに与えるため

に来られた根本的で本質的なメッセージとは何でしょうか？メッセージはこれで

す。"神は光であり、彼の中には全く暗闇はありません。"神は光と闇、善と悪、生
と死の混合物ではありません。神は唯一の光であり、唯一の善であり、唯一の命

なのです。イエスにおいて"いのちが現された"イエス様においては、次のような言
葉が成就されました。  

聞け、神の民よ、「あなたがたの神の主は一つである」（申命記6:4）。  

いや、旧約聖書で信じられていたように、神は二重人格ではありません。ですか

ら、もし私たちが神に対する盲目を取り除かれたいと思うならば、私たちはアガ

ペの愛の主、イエス様が啓示してくださった唯一のいのちである神に立ち返る必

要があります。それが唯一の真の神です。 

神は、もし私たちがサタンと彼の善と悪の混ざった原則に従えば、私たちが滅び

る運命にあることを知っています。しかし、神はこのようなことが起こるのをた

だ座って見守ることができないほど、私たちを愛しておられます。神は来て、御

子イエス・キリストの御身になって、私たちに真理を与えなければなりませんで

した。 



真の神を知るというこの問題は，神とわたしたちにとって，神の真の御性質を知

るということが非常に重要であるため，神はシナイ山でモーセに与えられたご自

身の律法の中で，この問題を4回にわたって取り上げられました。最初の4つの戒
めは，わたしたちが不敬虔にならないように，また神について誤った知識を持つ

ことができないように警告しています。もしわたしたちがこれらの4つの戒めを正
しく理解していれば，神についての正しい知識の中にわたしたちを導くことがで

きます。 

なぜ神は最初の4つの戒めをご自身に集中されたのでしょうか。この順序には理
由や目的があるのでしょうか。わたしたちの答えは「はい，絶対にそうです。神

は、人類の根本的な問題は、神が誰であるかを誤って理解していることだと知っ

ています。ですから，一度根本的な原因が修正され，わたしたちが主についての

真理を受け入れれば，残りの部分，つまり，残りの6つの戒めで述べられている，
互いに対するわたしたちの行動がそれに続くことになります。 

今から最初の四戒を見ていきますが、その際には、ここが聖なる地であることを

念頭に置いていただきたいと思います。神の律法は，この広大で底知れない神秘

的な宇宙の創造主の本質を明らかにしています。私たちは今、「生ける神」-

生命のみを扱う神であり、すべての生命の創造主である神-

について話しています。この神は、ご自身の存在そのものの神秘を明らかにし、

私たちと共有するために身をかがめてくださったのです。この知識の中に入るこ

とができるのは、なんという特権でしょうか。  

そして、私たちが続けていく中で、聖書のすべてのことを、戦争というキリスト

とサタンの間の大きな論争の文脈の中で理解する必要があることを心に留めてお

きましょう。戦争は、義と不義の間にあるのです。これは、園の真ん中にある二

つの木によって表された二つの道徳的な法則であり、サタンの「罪と死の法則」

と神の「いのちの霊の法則」です。 
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神への冒涜 -前文と第一の戒律  

 

十戒前文  
 
出エジプト記で与えられた十戒の前文には、このように書かれています。  

私はあなたがたの神である主であり、あなたがたをエジプトの地から、束

縛の家から連れ出してくださいました（出エジプト記20:2）。  

神の言葉は非常に意味に満ちているので、私たちは一つ一つの言葉を一冊の本に

まとめて書くことができるほど、神の心は複雑です。  

まず第一に、「私は」-自己存在するお方-が、ご自身が私たちの神であ 

ると言っていることに注目してください。神はこの点を明確にするために、慎重

に言葉を選び、「あなたがたの神は主である」と述べています。神は私たちの神

です。全人類がこれを言うことができます。神は私たちの神です。神様は、私た

ちを非難するために待っておられる、遠く離れた遠い裁判官ではありません。彼

は、この地上でのサタンの恐怖の支配から私たちが生き延びることができるよう

に、密接に関わっておられるのです。  

私たちの神は私たちのためにおられるのであって、私たちに敵対しているのでは

ありません（ローマ8:31）。神様は私たちの味方であり、私たちを助け、敵の滅亡
から救いたいと願っておられます。神が敵であるかのように、あたかも神が敵で

あるかのように、神から逃げるのをやめてほしいと願っておられます。そのため

に、イエス様は、十字架という極端なことにまで踏み込んで、イエス様の真の姿

を私たちに明らかにしてくださいます。 

私たちの神がモーセに律法を与えたとき、神はすでにイスラエルをエジプトから

連れ出していました。興味深いことに、「エジプト」という言葉の本来の意味は

、「黒い土地」と「魂の家」です。聖書では、"黒"、"暗闇"、"夜"は、すべて悪魔
、欺瞞、死に関連して比喩的に使われています。  

それは死によって、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼされ、死を恐れ

て生涯束縛の対象となっていた人々を解放されるためである（ヘブル2:14-
15）。  



パウロの慎重な言葉の選び方が重要です：悪魔は"死の力を持っていた"悪魔は"

死の力を持っていた"ということを 

どうやって知ったのでしょうか？死は、明らかに彼の「善悪の知識の木」と結び

ついています。神はアダムにサタンの木について、「その木を食べた日には必ず

死ぬだろう」と言われました。サタンの力は人を欺く力です。このように、「死

の力」は、「善悪の知識の木」に代表される原則を通して、アダムが神について

教えたすべての嘘に関連しています。  

パウロは、サタンの死の力を過去に置いています-

彼は"死の力を持っていた"のです。イエス様のおかげで、サタンはもはや死の力を
持っていません。彼の「死の力」は、イエスが、神が本当は誰であるかを私たち

に知らせるために来てくださったという良い知らせによって、打ち破られたので

す。イエス様は、私たちを恐れの「束縛」、つまり「死の恐れ」への束縛から解

放してくださいました。  

イエスを通して、私たちはもはや神を恐れる必要はありません。イエスが神につ

いて教え、啓示してくださったことを通して、私たちはもはや御父が暴力的であ

ると信じる必要はありません。私たちはもはや、神が破壊者であると信じる必要

はありません。私たちはもはや、神が私たちを罰するお方だと信じる必要はあり

ません。イエス様は、私たちに関する神の戒めは永遠の命であると教えてくださ

ったからです（ヨハネ12:50）。今やサタンは、良い知らせを信じる者、つまりイ
エスが教えてくださったこれらのことをすべて信じる者に対して、もはや死の力

を持つことはありません。 
"エジプト"は"魂の家"という意味でもある神々によってエジプトで広く教えられ
た 魂の不死の教義は 

蛇がイヴに言った最初の嘘だった"あなたは必ず死ぬことはない"これは経験的証拠
に反しているだけでなく、聖書の真理にも反しています。  

このように、この言葉自体が「エジプト」とサタンを結びつけているのです。こ

こでは、古代エジプトで実際に起こっていた恐ろしいことや、サタンがエジプト

を、地上での王国のようになりたいと思っていることの原型として使っていたこ

と、特に私たちの時代、特に終末期に起こっていたことについては、書くことが

できません。もし読者がこのテーマを注意深く研究し、研究しようと決めたなら

ば、私たちは実際に蛇（エジプトで広く使われているシンボルで、現代でも使用

されています）とその報酬と罰の道徳律法によって運営されている現代版のエジ

プトに住んでいるという結論に達するでしょう。  



エジプトはサタンの力と支配に対する絶対的な束縛を表しているので、神は比喩

的に私たちをエジプトから出したいと願っておられます。アブラハムの子孫がエ

ジプトで経験した束縛は、サタンがその時が来る前に地上で完全に実行しようと

している専制的な支配の一例であり、影にすぎません。  

サタンは地上を支配してきました。しかし、サタンは、私たちがサタンのシステ

ムを完全に支配することができるのは、私たちがサタンのシステムを許すときだ

けなのです。イエス様の再臨に向けて進むにつれて、サタンはより大きな支配力

を持つようになるでしょう。なぜなら、イエス様は最後の日には「不義」が「あ

ふれる」（マタイ24：12）と言われたからです。これは彼の功罪制度であり、社
会的信用制度であり、私たちが話しているように、すでに世界の一部を支配して

います。  

神はイスラエルの民を「束縛の家から救い出した」方であるという神の言葉は，

過去の出来事（類型）だけではなく，もっと大きな未来の現象（反類型）にも当

てはまります。エジプトからカナン（約束の地）への出エジプトは、イエスの再

臨の直前の最後の日に生きている私たちにとっての模範となります。 

これらのこと（エクソダス）はすべて、彼らに起こったことであり、彼ら

は、時代の終わりが来た（私たちの日々）私たちの戒めのために書かれた

のです（第一コリント10:11、強調）。 

ですから、冒頭の「わたしはあなたの神である主であり、あなたをエジプトの地

から、束縛の家から連れ出してくださった」という言葉は、神がエジプトが象徴

するすべてのものから私たちを連れ出してくださるという預言的な言葉でもあり

ます。私たちを「束縛の家から」連れ出すのは神であり、私たち自身ではないこ

とに注意してください。私たちは羊飼いに従う羊のようなものです。私たちの仕

事は、真実を受け入れ、受け入れ、従うために、心を開いて従うことです。  

私たちは質問をします。エジプトが典型的な束縛の家であったとしたら、その対

義語とは何でしょうか？神が私たちをそこから引き出さなければならない典型的

な束縛の家とは何でしょうか？ 

繰り返しになりますが、神と悪魔の間の大きな論争の中心的な問題は律法である

ことを念頭に置いて、私たちは、典型的な束縛の家とは、サタンの善悪の道徳的

律法と、そのすべての降下物（死を含む）であると結論付けることができます。

私たちは、彼の無慈悲で残酷な報いと罰のシステムから出て、アガペの愛-義-

が律法とされている約束の地に入るのです。 



しかし、私たちは主の約束に従って、義が宿る新しい天と新しい地を求め

ています（第2ペテロ3:13、強調）。 

善悪の知識の木とそれが表す報酬と罰のシステムは、全世界を包み込む「束縛の

家」です。 

時の制約に縛られない神にとって、私たちをエジプトの奴隷から解放することは

、すでに完了したことなのです。このことを念頭に置いて、出エジプト記20章に
ある十戒を見てみましょう。  

 
第一戒  

1.出エジプト記20:3あなたは、わたしの前に他の神々を持ってはならない。  

神が私たちに与える最初の戒めの中で、「他の神々」に近づかないようにと言わ

れていることは興味深いことではありませんか？もし神が十戒の最初に「他の神

々」に近づかないようにと言っているのなら、その神々が誰で何であるかを知る

べきではないでしょうか。しかし，その前に，神の前に他の神々がいることの意

味を知りましょう。  

文字通り、「私の前に」とは、「私の顔の前に」という意味の慣用句です。ある

解説に注目してください。  

このヘブライ語の慣用句は、「私のほかに」「私に加えて」「私に対抗し

て」という意味になることが多いです（『SDA聖書解説』第1巻、p.601）。  

実際のヘブライ語の言葉は、私の顔、存在、人の上に、上に、上に、上に、また

は反対にという意味です。神の前に他の神々を持つということは、神のほかに、

神に加えて、あるいは神に対抗して他の神々を持つことを意味します。誰かの顔

を覆う仮面についても考えてみましょう。仮面は本当の人を隠し、誤った印象を

与えます。私たちは神の顔の上に神々を仮面にしてはいけないというのは、神が

誰であるかという誤った印象を与えることになるからです。 

では、ここで言及されている神々とは誰なのでしょうか。これを「神とは、私た

ちの心の中にある神の居場所に取って代わるものである」という意味だと解釈す

る人もいるかもしれません。お金、快楽への愛、出世、車などです。これらのも

のが私たちの愛情を支配することができるのは事実ですが、神は非常に現実的で

具体的なことを語っておられます。ここで「神々」に使われているヘブライ語の

言葉は「エロヒム」で、お金や心の偶像とは関係のない言葉です。エロヒムとは

、神や神を指す言葉であり、言い換えれば、神や神を指す言葉です。  



したがって、この文脈でのエロヒムとは、バアル、アシュトレス、ヘルメス、ジ

ュピター、ゼウス、オシリスなどの異教の神々を指します。これは、人類の歴史

の中で各国が崇拝してきた神々を指しています。人類が崇拝してきた神々には様

々なものがありますが、本質的にはすべて同じものです：それらはすべてサタン

の善悪の原則、つまり報酬と罰の道徳規範の表現です。神々は、実質的にはサタ

ンとその堕落した天使であるという意味で実在する存在である。 

この時点でクリスチャンの読者は、先に進もうと思うかもしれませんが、このセ

クションは明らかに自分たちが真の神を崇拝していると信じているクリスチャン

には適用されないので、読み飛ばしてください。結局のところ、クリスチャンは

、神が天地の創造主であることを指摘することによって、神々と自分を区別して

いる神を崇拝しています。  

しかし、読者の皆さん、先に進む前に、もう少し読み続けてください。現代のク

リスチャンの多くは、バアルとその仲間の神々と同じように、偽りの神を崇拝し

ていることがすぐに分かるでしょう。パウロは、働きに基づいたシステム（善悪

、メリットデメリットシステム）の中で生きている人たちはバアルの信奉者であ

ると指摘したとき、そのように示唆しました。  

あるいは、聖書にはエリヤのことが書かれていますが、彼はイスラエルに

対して神に嘆願し、「主よ、彼らはあなたの預言者たちを殺し、あなたの

祭壇を引き裂き、私だけが残され、彼らは私の命を求めています」と言っ

たことを知らないのでしょうか。しかし、神の応答は彼に何と言っている

のでしょうか？"バアルにひざまずいていない七千人の男たちを、わたしは
自分のために予約した"そうであっても、この時点では、恵みの選択に応じ
て残りの人たちがいます。もし恵みによるものであれば、それはもはや業

によるものではなく、そうでなければ、恵みはもはや恵みではありません

。しかし、もしそれが働きによるものであるならば、それはもはや恵みで

はなく、そうでなければ、働きはもはや働きではありません（ローマ11:2-
6、強調）。 

エリヤは自分が神の最後の信者だと思っていましたが、神はご自身のために"バ
アルにひざまずいていない七千人の男たち"を予約していたことを告げられました
。その七千人は「残党」であり、「残党」であった理由は、彼らが恵みの神を信

じていたからであり、「恵みの選択に従って」でした。ですから、もし彼らが「

残党」であったとしても、主流派にいた他の人々は、まだバアル（業の神）を崇

拝していたのです。 



王国は二つしかなく、王座は二つ、道は二つしかありません。それは、神の「恵

みによる道」と、サタンの「業による道」、つまり報酬と罰のシステムです。残

党の人々は「恵みに従っている」のですが、バアルにひれ伏す人たちは、まだ働

きのシステムの中で活動しています。彼らは、救いは自分の働きに基づいている

と考えています。彼らが良いことをすれば、神は彼らに永遠の命を与え、悪いこ

とをすれば、神は彼らを永遠の死で罰すると考えています。  

この神学は神々によって古代エジプト人に教えられたもので、ほとんどの宗教は

それが真実であるかのように松明を受け継いできました。これの問題点は、神に

二面性を与え、神を善と悪のキャラクターにしてしまうことです。しかし、神は

二面性を持っていません。彼は"一つ"です。神の王国は恵みによってのみ運営され
ています。神は、アガペの愛の王国の無条件の恵みに基づいて、私たち全員を自

由に義としてくださったのです。 
  

それは、神がご自分の義を示すために、信仰によって、ご自分の血による

救いとして定められたキリスト・イエスにある贖いによって、神の恵みに

よって自由に義とされているからです。 

すべての人は罪を犯し、神の栄光から遠ざかっていますが、すべての人は神のア

ガペの愛の律法によって自由に義とされ、罪を犯していないかのように無実と宣

言されました。これが真の神の恵みの王国です。ここで私たちが言いたいのは、

偽りの神を崇拝するために木の像にひれ伏す必要はないということです。私たち

がしなければならないことは、神がサタンの善悪の報いと罰のシステムによって

運営されていると考えるだけで、実際にはバアルを崇拝することになるというこ

とです。 

では、本当に神々とは誰なのでしょうか？人間の想像力の産物なのでしょうか？

単なる神話やフォークロアに過ぎないのでしょうか？彼らは実在するのか？多く

の人は、彼らが実在するとは信じていません。彼らは、それらの物語、それらの

神話はすべて神話にすぎず、真実であることを信頼することはできないと主張し

ています。  

なぜ神は最初の戒律の中で、私たちに神々を崇拝するなと言われるのでしょうか

。神もまた、信用できない方なのでしょうか？神は自分が何を言っているのか分

かっておられるのでしょうか？神は人間の伝承に騙されることができるのでしょ

うか？ 



聖書によると、神々は私たちの想像の産物よりもはるかに多くのものです。申命

記の本から次の一節に注目してください。  
 

しかし、ジェシュルンは太って蹴ってしまった。 

あなたは太って、太くなった。 

お前は肥満だ！そして、彼は自分を作った神を見捨てた。 

そして彼の救いの岩を軽蔑した。 

彼らは、外国の神々との嫉妬を彼に挑発した。 

忌まわしいことをして，かれらは怒りに駆られた。 

彼らは神ではなく、悪魔のために生け贄を捧げました。 

彼らが知らない神々に 

新しい神々に、あなたの父祖が恐れなかった新しい到着者に。 

あなたを生んだ岩のことを、あなたは気にしていません。 

そして、あなたがたを父とする神を忘れてしまった（申命記32:1518、強調
）。  

 

上の一節で、神々が悪魔、悪魔であることがはっきりと示されていることにお気

づきでしょうか？これは詩篇百六篇でさらに確認されています。  

 

かれら（イスラエル）は，民を滅ぼさなかった。 

主が彼らに命じた者について 

しかし、彼らは異邦人に混じっていた。 

そして、彼らの作品を学んだ。  

彼らは偶像に仕えていた 

それが彼らの罠になった  

彼らは息子まで犠牲にした  

娘たちは悪魔の元へ 

そして、罪のない血を流す。 



彼らの息子と娘の血を 

彼らはカナンの偶像に生け贄を捧げた 

土地は血で汚染されていた 

このようにして、彼らは自分の働きによって汚されたのです。  

そして、自分たちの行いで売春婦を演じた。 

それゆえに、主の怒りは、その民に向かって燃え上がった。 

それゆえに、彼は自分の相続を忌み嫌った（詩篇106:34-40、強調）。  

 

神の民イスラエルは、偶像に代表される神々に自分の子供を犠牲にしていました

が、それは実際には悪魔です。神々は幻想やおとぎ話ではなく、現実のものと同

じくらいリアルなのです。  

上の節で、イスラエルは「主が命じられた民を滅ぼす」とされていたことに気付

きましたか？この節は、私たちが神の性格について言ってきたことと矛盾してい

るように見えませんか？そのように見えるかもしれませんが、一度掘り下げてみ

ると、後の章で"完全に破壊する"というタイトルでこのことを詳しく説明するので
、この意味が分かるでしょう。 

サタンは悪魔の長であり、悪魔とは彼と共に地上に降りてきた堕天使のことです

。  

見よ、七つの頭と十本の角を持ち、その頭には七つの玉が付いていた。そ

の尾は天の星の三分の一を引き寄せ、それらを地に投げ捨てた（黙示録12:3
-4、強調）。  

それで、全世界を欺く悪魔とサタンと呼ばれる昔の大蛇である大蛇が追い

出され、彼は地上に投げ出され、その天使たちも一緒に追い出された（黙

示録12:9、強調しています）。  

これらの堕落した存在は、天国にいた天使の総数の三分の一を占めています。彼

らの数は正確には分かりませんが、かなりの数であることは分かっています。悪

魔は神を装って超自然的な方法で人間と対話します。人々に影響を与えます人類

の問題に関与しているそして最も重要なことは、「善悪の知識の木」の報酬と罰

のシステムを通して地球を支配していることです。パウロが彼らについて言って

いることに注目してください。 



私たちが戦うのは肉と血ではなく、支配者、権力者、この時代の暗黒の支

配者、天の地にいる悪の霊的な群れと戦っているからです（エペソ6:12）。 

私たちの戦いはお互いを相手にするものではなく 

人間を相手にするものでもありません 
"私たちは生身の人間とは戦いません"私たちの真の戦いは神々、すなわち「支配者
」「権力者」「この時代の暗黒の支配者」「天の地にいる邪悪な霊的な群れ」と

の戦いです。霊的な軍隊や邪悪な堕天使の軍団が天の地に存在する彼らが"天の地
にいる"とは 

どういう意味ですか？天国にいるということなのか？もし、黙示録12:9にあるよう
に、彼らが地上に投げ出されたとしたら、どのようにしてそうなるのでしょうか

？  

堕落した天使たちのこの広大な軍隊は、非常に具体的な意味で「天の場所にいる

」のです：彼らは神の座に座って、神のふりをしています。 
 

主の言葉が再び私のもとに来て、「人の子よ、タイレの王子に言ってくだ

さい、『主なる神はこのようにおっしゃいます。 

"あなたの心が持ち上げられているから 

そして、『私は神だ』と言う。 

私は神々の席に座っています。 

海の中で 

しかし、あなたは人間であり、神ではない。 

あなたの心を神の心としたとしても  

エゼキエル28:1-2、強調）。 

 
サタンとその天使たちは、報いと罰の彼らの邪悪な律法が神の律法であると私た

ちに信じさせることによって、神の座を奪っています。堕天使の道徳的法則はル

シファーのものと同じで、善悪の道徳的法則によって運営されています。堕天使

は意地悪で、不寛容で、容赦がなく、容赦がありません。ドラゴンやリーダーの

ルシファーのように、彼らはまた、罰が秩序を保つための最良の方法であると信

じています。彼らは、彼らの管轄下に自分自身を置く勇気がある者のために恐ろ

しい罰を考案しています。  



ギリシャの伝記家でありエッセイストでもあるプルタルク（西暦46年～西暦120

年）は、神々は神でも人間でもなく「大デーモン」であり、神々自身が厳しい罰

を受けていると述べています。  
 

ティフォン、オシリス、イシスは神々の出来事ではなく、まだ人間の出来

事でもなく、プラトン、ピタゴラス、ゼノクラテス、クリシッポス（ここ

では最も古い神学者の意見に従う）が人間よりも大きな力を持ち、人間の

本質をはるかに超える力を持っていると断言する、ある種の偉大なデーモ

ンの出来事であった。エンペドクレスはまた、デーモンはその悪行や軽犯

罪に対して厳しい罰を受けると言っている...(William Watson Goodwin, 
Plutarch's lives, vol. 4 (Boston: Little, Brown and Company, 1874), 86-87, emphasis 
added)。4 (Boston: Little, Brown, and Company, 1874), 86-87, emphasis added)。  

 

ティフォンとオシリスとは？彼らはエジプトの神々でした。プルタークがここで

言いたいのは、これらのエジプトの神々は真の神の現れではなく、単なる人間で

もなく、「大いなるデーモン」だったということです。そして、ギリシャの哲学

者プラトン、ピタゴラス、ゼノクラテス、クリシッポスは、悪魔は人間よりもは

るかに強く、超越的に強力であると信じていたことを私たちに教えてくれます。 

次に、プルタルクは深遠な真理を明らかにしています。彼はまさにその核心に触

れています。私たちが神について持つ必要がある理解の根幹に触れています。彼

は、悪魔は"純粋で混じりけのない神の部分"を持っていないと言っています。これ
が意味するのは、真の神、真の神は"純粋で混じりけのない神的な部分"を持ってい
るということです。"純粋で混じりけのない神の部分"とはどういう意味でしょうか
？  

このことを理解するための鍵は，エデンの園の二本の木の文脈で「純粋」と「混

じりけのない」という言葉を考えることです。この二つの言葉はお互いを補い合

い、説明し合っています。純粋なものとは、その中に混合物がないものです。異

物と混ざっていないものは純粋なものです。  

神は純粋で混じりけのない方です。彼の中には善と悪の混合物はありません。し

たがって、もし神が光であるならば、神の中に光と闇が混ざることはあり得ませ

ん。また、もし神が生命であるならば、神の中には生と死が混在することはあり

得ません。神は生命の木であり、「純粋」で「混じりけのない」方です。 

パウロもヨハネも、自分の言葉でこの同じ基礎的な真理を取り上げています。パ

ウロは言いました。  



私たちは部分的に知り、部分的に預言するからです。しかし、完全なもの

が来た時には、部分的なものは取り除かれるのです（第一コリント13:9-
10）。  

神の完全な愛について述べている第一コリント13章の文脈で「部分的に知る」と
いうことは、聖書的に言えば、「完全な」という言葉は、分裂や混合がなく、完

全であることを意味することを、「試練にある神」で示しました。これは「部分

的に知っている」こと、つまり、神は「部分的に」善であり、「部分的に」悪で

あると考えることです。ヨハネは同じことを別の言葉で説明しています。  

これは、私たちが神から聞いたメッセージであり、神は光であり、神の中

には全く暗闇がないことを、あなたがたに宣言するものです（第一ヨハネ1:
5、強調します）。  

ヨハネはプルタルクやパウロと同じことを言っています。神の神性は純粋であり

、混じりけのないものであるということです。このことを完全に理解するために

は、エデンの園にある二つの木を基準にする必要があります。生命の木は純粋で

混じりけのない木であり、善悪の知識の木は不純で混じりけのない木です。  

次の節の「純粋」という言葉に注目してください。  

誰が主の丘に登ることが出来るのか。あるいは、誰が主の聖なる場所に立

つことができるだろうか。清い手と清い心を持ち、魂を偶像に上げたり、

偽りの誓いをしたりしない者である（詩篇24:3-4、強調しています）。  

そうすれば、わたしは人々に純粋な言葉を回復し、すべての人々が主の名

を呼び、一致して主に仕えることができるようにするからである（ゼパニ

ヤ3:9、強調）。  

心の清い者は祝福され、彼らは神を見る（マタイによる福音書5:8、強調）
。  

しかし，上からの知恵は，まず純粋で，次に平安で，穏やかで，進んで降

伏し，あわれみと良い実りに満ち，偏見や偽善のないものです（ヤコブ3:17
，強調）。  

神の「純粋で混じりけのない神聖な部分」は、聖書の中では、イエス・キリスト

を象徴する、汚れのない、純粋な、真っ白な子羊によっても描かれています。ま

た、「聖なる」という言葉は、清潔で純粋な、混じりけのないという意味です。  

すでにお見せしたように、聖書の中にはもう一つの聖句があります。なぜそれが

最も重要な戒めなのでしょうか？それは、私たちのすべての問題の根源である、



神に対する誤った知識を持つことに取り組んでいるからであり、また、私たちの

すべての問題を解決するための根源を提供しているからです。 

そこで， 律法学者の一人が来て， 彼らが一緒に議論しているのを聞いて， 
イエスが彼らによく答えられたことを知って， 
イエスに尋ねた．イエスは彼に答えられた。「すべての戒めの第一は、『

イスラエルよ、聞きなさい、わたしたちの神である主は一つです。あなた

がたは、心を尽くし、魂を尽くし、心を尽くし、力を尽くして、あなたが

たの神である主を愛さなければならない。これが第一の戒めです。第二の

戒めはこれに似ています"隣人を自分のように愛さなければならないこれ以
上の戒めはありません」（マルコ12:28-31 

"あなたの神の主は一つである"上の文に表されるこの一体性は 

神の単一性と関係しています アガペの愛の性格と関係しています 

本質的にはどんな闇や悪や悪や死にも 絶対的に汚染されていません  

聖書の中で悪魔はなぜ「汚れた霊」と呼ばれているのか不思議に思ったことはあ

りませんか？それは、彼らには神を特徴づけるような一面性がないからではない

でしょうか？それは彼らが善と悪の混合したものを持っているからでしょうか。  

プルタークは目を見張るようなことを言っています。"人の間にも人の間にも 

徳と悪徳の度合いは多様であるからだ" 
"デーモンの間にも"彼は何を意味しているのでしょうか？プルタークは善と悪の原
則に言及している-
"美徳[GOOD]と悪徳[EVIL]。彼が言っているのは、人間が善と悪の様々な程度を
持っているのと同じように、これらの悪魔や堕落した天使もそうであるというこ

とです。人間と堕天使の両方が善と悪の同じ原理で動作している場合、彼らは同

じ混合文字を持っているだろうので、これは理にかなっています。 

また、プルタルクによると、神々自身が「悪行や軽犯罪に対して厳しい罰を受け

る」ことに気がつきましたか？これは、神々が報酬と罰の領域を扱っているから

です。報酬と罰、つまり悪と悪は、彼らの王国の法律です。サタンはこの暗黒の

王国の最高支配者として、また、堕落した人間と堕落した天使に報酬と罰を恣意

的に分配する独裁的な裁判官として、この暗黒の王国のトップに座っています。

私たちは皆，善と悪を混ぜ合わせ，報酬と罰を用いるこの王国に属しています。

これは、堕落した天使でさえも、私たちがそうであるように、彼の善と悪のシス

テムを通して苦しんでいることを意味します。  

神の前に他の神々はいない」ということは、究極的には、これらの神々や、それ

らの神々が教える混じり合った法律や原則を、純粋な神や、神の混じり合ってい



ないアガペー愛の法則、つまり純粋で混じり合っていない、無条件の愛と慈悲に

優先させないことを意味しています。  

神々は嘘を教えます。その知恵は神の知恵とは正反対で、私たちを生ではなく死

へと導きます。すべての神々はサタン的なものであり、サタンと彼の善悪の原理

につながります。これらの神々は、サタンが神のアガペー愛の法則よりも偉大で

あると信じていたこの原理を完全に表現したものです。  

さらに、神々は暴力的です。真の神は決して暴力を用いないことをイエス様が地

上にいる間に明らかにされたのです。イザヤ書はイエス様についてこのことをは

っきりと述べています。 

彼は暴力を振るわなかった（イザヤ53:9）。  

イエスは「虐殺される小羊」のような方でした。イエスは自分を殺している人た

ちを呪うために口を開くことはありませんでした。イエスは自分を滅ぼした者を

赦されました。ご自分を傷つけた人を祝福してくださいました。教訓を教えるた

めであれ、ご自身を救うためであれ、何のためにも暴力を使うことはありません

でした。イエスは一度もサタンの報いと罰の暴力的な死のシステムによって操作

されたことがなかったので、サタンには何もありませんでした。 

このように、神がご自身よりも他の神々を優先させないように求めているとき、

神は本質的に、私たちが生きる道を選び、死の道を避けるように懇願しているの

です。神々は暴力的で、復讐心が強く、残酷で、邪悪で、虚偽で、誤解を招くも

のです。対照的に、神は非暴力的であり、寛容であり、忠実であり、慈悲深く、

正義であり、愛であり、真実であり、命である。  
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不浄-第二・第四の戒律  
 
 
第二の戒め  
 

2.出エジプト記20:4-
6.あなたは、あなたのために、いかなる彫像も、天にあるもの、地にあるも
の、地の下にあるもの、地の下にある水の中にあるものの似姿も、あなた

のために作ってはならない。あなたの神である主は嫉妬深い神であり、わ

たしを憎む者の第三世代、第四世代に至るまで、父祖の不義を子らに現し

、わたしを愛し、わたしの戒めを守る何千人もの者にあわれみを示すから

である。  

第二の戒めは第一の戒めと似ています。本質的には、神々を象徴する偶像を通し

て、サタンの欺瞞に陥らないようにという警告です。邪悪な天使たちは常に人々

を騙して、創造されたものの形でイメージを作ってきました。最も一般的なもの

は、鳥（トトース、ホルス、イシス、ヘルメス）、牛（オシリス、バアル）、蛇

（カリヤ、デンゲイ、ケツァルコアトル）、魚（ダゴン）のような動物です。こ

れらはほんの一例です。これらの神々は"上の天にあるもの、下の地にあるもの、
地の下の水にあるものに似ている"  

神々は、その外見や肉体的な表現に関わらず、常に同じことを教えています。"

報いと罰の道徳律（陰陽、カルマ）"と"魂の不滅"です。真の神である創造主であ
る「私」が、私たちがそれらにひれ伏してはならないし、それらに仕えてはなら

ないと言うとき、サタンとその王国の無慈悲な原理に近づかないようにと警告し

ているのです。  

神の次の言葉は、表面的には脅しのように見えますが、実際には「神の怒り」に

言及しています。  

...あなたの神の主であるわたしは、嫉妬深い神であり、わたしを憎む第三世
代と第四世代に至るまで、父祖の不義を子供たちの上に現すからである。  

子供は親や先祖から学ぶ。世代は単に伝統のために親の神々に従う。彼らは先祖

から神々の考え方や存在の仕方を学びます。  



神は誰でも好きな人を崇拝する自由を与えてくれますが、最終的には自分が蒔い

たものを刈り取らなければなりません。私たちの選択と行動の結果は、神の恣意

的な行為に起因するものではありません。三世代、四世代というのも神の恣意的

な数ではありません。どうやら三世代、四世代というのは、ある集団が自分たち

のやり方で固まっていくのに必要な数のようです。この場合、完全にサタンの支

配下に入るということは、完全にサタンの支配下に入るということです。 

神は、神を愛し、戒めを守る人々の「何千人もの人」にあわれみを示されます。

これをどう解釈すればよいのでしょうか？これは、神が信者に好意を示し、神か

ら背を向ける者を締め出すという意味でしょうか。それとも...神はすべての人にあ
われみを示されますが、神のあわれみの原則に従うことを選んだ人だけが、あわ

れみの状態で生きているということでしょうか。  

神が「第三世代、第四世代に至るまで父祖の咎を子孫の上に」訪れると言うとき

、神は先祖から私たちに受け継がれる世代的な呪いを言っているのでしょうか。 

神と神の象徴であるすべてのものを憎む者は、このカテゴリーに入らざるを得ま

せん。神の道かサタンの道かです。  
 
第三の戒  
 
第三の戒めは、ほとんどの信者に誤解されています。しかし、この戒めを掘り下

げてみると、それがまた、神々から離れなさいという警告であることがわかりま

す。  

3.出エジプト記20:7あなたの神の主の名をむだにしてはならない。主はその
名をむだにしても、その者に罪はない。  

神の名前を無駄に取るとはどういうことでしょうか？多くの人はこれを、私たち

が「神」という言葉を悪口として使ったり、神の名を無造作に、無礼に使っては

いけないという意味だと解釈しています。これは非常に真実であり、神の善良さ

を見るようになった人は誰でもそのようなことをしなくなるでしょう。しかし、

ここにはもっと深い意味があります。ヘブライ語の二つの言葉の意味を理解する

ことで、それが見えてきます。私たちは、「名前」と「虚しい」という言葉が聖

書の文脈の中でどのような意味を持つのかを知る必要があります。  

ヘブライ語では、「名」という言葉は、地位、人格、権威を意味します。ですか

ら、神の「名」を無駄に取るということは、実際の「神」という言葉を不適切な

方法で使うことだけでなく、神の人格に対してやってはいけないことをすること



、つまり、それを「無駄に取る」ということです。では、聖書の中で「無駄」と

いう言葉は何を意味するのでしょうか。ストロングの定義にはこうあります。  

虚栄心-
荒廃するという意味で;悪（破壊として）、文字通り（破滅として）または
道徳的に（特に悪徳）;比喩的に偶像崇拝（偽りとして、主観的に）、役立
たず（欺瞞的に、客観的に、また副詞的に虚栄心で）: -偽り（-
ly）、嘘、嘘、虚栄心、虚栄心"  

ヘブライ語の「虚しい」という言葉は、「虚しい」とは何かという現代の理解と

はほとんど関係がありません。聖書では、「虚しい」とは、鏡の前に座って自分

を見つめたり、自撮りを延々としたりすることではありません。むしろ、「むな

しい」という言葉は、偶像崇拝に伴う荒廃、悪、道徳的な破滅、偽り、嘘と結び

ついています。  

詩篇139:20は、聖書的な意味で神の名を無駄にすることの意味をよく説明してい
ます。ここにはこう書かれています。  

あなたの敵は、あなたの名を無駄にしてしまうからです（詩篇139:20）。  

使徒パウロもまた、「虚しい」という言葉の聖書的な意味を知っていました。使

徒言行録3章では、彼がリストラで牧師をしているところを見ています。そこでは
、母親の胎内から足の不自由な男を治して、「自分の足でまっすぐに立ち上がれ

！」と言って、彼は跳んで歩いた」（使徒14:10）。そして、彼は跳び上がって歩
いた」（使徒14:10）。次に何が起こるかに注目してください。 

そして、人々はパウロがしたことを見て、声を上げて言った、「神々は人

間に似せて私たちのところに降ってきた。彼らはバルナバをジュピターと

呼び，パウロをメルクリウスと呼んだが，これは彼が話し手の長であった

からである。その時、彼らの町の前にいたジュピターの祭司が、牛と花輪

を門に持ってきて、人々と一緒にいけにえを捧げようとした。使徒たちバ

ルナバとパウロはそれを聞いて、服を脱ぎ捨てて、民の間に入ってきて、

叫びながら言った。私たちもまた、あなたがたと同じような情熱を持った

者であり、天と地と海と、そこにあるすべてのものを造られた生ける神に

向かって、これらの虚栄心から立ち返るようにと、あなたがたに宣べ伝え

ています。その方は、昔、すべての国々を自分たちの道を歩むように苦し

められました。それにもかかわらず，神はご自身を証しすることなく，善

い行いをされ，天からの雨と，実りある季節を与えて，わたしたちの心を

食物と喜びで満たしてくださいました。そして、これらのことを言って、

人々はほとんど抑えられなかった。 



パウロは人々に"虚栄心"から"生ける神"に立ち返るように言いました。彼が言及
していた虚栄心とは、エジプト、バビロン、ギリシャなどの古代の神々のローマ

版であるジュピターとメルクリウスのことでした。ギリシャではこれらの神はゼ

ウス（木星）とヘルメス（メルクリアス）と呼ばれていた。  

ヘブライ語で「虚栄心」を意味する言葉の意味をすでに見ました。ここで使われ

ているギリシャ語のマタイオスの意味も似ています  

空虚な、つまり（文字通り）利益のない、または（具体的には）偶像： -
虚しい、虚栄心（ストロングス・コンコーダンス）。 

ですから、神について「邪悪な」「神に対して」、あるいは神の性格を神々の性

格と混同するように話すことは、神について真実ではないことを言うことであり

、これは神の名を無駄に取ることを意味します。聖書的に言えば、神の名を無駄

に取るということは、神に属していない性格を神に当てはめることを意味します

。それは神を偽りの光の中に投げかけ、サタンとその天使たちの邪悪な、邪悪な

、破壊的な、混合した性格の特徴を神に帰属させることを意味します。それは、

偶像礼拝によって崇拝されている神々の報酬と罰の性質と混同させることを意味

します。偶像は神々を代表するものであり、最終的にはすべてサタンの現れであ

る。  

神々が崇拝されているところには、暴力、混沌、破滅、荒廃、破壊、偽りがあり

ます。神の名を無駄にすることは、これらの否定的な特徴をすべて神と神の正義

の王国に当てはめることになります。真実は、荒廃、混沌、破滅、破壊、死とい

うサタンの王国の影響とは対照的に、真の神が崇拝されているところには、秩序

、生命、愛、喜び、希望、幸福があるということです。  

多くのクリスチャンは自分たちが"真の神"を崇拝していると信じています。しか
し、歴史的には、クリスチャンもまた、真の神ではなく、偽りの神を崇拝してき

ました。その証拠に、クリスチャンが他の人々に対して示してきた破壊的な行動

のすべてにあります。真の神」を崇拝する者は、他人に対してそのような破壊的

な行動をとることはありません。 
"罪"がこの第三の戒めに関わっていることに注目してください"主はその名を無
駄にする者を無罪とはされないからだ"もう一度言いますが、私たちはこのことを
二つの方法で見ることができます。善悪の知識の木を通して見るか、生命の木を

通して見るかです。  



最初のケースでは、これは文字通り、主はご自分の名を無駄にする者を赦されな

いという意味だと理解できます。しかし、これは聖書の他の箇所で神の赦しにつ

いて述べられていることに反しています。  

しかし、働かずに、不義を裁いてくださる方を信じる者には、その信仰は

義とされます（ローマ4:5、強調）。  

私たちがまだ力を失っていたとき、時を経て、キリストは不義な者のため

に死なれたのです（ローマ5:6。  

もし神が「不敬虔な者を裁く」ならば、そして「キリストが不敬虔な者のために

死んだ」ならば、つまり私たち、つまり神を知らない全人類を意味します。私た

ちは皆、不敬虔な者であり、どこかの時点で神の御名を無駄にしたことがありま

す。イエス様が教えてくださった神の御性質を信じてこそ、私たちは神の御名を

無駄にしなくなるのです。 

では、「主はその名を無駄にする者を無罪とはされない」という記述をどのよう

に理解すればよいのでしょうか。生命の木の観点から見ると，これには論理的な

説明があります。  

神の性格を間違って理解している人は、神がすでにすべての罪を赦していること

を知ることができません。なぜでしょうか。なぜかというと、彼らは報いと罰の

システムの嘘を信じているからです。彼らは、自分はまだ非難されていると思っ

ていますが、非難の矛先は神ではなく、告発者から来ているのです。  

神様の真のお人柄を知らない人は、イエス様が私たち全員に啓示するために来ら

れた赦しを知りません。もし私たちがイエス・キリスト以外から神様のお人柄に

ついての知識を得るならば、私たちは神様の名前を無駄に取ることになり、神様

が私たちを赦さないのではなく、神様と神様の赦しについての私たち自身の誤っ

た理解に惑わされてしまうことになります。  

もし私たちが神の本性を知らなければ、私たちはすでに赦されていることも知り

ません。神はアガペの愛の律法によって私たちを有罪にはしませんが、神のアガ

ペの愛がどのようなものかを知らなければ、私たちはこのことを知ることができ

ません。そして、もし私たちが、神が報いと罰によって運営されていると考える

ならば、神は私たちを赦さないと考えるようになるでしょう。このようにして、"

主は、その名を無駄にする者を無罪にしない"のです。  

神々は善悪の知識を通して、創造主を厳しく、容赦なく、非難する独裁者として

見るように人間性を教え、条件付けしてきました。神々の虚しい言葉に耳を傾け



る人たちは、唯一の真の神を知らないので、神の無条件の赦しを見たり、理解し

たりすることができず、罪深い状態のままです。なぜなら、報いと罰のシステム

では、すべてが功罪に基づいているからです。  

ヨハネはイエス様の恵みについて書いています。 

そして御言葉は肉となり，わたしたちの間に住まわれ，わたしたちはその

栄光を目の当たりにした。ヨハネはこの方を目撃して叫んで言った，「こ

の方こそ，わたしが言った『わたしの後に来る者は，わたしよりも先に優

先される。"そして，わたしたちは皆，その完全さを受け，恵みのために恵
みを受けています。律法はモーセによって与えられたが、恵みと真理はイ

エス・キリストによってもたらされたからである。いつの時代にも神を見

た者はいません。御父の懐におられる唯一の御子を、御父は宣言されたの

です（ヨハネ1:14-18、強調しています）。 

イエス・キリストの福音とは、無条件の恵みと愛という神の性質の啓示であり、

これが良い知らせです。使徒たちがイエスをどのように描写したかに注目してく

ださい。  

神は彼を王子であり救い主であり、イスラエルに悔い改め（メタノイア：

神についての理解の変化）と罪の赦しを与えるために、ご自身の右手に昇

格されました（使徒言行録5:31、強調しています）。  

イエスは私たちに悔い改めを与えてくださいました。悔い改めを表すギリシャ語

のメタノイアは、心の変化を意味します。イエスは神の真の性格に関して私たち

に心の変化を与えてくださいました。イエス様は、今までとは違った、より優し

く、より優しく、より慈悲深い神様をお示しになりました。イエスはまた、神の

罪の赦しを私たちに明らかにしてくださいました。イエスを通して、私たちは皆

、自由に義とされ、自由に赦されていることを知っています。 

ですから、兄弟たちよ、この人を通して罪の赦しが宣べ伝えられているこ

とを、あなたがたに知らしめてください（使徒13：38、強調）。  

イエス様を通して、神様がいつも私たちを赦してくださっていたことが説かれて

います。 

...彼らの目を開かせ、暗闇から光へ、サタンの力から神へと向かわせ、罪の
赦しと、わたしを信じる信仰によって聖別された者たちの間で相続を受け

るために」（使徒言行録26：18、強調）。 

サタンの力は、私たちを罪の意識と、彼の報酬と罰のシステムの非難の束縛の中

にとどめています。しかし、神は私たちに赦しを与えてくださるので、私たちは



それを受け取り、受け入れ、信じることになります。この赦しは、私たちが乞う

必要のあるものではありません。それはすでに私たちに与えられているのです。

それはいつもそこにあり、いつも私たちのものでした。今、私たちがしなければ

ならないことは、それを信じ、受け入れればいいのです。それは、私たちがそれ

に値するかどうか、あるいはそれに値するかどうかによって与えられるのではな

く、「主の恵みの豊かさに応じて」与えられるのです。 

私たちは主の血による贖い、罪の赦し、主の恵みの豊かさによる贖いを受

けています（エペソ1:7、強調しています）。  

イエスにあって、私たちは、自分自身の善良さではなく、主の恵みの豊かさによ

って罪を赦されています。 

...主の血による贖い、罪の赦し（コロサイ1:14、強調）を受けている方です
。  

ポールはこうも言っています。  

神が私たちのためにおられるならば、誰が私たちに逆らうことができるで

しょうか。ご自分の御子を惜しまず、わたしたちすべてのために御子を贖

われた神が、御子と共にわたしたちにすべてのものを惜しみなく与えてく

ださるとは、どのようなことでしょうか。誰が神の選民に罪をかぶせるこ

とができるでしょうか。裁くのは神です。咎めるのは誰でしょうか（ロー

マ8:31-34、強調）。  

神は私たちを正当化され、私たちを非難されることはありません。では、本当に

誰がわたしたちに敵対しているのでしょうか。私たちを非難する方は本当に誰な

のでしょうか。パウロは自分の質問には答えていませんが、聖書には私たちに敵

対する者がいることを示す証拠がたくさんあります。  

そして、大祭司ヨシュアが主の御使いの前に立っている姿と、サタンが右

手に立って彼に対抗する姿を私に見せた。そして、主はサタンに言った、

「主はサタンよ、あなたを叱りなさい。エルサレムを選ばれた主が、あな

たを叱責してくださいます。これは火の中からむしり取られた焼き印では

ないのか。(ゼカリヤ3:1-2、強調)  

この箇所では、イエスはヨシュアが義とされたことを知らせようとしています。

大祭司としてのヨシュアは、全人類の代表者として立ち上がっています。しかし

、サタンはキリストの右手に立って、ヨシュアを非難し、非難し、ヨシュアを正



当化する神の仕事、すなわち神の無償の赦しの賜物によってヨシュアの罪悪感を

取り除く仕事を止めようとしています。  

イエス様はサタンとその非難的な霊を叱責され、先に進んでヨシュアをすべての

非難と罪悪感から解放されました。そして、黙示録12章10節では、全天が次のよ
うな言葉を発しているのを目撃することができます。  

昼も夜も私たちの神の前で彼らを告発していた私たちの兄弟たちの告発者

が打ちのめされたからである（黙示録12:10、強調しています）。  

それは、サタンであり、蛇であり、大蛇であり、大赤龍であり、その天使たちで

あり、多くの神々です。彼らは善悪の道徳律法によって非難していますが、私た

ちが人間レベルでも同じ律法によって非難しているのと同じです。私たちもまた

非難者です。しかし、私たちの堕落した人間的な特徴を神に当てはめるとき、私

たちは重大な間違いを犯します。そうすることによって、私たちは神の名を無駄

にしてしまうのです。  

イエスだけが神を定義する権利を持っています。そして、イエスは、私たちに対

する非難が全くない神を示されました。  

神が御子を世に遣わされたのは、世を非難するためではなく、御子を通し

て世を救われたからです（ヨハネ3:17）。 

四戒  
 
最後に、第四の戒めでは、神は創造主であり、生命を与える存在であることを忘

れないように呼びかけています。  

4.出エジプト記20:8-
11安息日を覚えて、それを聖なるものとしなさい。あなたは六日間、労働
し、すべての仕事をしなければならない。しかし、七日目は、あなたの神

である主の安息日である。主は六日の間に天と地と海とその中にあるすべ

てのものを造り、七日目を休ませた。  

第四の戒めを学ぶと，地球の歴史の始まりから天地創造の週までさかのぼること

ができます。"主は6日間で天と地，海とその中にあるすべてのものを造られ，7日
目を休まれた。七日目の安息日は何が特別なのでしょうか？なぜ神はこの日をこ

んなにも大切にされたのでしょうか？私たちはそれを気にする必要があるのでし

ょうか？そうだとしたら、なぜでしょうか？ 



時代を超えて多くの人が安息日を守ってきましたが、今でもその理由をよく理解

しないまま安息日を守っている人がたくさんいます。実際，安息日は神とサタン

の間で行われてきた宇宙的な戦いにおいて極めて重要であり，安息日の真の意味

を知らなければ，サタンの「善悪の知識の木」からの働きのシステムによって，

私たちは常に安息日を肉の中で守ることになると思います。これは，多くの人が

安息日を守るのは，自分が救われて報われるために戒めを守っていることを確認

するためだけであり，安息日の深い霊的な意味を理解しているからではないこと

を意味します。このように，ほとんどの人は安息日を「霊的にも真理的にも」守

っていないのです。 

創造の一週間の終わりに、神は言われました。"安息日を覚えて、それを聖なる
ものとしなさい。六日間、あなたは労働し、すべての仕事をしなさい。 

ここには、私たちが注目して探求したい7つの言葉があります。それは"remember
"、"sabbath day"、"holy"、"work"、"7th 
day"、"rested"、"blessed"です。これらの言葉を解剖すると、安息日の真の美しさに
満ちた絵が見えてくるでしょう。  

私たちは何を思い出すべきなのでしょうか？神が「思い出す」と言われた時、私

たちは何をするようにと呼びかけられているのでしょうか？古代ヘブライ語辞典

（AHL）によると、「思い出す」という言葉は、「過去の出来事を思い出す、ま
たは過去の出来事に基づいて行動する」という意味です。このように，ここで私

たちが過去の出来事を思い出すべきなのは安息日であり，これもAHLによると「
休むために仕事や活動をやめる」という意味です。 

これは、創世記の中の天地創造の物語にさかのぼります。私たちが覚えておかな

ければならないのは、その最後の日、7日目、6日間の仕事の最後の日です。 

戒めには「安息日を聖なるものとする」とありますが，ストロングのコンコーダ

ンスによると，「聖なる」とは「（儀式的にも道徳的にも）清く（因果関係のあ

る）ものとすること」を意味しています。 

聖書に出てくる「清い」と「聖なる」という言葉は、同じ意味を持っています。

さらに、ヨハネが１ヨハネ１章１節５節で使った「光」という言葉と同じ意味を

持っています。"これは、私たちが神から聞いたメッセージであり、神は光であり
、神の中には全く暗闇がないことをあなたがたに宣言します。"  

同じメッセージが、汚れのない聖なる子羊の象徴として示されています。生命の

木をこの概念と重ね合わせてみると、「生命の木」もまた、純粋で、清潔で、混

じりけのない、汚れのない、「全く暗闇のない」ものであることがわかります。  



エゼキエル書では、「聖」と「不浄」という言葉が、「清」と「不浄」という言

葉と同義であることが明らかになっています。  

その祭司たちは、わたしの律法に違反し、わたしの聖なるものを冒涜した

。彼らは聖なるものと聖でないものを区別せず、また、汚れたものと清い

ものの違いを知らず、わたしの安息日から目を隠したので、わたしは彼ら

の間で冒涜されている（エゼキエル11:26、強調）。  

ここでは、ヘブライ語の並列性を通して、"聖なる"は"清い"と同じであり、"穢れ
た"は"汚れた"と同じであることが示されています。聖なる」と「汚れた」、「清
い」と「汚れた」の違いは、園の真ん中にある二つの木を比較してみるとわかり

ます。生命の木は純粋で混じりけのない清らかな木でしたが、善悪の知識の木は

、善と悪という相反するものが混ざっています。善悪の知識の木には「全く暗闇

がない」とは言えません。したがって、それは不純であり、混ざり合っていて、

「穢れている」「汚れている」のです。 

聖書では、「像」や「偶像」は「汚れている」と特徴づけられています。  

 

また、銀のイメージの覆いを汚すことになります。 

そして、あなたの金色の成形されたイメージの装飾品。 

汚れたものとして捨ててしまいます。 

あなたは彼らに「離れなさい」と言うでしょう（イザヤ30:22）。 

 
同じように、預言者ゼカリヤは言います。  

"その日のうちに、わたしは偶像の名を地から切り捨て、それらはもはや記
憶されない。また、預言者たちと汚れた霊も、その地から立ち去らせる」

（ゼカリヤ13:2、強調）。 

イエス様ご自身が悪魔について話すときに、この言葉を使われました。 

そして、イエスは十二人の弟子たちをイエスのもとに召されたとき、彼ら

に汚れた霊を追い出し、あらゆる種類の病気とあらゆる種類の病気をいや

す力を与えられた（マタイ10:1、強調しています）。  

完全単語学習辞典では、「聖なる」という言葉について次のように述べています

が、これに新たな理解の層を加えています。  



動詞は、単純な語幹で、離れていること、聖なることを宣言します（つま

り、誰かや何かを冒涜的または通常の使用から引き離す）。 

"聖なる"という言葉には 
"別個に定める"という意味がありますですから、安息日が聖なるものであるならば
、神は安息日を"別個に"定められたのです。しかし、神様は安息日を何とは別に定
められたのでしょうか？つまり、もし安息日の七日目が聖なる清い日であるなら

ば、創造の七日目につながる最初の六日間は聖なるものではなく、清いものでは

ないということです。 

この時点で読者は疑問に思うかもしれません。「罪がまだ地上に現れていなかっ

たのに、天地創造の最初の6日間が汚れていて邪悪だと言えるのでしょうか？しか
し、そうではなかったのでしょうか？サタンはすでに天で反逆していたのではな

いか？アダムとエバがそれを食べる前に、彼の木はすでに園にあったのではない

でしょうか？天地創造の週の真の意味を理解するためには、文字通りの意味を超

えたところに目を向けなければなりません。確かに文字通りの一週間でしたが、

それ以上の意味があります。すぐに分かるように、その週にはもっと大きな象徴

的な意味があるのです。 

七日目にも仕事はせず、六日目には仕事をすることになっていました。さらに、

七日目は前の六日間の仕事を休むことになっていました。これらのことにはどの

ような意味があるのでしょうか。安息日を聖なるものにするとはどういうことな

のでしょうか。安息日を聖なるものにするというのは、単にすべての仕事や労働

をやめて、肉体的に休むことを意味するのでしょうか。それとももっと大きな霊

的な意味があるのでしょうか。 

聖書は、単に休むだけではなく、それ以上のことがあることを示しています。こ

のことについてパウロがヘブル書に書いていることを考えてみましょう。  

ですから，主の安息の地に入る約束が残っているので，あなたがたの中に

それが足りないと思われる人がいないか心配しましょう。福音は確かにわ

たしたちにも彼らにも宣べ伝えられたが，彼らが聞いた言葉は，それを聞

いた人々の信仰と混ざっていなかったため，彼らの利益にはならなかった

のである。信仰したわたしたちは、神が言われたように、その安息の地に

入るのです。 

"だからわたしは、わたしの怒りの中で誓った、『彼らはわたしの休息に入
ることはできない。神は七日目のある場所でこのように語られたからであ

る。"そして神は，7日目にすべての業から休まれた。"彼らはわたしの休息
に入ることはできない" 



それゆえ，何人かの者がそれに入らなければならず，最初にそれが説かれ

た者たちは，不従順のために入らなかったので，かれは再びある日を指定

して，ダビデにおいて，「今日」と言ったと言われているように，長い時

間の後である。 

"今日、あなたがたは主の声を聞くならば、心を固くしてはならない"もしヨ
シュアが彼らに休息を与えていたならば、ヨシュアはその後、別の日につ

いて話すことはなかったでしょう。それゆえ、神の民には休息が残ってい

ます。神の安息に入った者は、神が神の安息からなさったように、自分の

業を止めたからである。ですから、私たちは、誰でも不従順の同じ模範に

陥ることのないように、その休息に入るように努めましょう。ヘブル4:1-
11、強調）。 

パウロがここで焦点を当てているのは、一つのこと、一つのことだけです。「休

息」に入るという行為と、「働き」をやめることに焦点を当てています。パウロ

は、創造の週を、より大きな霊的現実のためのひな型として、例として使ってい

るのがわかりますか？もし私たちが型にはまってしまうと、対義語である大いな

る教訓を見逃してしまうことがわかりますか？ 

パウロはまた、イスラエルの子供たちを約束の地に導いたヨシュアは、「彼らに

休息を与えなかった」と述べています。彼の論理は、もしヨシュアが彼らに休息

を与えていたならば、「その後、彼（神）は別の日のことを語らなかっただろう

」というものです。もし彼らがすでに休息を与えられていたならば、その「休息

」を与える「別の日」は存在しなかったでしょう。  

さらにパウロは、人々が神が望まれていた安息に入ることができなかった理由を

述べています。"彼らが聞いた言葉は、それを聞いた人々の信仰と混ざらなかった
ために、彼らの利益にならなかった"。それは信仰の欠如、不信仰であり、それを
パウロは数節後に「不従順」と表現しています-

「だからこそ、不従順と同じような模範に陥る者が出ないように、私たちは休息

に入るように努力しましょう」。 

なぜヨシュアは彼らに「休息」を与えることができなかったのでしょうか？その

答えは、ヨシュアは単なる型にすぎず、対偶者ではなかったからです。対偶者で

あるイエス様だけが、私たちに「休息」を与えることができるのです。イエス様

がおっしゃったように 

働き、重荷を背負っている者は皆、わたしのところに来なさい。 



イエスが「労働」からの「休息」を提供していることに注目してください。イエ

スの言葉が、私たちがここで話してきたことと完全に調和しているのは偶然でし

ょうか。偶然ではありません。イエス様は、サタンの報いと罰のシステムである

「業」が、私たち人間の問題であることを知っていました。イエス様は、創造の

週に、６日間は働き、７日目には休むことを示して、この問題を明らかにされた

とき、最初からそれを知っておられたのです。  

安息日を守るということは，必ずしも文字通り仕事でハードな一週間を休むこと

や，昔からの伝統や儀式を7日目に行うことだけを意味するのではないということ
を，私たちははっきりと理解していると思います。このすべてのことにはもっと

大きな霊的応用と意味があり，それはすべての人間に影響を与えるものなのです

。  
 

  



7   

 

真の意味での「サバト」とは？   

 

創造の週に、神は７日目を聖なる日、清い日、仕事をしてはならない日とされた

ことを見てきました。この日を他の週（最初の６日間）とは別の日としたのです

。七日目が、創造の最初の六日間である仕事の週とは別に設定されていることに

は、どのような意味があるのでしょうか。  

小羊の例をもう一度見てみましょう。小羊は模範的な存在であり、イエス様は反

意的な存在なのです。白くて汚れのない子羊は、純粋さと神聖さを表しています

。汚れのない子羊の反対は、シミや傷のある子羊です。斑点や傷があると、子羊

はもはや白ではなくなり、純粋ではなくなります。その代わり、シミや汚れがあ

ると、子羊は黒と白、光と闇が入り混じった状態になってしまいます。これらの

ことは何を意味するのでしょうか。汚れのない子羊と安息日に共通する原則は何

でしょうか。私たちがまだ見たことのない大きな絵がここにあるのでしょうか。

七日目は、聖く清く保たれ、仕事をしてはならないとされているのですが、この

七日目の大きな意味は何でしょうか。 

戒めによれば、「六日間は労働し、すべての仕事をしなければならないが、七日

目はあなたの神である主の安息日であり、その間は仕事をしてはならない。  

聖なる安息日と対比すると、創造の週の最初の6日間、「仕事」の日は「汚れて
いる」に違いありませんが、安息日は彼らとは別個に定められているので、「汚

れている」に違いありません。ここでのメッセージは、汚れのない小羊には汚れ

がなく、安息日には働きがないということです。  

旧約聖書では、子羊に斑点があれば、それは聖なるものではなく、汚れたものと

されていました。勤労週間は、聖で清らかな安息日とは別に定められているため

、聖なるものではなく、汚れたものとされています。このように、週の最初の六

日間は聖なるものではなく、汚れたものとされています。ここで描かれている象

徴的な絵に焦点が当てられることを願っていますが、実際には次のようなことが

試されます。もしそうであれば、すべてのことが確認され、すべてのピースが所

定の位置に収まるでしょう。 



これらの質問に対する答えをより深く掘り下げていく前に、創造主が創造におい

てどのように経済性を利用しているかを観察する必要があります。例えば、骨格

を例に考えてみましょう。神は一つの概念を最大限に伸ばします。神が楽しんで

使っているように見えるもう一つの創造的なプロセスはフラクタルです。数学で

はフラクタルとは 

曲線または幾何学的図形で、各部分が全体と同じ統計的特性を持つもの」(h
ttps://www.lexico.com/definition/fractal)。  

フラクタル状態の別の定義。 

フラクタルは無限に続くパターンです。フラクタルは無限に複雑なパター

ンで、異なるスケールで自己相似しています。フラクタルは，進行中のフ

ィードバックループの中で，単純なプロセスを何度も繰り返すことによっ

て生成される．再帰によって運転されて、フラクタルは動的なシステムの

イメージである-
カオスの映像。幾何学的には、私たちがよく知っている次元の間に存在し

ています。自然界にはフラクタルがたくさんあるので、フラクタルのパタ

ーンは非常に身近なものです。例えば、木、川、海岸線、山、雲、貝殻、

ハリケーンなど(https://fractalfoundation.org/resources/what-are-fractals/)。 

ブロッコリーはフラクタルで、最も小さいものは最も大きいものと同じ構造をし

ています。ロマネスクブロッコリーはフラクタルで、「自己相似形の円錐形の突

起が、小さな芽の渦巻きの上に渦巻きで構成されています」(https://thesublimeblog.
org/2020/02/19/fractals-
everywhere/)。葉脈ネットワークはフラクタル構造です。オウムガイの殻は、自然
界で見られるフラクタルのもう一つの例です。  

同じタイプの構造は、聖書にも見られます。そこでは、タイプとアンチタイプと

呼ばれ、聖書のフラクタルのようなものです。これまで見てきたように、タイプ

とは、将来の人、物、出来事を予見させる人、物、出来事のことです。対義語と

は、型や象徴によって予見されている、あるいは表現されている人、物、出来事

です。ここでは、タイプと反タイプの聖書的な例をいくつか挙げています。  
 
ファラオ 
 
エジプトの王ファラオは、タイプの例です-ファラオはサタンのタイプです-

サタンはファラオの対格です。ここに両者の類似点があります。ファラオは民を

厳しい束縛の中で仕えさせました（出エジプト記1:14）-



サタンは人類を罪と死の束縛の中にとどめています（イザヤ14:3）。ファラオは民
を解放しませんでした（出エジプト5:2）-

サタンは捕虜を解放しませんでした（イザヤ14:17）。ファラオは紅海で滅びた（
出エジプト15：4）-サタンは火の湖で滅びる（黙示録20：10）。  

 
ネブチャドネザル 
 
ネブカドネザルもサタンの一種です。ネブカドネザルはバビロンの王でした（ダ

ニエル1:3）-

サタンはバビロンの王です（イザヤ14:3,12）。ダニエル書では、ネブカドネザルは
神の民を捕虜にしました（ダニエル1:3）-

サタンは地を捕虜にしました（マタイ4:8-
9）。ネブカドネザルの王国は木に象徴されていた（ダニエル4:20-22）-

サタンの王国は木に象徴されていた（創世記3:1-
4）。ネブカドネザルは、すべての民を彼に屈服させた（ダニエル3）-

サタンは、すべての民を彼に屈服させようとします（黙示録13:11-17）。  
 
モセス 

 
もう一つのタイプの例はモーセで、彼はイエスのタイプです。モーセは宣教を始

める前に砂漠の中で40年を過ごしました。モーセはイスラエルの子供たちをエジ
プトの奴隷から導き、イエスは自分の民を罪と死の奴隷から導きます。モーセは

言った。"主は私のような預言者をもう一人起こされる」と言った。神はモーセに
律法を与え、イエスは律法を成就させました。モーセは人々を約束の地へと導き

、イエスは人々を「義が宿る」新しい地へと導きます（２ペテロ３：１３）。  
 
クリエーションウィーク 
 
このように神の心がどのように働いているかを考えれば、神が地球の歴史の一種

である創造の週を設定したことは驚くべきことではありません。私たちは、天地

創造の七日間をフラクタルとして見ることができます。  

このように、文字通りの一週間が地球の歴史の一種であるという考えは、一部の

人にはばかげたものに聞こえるかもしれませんが、その象徴的な意味は創世記で

確認されています。  



これらは、主なる神が天に地を造られた日に創造された天と地の世代であ

る（創世記2:4、強調）。 

ヘブライ語で「世代」を表す言葉はtôlēdôtです。ストロング・コンコーダンスで
は、この言葉をどのように説明しているかというと、次のようになります。 

この重要なヘブライ語の言葉は、人の人生とその子孫の人生に関わるすべ

てのことを意味しています（創5:1；創6:9）。複数形では、人間が歴史を形
成してきた時系列的な歴史の流れを表すのに使われます。一つの家族の中

の連続した世代を指します（創10:32）。ゲン2:4では、この言葉は創造され
た世界の歴史を説明しています（強調されています）。 

使徒ペテロは、第二の手紙の中で次のように書いたときに、天地創造の週が世界

の歴史の一種であることを理解していることを示しました。  

愛する者よ，わたしは今，この第二の手紙をあなたがたに書いています（

この二つの手紙の中で，わたしはあなたがたの純粋な心を思い起こさせる

ために）。父祖たちが眠りについて以来，すべてのことは創造の初めから

変わらず続いています。”  

嘲笑者たちがここで疑問を投げかけているのは、主の再臨のタイミングです。主

はまた、私たちを「創造の初め」に引き戻しておられます。そこでペテロは説明

を続けます。 

神の言葉によって、天は昔からあり、地は水の中から出て水の中に立って

いたことを、（創造の第二日目を参照して）、それによって、当時存在し

ていた世界は水であふれて滅びたことを、彼らは故意に忘れている。しか

し、今、同じ言葉によって保存されている天と地は、不敬虔な人たちの裁

きと滅びの日まで、火のために予約されている。しかし、愛する者よ、こ

のことを忘れてはならない。主のもとでは、一日は千年のようであり、千

年は一日のようである。主は、ある人たちが怠慢だと言うように、その約

束に関して怠慢ではなく、私たちに対して寛容であり、誰もが滅びること

を望まず、すべての人が悔い改めに来ることを望んでおられます（第2ペテ
ロ3:1-8、強調しています）。 

ペテロがここでしたことは、天地創造の一週間はフラクタルであり、天地創造の

七つの文字通りの日は、地球の歴史の七千年に相当することを確認したというこ

とです。イエス様が遠い未来におられると言う嘲笑者たちは、天地創造の第二日

、すなわち、神の口の言葉によって水と水を分けられた日、つまり、地が「水か

ら出て、水の中に立っていた」日が、大洪水、すなわち、第二千年紀の一種であ

ることを「故意に忘れている」と言っています。 



ペテロは、文字通りの創造週間は型であり、反語は地球の歴史の七千年であるこ

とに目を開かせています。ですから、創造の週は文字通りのものであるだけでな

く、預言的なものでもあります。そして、預言的な創造週間は、常に予定通りに

行われています。つまり、イエス様の再臨は、遠く離れた未知の時代に起こるの

ではなく、安息日の始まりの直前、六日目の終わり、つまり六千年紀の終わりに

来るということです。聖書の中には、このことを示す多くの証拠があります。 

創造の週の預言的な意味はすでにペテロによって説明されています：二日目に神

は水を水から分け、二千年目に洪水が来ました。四日目に神は太陽を創造され、

四千年目の終わりに義の太陽であるイエス・キリストが来られました。六日目に

は、神はご自分の姿で人を創造され、六千年目の終わりには、十四万四千人が額

に父の御名を書かれ、神の姿に生まれ変わりました。  

このように、主の再臨は、預言された通り、ちょうどその時に起こるのです。主

は六日目の終わりに来られ、安息日、主の日、七日目は第七千年紀、地球のため

の千年の休息の日となる。 

イエス様が２００００年前に来られてからの時間軸の中で、私たちはどこにいる

のでしょうか？私たちは６千年の終わり、第七千年紀の始まりの直前にいるので

す。神は第四の戒めの中で次のように述べています。"あなたがたは六日間働き、
すべての仕事をしなければならない。そして七日目は「あなたがたの神である主

の安息日である。この日には，あなたも，あなたの子も，あなたの娘も，あなた

の男のしもべも，あなたの女のしもべも，あなたの家畜も，あなたの門の中にい

る見知らぬ人も，働いてはならない」と述べています。  

この戒めの文字通りの一週間の適用があることに疑問の余地はありませんが、型

が常に対格を指し示しているように、文字通りの創造の一週間は、善悪の知識の

木からサタンの6000年に及ぶ作品システムを指し示しています。それは、ルシフ
ァーが神の普遍的なアガペー愛の秩序に反抗したときに見出された不義である報

酬と罰の作品システムを指しています。  

安息日は、「善悪の知識の木」からの働きがない時代を表しています。安息日は

神の恵みの王国を表しています。ペテロによると、「義が宿る新しい天と新しい

地」となります。  

先ほど、週の労働に関する本当の試練とは何かということについて話しました。

天地創造の記述には、神とサタンの間の論争に関わる問題を理解するのに役立つ

ヒントが隠されています。これらの手がかりの一つは、天地創造の各日の後に「

夕方と朝」という言葉が追加されていることです。例えば、「朝の夕方が最初の



日」、「朝の夕方が二日目」などです。このパターンは六日目まで繰り返され、

「夕方と朝」は光と闇が入り混じっていることに気づかずにはいられないのです

。 

しかし、７日目になると、「夕べと朝」のことは書かれていません。これは重要

なことなのでしょうか。それともモーセの見落としでしょうか？これが重要であ

ることは、黙示録の中で、新しい天と新しい地について語っているときに、黙示

録者ヨハネが新エルサレムの門が「昼でも閉まっていない、夜がないからである

」（黙示録21:25）と言っていることからも明らかです。 

七日目の安息日、つまり主の休息の日の大きなメッセージは、神の王国では光と

闇が混じり合うことがないということです。これはヨハネがイエスの話を聞いて

、「神は光であり、彼の中には全く暗闇がない」と私たちに宣言したメッセージ

です。このことは、雪のように白い衣を着たイエス・キリストを取り巻く象徴主

義とも調和しています。その衣は、生命の木で表された一つの原理であり、汚れ

のない、汚れのない子羊で表されています。  

神が七日目を聖なる日にしておくように求められたとき、神は私たちに非常に重

要なことを指し示しておられます。神は、この日が光と闇が混じり合っていない

、清らかなものを表していることを私たちに注意させているのです。安息日は、

一週間のうちの他の日とは別に設けられた日で、光と闇が混ざったものを含んで

います。 

そしてそれに関連して、安息日には働きが関係していないという事実があります

。しかし、一週間のうちの六日間は業に関係しています。これらは善悪の知識の

木の働きであり、光と闇が混ざった、汚れていて穢れたものです。  

善悪の知識の木は、神とサタンの間の論争の中心である園の中心に置かれました

。それは、二つの異なる原理に基づき、二つの異なる支配者によって運営されて

いる二つの別々のタイプの政府を象徴しています。  

安息日は、六日間の支配者であるサタンと七日間の支配者である創造主を区別す

るために人類に与えられました。安息日は、小文字の働きの神と大文字の恵みの

神の違いを見分けるために与えられました。安息日は，報いと罰の神と無条件の

愛の神に関する混乱を取り除くのに役立ちます。また、安息日は、この世の神が

六千年もの間、死をもたらしてきましたが、創造主である神がすべてのものを新

しくし、私たちの地球に生命を復活させてくださることを知る助けとなります。

このことは、イエス様の癒しの働きのほとんどが安息日に行われたことからも明

らかです。  



彼は安息日のあるシナゴーグで教えていた。見よ，十八年前から病弱の霊

を持っていた女がいて，かがんでいて，自分で自分を起こすことができな

かった。しかし，イエスは彼女を見て，彼女を呼び寄せて言われた，「女

よ，あなたは自分の弱さから解放されたのだ」。イエスは彼女の上に手を

置いて、すぐに彼女はまっすぐになり、神をほめたたえた。しかし，シナ

ゴーグの支配者は憤慨して答えた，イエスが安息日に癒されたからである

．主は彼に答えて言われた，「偽善者よ。あなたがたは安息日の日に，牛

やロバをストールから放して，水を飲ませるために遠ざけるのではないか

。この女は，サタンが18年間も縛り付けていたアブラハムの娘であり，安
息日にはこの縛りから解放されるべきではないか。主がこれらのことを言

われると，主の敵対者たちはみな恥をかかされ，主によってなされたすべ

ての栄光あることのために，大勢の人々が喜んだ（ルカ13:10-17）。 

サタンは六千年の間、地球を「束縛」してきましたが、主は安息日に地球を「こ

の束縛から解放」されます。預言者イザヤは、第七千年紀を指してこう言ってい

ます。 

主があなたがたの悲しみと恐れと、あなたがたに仕えるための厳しい束縛

からあなたがたに休息を与えてくださる日に、あなたがたはバビロンの王

に対してこのことわざを取り上げて、こう言うだろう、「なんと抑圧者は

止まり、黄金の都は止まったのだ！」。主は邪悪な者の杖、支配者の笏を

折られた。怒りで民を打ち続けた者、怒りで国々を支配した者は迫害され

、誰も妨げない（イザヤ14:3-6、KJV、強調）。 

6,000年の間、サタンはその善悪の律法によって「怒りの一撃を続けて」地上の
人々を打ちのめしてきました。サタンは報いと罰の道徳律法によって、怒りに満

ちた国々を支配してきました。イザヤは続けて言います。  

全地は安らかに静まり，かれらは歌い出す。本当にヒノキの木はあなたを

喜び，レバノンの杉は，『あなたがたが伐採されて以来，わたしたちに立

ち向かう木こりは一人もいない』と言った。 

サタンの六千年の支配は、破壊者としての神の性格を明らかにします。安息日は

、創造主としての神の性格を明らかにします。安息日は最初の三つの戒めの集大

成であり、神は創造主である神と破壊者である神を混同しないように私たちに伝

えようとしています。  

それで、主は創造の仕事の後、七日目に休まれました。出エジプト記の十戒で使

われている「休んだ」という意味のヘブライ語はヌアックという言葉です。古代

ヘブライ語辞典はヌアックの意味を説明しています。  



羊飼いは群れを水のある場所に案内しました。ここには水を飲むための水

と、牧草のための緑の草があります。群れが到着すると、長い旅の後は自

由に休むことができます。休息の場所に案内される旅。休息のため息（古

代ヘブライ語語彙）。  

このことは、私たちの良き羊飼いが、その群れである私たちを「水の場所」、つ

まり「いのちの水」へと導いてくださるという約束を思い起こさせてくれます。

そこには「飲むための水と牧草のための緑の草」があります。そこに到着すると

、私たちは自由に休むことができます。"6,000年の長い旅の後に"、"休息の場所へ
の導かれた旅"です。イザヤは予言しています "全地"は"安息と静寂に包まれ" 

私たちは"歌い出す"のですこれが安息日の休息の意味です。神の恵みが地上に君臨
するので、地球はサタンの働きのシステムから休息するのです。  

これは最後の言葉です 
"祝福された"という言葉です主は、いつか「祝福の道」である神様の恵みが私たち
の国の律法となることを予言して、七日目を「祝福」しました。また、神様が安

息日を祝福されたのは、安息日の中でイエス様の再臨である七千年目の初めに行

われる復活を通して、いのちの贈り物を私たちに与えてくださるからです。 

これが安息日の深い霊的な意味です。しかし、この意味は、神とサタンの間の大

きな論争の文脈の中に置かない限り、理解することはできません。私たちは、宇

宙の論争の文脈の中でそれを見る必要があります。  

私たちは、「神の試練」シリーズの最初の本「神の悪魔化」の中で、安息日に全

章を捧げています。安息日の意味はもっとたくさんあります。この戒めは、私た

ちの神について非常に重要なことを思い出すように私たちに指示しています。そ

れは、神は創造主であるということです。神は創造主であり、破壊者ではありま

せん。むしろ、神は私たちの救い主であり贖い主であり、私たちを破壊者の奴隷

から解放してくださる方なのです。  

神はイエス様が啓示されたすべてのものです。神様は人類の友です。罪人の唯一

の真の友です。神様は、憐れみ深く、あわれみ深く、寛容で、自己寛容です。イ

エスは非難者ではありません。彼は命を与えてくださる方であり、贖い主であり

、癒し主です。彼の中には闇はなく、彼の中には邪悪な特徴もなく、彼の中には

暴力もなく、彼の中には罰もありません。彼は平和の王子です。彼は私たちのす

べての罪を赦してくださいました。安息日は私たちに与えられたものであり、神

は私たちの創造主であり、冷酷で残酷で罰を与える破壊者ではないことを決して

忘れないようにしてくれます。  



"神の怒り"は、アダムとエバが善悪の知識の木を食べた瞬間から、サタンが神に
注いだ偽りの光の中で神を見続けている者に対して明らかにされています。なぜ

でしょうか？それは、私たちが信じるように、私たちにも同じことが行われるか

らです。偽りの神を信じることによって、私たちは自分自身を神の手に委ねてし

まうのです。 

この怒りは、神からの恣意的な罰ではなく、むしろ、神について私たちが信じて

いることの自然な帰結です。神について私たちが信じることによって、私たちが

どのような管轄下に置かれるか、つまり、神の管轄下に置かれるのか、サタンの

管轄下に置かれるのかが決まります。神の陣営には愛と光と命があります。告発

者の陣営には、滅びと暗闇と死があります。 

私たちが神をどのように見るかによって、私たちが神に何を期待するかが決まり

ます。それによって，わたしたちがどのように神と関わりを持ち，どのようにお

互いに関わりを持つかが決まります。それによって，わたしたちがどのような道

徳的な法則に基づいて生きるかが決まります。また、私たちは必然的に自分が信

じている神をモデルにしているので、私たちがどのような人間であるかというこ

とも決定されます。もし私たちが神を破壊者として見れば、私たちは破壊的な人

間になるでしょう。もし私たちが神を容赦なく、厳しく、残酷な存在として見れ

ば、私たちも同じような人間になるでしょう。もし私たちが神を罰する者として

見るならば、私たちの周りにいる人たちを罰することになります。  

安息日の神を正しく理解して安息日を守らなければ，安息日はわたしたちにとっ

て何の役にも立ちません。神の真の性格を知らないならば，安息日を守ることは

単なる業となります。このように安息日を守る人たちは、安息日が終わるのを待

つことができず、現実の生活に戻ることができます。その日が終わる瞬間に本当

に愛するものを追求できるように、日没を待ち望んでいるのです。  

安息日の真の神を知らないということは、聖書が言うところの不浄とはそういう

ことです。不浄とは、すべての悪の根源です。不浄とは、神を偽り、神に偽りの

人格を与え、究極の冒涜を犯すこと、すなわち、神にサタンの破壊的な人格を与

えることです。  
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最後の六戒 
 
聖書によると、「不浄」という言葉が何を意味するのかを見てきました。しかし

、パウロの次の言葉は、「神の怒り」は不浄だけでなく、すべての「人の不義」

に対しても天から啓示されていると言います。  

神の怒りが天から啓示されるのは、人のすべての不浄と不義に対してであ

る。(ローマ人への手紙1:18強調) 

"人の不義とは何か？"私たちは、「人の不義」が最初の四つの戒めに言及し、神
に対して「誤り」を口にすることと関係があることを見ました。"人の不義」は不
義と関係があり、不義の結果です。それは、神様を知らない、神様について間違

った概念を持っている、神様について間違ったことを言った結果として、男性と

女性がお互いにするすべてのことです。私たちは神の模倣者です。これは、私た

ちが信じている神のようになることを意味します。 

では、不義とは何でしょうか？不義とは、私たちがイエス・キリストよりもサタ

ンに似ている神を模しているすべての方法に現れています。私たちが暴力を振る

うこと、怒りや無慈悲さ、虐待、互いに傷つけ合う暴力的な方法、神の純粋で混

じりけのないアガペー愛の性格に反する方法など、これらはすべて「不義」の範

疇に入ります。イエス・キリストによって啓示された、無条件で公平、非暴力、

自由を与える神の愛の性格と調和していないものはすべて、「人の不義」です。

サタンの「善悪の知識の木」の原理に由来するものはすべて「人の不義」です。 

使徒パウロは、私たちにとって素晴らしい模範となる人物です。イエス様に出会

う前のパウロは、パリサイ人であり、神の名の下に人々を迫害し、害を与える狂

信者でした。彼自身の言葉に耳を傾けてください。  

私たちの主キリスト・イエスに感謝します。それは、私が以前は冒涜者で

あり、迫害者であり、不敬虔な者であったにもかかわらず、私を聖職に就

かせてくださり、忠実であると評価してくださったからです。そして、私



たちの主の恵みは、キリスト・イエスにある信仰と愛によって、非常に豊

かでした。これは、キリスト・イエスが罪人を救うためにこの世に来られ

、そのうちの私が長であるという、忠実な言葉であり、すべての人に受け

入れられるに値するものです。しかし、このために私はあわれみを得まし

た。それは、私の中で最初にイエス・キリストが、永遠のいのちのために

彼を信じようとする人々の模範として、すべての忍耐を示されるためです

（第一テモテ1:12-16、強調）。  

パウロの人生は、破壊者である神と、イエスが明らかにされるために来られた平

和の神を信じることの結果を見るための最良の例となっています。パウロは自分

の言葉で言うと、「永遠のいのちのためにイエスを信じようとする人たちの模範

となった」のです。パウロがイエスに出会う前に正しいと思っていたこと、つま

り、力を使って過ちを根絶することは、間違ったこと、不義を行うことであった

のです。  
"人の不義"は、その後、十戒の最後の6つを指しています。  
 

5."あなたがたの父と母を敬い、あなたがたの神である主があなたがたに与
えている土地の上で、あなたがたの日々が長く続くように。 

6."人を殺してはならない  

7."あなたがたは姦淫をしてはならない。 

8."盗みをしてはならない。  

9."あなたがたは、あなたがたの隣人に対して、偽りの証人を立ててはなら
ない。 

10."あなたがたは、隣人の家を盗み、隣人の妻を盗み、その男のしもべを盗
み、その女のしもべを盗み、その牛を盗み、そのロバを盗み、隣人のもの

は何でも盗んではならない」（出エジプト記20:12-17）。  

 

イエス様は、神の律法を、神への愛と人間への愛としてまとめておられます。イ

エス様は、この二つのことに律法全体がかかっていると言われました。しかし、

最初の四つは最後の六つに先行しています。イエス・キリストが啓示してくださ

った真の神と神の愛の原則を知ってこそ、私たちは真に愛し合うことができるの

です。  
 

是が非でも真実を押し通す者  



 
神の怒り」が何に対して啓示されているのか、改めて注目してください。  

神の怒りは、すべての不敬虔な者、不義の中に真理を抑圧する者たちに対

して明らかにされるからです（ローマ1:18、強調）。  

不敬虔で不義な者は、神や人間性を顧みることができません。彼らの生き方全体

が、十戒で表されている神のアガペの愛の律法に真っ向から反しているのです。

不敬虔な者も不義な者も、神のアガペー愛の真の性格についての真実を「不義」

の中で「抑圧」しているのです。これは何を意味しているのでしょうか？彼らは

どのようにして真理を抑圧しているのでしょうか？ 

不敬虔で不義な人々は、真実を嘘と交換します。彼らは、サタンの報いと罰の道

徳律法が善で正しいやり方だと信じているので、神の義は報いと罰に基づいてい

ると思い込んでいるのです。彼らは、反逆の初めにルシファーに「見出された」

条件付きの働きの法則を使って、神の無条件の愛の法則の真理を抑圧しているの

です。このようにして、彼らは"不義のうちに真理を抑圧する"のです。  

神の性質に偽りを唱える者は、神についての真理を"不義のうちに"抑圧します。
言い換えれば、ルシファーの咎である不義が義の代わりになるので、"不義の中の
真理"を抑圧するのです。  

...なぜならば、神の知られていることは、神が彼らに示されたからである。  

この最後の節によると、「神の怒り」は、自分たちが何をしているかを知ってい

るからこそ、真実を嘘と交換する者に対して明らかにされています。彼らは真理

に反すると知っている道を選んでいるのです。なぜでしょうか？それは「神の知

っていることが彼らの中に現れているからです。もし彼らが何をしているかを知

らなければ、「神の怒り」が彼らに対して明らかにされることはありませんでし

た。しかし、彼らが何をしているかを知っているので、神は彼らの選択を尊重し

、その選択の結果を刈り取ることを許しているのです。これは、預言者イザヤが

違う意味で言ったことと同じです。  

災いなるかな、悪を善と呼び、善を悪と呼ぶ者たち、暗闇を光に、光を暗

闇に、苦いものを甘いものに、甘いものを苦いものにする者たち（イザヤ5:
20）。  

なぜイザヤは、善（アガペー）と悪（善悪）の区別がつかない者に「災いを」と

言うのでしょうか。それは、この二つの区別がつかないと、自分が窮地に陥るか

らではないでしょうか。これは、"重曹からネズミの毒を伝えることができない人



に哀れみを！"と言っているようなものです。と言っているようなものである。答
えは明白です。もしあなたが神を崇拝していると思っていても、実際にはサタン

の特徴を持った神を崇拝しているとしたら、あなたは自分自身が本当に悪い場所

にいることに気づくでしょう。  

義とは神のアガペの愛であり，無条件で，非難することなく，公平な愛です。慈

悲、優しさ、優しさ、非暴力、誠実さ、信頼、揺るぎない誠実さ、正直さ、これ

らはすべて義の一部であり、義の一部です。最も重要なことは，義は決して暴力

的ではなく，支配的ではなく，強制的でも罰的でもなく，自由と生命の尊重は，

アガペ愛の律法の根底にある精神と密接に結びついているということです。  

結局のところ、「不義」とは、善悪の道徳律法であるルシファーにあった不義の

ことです。旧約聖書と新約聖書の両方で、"不義"という言葉は"咎"という言葉と互
換性があります。このように、神についての真実を抑圧する人々は、生命の木に

代表される神の純粋で聖なる、堕落していない愛の性質を、サタンの堕落した二

重性である善悪の知識の木-報いと罰-と交換しているのです。  

神の怒りがすべての"人の不敬と不義"に注がれる理由は次のとおりです。"神の
知っていることが彼らの中に現れているからである。  

ここで関係しているのは、神についての正しい知識を持つことであることがわか

りますか？"神を知ることができること、すなわち神の真の性質を知ることができ
ることは、"神がそれを彼らに示したので、彼らの中に明らかになっている。  

この聖句が言っていることは、神はすべての人の心に神がどのような方であるか

を明らかにされたということです。私たち一人一人の心の中には、神は唯一の善

であるという基本的な理解があります。神は純粋で愛に満ちた方であるという基

本的な知識があります。無神論者でさえ、神が何のために存在するのかを知って

います。私たち信者が無神論者から偽善者と呼ばれたことは何度あったでしょう

か。  

それは、「神の怒り」は、無知な者には決して注がれないということです。怒り

が注がれる人たちは、神様が誰であるかを心の底から知っています。しかし、彼

らはサタンの偽物のために神の原則を拒絶しているのです。これは意識的で意図

的な決断であり、ここが重要なポイントです。  

ミカでは、神様は預言者を通して私たち一人一人に語りかけておられます。  

主は人間よ、あなたがたに何が善であるかを示されました。主はあなたが

たに何を求めておられるのでしょうか？  



正しく行うこと、あわれみを愛すること、これこそが神と共に謙虚に歩むことの

意味であり、神はこのことを私たちに示してくださいました。詩篇師は次のよう

に述べています。  

あなたを知らない国々と、あなたの名を呼ばない王国に、あなたの怒りを

注ぎなさい（詩篇79:6）。  

この聖句は、神を知ることが非常に重要であることを教えています。しかし、そ

れはパウロが先ほど言った「神を知ることができることは、神がそれを彼らに示

されたので、彼らの中に現われている」ということと矛盾しているように思えま

せんか？結局のところ、神を知らない者に神の怒りが注がれると言っているので

す。しかし、もし神様がご自身をすべての人に現されたのなら、神様を知らない

人はいないのでしょうか？この明らかな矛盾をどのように理解すればよいのでし

ょうか？  

ここでは、聖書の言葉を理解しなければなりません。聖書的な意味で、誰かを知

るということは、その人と親密な関係を持つということです。このパラドックス

に対する答えは、ヘブライ語の平行法と呼ばれる素晴らしい修辞学的な方法に従

ったもので、一方の行が他方の行と対比したり、意図的に繰り返したりして、他

方の行を定義しています。"あなたを知らない国々にあなたの怒りを注ぎなさい。"

一行目は「あなたを知らない国々にあなたの怒りを注ぎなさい」、二行目は「あ

なたの名を呼ばない王国にも」。  
"神を知らない"ことと"神の名を呼ばない"ことは同じことです。ですから、ここ
で言われている意味は、神を知らないということは、神の名を呼ばないというこ

とです。ですから、彼らは心の奥底では神を知っているかもしれません。彼らは

神が公正で慈悲深いことを知っています。しかし、問題は、彼らが神の原則に従

わないことを選んでいることであり、それは神と親密な関係を持たないことを選

んでいるのと同じです。さらに重要なことは、彼らは神の「名」を呼ばないこと

を選んでいるということです。ここで私たちが見ているのは、神のあわれみやア

ガペの愛の性格を真似るのではなく、神々の不公平で無慈悲な方法、つまり善悪

の知識の木からの厳しく残酷な道徳的な教えに従うことを選んでいるということ

です。  

なぜそのような選択をする人がいるのでしょうか？イエス様によると、それは「

彼らの行いが悪かった」からです。イエス様が、神についての真理、つまり光を

拒否することに関係するものをどのように扱っているかに注目してください。  



光が世に出てきて、人は光よりも闇を愛し、その行いが悪であったからで

ある。悪を行う者は皆、光を憎み、光のところに来ようとしない。しかし

、真理を行う者は光のもとに来て、その行いが神のうちに行われたことを

はっきりと見ることができるようになるのです」（ヨハネ3:19-
21、強調）。  

彼らは神の領域である罰の領域内で動作することを好むので、「神を呼び出す」

と彼の公正で慈悲深い原則を選択しない人はそうしませんが、神の領域、善と悪

の領域です。これが彼らが好む存在のモードである理由は、それが肉の自然な本

能に合っているからです。これが、神が平和、善、赦し、憐れみ、愛の原則につ

いて示してくださったことに目をつぶっている、いや、むしろ心をつぶっている

理由です。彼らは正義は懲罰的でなければならないと感じています。 

神を知らない」人々、神の名を「呼ばない」人々に注がれる怒りは、神の恣意的

な行為ではなく、神を知らないことに対する神の罰でもありません。因果応報な

のです。サタンの管轄区域内にとどまることによって、善悪の道徳的な法則であ

る罪の法則に従って生きることによって、彼らは抑圧者の怒りを受け、サタンの

領域の原則に従って生きることの結果に苦しみます。彼らはサタンの抑圧的で残

酷な暴力のシステムに組み込まれ、彼らの一部となっている荒廃、破滅、混沌、

破壊に苦しみます。  
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彼らは神を知っていたが . . .  

 

ローマの信徒への手紙第一章の「神の怒り」についての研究の次の節に進むと、

ここでは神を知ることがいかに重要であるかがわかります。さらに進むと、神が

どのようにして私たちに神の本当の姿を見せてくださったのかを知ることができ

ます。  

それは、彼らが神を知っていたにもかかわらず、神を神として賛美せず、

感謝もせず、自分の考えが無益となり、愚かな心が暗くなったからです（

ローマ1:20-21、強調しています）。  

地球のこと。創造物。それは間違いなく堕落した状態にありますが、それでも神

が誰であるかを明らかにしています。罪と罪人がすべてのものを汚してしまった

としても、全体としての被造物の根本的な原理はまだ存在しています。  

生命そのもの、生命を維持するために必要なすべてのもの、すなわち太陽、空気

、水、食物、愛、美、喜び、これらすべて、そしてそれ以上のものは、"世界が創
造されたときから"はっきりと見られてきたのです。神は、病気、悲劇、痛み、悲

しみを生き抜くために私たちを創造されました。その証拠に、私たちは、恐怖、

病気、痛み、恐怖のサタンの支配下にあった６０００年後もここにいるのです。  

神の"見えない属性"、つまり神の性格の属性は、私たちが健康で幸せに生きてい

くために神が作ってくださったものによって理解することができます。"目に見え
ない属性がはっきりと見える"主の目に見えない属性とは何でしょうか。それは神
の性質の属性であり、神が創造されたものによって「はっきりと見える」のです

。愛する親が子供に与えるように、神様がどのように私たちのために与えてくだ

さったのか、また、神様がどのように私たちを完全な消滅から守ってくださった

のかによって、「はっきりと見える」のです。  

信者であるわたしたちは，神がわたしたちの幸福のために創造されたものは，何

十億年もの進化の中で勝手に生まれてきたものではないことを知っています。そ

れらは愛情を込めて計画されたものであり、私たちの肉体的、霊的なニーズに合

わせて慎重に設計されたものです。この節によれば，「神の怒り」に苦しむ人に



は「言い訳」はありません。「神の目に見えない属性がはっきりと見える」から

です。  

私たちがここで得ようとしているのは、「神の怒り」を受ける人たちが、創造を

通して神についての真理を与えられたということです。神様が創造されるものは

すべて、神様の心、心、御霊、人格の表れです。ですから、神様の心、心、御霊

、性格は、神様が造られたものによってはっきりと見ることができます。  

天地創造は、何よりもまず第一に、神が創造主であることを教えてくれます。地

球上には無限の生命体が存在し、その多くは今ではすでに絶滅していますが、鉱

物、植物、動物、人間の王国のサイズ、形、質感、色、味、匂いの多様性を考え

てみてください。このような膨大な多様性は、頭の回転の速い破壊者ではなく、

創造主の仕業なのです。それだけではありません。神は御子を遣わされました。

「神の永遠の力と神の頭」であり、キリストの創造と復活を通して見られる神の

永遠の生命の力を私たちに示すためです。  

彼は目に見えない神の姿であり、すべての被造物の上に生まれた長子です

。天にあるものも地にあるものも、目に見えるものも目に見えないものも

、王座や支配権、支配者や権力も含めて、すべてのものが彼によって創造

されたからです。すべてのものは、彼を通して、彼のために創造された。

彼はすべてのものの前におられ、彼のうちにすべてのものが構成されてい

ます（コロサイ1:15-17）。 

私は復活と命です。わたしを信じる者は、たとえ死んでも、生きる（ヨハ

ネ11:25）。 

すべてのものは、イエス・キリストによって「創造された」のです。周期的に。

目に見えるものも目に見えないものも、すべてはキリストを通して、キリストの

ために行われたのです。私たちが神についてどんな先入観を持っていたとしても

、キリストはそれらをすべて否定してくれます。キリストは、私たちに怒りに満

ちた、執念深い、破壊的な神を示されません。むしろ、創造主が、敵が傷つけて

壊してしまったものを癒し、元の状態に戻すことを示されているのです。キリス

トは、そのミニストリー全体を通して、私たちに「生ける神」、すなわち、命と

命だけを持つ神を示し、人々の人生を元に戻しておられました。 

このように、いのちの神を拒否する人々は、「神を知っていたにもかかわらず、

神を神として讃えなかったので、弁解の余地がない」のです。彼らは神がいのち

を与える者であることを知っていたにもかかわらず、神がいのちを破壊する者で

あると信じることを選びました。彼らは命の贈り主に耳を傾けず，神に注意を払



わず，神の非暴力的な性格を心に留めなかったのです。彼の純粋な善良さ-

彼の柔和で、優しく、謙虚で、愛に満ちた方法を、彼らは拒絶しました。その代

わりに，彼らは力，暴力，報復，復讐の神を選びました。その神は，サタンの「

善悪の知識の木」の下で私たちがなってしまったものに似ています。それは、私

たちがサタンの「善悪の知識の木」の下で、サタンに似た神になってしまったの

です。そして、これは基本的に次の節で述べられていることです。 

彼らは賢者を装って、愚か者となり、堕落しない神の栄光を、堕落した人

間のような像、鳥や四つ足の動物、這うようなものに変えてしまったので

す（ローマ1:22-23、強調）。  

"賢者であることを主張して"読者は、エバが「木」が人を「賢く」させるのに良

いと見たとき、その実を食べたことを思い出すでしょう。この節が本当に言いた

いのは、サタンのいわゆる善悪の「知恵」は本当に愚かなものだということです

。そして、いわゆる善悪の知恵によって「賢いと公言する」私たちは、神様の栄

光、つまり神様の人格を堕落させることによって、最初の四つの戒めを破ってし

まったのです。わたしたちは神を神ではないものに作り変えることによって神の

人格を堕落させてしまいました。その結果、他の六つの戒めも破らざるを得なく

なりました。 

私たちのほとんどは、神様の栄光とは何かを聖書から知っています。モーセに「

あなたの栄光を私に見せてください」と尋ねられたとき、主は答えられました。 

わたしは、わたしのすべての善をあなたがたの前に通過させ、あなたがた

の前に主の名を宣べ伝える。わたしは誰に対しても恵みを与え、誰に対し

ても憐れみを与える（出エジプト記33:18-19、強調追加）。 

神の栄光は、神の不変の善、神の恵み、神の愛、神の憐れみです。賢いと公言し

ているのに、神の善は人間の善と同じだと思っている人たちは、使徒パウロによ

れば、「愚か者」になっています。  

愚か者」という言葉は、この文脈では興味深い言葉の選択です。旧約聖書の生徒

であるパウロは、この言葉を軽々しく使ったり、読者を攻撃したり、侮辱したり

するために使っていたのではありません。いいえ、彼はこの言葉を注意深く選び

、旧約聖書の預言者たちと同じように使っていたのです。エレミヤが「愚かな」

という言葉をどのように使っているかに注目してください。 



わたしの民は愚かであり、わたしを知らない。愚かな子供たちである。"Zl
_2028"彼らは悪を行うためには賢いが、善を行うためには知識がない（エ

レミヤ4:22、強調）。 

だから私は言った、「確かにこれらの者たちは貧しい。"Zl_2028"彼らは愚
かであり、"Zl_2028"彼らは主の道を知らないからであり、彼らの神のさば
き（エレミヤ5:4、強調追加）。 

愚かな人々よ、これを聞きなさい、理解のない者、目を持っていても見え

ない者、耳を持っていても聞こえない者（エレミヤ5:21、強調）。 

エレミヤにとって「愚かさ」とは、神を知らないこと、神の本当の姿を理解して

いないことを意味しているようです。エレミヤが話している人々の「知恵」は、

悪の神、つまり善悪の神をモデルにしていたため、彼らを善ではなく悪へと導い

ていたのです。このような愚かな人々は、「主の道、神の裁きを知らない」ので

す。彼らは目が見えず、耳が聞こえません。  

パウロは、最終的に「神の怒り」に苦しむ人々についても、本質的には同じこと

を言っています。その「何か」とは、「不朽の神の栄光を変えてしまった」とい

うことです。  

さて、「不朽の」とは何を意味するのかを理解する必要があります。聖書ではど

のように使われているのでしょうか？パウロが言及していたヘブライ語の言葉の

意味は何でしょうか？モーセはこの言葉を使っていますが、驚くことではありま

せんが、偶像礼拝、偽りの神々を崇拝するという文脈でも使われています。 

あなたがたは、主が火の中からホレブであなたがたに語った日に、似たよ

うなものを見なかったからである。あなたがたは自分を堕落させて、あな

たがたを石像にしたり、あらゆる人物の似姿、男や女の似姿、地にいる獣

の似姿、空を飛ぶ翼のある鳥の似姿、地を這うものの似姿、地の下の水に

いる魚の似姿にしたりすることがないように、あなたがたは気をつけなさ

い。あなたが天に向かって目を上げ、太陽と月と星を見たとき、天のすべ

ての民でさえも、それらを崇拝し、それらに仕えようとしないために、あ

なたの神の主が全天の下のすべての国に分けてくださった。申命記4:15-
20、KJV、強調）。 

モーセの警告はこうでした。人間、動物、鳥、クリープ、太陽、月、星などのよ

うに見える神々を崇拝し始めたら、あなたがたは堕落し、「あなたがた自身を堕

落させないように」と。  

しかし、この意味を理解するのに役立つのは「堕落した」という言葉です。パウ

ロが"堕落した"という言葉を"神の怒り"という文脈で使っているのは偶然ではあり



ません。モーセも同じ言葉を使って 同じ状況を説明しています 

申命記の一節で引用しましたヘブライ語で"堕落"を表す言葉は 
shâchathであり、古代ヘブライ語辞書によると、"破壊する、堕落する、破壊者、破
壊者、堕落者、汚職者、台無しにする、打ちのめす、堕落する、欠点"を意味しま
す。  

ここでの考えは、何かが本来の純粋な姿から堕落すると、破壊され、傷つき、台

無しになるということです。では、神はイスラエルの子供たちに何を伝えようと

していたのでしょうか？神は、もし彼らが本来の純粋な姿から堕落した善悪の神

々を崇拝し始めたら、彼らは破壊者の管轄下に入ることになり、当然の結果とし

て、彼ら自身が堕落し、破壊者によって実際に破壊されることになるだろうと言

っていたのです。  

神はイスラエルの子供たちにまで言われた。"見よ、私はあなたがたをエジプト
から連れ出した。" "善悪の神々に従っていたからだ。" 
"私はあなたがたをエジプトから連れ出した。"私はエジプトの鉄の炉から 

あなた方を連れ出した""そして今、もしあなたが神々の元に戻れば、炉からフライ

パンに飛び込むことになる！やめろ！やめろ！ 

私たちが問わなければならない本当の疑問は、なぜサタンが破壊者なのか、とい

うことです。答えはまたしても「堕落した」という言葉にあります。サタンは、

堕落したシステム、つまり「混合」されたシステムによって運営されています。

サタンのシステムにおける混合は、善と悪の原理であり、本来は善と悪が同時に

存在するはずの、二重の矛盾したシステムです。彼は「分裂した」王国を持って

いますが、それはそれ自身を破壊するので、決して続くことができないとイエス

は言いました-「それは荒廃にもたらされる」。  

自分たちに反して分裂したすべての王国は荒廃し、自分たちに反して分裂

したすべての都市や家は立つことができません（マタイ12:25）。 

 
一方、神は、善と悪が混ざり合っても堕落することはありません。神には「神の

中には全く暗闇がなく」、光だけがあります。神には二重性はありません。神は

唯一の善である。 

誰も良い人はいませんが、唯一の人、つまり神です（マルコ10:18）。  

神が良いのは、神が常に良い方だからです。神の善は絶対的なものであり、不変

であり、永遠に続くものです。神の善は、優しさと残酷さ、愛と憎しみ、忍耐と



焦り、愛と怒りの間で行ったり来たりすることはありません。神は、平和と暴力

、創造と破壊、癒しと害、報いと罰の間を行き来することはありません。詩篇１

３６篇の中で、詩篇師が２６回繰り返しているように、この点を強調しています

。"主のあわれみは永遠に続く"ヤコブはそれを次のように分かりやすく述べていま
す。 

泉は同じ開口部から新鮮な水と苦い水を出すのか。兄弟たちよ、いちじく

の木がオリーブを産み、ぶどうの木がいちじくを産むことができるだろう

か。このように、塩水と新鮮な水の両方をもたらす泉はありません（ヤコ

ブ3:11-12）。 

神は"真水と苦い水の両方を" 
"送り出さない"神は祝福と呪いの両方を"送り出さない"のです。すべての命の泉で

ある神は、「塩水と真水の両方」を出されません。私たちに命を与えて、それを

奪ってしまうことはありません。私たちは聖書をそのように解釈するかもしれま

せんが、そのように解釈すると、警告と混同してしまいます。多くの場合、神様

は私たちに危険を警告されていますが、それと同じように、私たちはその警告を

脅しだと解釈します。神の警告は脅威ではなく、警告なのです。 

ルシファーのように、「神の怒り」を受ける者たちは、神の「一体性」、すなわ

ち神のアガペー愛の単一性を拒絶しています。彼らは神の愛の原則を弱く愚かな

ものと見なし、その結果、彼ら自身が「自分の考えは無益となり、愚かな心は暗

くなった」のです。  

十字架のメッセージ[神の非暴力的なエイジプス・ラブ]は、滅びゆく者にと
っては愚かなものですが、救われる者にとっては神の力なのです。それは

書かれているからです。 

"賢者の知恵を滅ぼす 

"慎重な者の理解を無にしてはならない" 

賢者はどこにいるのか。律法学者はどこにいるのか。この時代の散逸者（

サタン）はどこにいるのか。神はこの世の知恵（善悪の知識）を愚かにさ

れたのではないか。なぜなら、神の知恵[AGAPE 
LOVE]の中で、知恵[善悪の知識]によって世界が神を知らなかったので、信
じる者を救うために説かれたメッセージ[AGAPE 
LOVE]の愚かさによって、神は喜ばれたからです。ユダヤ人はしるしを求
め、ギリシャ人は知恵を求めているからです。なぜなら、神の愚かさは人



よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです（第一コリント1:18-
20、強調）。 

神のアガペの愛は、多くの人から愚かさや弱さと見られています。しかし、神の

愛は神が行使する唯一の力です。神の無条件の愛を愚かで弱いと見る人は、平和

よりも暴力や力、命よりも破壊、癒しよりも傷つき、あわれみよりも罰を好んで

いることを示しています。このことは、ローマの信徒への手紙１章の学習を進め

ていくと、さらにはっきりと見えてきます。 

堕落しない神の栄光、すなわち善良さを汚す者は、自分は賢いと公言していても

、イエス・キリストの福音で明らかにされている神の知恵を持っていません。そ

の代わり、彼らは善悪の知恵を持っていて、それをアガペの愛という神の知恵よ

りも優れたものとして持っているのです。このようにして、彼らは愚か者となり

、「堕落しない神の栄光」-神の堕落しない、不変の性格-

を、人間とサタンのような堕落した性格-善と悪の二重の混合した性格-

に変えてしまうのです。  

そして、堕落しない神の栄光を、堕落した人間のような像、鳥や四つ足の

動物、這うようなものに変えたのです（ローマ1:23）。  

創世記には、神がアダムを創造されたとき、神はアダムをご自身の姿で創造され

たと書かれています。 

そして神は言われた。「人間をわたしたちに似せて、わたしたちに似せて

、わたしたちに似せて、わたしたちに似せて、わたしたちに似せて、人間

を造りましょう。だから神はご自身の姿で人を創造され、神の姿で人を創

造され、男と女を創造されたのです（創世記1:26-27、強調）。 

神のイメージとは何でしょうか？確かに、この箇所は物理的なイメージについて

話しているのではありません。むしろ、人格について語っているのです。神はわ

たしたちを神と同じ性格、すなわちアガペの愛の性格で創造されました。アダム

が善悪の知識の木を食べたとき、そのイメージや性格は蛇のイメージに変わりま

した。このように、私たちが「堕落しない神の栄光を堕落した人間のような像に

変えた」とパウロが言っているのは、私たちが自分の堕落した善と悪の混在した

性格を神に帰属させてしまったと言っているのです。  

腐ることのない神は、アガペー愛という単一で純粋な、混じりけのない性格を持

っています。彼の性格は、どのような点でも分裂していません。しかし、これら



の賢明な"愚か者"たちは、不変の神の"栄光"を"堕落した人間や鳥や四つ足の動物
や忍び寄るもののように作られた像に変えてしまった"のです。  

アダムとエバが「善悪の知識の木」を食べた瞬間から、人類は堕落していきまし

た。アダムはすぐに善悪の木の腐敗した道徳律法を内在化してしまったため、ア

ダムの人格はもはや純粋ではありませんでした。神は、私たちが神を私たちと同

じだと思っていることが重大な間違いであることを示しています。  

あなたがたがこれらのことをしたのに、私は黙っていた。あなたは、私が

完全にあなたと同じだと思っていた。 

人類は明らかに善悪堕落している。しかし、この"鳥や四つ足の動物や忍び寄る
もの"とは何なのでしょうか？動物は何の関係があるのでしょうか？  

何でもない、ここでシンボルとして使われているのでなければ。これは神々を指

す象徴的な言葉だ。"偉大な赤い竜"は"鳥"だ堕落した天使もそうです。モーセの聖
域のパターンによると、覆うケルブには翼があります。金の子牛は「四つ足の動

物」であり、蛇は「忍び寄るもの」です。では、パウロはこれらの象徴を通して

、誰を指しているのでしょうか。  

偶像礼拝で使われているこれらのシンボルは、すべてサタンとその天使、つまり

神々を指しています。パウロはこれらを人間の堕落した性質と同一視しています

。神の怒り」に苦しむ人々は、神の愛と恵みの単一で純粋な聖なる性格を、サタ

ンの分裂した二重の性格と交換してしまったのです。  

このように、「神の怒り」は、創造主である神のアガペーの愛の管轄権よりも、

サタンの善悪の管轄権を選択した者に対して啓示されています。実際、聖書の中

で「神の怒り」という言葉を検索してみると、「神の怒り」に関するほとんどの

節が同じテーマを持っていることにすぐに気づくでしょう：人々は真の創造主で

ある神を神々のために捨てたのです。  

見よ、わたしはこの地とその住民に災いをもたらす、ユダの王が読んだ書

物のすべての言葉を、彼らがわたしを見捨てて他の神々に香を焚き、その

手のわざを尽くしてわたしを怒らせるために。それゆえ、わたしの怒りは

この場所に対して起こされ、鎮めることができない」（第二王記22:16-
17、強調）。  

そのため、彼らは先祖の主なる神の家を出て、木像や偶像に仕え、その罪

のためにユダとエルサレムに怒りが訪れた（第二歴代誌24:18、強調）。  

あなたがたはなぜこのような大いなる悪事を犯して、ユダから男女、子供

、幼児を切り離し、誰も残さずに、あなたがたの手の業でわたしを怒らせ



、あなたがたが住んでいたエジプトの地で他の神々に線香を焚き、自分を

切り離して、地上のすべての国々の間で呪いと侮辱となるようにするので

すか（エレミヤ44:7-8、強調）。  

神々とは何者なのか？私たちは彼らについて何を知っているのでしょうか？私た

ちは気づかないうちに、それらの神々を崇拝し、その教えに従っているのでしょ

うか。次にこれらの神々、特にバアルとエジプトの神々について見ていきます。

なぜでしょうか？それは、神ご自身がこれらの神々を持ち出し続けておられるか

らです。  

エジプトは聖書の中で非常に象徴的な存在である。エジプトはサタンの王国の一

種であり、サタンの倫理体系、法律、善悪の原理によって運営されている社会秩

序の一種である。なぜなら、多くのエジプト学者の最近の研究により、世界はエ

ジプトの神々についての豊富な情報を持っているからです。  
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神の国   

 

 
現在、あるいはこの時代に、聖書の言葉でよく表現されているように、私たちは

神々に支配されている世界に生きています。アダムとエバは地球の支配権を与え

られ、アガペの愛という道徳的な法則によって、神のイメージによって地球を支

配するはずでした。しかし、彼らがサタンの原理、すなわち報酬と罰を表す木を

食べたとき、彼らは地球の支配権をサタンに明け渡しました。  

神々、すなわちサタンとその天使たちは、6000年前、アダムとエバが善悪の知識
の木を食べたときに、この地上で支配を始めました。アダムが神からの指示に従

わなかったことがきっかけで、サタンとその堕落した天使たちが善悪のシステム

を使って世界を支配するようになりました。これは、それ以来、彼らが報酬と罰

のシステムを使って、この地上の秩序を作り、維持してきたことを意味します。  
 
行ったり来たり 上ったり下ったり 
 
サタンが報いと罰の神であることを示す最初の証拠は，本書の第三章にあります

。これは、ファラオが両腕を胸の上で交差させて手に持っている二つの道具であ

る「かぎ針」と「フレイル」の象徴でもあります。善と悪、報酬と罰は、エデン

の園で、善と悪の知識の木によって明らかにされました。 
 

 
カナンの神バアル 

 
次にご紹介する証拠は、聖書が１００回以上も語っているカナンの神「バアル」

についての簡単な研究です。バアルは歴史的に豊穣の神、天候の神です。聖書で

は、「バアル」という言葉は、主、主人、所有者、所有者と訳されています。ま

た、「夫」を意味することもありますし、都市の領主や「物」の領主や所有者を

意味することもあります。Strong's Concordanceではこのように定義されています。 



a master; 
それゆえ、夫、または（比喩的に）所有者（この後者の意味の修飾で他の

名詞と一緒に使われることが多い）：- 
射手、うさぎ屋、鳥、船長、長男、連合国人、しなければならない、夢想

家、それが原因である人々、激怒している、それに与えられている人々、

偉大な、毛深い、それを持っている彼は、持っている、騎手、夫、領主、

男、結婚している、主人、人、誓った、彼らの。 

神がバアル神から神の民を遠ざけようとしたことは疑いの余地がありません。聖

書には、この点での神の警告が満ちています。 

それで、イスラエルはペオルのバアルに加勢され、主の怒りがイスラエル

に対して起こされた（民数記25:3）。 

それで、イスラエルの子供たちは主の目に悪を行った。彼らは神である主

を忘れ、バアル人とアシェラ人に仕えました（ユダヤ人3:7）。  

彼らはバアルによって預言をし、わが民イスラエルを過ちに陥れた（エレ

ミヤ23:13）。  

私はイスラエルを荒野のぶどうのように見た。あなたがたの父祖たちは、

最初の季節のイチジクの木の最初の実のようであった。しかし、彼らはバ

アル・ペオルのところへ行き、その恥のために身を引き離し、自分たちが

愛していたものと同じように忌むべきものとなった（ホセア9:10）。 

なぜ神はバアルとバアル崇拝をそんなに気にされたのでしょうか？バアルのどこ

が神を忌み嫌っているのでしょうか。バアルの性格はどのようなものですか？以

下はメアリー・M・ザウラーによるバアルについての簡単な説明です。彼女は次
のように述べています。 

紀元前1600年から紀元前1200年の期間の間にフェニキア人は非常に高度なレ
ースだったが、彼らの土地は乾燥して不毛になっていた。フェニキア人の

探検家は、生息する肥沃な土地の検索では、地中海の海岸線に沿って航海

した。海岸では、彼らは彼らと彼らのアルファベットと彼らの宗教を運ぶ

、場所から場所に移行した部族に分かれています。これらのフェニキア人

は、先祖が貿易の練習のためにこの地域を訪れ、海の神の概念を促進し、

彼らの占星術の概念を導入していたが、今ではバアルを雨、嵐、稲妻、地

震、そして地球に影響を与えるあらゆるものの神として話した。彼らは、

バアルは雲と風に乗って自分の民を監視し、彼らを罰し、報いるために彼

らを裁くと言いました。バアルは、バアルの指揮下にあり、さまざまな農

作業に割り当てられた、より低い霊神を多数創造していた。これらのバア

ル崇拝者たちは、どこに住んでいても石像や偶像を作り、バアルとそれぞ



れの霊神を表していました。彼らは自分たちの欲望を満たすために偶像に

祈り、バアルへの忠誠と崇拝を示すために、動物や善良なものを犠牲にし

て宥めていました。私たちは、これらのフェニキア人が、何世紀も前にこ

の地域にアネモン（欲望の神々）の概念を持ち込んだのと同じ民族であっ

たことを思い出します[Mary M. Saurer, A Comparison of World Religions, Ancient 
to Modern Day (USA: Exlibris Corporation, 2006), 91.]  

旧約聖書の神学用語集は、この神についての豊富な情報を提供してくれます。以

下の段落はバアルの項目の下にあり、太字で書かれた言葉はすべて私たちが強調

したものです。 

オットで出会ったバアル神は、西セム語の嵐の神、b'l（歌）とb'lm（複数形
）であり、エジプトのテキスト（紀元前14世紀以降）、テル・アマルナ書
簡（紀元前14世紀以降）、アララク錠（紀元前15世紀）、ウガリット語の
テキスト（紀元前14世紀）、マリ語、テル・アル・リム語、チム語のアモ
リテ語の固有名詞（固有名詞）に遭遇します。c. 
）、アララク錠（15世紀b.c.）、ウガリット語のテキスト（14世紀b.c.）、マ
リ語、テル・アル・リマ語、チャガル・バザール語からのアモリテ語の固

有名詞、そして後にフェニキア語とプニキア語のテキストに現れます。聖

書の中でも外でも、この名前は絶対的に、あるいは地名と一緒に出てきま

す。(Baal-zebub, " lord of 
flies"は「ハエの主」という意味で、他の場所で見られるb'l zbl, "Prince 
Baal"のパロディです)。これらの名前は「主」という表意語を持つ様々な神
々を表しているのではなく、単に「主」と呼ばれるバアルと同じ西セム語

の嵐と豊穣の神々を地元で崇拝していたものです。 

学者たちは、「バアリム人」という冠詞のついた複数形が異なる地域のnum
inaを意味すると考えていましたが、名前の複数形は聖書の外に出てきてお
り、「恋人たち」と「見知らぬ人」（エル記2:25）の言及は、数的な複数形
とは別の複数形の別の使用を示唆しています。冠詞はヘブライ語では意味

が透明な固有名詞で頻繁に発生します。 

聖書の作家たちはカナン人の宗教を教えるつもりはなかったので、バアル

の役割、伴侶、教団については、聖書外の文献から、聖書外の文献よりも

多くのことを知っていますが、聖書外の文献に示されたバアルの姿は、聖

書外の文献とよく一致しています。  

ハドドゥ（＝ハド）とも呼ばれていた。彼は、植物を復活させる甘い雨を

与える嵐の神の中でも特に優れています。乾燥した年は、彼が一時的に捕

らえられたり、死に至ることもありました。しかし、彼が復活させたこと

で、畑、群れ、家族は生産的になりました。さらに、彼はアナト（後にア

スタルテと同一視される）と結ばれた戦争の神であり、豊穣の神でもある



。西セム人は、秋の新年の祭礼で生命を蘇らせる役割の神話を唱え、王、

王妃、巫女による神聖な結婚の儀式を行うことで、地球の豊穣を願ってい

た（『旧約聖書神学語録』）。 

そして、ウェイン・ジャクソン（M.A.）は、Apologetics Press, 
INC.に掲載された彼の記事「The Ras Shamra 
Discovery」の中で、バアルの始まりを取り巻く既存の神話について、次のように書

いています。どうやらバアルはウガリット人の神エルの七十人の子孫の一つだっ

たようです。  

ウガリット人の宗教は、神の預言者たちが一貫して非難していたカナン人

のシステムと多くの点で似ていました。主祭神はエルであり、ウガリト人

のパンテオンを構成する70の神々と女神の父であると信じられていた。エ
ルは「人のことにはほとんど関与しない影のある人物」であった（ライト

、1962年、106-
107頁）。パンテオンの神々と女神の母であるエルの妻は、アチラート（At
hirat）またはエラート（Elat）であった。彼女の名前は旧約聖書では「アシ
ェラ」という形で出てきます（KJVでは「木立」と表現されます。エルの息
子と娘の中では、バアルが最も人気がありました。バアルは雨と豊穣をも

たらす嵐の神であり、死の神であるモトとしばしば対立していました。エ

ルは統合失調症のような性格で、ある時は「温和でユーモアがあり、頼ま

れたことを決して拒まなかった」が、ある時は父親や息子を殺したり、娘

の首を切り落としたりすることもあったようである(Wright, 1962, p. 
107)。バアルはエルとアシェラの子孫でしたが、ウガリヤ語のテキストによ
ると、最終的にバアルはエルを指導的地位から追い出し、その地位と妻の

両方を奪ったとされています(Kapelrud, 1952, pp.77-
78)。重要なことに、聖書はバアルとアシェラーを対になるものとして表現
しています（1キングス18:19参照）。したがって、聖書のアシェリム（Ashe
rahの複数形）は、バアル教団の男性の物と対応する女性の教団の物でした
（ライト、1962年、29-
32頁）。カナン人のシステムで提供された生け贄（提供された動物の名前
と種類の両方）にはイスラエル人のそれと類似点がありましたが、前者は

非常に多神教的で、非常に官能的で、暴力的であることも少なくありませ

んでした。トンプソンは次のように述べています。"カナン人の神殿には男
女の売春婦（『神聖な』男女）がいて、あらゆる種類の性的な過剰な行為

が行われていました。これらの儀式が何らかの形で農作物や家畜の繁栄を

もたらしたと信じられていました」(1975, p. 
84)。また、「多くの聖書やローマの暗示から、子供の生け贄が時折行われ
ていたことが分かっていますが、モアビト人の王メシャ（2 Kings 
3:27）の話がすぐに頭に浮かびます」(Wright, 1962, p. 112) 



「カナン人の神々への生け贄として生き埋めにされた後、命をかけて闘っ

ていた幼い子供の遺体が、窒息で歪んだ状態で葬られた甕が発見されてい

ます」(Wilson, 1973, p. 85) (https://www.apologeticspress.org/rr/reprints/Ras-
Shamra.pdf)。 

これは、風や火、さらには人間を介してヨブたちを襲ったのと同じ悪魔の力であ

る。ヨブの管轄下にあったサベアン人は、サタンの破壊工作員として利用されて

いました。私たちは、この報いと罰の神が、人類の歴史のあらゆるところで、さ

まざまな異名の下で、さまざまな文化の中で働いているのを目にします。しかし

、彼の名前に関係なく、彼の性格の本質は変わらない：彼は揮発性で、暴力的で

、残酷な報酬と罰の神である。  

バアルは今日も私たちの世界で働いていて、あらゆる自然現象を利用して人間の

命を破壊しています。バアルは人間を罰したり、報いたりするために人間を裁い

ていますが、これはバアルの秩序を保つための原則であり、善悪の知識の木に代

表されています。 
 
エジプトの神々 

 
このセクションを始める前に、エジプトの神々に関するすべての研究をこの本に

含めることはできません。そのため、読者の皆様には、すでに行われている研究

、特にモーツァルトの最後のオペラ『魔笛』に関するデニス・グラントの論文に

アクセスしていただくことをお勧めします。論文『魔笛と対立する力の道徳的法

則』は、私たちのウェブサイトからダウンロードすることができます： 
www.godontrial.org。そこには、古代エジプトの神々や、報酬と罰の道徳法との関連
についての豊富な情報が掲載されています。  

また、モーツァルトが『魔笛』を書くきっかけとなった記事の一つである『エジ

プトの神秘について』を読むことも大変価値のあることです。この記事は、フリ

ーメーソンの仲間でモーツァルトの同時代人でもあるイグナズ・フォン・ボーン

によって書かれたものである。問題の記事の中で、フォン・ボーンはフリーメー

ソンと古代エジプトを比較し、特に相互の倫理規範、報酬と罰、功罪の道徳法則

に関連していると述べています。フリーメイソンがその道徳的価値観をすべて古

代エジプトから受け継いだという主張を推進するこの記事は、先に述べた私たち

のウェブサイトにも掲載されています。もし読者がこの資料を読むことを選択し

た場合は、これから読もうとしているものはすべて神々が教えたいわゆる知恵に

由来するものであることを常に心に留めておくことをお勧めします。これらの記



事では、神々が人類を欺くためにどのように嘘をつき、すべてを捻じ曲げてきた

かを見ることができます。  

聖書では、エジプトが神々によって支配されていたため、サタンの王国の下での

奴隷制がエジプトに代表されるか、象徴されています。神々とは何者なのでしょ

うか？神話に出てくる実在しない人物だと言う人もいるでしょう。しかし、「神

ではない」という言葉の意味を見てみると、神々は実在していることがわかりま

す。このことの最大の証拠は、神ご自身が最初の四つの戒めや聖書全体に神々に

ついて警告していることです。 

文化の違いによって無数の名前を持つ神々は、実はサタンとその堕落した天使た

ちが人間と対話するための隠れ蓑なのです。サタンとその堕落した天使が神々で

す。サタンは神々を通して、報酬と罰の道徳的法則である「善悪の知識」と呼ば

れる、いわゆる知恵を教えてくれました。古代エジプトでは、神々はその教えと

知恵を直接ファラオと祭司に口述しました。ファラオや祭司たちは、神々から学

んだ報酬と罰の法則を通してエジプトを支配していたのです。 

エジプト神話には、神々が報酬と罰の道徳的な法則によって運営されていたこと

を確認するものがたくさんあります。例えば、エジプトの女神マアトを考えてみ

ましょう。マアトは時々羽のように描かれていて（おそらく落ちてきた天使のも

のでしょうか）、秩序や正義の法則の擬人化と考えられていました。秩序と正義

は素晴らしい概念ですが、エジプトでは、この二つの言葉は単に罰の概念の婉曲

表現に過ぎません。オックスフォード・コンパニオン・ツー・ワールド・マイソ

ロジー』には、マアトについて次のように書かれています。 
 

エジプト神話では、女神マアト（Ua 
Zit）は、知恵に関連する神であるトトの妻であり、高位の神アトゥムの娘

または側面であり、女神であると同時に観念でもあり、道徳的、宇宙的な

秩序、真実、正義（maat または mayet、メソポタミアの me 
やインドのダルマのような）の擬人化であり、呼吸そのものと同じくらい

生命の基本的なものである。ファラオは彼女の属性との関連を示すために

マアトの小さな模型を持っていた。マアトは王たちに呼吸そのもの、つま

り生命を与えているので、生命の象徴であるアンクを鼻にかざす姿が描か

れています。マートは、宇宙と地上、神と人間、大地、天、冥界の間の適

切な関係を表しています。人生が陥りやすいエントロピックな混沌とは対

照的に、意味のある秩序を体現しているのは彼女です。いくつかの物語で

は、カオスをマアトに置き換えたのは太陽神レである。人が死ぬとき、そ

の人の心臓はマアトの羽と重さを比較された。罪で重い」心臓は神々の仲



間入りをしない。マアトは、本質的にすべてのエジプトの神々や女神の中

に、神性の原理そのものとして存在していた。女神イシスは、上エジプト

と下エジプトの王冠の後ろで彼女が身に着けているマアト（ダチョウの羽

）に象徴されるように、マアトの資質を認めている。マートは、ロゴス、

神の理性と秩序に似た原理として見られるかもしれません。キリスト教徒

が「初めにはすでに御言葉（ロゴス）があった」（ヨハネ1:1）と言われる
ように、アトゥムは創造の前に、「天が眠っていたとき、私の娘マアトは

私の中に、そして私の周りに住んでいた」と発表しています。(David Adams 
Leeming, The Oxford Companion to World Mythology (New York: Oxford University 
Press, 2005), 243.) 

エジプトの女神マアトは"道徳的で宇宙的な秩序、真実、正義"を表していました
。これはサタンの道徳的・宇宙的秩序であり 報酬と罰のシステムを通して 

施行されたものです"ファラオはマアトの小さな模型を持って、彼女の属性との関
連性を示すために持っていた」というのは、ファラオが個人的に神々から教えを

受けていたからです。エジプトの支配者を志す者は皆、エジプトの神秘に入門し

、神々と直接コミュニケーションを取り、善悪の法則を教えてもらいました。  

アンクに代表されるマアトは生命の象徴であると主張されていることにお気づき

ですか？しかし、この善悪のシステムは、実際には神によれば死の象徴ではない

のでしょうか？マートはまた、「人生が陥りやすいエントロピックな混沌とは対

照的に、人生の意味のある秩序を象徴している」と言われています。これはサタ

ンの主張では？コリント１章１節によると、自分の知恵では愚かで弱いと考えて

いたアガペー愛の道徳律法よりも、自分の秩序を守る方法の方が優れていると？  

女神マアトは、古代エジプトの文献では「秩序の原則」として継続的に取り上げ

られています。これは、マアトがサタンの懲罰的な正義、つまりサタンが秩序を

保つ方法を表しているからです。ここでは、さらにいくつかの例を紹介します。  

マートとは正しい秩序、神によって確立された秩序のことであり、「存在

のすべての側面を根底から支え、支配している配置と関係に関す 
るエジプトの概念であり、西洋の自然法則の概念に多少似ている」(Allen 
1988, 
26)。さらに、「自然の要素から...人間の道徳的・社会的行動にまで及んで
いる」（Allen 1988, 
26）。秩序とは、存在の全体を可能にする原理である。同時に、それは生
命を生み出す原理と力である（Maulana Karenga, Maat, The Moral Ideal in 
Ancient Egypt.古典的アフリカ倫理学の研究（ニューヨーク: Routledge, 
2004）、8, emphasis added）。 



マートは、創造そのものを構成する原理と力として、存在を浸透させ、生

命を与える正しさの秩序を意味するようになる。したがって、ジークフリ

ート・モレンツ（1984, 
113）は、「マートとは、創造の行為によって確立された自然と社会におけ
る正しい秩序であり、それゆえに、文脈に応じて、何が正しいか、何が正

しいか、何が正しいか、法律、秩序、正義、真実を意味する」と述べてい

る。Anthes (1954, 23) 
はまた、神によって構成された秩序としてのマアトの中心性を強調してい

る。彼は、「マアトの考えは、エジプトの政治的、神学的、社会的秩序を

含む世界の神の秩序を主に意味する」（Maulana Karenga, Maat, The Moral 
Ideal in Ancient Egypt.古典的アフリカ倫理学の研究』（ニューヨーク: 
Routledge, 2004）、8）。 

次の引用では、二重の正義の殿堂での裁きの場面が描かれています。私たちは、

「二重の正義とは何か？これは善と悪への言及なのでしょうか？なぜなら、「バ

ランス」という言葉が使われているとき、それは善と悪の間の想定されるバラン

ス、報酬と罰の間のバランスを指しているからです。 

正しさの感覚がホールに浸透している!神のバランスの概念は、完全なるも
のから流れ出ている。正義と秩序は、アトゥムが維持しなければならない

合言葉です。アトゥムは彼の娘である女神マアトを宇宙のバランスの素晴

らしい概念の象徴として任命しました。羽、シンプルな羽が彼女のシンボ

ルです。軽いタッチで、マアトは善と悪の対立する力のバランスを絶妙に

コントロールします。人間の個々の強さや弱さが長く支配することはあり

ません。女神は、古代の地に神の正義と秩序を回復するために、彼女の羽

の軽いタッチを適用する（アンソニー・ホームズ『ツタンカムン-Speak My 
Name (Victoria, B.C.: Trafford Publishing, 2005), 8, emphasis added）。 

別の作家は、「マアトは対立する力から生じる秩序である」と述べています（こ

れは善と悪の対立する力だと考えています）。 

マートはエジプト人にとって抽象的なものではなく、対立する権力から生

じる実際の秩序であった（Anna Mancini, Maat Revealed, Philosophy of Justice in 
Ancient Egypt (Buenos Books America, 2004), 13）。  

別の著者は、マアトは「暗黙の道徳規範」であり、「道徳体系」であったと述べ

ている。  

マートの戒律であるアンク・エム・マート（「マートによって生きる」）

は、主に宇宙と社会の原始的な秩序を尊重することを意味していましたが

、少なくとも『智慧のテキスト』（紀元前2550年頃）の時代からは、「倫



理的なことをする」という、礼儀正しく生きることを意味していたと理解

することもできます。このように、それは楽園の倫理的な正当化をエジプ

ト人の手に委ねたのです。それは、maatの多くが現世のための暗黙の道徳
的なコードであり、普遍的で社会的な秩序と死後の世界へのエントリのた

めの単なる基準ではなかったので、日常生活、倫理と宗教の間のリンクを

彼らの手の中に入れました。二つの真実のホール』の否定的な告白におけ

るマアトの倫理的側面は、道徳的システムを構成していたか、むしろ、死

後の世界の評価者がすべての悪行の無実を主張することによって騙される

可能性があり、魔法と詐欺が死後の世界への全能のパスポートであると仮

定しなければ、そのようなシステムを構成していただろう（シムソン・ナ

ジョヴィッツ『エジプト、木の幹』2巻（アルゴラ出版、2004年）、42）。 

同じ著者は、マアトの概念を通して、エジプト人は「人間が直面している最も基

本的な問題のいくつかを提起した-

正しい行動とは何か？倫理とは何か？報酬や罰はあるのか？シムソン・ナジョヴ

ィッツ『エジプト、木の幹』第2巻（アルゴラ出版、2004年）、43）。 
"Oldest Books in the 

World"と題された本からの抜粋です。アイザック・マイヤーは、古代エジプト人の
宗教、知恵、哲学...についての説明で、エジプトの裁きの場面を描写しています。
彼は、裁きと罰が行われていることを公然と述べている悪魔によって行われてい

ます。そして再び、マアトは「全宇宙の規範であると信じられている」「秩序」

であると言われている。  

未来世界での死者の地上での行動についての「サイコスタシア」または「

裁判」のシーンは、古代エジプト人の宗教についての知識を与えるために

非常に重要です。それは、死後、魂や良心の裁きを信じる信仰が彼らとと

もに存在していたことを示しています。人間がこの世で生きている間に行

った行為のために、その善悪の行為は彼の心に由来し、彼の心に宿ってい

ると考えられていたこと。良心の象徴である彼の心は、死後、彼の霊性の

知的な部分の象徴であるトトによって神秘的に重くされていたこと、この

世で生きている間に行った行為のために、悪魔の告発と反対にさらされて

いたこと、そして、そのような悪魔とその従者によって処罰されるように

彼に対して命令された後であったこと。このような処罰を受けることにな

った特定の欠点と罪があり、これらの欠点と罪は、彼のカーは、オシリス

の四十二人の補助裁判官の前に、死者の死からの自由を表明し、示さなけ

ればならなかったこと、これらの欠点と罪は、告白の中で、レプシウス博

士によって呼ばれている本、死者の書の第cxxv号の中で言及されていること
、その章または本の中で、サイコスタシアのシーンが一部であること、そ

して数では、それらは四十二人以下ではなかったこと。MaまたはMaat 



i.e.調和、法、真実、正義、おそらくコスモスの現代的な考えに似た考えを
含む、そして天の体の動きで目立っているその順序の、全体の宇宙の規範

であると信じられていた; 
古代エジプト人の主要な願望は、死者からの彼の精神的な復活と、彼が望

むところに行くために完全な自由とエジプトの天国での永遠の将来の幸せ

な精神的な生活のためであったことを。すべての罰がなく、特に「第二の

死」による霊的存在の消滅の危険からの自由であった（Meyer, Oldest Books 
in the World, 415, emphasis added）。 

これらは、エジプトとサタンの善悪の道徳律法を結びつけている多くの証拠の一

部に過ぎません。マートは善と悪の二重性、サタンが模範的な社会を達成できる

と考えた道徳的秩序を表しています。 

エジプトがサタンの報いと罰のシステムを表しているもう一つの明確な証拠は、

古代のファラオの手に見られるシンボル、「曲者」と「フレイル」です。例えば

、ツット王の写真を見ると、彼の腕が交差していることがわかります。屈斜路と

フレイルの意味に注目してください。 

鈎と鞭は王の二つの機能を表していると考えられることがある。鈎は民衆

の世話役である羊飼いを表し、鞭は社会を維持するために必要な罰を象徴

している(Carol Andrews, Amulets of ancient Egypt, University of Texas Press, 1994, 
p. 75, emphasis added)。 

このことは、エジプトの神々がエジプト人に何を教えたのかについて、多くの光

を明らかにしている。神々の知恵によって、エジプトはこの二つの機能によって

統治されていました。  
 
1.鰐は、善悪の知識の木の善を象徴するものであり、サタンが恩義と呼ぶのが好
きな報酬の原理である。これは、善悪の報いの腕であると思われる善の手段によ

る「民衆への思いやり」を象徴しています。 
 
2.フレイルは、善悪の知識の木の悪を象徴しています-

罰、またはサタンによると「社会を維持する」ために必要な暴力、つまり、社会

の秩序を維持するために必要とされています。  
 
聖書の中でエジプトが罪と奴隷制度の類型、あるいは象徴であるのは、このよう

な理由からです。このシステムの中で善の名の下に行われた拷問や残虐行為の恐



るべき方法は、想像を絶するものです。出エジプト記の中のイスラエル人の歴史

は、サタンの報いと罰のシステムの下での人類の六千年の歴史の一種です。 

その時、ヨセフには何の意味もない新しい王がエジプトで権力を握った。"
見よ、"彼は民に言った、 
"イスラエル人は我々にとってあまりにも多くなりすぎている。"さもなくば
彼らはさらに増え、戦争が起きれば、我々の敵に加わり、我々と戦い、国

を出て行くだろう" 

そこで彼らは奴隷の主人を彼らの上に置き、強制労働で彼らを圧迫し、ピ

ソムとラメセスをファラオのための貯蔵都市として建設した。しかし、彼

らが抑圧されればされるほど、彼らは増殖し、広がっていった。エジプト

人はイスラエル人を恐れるようになり、彼らを冷酷に働かせた。彼らは、

レンガやモルタルでの過酷な労働と、畑でのあらゆる種類の労働で、彼ら

の生活を苦しくさせました。 

人類を支配する「新しい王」はサタンです。彼とその天使たちは私たちを「奴隷

の主人」とし、報酬と罰を与えて「強制労働」で私たちを「抑圧」します。彼ら

は私たちを「冷酷に」働かせ、私たちの生活を「過酷な労働で苦しく」させてき

ました-

これが「レンガとモルタル」の意味です。"煉瓦とモルタル"は自然界に存在する元
素ではなく、人為的に作られたものなので、善悪の知識の木の人間の"働き"を表し
ているのです。 

文字通りのエジプトからの出エジプトは、最後の日に行われる未来の霊的な動き

を象徴しています。次の節でパウロがこのことをどのように説明しているかに注

目してください。 

さらに、兄弟たちよ、私たちの先祖たちは皆、雲の下にいて、皆、海を通

り、皆、雲の中と海の中でモーセにバプテスマを受け、皆、同じ霊的な食

べ物を食べ、皆、同じ霊的な飲み物を飲んでいたことを、あなたがたに知

られたくない。彼らは、彼らについてくる霊的な岩を飲んでいたのです。

しかし、彼らの体は荒野に散らばってしまったので、神は彼らの大部分を

あまり喜ばれませんでした。 

さて、これらのことがわたしたちの模範となったのは、彼らが欲したよう

に、わたしたちも悪しきものを欲してはならないという意図のためである

。彼らのように偶像崇拝者になってはいけません。こう書かれているよう

に、"人々は座って飲み食いし、立ち上がって遊んだ"また、彼らの一部がし
たように、性的不道徳な行為をしてはならない。また、彼らの一部がキリ

ストを誘惑したように、キリストを誘惑してはならない。これらのことは



すべて、彼らに起こったことを模範としたものであり、これらのことは私

たちの戒めのために書かれたもので、時代の終わりが来ているのです（第

一コリント10:1-11）。 

出エジプトは一種のものであり、私たち「時代の終わりが来た者」はその対義語

です。つまり、人類のかなりの部分がエジプトから出てくるということです。言

い換えれば、彼らはこの報いと罰のタイプの考え方、この神々の二重の道徳律法

を捨てて、神の無条件で公平な愛、アガペの愛の律法を表す約束の地に入るとい

うことです。 

エペソ書の中でパウロが神々についても言っていることに注目してください。 

私たちが戦うのは肉と血ではなく、支配者、権力者、この時代の暗黒の支

配者、天の地にいる悪の霊的な群れと戦っているからです（エペソ6:12）。  

この時代の闇の支配者」は支配している、つまり、人間を支配するために定規、

指針、法則を使っているのです。この定規や測定システムは、「罪と死の法則」

であり、それによって神々のすべての行動が整列され、適合されています。神々

は「天上の悪の霊的な群れ」であり、「悪」は「咎」と同じものであり、ルシフ

ァーの中に「見出された」原理、道徳的な法則、方法です。 

あなたがたは、創造された日から、あなたがたの中に不義が見いだされる

まで、あなたがたの道は完全であった（エゼキエル28:15）。 

ルシファーの「道」は、「不義が彼の中に見出されて」、もはや「完全な」もの

ではありませんでした。私たちもまた、イエスが来て、より良い代替案を与えて

くれるまでは、同じ不完全な律法によって生きていました。イエス様は、私たち

に人生の原則、道徳的な律法や生き方を開いてくださいました。  

あなたがたは、あなたがたの罪とあなたがたの肉の未割礼で死んでいたの

で（私たちが神からのものだと思い込んで、報いと罰の道徳律法に生きて

いたから）、主（イエス）は主と共に生きておられ（主の生命の道徳律法

、アガペー愛によって生きておられる）、あなたがたのすべての罪を赦さ
れたので（アガペーを通して）、主と共に生きておられるのです。神の恵
みの特性、報いと罰の反対語]は、私たちに反していた、私たちに反してい
た要求の手書きを一掃した[神は豊かな恵みの神であることを私たちに示す
ことによって、「私たちのため」ではなく、「私たちに反している」報い

と罰の法を一掃した]。そして、神はそれを十字架に釘付けにして［十字架
を完全に取り払ってくださった。主権と権力（サタンとその天使たち、私

たちに嘘をつき、神は報いと罰によって運営されていると私たちに思わせ



た神たち）を武装解除して、彼らの公の見世物を作り、彼らに勝利した（

コロサイ2:13-15、強調）。 

使徒ペテロは、イエス様がこの時代の神々に勝利されたことにも言及しています

。 

天国に行って神の右手におられる[イエス・キリスト]は、天使や権力者や権
力者たちを神に服従させました（第一ペテロ3:22、強調しています）。 

神々の善悪の王国は、報酬と罰によって支配されているため、痛み、悲しみ、災

難、ストレス、苦悩、恐怖、ネガティブなことは何でも考えることができます。

詩篇師は、神々を「追いかけて」走る者について次のように書いています。 
 

他の神を追いかける者には，彼らの悲しみが増し，彼らの血の供え物をわ

たしはささげない（詩篇16:4，強調 

 
"彼らの悲しみは、他の神の後に急ぐ者には倍加される"彼らは私たちに"悲しみ"

を与えるだけでなく、私たちに"死"を与えます彼らの王国は死の王国だからです  

私たちは、神が死の王国に参加していると言うとき、神を冒涜しています。私た

ちが神を崇拝しているとき、神が死や殺人に責任があると考えているとき、私た

ちは実際には闇の神を崇拝していることになります。神の王国は命の王国であり

、光だけの王国です。このことは、神が御座に君臨するようになった時、生命の

木だけがそこにあるという事実によって示されています。呪いである善悪の知識

の木は、もう存在しません。  

そして彼は私に，神と小羊の御座から流れる，水晶のように澄んだ命の水

の清らかな川を見せてくれた。その通りの真ん中と川の両側には，命の木

があった．その木の葉は国々を癒すためのものであった。しかし、神と小

羊の御座はその中にあり、そのしもべたちは神に仕える（黙示録22:1-
3、強調）。  

黙示録22章の「呪い」は、「善悪の知識の木」を指しています。死の原因となる
この呪われたシステムは、もはや存在しません。呪い」とは、サタンの「不義の

座」（詩篇94:20）のことです。"そして、そこにはもう呪いはない。" 
"不義の玉座はない。" "神と小羊の玉座はその中にある。" 

私たちが「二つの主人に仕える」ことができないように（マタイ6:24）、私たち
も二つの王国（生の王国と死の王国）に属することはできません。同じことが、



神とサタンにも当てはまります。また、神とサタンもまた、お互いの管轄に属し

たり、調和して行動したりすることはできません。私たちが両者の間ではっきり

と選択できるように、両者はどちらか一方に属していなければなりません。もし

神とサタンに共通点があったとしたら、私たちは二人の主人の間で明確な選択を

することはできないでしょう。したがって、私たちが以前に信じていたように、

神は報いと罰によって運営することはできません。 

もし私たちが神に仕えるならば、サタンとその天使たち、この世の神々の王国に

関わるすべてのものを捨てなければなりません。イスラエルの子供たちがカナン

に入る前に、ヨシュアは彼らに神々を片付けるようにと明確な命令を与えました

。 

主を畏れなさい 誠意と真実をもって主に仕えなさい 
あなたの先祖たちが川の向こう側とエジプトで仕えていた神々を捨てなさ

い主に仕えなさい。もしあなたがたが主に仕えることが悪いことだと思う

なら、あなたがたの先祖が川の向こう側で仕えていた神々か、あなたがた

が住んでいる土地のアモリ人の神々か、今日、あなたがたのために仕える

者を選びなさい。しかし、わたしとわたしの家については、わたしたちは

主に仕えます（ヨシュア24:14-15、強調）。 

上記の節は、ヨシュアの時代と同じように、今日の私たちにも関連性があります

。ここで語られている神々はサタンとその悪魔で、善悪の知識の木に代表される

報いと罰の律法によって運営されています。サタンとその天使たちはエジプトの

神々で、様々な名前で呼ばれていました。それらの神々は、恐ろしく、残酷で、

執念深く、懲罰的でした。もし私たちが、恐ろしく、残酷で、執念深く、懲罰的

な報酬と罰の神として神に「仕えている」のであれば、事実上、エジプトの神々

に仕えていることになり、真の神に仕えているのではありません。 

サタンの報いと罰の道徳律法は、地上ではエデンの園にある「善悪の知識の木」

によって表されていました。この道徳律法は、彼の中に「見出された」「咎」で

す。神様は、アダムとエバがこの木を食べたら、死がこの世にやってくるとおっ

しゃっていました。ですから、「死」に関係するものはすべて、この木と関係が

あります。 

この「罪と死の律法」は、今、私たちの「構成要素」の中にある道徳的な律法で

す。 



しかし、私の会員の中には別の律法があり、私の心の律法と戦って、会員

の中にある罪の律法の虜になっているのがわかります（ローマ7:23、強調）
。 

ルシファーの報いと罰の道徳律法は、無条件の愛である神のアガペー愛の道徳律

法とは対極にあります。ルシファーの律法は条件付きの律法です。彼の律法によ

れば、存在するためには条件が必要です。彼の条件とは、善い行いをすれば報わ

れ、悪い行いをすれば罰せられるというものです。あるいは、善いことをするよ

うに動機づけられるために、恣意的に報酬を与えられたり、罰せられたりするこ

ともあります。この報いと罰の律法は、働きに焦点を当てています。本来、この

律法は恐れと罪悪感と非難に満ちています。 

報いと罰は、恵みに基づいて自由に与えられている神のアガペー愛の法則とは正

反対のものです。神の恵みが自由に与えられているということは、私たちがそれ

に値する必要がないということです。私たちは恵みを受けるために何かをするこ

とはできません。恵みは無条件で公平にすべての人に与えられています。この恵

みの賜物の中で私たちが果たす役割は、私たちがどのように選択するかというこ

とだけです。私たちには、恵みを受け入れるか、拒否するかの自由があります。

もし拒否すれば、アダムが「木」を食べることを選択したために、私たちはサタ

ンの管轄下に置かれたままになります。  

神のアガペー愛のシステムにおける秩序は、見返りを求めたり、罰を恐れたりす

るのではなく、愛によって保たれています。神の愛の国には、自由と喜びと平安

があります。  

イエスは、「罪と死」というサタンの道徳的律法によってもたらされた破壊性、

罪悪感、非難から私たちを救うために来られました。イエスは、神のいのちの律

法、すなわち神のアガペの愛を私たちに明らかにすることによって、これを実現

してくださいました。 

神が御子を世に遣わされたのは、世を非難するためではなく、御子を通し

て世が救われるためだったからです（ヨハネ3:17、強調）。 

それゆえ、キリスト・イエスにあって、肉の後ではなく、御霊の後に歩む

者には、今では何の咎もありません。キリスト・イエスにあるいのちの御

霊の律法によって、私は罪と死の律法から解放されたからです（ローマ8:1-
2、強調）。 

彼のうちに命があり、その命は人の光であった（ヨハネ1:4、強調）。 



戒めは灯りであり、律法は光であり、訓戒は生きる道であるからです（箴

言6:23、強調）。 

人間としての私たちの選択の自由は、アガペー愛の正義という神の管轄下にある

か、報いと罰というサタンの管轄下にある不公平のどちらかに位置しています。

この現実から逃れることはできません。私たちは皆、神の側にいるか、サタンの

側にいるのです。聖書によれば、この二つの管轄権の指導者ははっきりしていま

す。 

そして、天で戦争が起こった。ミカエルとその天使たちは竜と戦い、竜と

その天使たちは戦ったが、彼らは勝てず、もはや天に彼らの居場所はなか

った。それで、全世界を欺く悪魔とサタンと呼ばれる昔からの大蛇である

大蛇が追い出され、彼は地上に投げ出され、その天使たちも一緒に追い出

された（黙示録12:7-9、強調）。 

しかし、大天使ミカエルは、モーセの体のことで悪魔と争っていたとき、

あえて彼を非難することなく、「主はあなたを叱責されます」と言った。(
ユダ1:9、強調) 

正義と不義の二つの側面、それぞれミカエル（神のような者は誰かという意味）

と、ドラゴンである蛇に象徴される悪魔、サタン（敵対者、告発者を意味）が頭

角を現しています。これは思想の戦争であり、「いのちの霊の律法」と「罪と死

の律法」という二つの道徳律法を中心とした思想の戦いです。これら二つの側は

、すべての知的な存在の道徳的な基準となるべきものについて、二つの異なる立

場を取っています。神の側のマイケルは、無条件の愛、すべての生き物の公平な

扱い、良心の自由を推進しています。 

しかし、あなたがたに言います、あなたがたの敵を愛し、あなたがたを呪

う者を祝福し、あなたがたを憎む者に善い行いをし、あなたがたを悪用し

迫害する者のために祈りなさい（マタイ5:44、強調）。 

神に対する偏見がないからです（ローマ人への手紙2:11、強調しています）
。 

一人一人の働きに応じて偏見なく裁いてくださる御父を呼び求めるならば

、ここにいる間中、恐れずに行動しなさい（第一ペテロ1:17、強調）。  

ですから、キリストが私たちを自由にしてくださった自由に堅く立ち、再

び束縛のくびきに絡まれないようにしてください（ガラテヤ5:1、強調）。 

暴力的な手段によって強制される秩序は、神にとって何の価値もありません。報

酬や罰は強制的で強引なものであり、それゆえに、報酬や罰は神にとって何の価



値もありません。愛は神の政府の基礎であり、神の愛は無条件で、公平で、自由

を与えるものであり、実際、自由のない愛は愛ではありません。神が私たちを創

造されたのは愛のためです。神は、私たちを敵と見なしている人でさえも、互い

に愛し合うことを望んでおられます。 

マイケルのアガペー愛の法則の背後にある義の基礎となる原理は、慈悲です。慈

悲と許しは、残酷で破壊的な罰よりも、社会の全体的な善に向かってはるかに良

い働きをします。 

彼はダビデの幕屋の中で真理をもってその上に座り、さばき、さばきを求

め、義を持つ（イザヤ16:5）。 

一方、ルシファーは、力による秩序維持を強く提唱しています。このように、彼

は秩序維持の目標を達成するために、報酬と罰の強制的な手段を推進しています

。信じられないかもしれませんが、サタンの究極の目標は秩序を保つことです。

しかし、彼と神との違いは、彼は、すべての知的な存在は、報酬や罰などの外的

な動機によって、善い行動を強制、強要、強制されなければならないと考えてい

る点です。その結果、彼は自由が知的な人間にとって実行可能な状態であるとは

考えていない。彼の王国では、すべての人が一直線上に並ばなければならない。

彼が暴力で王国を支配していることは、彼を取り巻く聖書の言葉からも明らかで

す。 

いかに抑圧者（ルシフェル）が止まり、黄金の都が止まったか。主は悪し

き者の杖、支配者の笏を折られた。怒りをもって諸国を支配した者は迫害

され、誰も妨げない（イザヤ14:4-6、強調）。 

あなたを見る者はあなたを見つめ、あなたを考えて言った、『この人は地

を震わせ、王国を揺るがし、世界を荒野とし、その都市を滅ぼし、囚人の

家を開かなかった者だろうか』。イザヤ14:16-17、強調）。 

サタンは「抑圧者」であり、その王国の人々（人類）を「怒りのうちに」、さら

には「絶え間なく」打ちのめします。私たちは彼に、そしてお互いに打ちのめさ

れています。なぜならば、私たちも日常生活の中で彼の報酬と罰の原則を使って

いるからです。それが報いと罰の法則の性質だからです。私たちが彼に従わない

と、彼は激怒します。彼はその暴力で地を「震え上がらせ」、王国を揺さぶり、

「世界を荒野とし、その都市を破壊する」のです。報酬と罰の暴力的な王国の中

に、私たちを捕虜にしているのです。神の怒り」という言葉の意味を理解するた



めに、私たちはサタンとその王国について以下のことを知らなければなりません

。 

私たちがサタンを選んだとき、神は多くの痛みを経験しなければなりませんが、

聖書によると、神はどのような反応をされるのでしょうか。私たちに激怒するの

でしょうか？私たちがこれらの神々を崇拝することを許すよりも、私たちを殺し

た方が良いと判断したのでしょうか。これは確かに，自分の意志に従わせるため

に力を使っている人間には適切な反応でしょう。しかし、これはアガペの愛の神

が、神と神の方法に対する私たちの拒絶に対してどのように反応するかではあり

ません。  

人間として、我々は1つの不可侵の自由を持っています：これらの2つのプラット
フォーム-

善と悪とアガペーの愛の間で選択する自由。私たちがどちらか一方を決めると、

それぞれの管轄下で私たちの選択に沿って来る結果の全体のセットがあります。

これらの結果は申命記の28章に祝福と呪いとして概説されています。祝福は神の
王国に固有のものであり、呪いはサタンの王国に固有のものです。呪いは「神の

怒り」です。神の怒り」という言葉は、この二つの管轄区域の文脈の中で見て初

めて理解することができます。  

無限の愛を持つ神を神々と交換したときに、天からどのように反応するのでしょ

うか？  
 

 

 
 

  



1 1   

 

それゆえ . . .  

 
 
 
私たちは質問をしました。無限の愛を持つ神が、神の被造物が神々に仕えるため

に神から離れることを決めたとき、天から、つまりアガペー愛の天の原理から、

どのように反応するのでしょうか？  

まず、なぜ神の怒りが"天から啓示されるのか"をもう一度見てみたいと思います
。神の怒り」の理由は１８節から２３節までで述べられていますが、なぜ神の怒

りが啓示されるのかを示す言葉をすべて強調しています。  

神の怒りが天から啓示されるのは、すべての不敬虔な者、不義の中に真理

を抑圧する者たちに対してである。なぜなら、世界が創造されて以来、神

の目に見えない属性がはっきりと見られ、造られたものによって理解され

、神の永遠の力と神の頭でさえも理解されているからで、彼らは弁解の余

地がない。彼らは賢者を装って、愚か者となり、堕落しない神の栄光を、

堕落した人間と、鳥や四つ足の動物や這うもののような像に変えてしまっ

たのです（ローマ1:18-23）。 

18節では「神の怒りのために......」と始まり、23節まで、パウロはなぜ「神の怒
り」が神から啓示されるのかを明確に説明しています。これらの節では、「なぜ

ならば」「なぜならば」などの言葉を使い、その後、２４節、２６節、２８節で

は、「このような理由で」「このように」と述べ、「神の怒り」が天から啓示さ

れた理由を述べています。 

では、ここでパウロが「神の怒り」の理由を述べています。第一に、"神につい
て知ることができることが、彼らの中に現れているからです"第二に、「世界が創
造されて以来、神の目に見えない性質がはっきりと見られるから」です。第三に

、「神を知っていたにもかかわらず、神を神として賛美せず、感謝もせず、自分

の考えが無益となり、愚かな心が暗くなったから」です。 
24節でパウロは口調を変えて、"ゆえに"という特別な言葉を使っています。この
「ゆえに」という言葉は、神様の怒りがどのように天から啓示されるかを説明し

ています。"それゆえに...」というのは、人々が神の属性がはっきりと見えていた
にもかかわらず、神を知らなかったからであり、また、神を知っていたにもかか



わらず、神を神として賛美しなかったからである...."それゆえに...."神は何かをしな
ければならない。  

24節の「ゆえに」という言葉が意味するのは、18節から23節に書かれているよう
なことを人々がした、あるいはしなかったので、結果的に神様が何かしなければ

ならないということです。ですから」という言葉は、述べられた問題に対する神

様の反応と関係しています。それは、問題となっている状況に対する神の解決策

と関係しています。そして、これこそが、私たちが次に探求しようとしているこ

とです。先ほど述べた「ために」「ゆえに」の結果、神は何をしなければならな

かったのでしょうか？神の反応と解決策とは何でしょうか。 

神が与えられたすべてのことを完全に無視して、神の生き方に導く人々に、神は

何をされるのでしょうか。言い換えれば、神々に従うことを選んだ人々に対して

、神はどのように対処されるのでしょうか？神の怒りは「天」からどのように現

されるのでしょうか？神は彼らを怒られるのでしょうか？彼らを罰するのでしょ

うか？神は彼らを滅ぼされるのでしょうか？主は天から雷を彼らの上に降らせる

のでしょうか？彼らを罰するために、彼らを滅ぼす天使を送るのでしょうか？ 

この「神の怒り」を説明する基礎となるローマ人への手紙１章を読み進めていく

と、ようやくその答えが見えてきます。以下では、この聖書の言葉である「神の

怒り」とは何を意味するのかを見ていきましょう。そして、それがなぜ「天から

」、つまり神の義の玉座から直接啓示されるのかを見ていきましょう。  

今、私たちはパウロが「不義のうちに真理を抑圧する」人、神を知らない人、神

を「神として賛美しない」人、神に感謝しない人、「自分の考えが無益になる」

人のために、神が何をされるのかを説明している３つの場所を取り上げます。こ

こに、神様が彼らにされることがあります。 

そのため、神はまた、彼らを心の欲望の中で不浄にし、自分たちの間で自

分たちの体を汚し、神の真理を嘘と交換し、永遠に祝福される創造主より

もむしろ被造物を崇拝し、仕えていたのです。アーメン。(ローマ人への手
紙1:24-25、強調追加)。  

このために、神は彼らを卑劣な情熱に屈服させられた。彼らの女でさえも

、自然の用を自然に反するものと交換したからである。同じように、男た

ちもまた、女の自然な使い方を離れて、互いに欲情して燃え上がり、男た

ちと男たちは恥ずべきことを犯し、その過ちの罰を自分の内に受けたので

す（ローマ1:26-27、強調しています）。  



そして、彼らは神の知識を保持することを好まなかったので、神は彼らに

堕落した心を与えられ、すべての不義、性的不道徳、邪悪さ、貪欲さ、悪

意に満ち、妬み、殺人、争い、欺瞞、悪意に満ちた、ふさわしくないこと

をするようになりました。彼らは、ささやく者、裏切り者、神を憎み、暴

力的であり、高慢であり、自慢家であり、悪事を捏造し、親に従わず、見

分けがつかず、信頼できず、無慈悲であり、そのようなことを行う者は死

に値するという神の義の裁きを知りながら、同じことをするだけでなく、

そのようなことを行う者を認めているのです（ローマ1:28-32。28-
32、強調されています）。) 

聖書のどこにも、神を拒絶する者に対して神が何をされるかが、これほど明確に

述べられていません。神は彼らをあきらめさせ、そして最も重要なことは、神が

彼らをあきらめさせてくださるということです。諦めることと諦めることは、二

つの異なる概念ですが、同じギリシャ語であるparadidōmiという言葉で表現されてい
ます。セイヤーがこのギリシャ語をどのように定義しているかに注目してくださ

い。これは、神が何をしなければならないかを正確に説明しています。  
 
譲る 

委ねる 
2a) 自分の手元に届くもの、使うもの、大切にするもの、管理するもの 
2b) 
人を身柄に引き渡すこと、裁かれること、宣告されること、罰せられること、叱

責されること、拷問されること、死刑に処されること。 
2c) 裏切り者を引き渡す 
2c1) 裏切りによって、人を虜にする 
2c2) 教えられ、型にはめられた者を引き渡す 
3) 約束する、表彰する 
4）口頭で伝えること 
4a) 命令、儀式 
4b) ナレーションで伝えること、報告すること 
5) 許可するために 
5a) フルーツがそれを許可するときに熟しが許可するときです 
5b) 自らを投げ出す、自らを提示する 
 



ストロングのコンコーダンスによると、パラディドミは「降伏する、つまり、降

伏する、託す」という意味だそうです。聖書に「神が誰かを手放す」「譲る」と

書かれている時、それは文字通り、神が誰かに引き渡す、誰かの力に引き渡す、

誰かに引き渡す、誰かに降伏させる、誰かが彼らの管轄権と権力を持つことを許

可する、許可する、ということを言っているのです。  

それは、神のアガペの愛を持っていないからこそ、神が裁き、非難し、罰を与え

、懲らしめ、苦しめ、苦しめ、死に追いやる神の庇護のもとに引き渡すことを意

味しています。神は私たちの自由を神聖に守る神ですから、これは神がすること

であり、神がしなければならないことです。そして、私たちが進むにつれて、多

数の聖句によって確認されるように、神はそれを苦悩と苦痛の中で行われるので

す。  

このことはしばしば、神がこのようなことをする理由についての疑問を投げかけ

ます。神は自分の懲罰的な仕事をするために他の人を使っているのでしょうか？

ある人が言うように、神は自分の汚れた仕事をするために他の人を使っているの

でしょうか？ここで起こっていることは、そういうことなのでしょうか？私たち

はこのことについて、聖書の中からまもなく説明していきます。 
 
それ故に、神もまた、それらを与えられた。  

 
私たちが神を離れて別の神、主人、夫のために神を離れるときの神の反応は単純

です。神は私たちをその主人のところに行かせてくださいます。神は私たちに自

分のやりたいことをする自由を与えてくださるのです。上で使われている「それ

ゆえに、神もまた彼らを手放した」「神は彼らを手放した」という言葉は、はっ

きりとしています。神は私たちをあきらめてくださいます。私たちが従うことを

選んだものが何であれ、誰であれ、神は私たちを委ねてくださるのです。これは

自由の表現です。神は私たちが行きたいところに行く自由を与えてくださるので

す。 

それはまるで神が言っているかのように、「私はあなたを待ち受ける運命からあ

なたを救うために、できる限りのことをしてきた。しかし、あなたは私の警告を

聞こうとしませんでした。私はあなたを救うためにできる限りのことをしました

が、あなたの個人的な自由を侵害することなく、それは私が高く評価しているこ

とです。だから、私ができることは他に何もないので、あなたの選択で自由に生

きさせてあげよう。あなたには、あなたが選んだ通りにする自由があります。あ



なたが選んだ管轄のご主人様は残酷で懲罰的で破壊的です。たまたま気が変わっ

たとしても、私はあなたのためにここにいます。手遅れになる前に、どうか心を

入れ替えて、私のもとに戻ってきてください。誰かの死を目撃するのは 

喜ばしいことではありません！"  

これは申命記32章のように、モーセの歌の中で神様が言われていることです。こ
の文章はここに挿入するには長すぎるのですが、新しい目で読んでみると、神は

彼らに災いをもたらすと言っていますが、神が本当に言っているのは、彼らが神

々に身を委ねたから、神も彼らに災いをもたらす神々に身を委ねなければならな

いということです。同じ考えはホセア11章にも書かれています。 
 

イスラエルが子供の頃、私は彼を愛していた、"Zl_2028 

エジプトからわたしの息子を呼んだ。  

彼らが呼んでいたように 

だから彼らは彼らから行った;"Zl_2028 

彼らはバアル人の犠牲になった 

そして、彫られた像に焼香。 

 

私はエフライムに歩くことを教えた 

彼らの腕でそれらを取る;"Zl_2028 

しかし、彼らは私が彼らを癒したことを知らなかった。  

優しい紐で描いた、"Zl_2028 

愛のバンドで、"Zl_2028 

そして、私は彼らの首からくびきを取る者たちのように、彼らに向かって

いた。  

 

私は身をかがめて食べさせました。 

彼はエジプトの地に帰ってはならない。 

しかしアッシリアはその王となるだろう 

悔い改めることを拒んだから  



剣はその都市を切り裂くだろう 

彼の地区を食い尽くせばいい 

自分たちのカウンセラーのせいで  

我が民は我が身から背を向けようとしている。  

彼らは最高の高みを求めているが 

誰もかれを高く評価していない。 

エフライム、どうやって諦めればいいの？  

イスラエル、どうやって引き渡せばいいの？  

アドマを好きになってもらうには？  

ゼボイムのように設定するには？  

私の心が私の中で揺れ動く "Zl_2028 

同情がかきたてられる。  

わたしは、わたしの怒りの激しさを実行しない。 

エフライムを再び滅ぼさない。  

わたしは神であり、人ではない。 

あなたの中の聖なる方；"Zl_2028 

そして、わたしは恐怖をもって来ない（ホセア11:1-9、強調）。 

 

上の一節では、明らかに神々のもとに戻りつつある、バアル人（自分たちの子供

を犠牲にしていた）に捧げている民に対して、神は次のように語っています。"エ
フライムよ、どうやってあなたを引き渡せますか？イスラエルよ、どうやってあ

なたがたを引き渡そうか。この一節とパウロが説明した「神の怒り」との間に並

列性があるのが分かりますか？彼らに何が起きようとしていたかに注目してくだ

さい。  
 

しかし、アッシリア人がその王となる。  

悔い改めることを拒んだからです。  

剣はその都市を切り裂く。  



彼の地区をむさぼり食らう。 

なぜなら、自分たちの相談に乗っているからです（ホセア11:5-6）。 

 

イスラエルは別の神、別の管轄、バアルの管轄を選んでいました。神は彼らを手

放さなければならず、彼らをバアルに引き渡さなければならなかったのです。放

された結果、彼らは神の保護を失い、別の王、アッシリア王に征服されようとし

ていましたが、その軍隊はその残忍さと冷酷さで知られていました。  

神の保護から離れる人には恐ろしいことが起こります。特に、神と神の義の原則

から離れると、主に二つの結果があります。一つ目は、人々が自由奔放で暴力的

な情熱のために、自分たちの間の争いと破壊に完全に開放されてしまうことです

。二つ目は、サタンとその手先の悪質な攻撃に完全にさらされ、脆弱になること

です。以下に、両方の結果の例をいくつか挙げます。 

 

エジプトに対する重荷。 

見よ、主は急な雲に乗っておられる。 

そして、エジプトに入ってくる。 

エジプトの偶像は彼の前でよろめくだろう。 

エジプトの心はその中で溶けてしまう。 

"私はエジプト人をエジプト人に仕立て上げる。 

誰もが弟を相手に戦うことになる。 

そして、隣人に反してみんなが 

都市に対抗する都市、王国に対抗する王国。 

エジプトの霊はその中で失敗する。 

私は彼らの助言を破壊する 

そして、彼らは偶像や魔術師に相談します。 

霊媒師と魔術師。 

エジプト人には 

残酷な主人の手の中に 

激しい王が彼らを支配するだろう」 



主は言う（イザヤ19:1-4、強調を加える）。 

 
イザヤは上記のように、自分たちの肉欲的な性質を神に降伏させるのではなく、

サタンの報いと罰のシステムの知恵に従ってきた人々の自由奔放で暴力的な情熱

を描写しています。彼らは自分たちの間で戦い、お互いを罰し合っています。「

エジプト人とエジプト人、誰もが兄弟と戦い、誰もが隣人と戦い、都市と都市、

王国と王国」。ここには愛も赦しも恵みもありません。 

世界はまさにこの状態に近い。これが、今まさに世界の状態なのです。人々は、

"偶像や魔術師、霊媒師、魔術師"に相談している。"偶像や魔術師、霊媒師、魔術

師"は、彼らに復讐やいわゆる"正義"の寓話や悪の原理を教えているのである。と

ころで、これらの偶像や魔術師や霊媒師や魔術師は、水晶玉を見ているだけの人

ではありません。これらの偶像、魔術師、霊媒師、魔術師はどこにでもいる。メ

ディア、映画、漫画、ビデオゲーム、ニュース、教会、政府、世界の組織、企業

、そしてリストの中にあります。イエス・キリストの外には、これらの悪霊から

の安全な避難所はありません。 

では神の反応はどうなるのでしょうか？神はサタンの知恵を求める者を 

サタンの手に委ねられる "残酷な主人" 
"獰猛な王"だこの"残酷な主人"と"獰猛な王"は、獰猛さと残酷さで"彼らを支配す
る"のです。彼はその報いと罰のシステムで彼らを支配していくのです。  

神がこのようなことをするのは、神ご自身がこれらの人々に教訓を学ばせたいか

らなのでしょうか？神は汚れ仕事をするためにサタンを使うのでしょうか？絶対

に違います。彼らがサタンの管轄下で生きることを選んだからこそ、神は彼らに

自由を与えているのです。神は、サタンがご自分の愛する子供たち、つまり全人

類に与えるであろう恐怖を思い、苦悩の中で泣き叫びます。 

神がサタンに手渡す人々は、その行動によって、彼らがサタンの原則によって生

きていることを示しています。これは、「エジプト人はエジプト人に対抗する」

、「誰もが兄弟に対抗して戦う」、「誰もが隣人に対抗して戦う」という言葉で

表現されています。イエス様は、私たちの時代、つまり最後の時代にもこのよう

なことが起こると予言されました。 

国家は国家に対して立ち上がり、王国は王国に対して立ち上がるからであ

る（マタイ24：7）。  

さて、兄弟は兄弟を裏切って死なせ、父はその子を裏切り、子らは親に反

旗を翻して死刑にする（マルコ13:12）。  



これらの節で説明されている人々は、サタンの報いと罰の原理に満ち溢れていま

す。彼らの性格は封印され、サタンの手口によって形作られているのです。  

旧約聖書の中の「神の怒り」についてさらに調べてみると、神が「神の怒り」を

行使するときには、まさにこのようなことが起こることがわかります。ここに詩

篇の一節があります。 
 

わたしの民よ，聞いて，わたしはあなたがたを諌める。 

イスラエルよ，もしあなたがたがわたしの言うことを聞くならば。 

あなたがたの間には、外国の神は存在しない。 

あなたは外国の神を崇拝してはならない。 

私はあなたの神の主です。 

誰があなたをエジプトの地から連れ出したのか 

口を大きく開けて、私はそれを満たします。 

しかし，わたしの民はわたしの声に耳を貸さなかった。 

イスラエルには、わたしはいない。 

だから、自分の頑なな心に譲った。 

自分の考えで歩くこと。 

ああ、私の民は私の言うことを聞くだろう。 

イスラエルがわたしの道を歩むように（詩篇81:8-13、強調）! 

 
神の苦悩を感じることができますか？"わが民よ、聞け。イスラエルよ、もしあ
なたがたが私の言うことを聞くならば！"私の言うことを聞け、私はあなたがたの
神である!私はあなたがたの世話をする者である!ただ「口を大きく開けよ、そうす
れば、私はそれを良いことで満たしてあげよう」!なぜサタンのところに行って食
べる必要があるのでしょうか？暴力的な原理であなたを滅ぼす別の神に、霊的な

食べ物、知恵、理解を求めに行く必要があるのでしょうか？ 

イスラエルは、この世の神である「外国の神」に従うことを選びました。人々は

神の諌めと警告を聞こうとしませんでした。そのため、彼らは竜の口の中に入っ

ていったのです。神の嘆きは、痛みと苦悩の宇宙的な叫びのようなものです。"あ
あ、わたしの民がわたしの言うことを聞き、イスラエルがわたしの道を歩むよう



に！"ああ、人々がアガペの愛、恵み、赦し、いのちの私の道を歩んでくれること
を！」。その代わりに、彼らは「自分たちの道を歩む」のではなく、報いと罰の

ために、お互いに破壊し合うのです。これらの言葉は、神が私たちをサタンに引

き渡すことを喜んでおられるように聞こえるでしょうか？神は、私たちを拷問者

に引き渡すことを喜ぶサディスティックな支配者のように聞こえるでしょうか？ 

引き続き、旧約聖書の中のいくつかの例を見ていきます。そして、これらの出来

事をさらに掘り下げていくと、私たちは、神が私たちを見放すとき、なぜ神が私

たちを見放すのか、神が私たちを見放すのは誰なのか、そして、神が私たちを見

放すときに何が起こるのかを理解していきます。  
 

1.ヘゼキア  
 
第二歴代誌第三十章では、ヒゼキヤ王は民を神のもとに戻そうとしました。そこ

で、彼は民に檄文を送りました。  

それから、走者たちは、王とその指導者たちからの手紙を持って、イスラ

エルとユダの全土に行き、王の命令に従って語った。"イスラエルの子らよ
、アブラハム、イサク、イスラエルの主なる神のもとに帰りなさい。あな

たがたの先祖とあなたがたの兄弟たちのようになってはならない。彼らは

先祖の主なる神に背いて罪を犯したので、主は彼らを荒廃の地におさめら

れた。あなたがたの先祖たちのように肩肘張らず、主に屈服して、主が永

遠に聖別された主の聖所に入り、あなたがたの神である主に仕えなさい。

あなたが主のもとに帰れば、あなたの兄弟たちとあなたの子供たちは、彼

らを捕虜にした者たちから憐れみをもって扱われ、彼らがこの地に戻って

くることができるからである。  

ヒゼキヤは民に神のもとに帰るように懇願した。アッシリアの王たちから逃れて

きたのは、一部の若い世代だけでした。ヒゼキヤは子供たちに、自分たちの親に

従わないようにと懇願しました。彼らの父親たちはどうなってしまったのでしょ

うか。彼らは"彼らの父祖の主なる神に背いたので、主は彼らを荒廃させた"彼らは
悲劇と破壊、神の怒りの「激しさ」を経験していたのです。  

しかし、神はこれらすべてのことを彼らに与えたのでしょうか？絶対に違います

。彼らが他の神に従うことを選んだために、神は彼らを解放されたのです。神が

彼らから顔をそむけたように見えたかもしれませんが、神から顔をそむけたのは

彼らであることがすぐにわかります。  



民衆の不法侵入は何だったのか。なぜ彼らはそのような状況にあったのでしょう

か。ヒゼキヤが前の章で述べたことに注目してください。  

レビ人よ、聞け！さあ、自分たちを清め、先祖代々の主なる神の家を清め

、聖なる場所からゴミを運び出せ。彼らは主を見捨て、主の住む所から顔

を背け、主に背を向けた。彼らはまた、前庭の戸を閉め、灯りを消し、聖

なる場所で線香を焚いたり、イスラエルの神に焼燔の供え物をささげたり

しなかった。そのため、主の怒りはユダとエルサレムに降りかかり、主は

、あなたがたの目で見たように、彼らを悩みと荒廃と嫉妬のためにお与え

になった。このために、わたしたちの父祖たちは剣で倒れ、わたしたちの

息子たち、娘たち、妻たちは捕虜となったのです。"イスラエルの主なる神
の激しい怒りが私たちから遠ざかるように、イスラエルの主と契約を結ぶ

ために、私の心には何の知恵もありません（第二歴代誌29:5-10、強調）。  

ヒゼキヤがレビ人たちに聖地の「屑」を運び出すように指示したため、民は聖地

に「屑」を置いていたのです。KJVでは、「ゴミ」の代わりに「不潔」という言葉
を使っていますが、これはヘブライ語ではniddâhという言葉です。この言葉の意味
は  

適切に拒否;暗示によって不純、特に個人的な（月経）または道徳的な（偶
像崇拝、近親相姦）：遠く、不潔、花、月経（女性）、離れて置かれ、取

り除かれた（女性）、分離、離れて設定された、不潔な（-
ness、事、不潔さと）。  

レビ人は，偶像の道徳的不純物である偶像礼拝を「月経」に例えて持ち込んでい

ました。彼らは善悪の知識の木の原則、つまり自分たちの行い、自分たちの正義

、つまり「ゴミ」を聖なる場所に持ち込んでいましたが、そうすることによって

、事実上サタンを崇拝していたのです。屑」とは、女性の月経の布のように不純

なもので、一度使ったら捨てなければならない役立たずのものでした。また、小

羊の血によって自分を清めるのではなく、自分の血を流して清めることも意味し

ます。神はご自身の比喩で遊ぶのではなく、ありのままを語られるのです。  

神はイザヤ書でも同じ比喩を使っています。 

 

しかし、私たちは皆、汚れたもののようなものです。 

また、私たちの義はすべて汚れたボロ布のようなものである（イザヤ64:6）
。 

 



ここでの「不潔な」という言葉は、「（周期的な）月経の流れを設定する；意味

合い的に（複数形で）soiling: - filthy (Strong's 
Concordance)」という意味の単語'êdです。 

人々は神を根こそぎにして、聖なる場所にある神の正当な場所から神を追放し、

サタンの不純で善悪の混ざった原理を表す役立たずの偶像に置き換えていました

。彼らは神を「見捨て」、神から「顔を背け」た者たちでした。彼らはどのよう

にしてこのようなことができたのでしょうか？しかし、彼らを非難する前に、私

たちがサタンの善と悪の二重の性格を、その性格が純粋で、汚されておらず、咎

や悪に汚染されていない聖なる神に帰属させるとき、私たちは全く同じことをし

ていることを理解する必要があります。  

これらの偶像が聖地にあったことには大きな意味があります、なぜなら聖地は神

の場所だからです!神だけが聖なる場所であるのは、神だけが善と悪が混じり合っ
ていないからです。ヘブライ語で「聖地」と訳されているqōdešという言葉につい
て、単語学習辞典ではどのように説明されているかに注目してください。 

この言葉は、聖なる場所を指すときにも使われます。神の臨在があるから

こそ、どんな場所でも、どんなものでも、誰でも聖なるものになるのです

（出エジプト3:5）。幕屋の中の聖なる場所（出エジプト26:33; 
出エジプト28:29）は、幕によって最も聖なる場所から切り離されていまし
た（出エジプト26:33）；これは神殿の最も聖なる場所をも指します（1Ki 
6:16）。定冠詞を持つこの言葉は、幕屋全体（出エジプト36:1、出エジプト3
6:3-4; 出エジプト38:27）と、後にソロモンが建てた神殿（1Ki 
8:8）を指し、文字通り、聖なる場所（Psa 60:6[8]; Psa 
63:2[3]）を指しています（Word Study Dictionary, emphasis added）。 

最聖所は、神が大祭司とコミュニケーションをとるために、あわれみの席の上に

置かれていた二人の覆いをしたケルブの間に来ていた場所です。憐れみの席は神

のあわれみと恵みの玉座を表しています。最聖所は神の律法（十戒に具現化され

たアガペーの愛の律法）が契約の箱舟の中のあわれみの席の下に保管されていた

場所です。聖所に関するすべてのことは，救いの計画の偉大な真理と段階を指し

示す象徴的な意味を持ち，特に神の性格の本質であるアガペの愛の律法を指し示

しています。  

聖所はもはや地上には立っていませんので、私たちにとっての聖所の意味は主に

象徴的なものです。最聖所は神の聖なる性質を表し、あわれみの座は神のあわれ

みの玉座を表し、箱舟の中の律法は神の聖なる純粋な性質であるアガペの愛を表



していました。このような観点から聖域を見るとき、私たちは彼らがしたことの

甚大さに気づくのです。  

彼ら自身はおそらく、善と悪の混合物を表す堕落した偶像を、腐敗していない、

純粋で聖なる神、創造主であり命の与え手である神（その性格は他に類を見ない

ほどの愛である）だけが置かれるべき場所に置くという行為の意味を十分に理解

していなかったのです。これは彼らの大罪であり、そうすることで、彼らは無条

件の愛の法則を報酬と罰の条件付きの法則に置き換えようとしていたルシファー

と手を組んだのです。  

彼らの不法行為に対する神の反応は何だったのでしょうか？彼らが他の神々を崇

拝し、神から顔を背けたことに対する神の反応は何だったのでしょうか？神の応

答は、神の義、神の天の原則に沿った応答でした。彼らに自由を与えるというこ

とは、破壊者を彼らから遠ざけていた神が、サタンに彼らへの完全なアクセスを

許可しなければならなかったということです。天の保護を失った彼らは、サタン

に利用され、互いに敵対するようになりました。また、彼らの敵である他の人間

を使って、彼らを抑圧し、滅ぼしました。神が彼らを解放した結果は「荒廃」で

した。ヒゼキヤ自身が民に何が起こったかを説明しています。  

あなたがたの目で見ても分かるように、彼は彼らを悩みと荒廃と嫉妬の対

象にしたのです。このために、わたしたちの父祖たちは剣で倒れ、わたし

たちの息子たち、娘たち、妻たちは捕虜となっているのです（第二歴代誌2
9:8-9、強調）。  

神様は、サタンの支配下に置かれたときに起こることを彼らに与えてくださいま

した。申命記28章に概説されているサタンの「呪いの道」の中にいた彼らは、そ
の結果、「トラブル」、「荒廃」、「嫉妬」、「剣」、「捕囚」を経験しました

。それでも、神の無条件の公平で終わりのないアガペの愛は、人々に手を差し伸

べてくださいました。  

あなたがたの先祖たちがそうであったように、首をかしげずに、主に身を

ゆだねなさい。  

人々は何をして「神の怒り」に値することをしたのでしょうか？彼らは創造主を

見捨て、神々に寝返ったのです。神の反応は何だったのでしょうか？神の反応は

彼らの選択を尊重することでしたが、そうすることによって、彼らが選んだ冷酷

な支配者に彼らを引き渡さなければなりませんでした。  



民は怒りを受けていたのか。そうです。彼らの土地は荒廃していました。しかし 

誰が彼らに破滅をもたらしたのか？アッシリア人だアッシリア人の背後にいたの

は？神ではないなぜだ？神は破壊者ではなく 創造者だからだ  

これが神のお人柄です。"あなたがたの神である主は、慈悲深く、あわれみ深く
、あなたがたが主のもとに帰るならば、あなたがたから顔をそむけることはない

」（第二歴代誌30:9）。神は唯一の絶対者です。動かない岩として、いつもそこに
おられます。私たちは、神の方を向いたり、神から遠ざかったりする動く物体な

のです。  
 

2.エゼキエル二十二世  
 
私たちが神から離れて偶像に従うようになったとき、神は私たちを見放すとはど

ういうことなのか、別の一節を見てみましょう。次の一節は、エゼキエルと「イ

スラエルの長老の一人」との会話です。神様がこの会話の一部になっていること

に注目してください。  

七年目の五月十日に、イスラエルの長老たちが主に尋ねに来て、わたしの

前に座った。そこで主の言葉がわたしのところに来て言った，「人の子よ

，イスラエルの長老たちに語りかけて，『主なる神はこのようにおっしゃ

います』と言ってください。"あなたがたはわたしに尋ねに来たのか。主な
る神は言われる。『わたしが生きている限り、わたしはあなたがたに問わ

れることはない』と。人の子よ、あなたは彼らを裁くのか？ならば、彼ら

の父祖たちの忌まわしいことを彼らに知らしめなさい」（エゼキエル20:1-
4、強調）。  

私たちがこれから目撃しようとしているのは、預言者と民の指導者、そして神と

の間の非常に興味深く、有益なやりとりです。神ご自身が、なぜ人々が現在の状

態にあるのかを説明し始めます。神は彼らの全歴史を彼らの前に示しておられま

す。  

主なる神はこう言われる。"イスラエルを選び、ヤコブの家の子孫に誓って
わたしの手を挙げ、エジプトの地で彼らに御自身を知らしめた日、わたし

は彼らに誓って手を挙げ、『わたしはあなたがたの神である』と言った。

その日，わたしは彼らに誓って手を挙げ，彼らをエジプトの地から，わた

しが彼らのために探し出した「乳と蜜のあふれる」，すべての地の栄光に

満ちた地に連れ出すために，彼らに誓って手を挙げた。そこで私は彼らに

言った，『あなたがた一人一人，目の前にある忌まわしいものを捨て，エ

ジプトの偶像で自分を汚してはならない。わたしはあなたがたの神である



。しかし、彼らはわたしに反抗し、わたしに従おうとしませんでした。彼

らは目の前にある忌まわしいものをすべて捨てず、エジプトの偶像も捨て

なかった。そこで私は言った、『わたしは彼らにわたしの怒りを注ぎ、エ

ジプトの地の中で彼らに対するわたしの怒りを成就させる』（エゼキエル

書20:5-8、強調）。  

上の文章の中で神は何を指しているのでしょうか？彼らの心をエジプトからの出

エジプトに戻そうとしているのではないでしょうか？ホレブと黄金の子牛を覚え

ていますか？神がホレブの上に律法を与えたのと同時に、人々は自分たちのため

に黄金の子牛というエジプトの偶像を造っていました。  

オシリスは、妻のイシス、タイフォと呼ばれるもう一人の神と共に、エジプト神

話の主要な人物の一人です。これらの3つの神々はエジプトの神々の頭を形成した
。彼らは正反対の原則を表していたが、彼らは一つのものとして支配していた。

オシリスは太陽の神でした。彼はまた、冥界の支配者でもありました。彼は「博

愛」を体現していると言われていた  

一部のエジプトの歴史家は、オシリスを取り巻く神話は、彼が人類の恩人とみな

されるようになったことを示していると主張し、彼の同時代人に大きな影響を与

えた。彼は田舎を旅し、音楽と踊りで田舎の人々を魅了し、「文明人」になる方

法を教え、それによって戦争に従事することを意味していた。神秘的な文献では

、オシリスはまた、水の神と呼ばれることがあります。  

彼の妻イシスは、自然の創造力を含むと言われ、彼女はまた、"正義"または"知
恵"を象徴していました、懲罰的な正義の婉曲表現です。あなたはここで善と悪の

二重性を見始めることができますか？恩恵-善（報酬）と正義-

悪（罰）。これがエジプトの神格でした。 

このように、イスラエル人が金の子牛を成形して、「これはイスラエルよ、あな

たがたをエジプトの地から連れ出したあなたがたの神である」（出エジプト記32:3

）と言った時、彼らは明らかに「神の怒り」のメカニズムを動かしていたのです

。彼らがエジプトの神を自分たちの救い主だと信じていたことが分かりますか？

彼らは明らかにサタンと彼の善悪の法則に身を委ねていたのです。 

神の律法、アガペー愛の永遠で普遍的な律法は、創造主に対する論争において、

常にサタンの攻撃の焦点となってきました。そして今、神がその永遠の律法を不

変の象徴として石に書き、世界に宣言している間に、まさにその律法が与えられ

た瞬間に、人々はエジプトで善悪の律法によって残酷な束縛の中に捕らわれてい

た神への忠誠を取り戻したのです。繰り返しになりますが、彼らを非難する前に



、私たちは全く同じことをしているかもしれないということを認識しておきまし

ょう。では、その時、神はどのように対応されたのでしょうか？エゼキエルとイ

スラエルの長老たちに何と言われたのでしょうか？ 

しかし、私は自分の名を異邦人の前で汚されないように、自分の名のため

に行動しました。  

人々に像、偶像を建てさせることで、サタンはその場で神の手を借りて、神の保

護を取り除かせようとしていたのです。なぜサタンはそのようなことをしたいの

でしょうか？それは、もし神が保護を手放してしまったら、サタンはその場で人

々に災いをもたらすことができたからでしょうか？そうすれば、サタンは人々を

、そして私たち全員を、彼らを罰しているのは神であると信じるように導くこと

ができたのではないでしょうか？それがサタンの意図だったのではないでしょう

か。神の律法が報いと罰の律法であると私たちに思わせることです。私たちを罰

するのは神だと？ 

彼らの中にいた「異邦人」はどうだったでしょうか？もし突然、イスラエル人が

全滅したら、彼らは神をどう思うでしょうか？それはまるで、サタンが神を岩と

岩の間に追い詰めたかのようでした。  

人々はサタンを選び、サタンは彼らに近づく権利を要求していました。まるで神

に言ったかのように"人々が私を神として選んだのだから、あなたの保護を取り除
かなければならない」と言っているようなものです。もしあなたが民の自由の全

くの神聖さを信じる正義の神であるならば、彼らを解放してください。彼らを私

に引き渡してください。彼らは私を彼らの指導者に選んだ。"  

確かに、私たちの自由を最大限に尊重してくださる神は何ができるでしょうか。

彼は手放さなければなりません。その日、神は非常に不安定な立場にありました

。まさにその瞬間、神は人々のために執り成してくれる人間的な代理人を必要と

していました。神は、その比喩的な保護の壁の隙間に立つ者を必要としていたの

です。その壁には比喩的な大きな穴が開いていました。その穴は敵の全軍が入っ

てくるのに十分な大きさでした。人々は偶像を建てることによって、その隙間を

作ってしまったのです。そして今、神は人々がしたことにもかかわらず、祈り、

保護を求める人間を必要としていたのです。  

なぜ神はこれを必要とされたのでしょうか？神がこれを必要とされたのは、破壊

者サタンを近づけないようにする権利を持つためです。そうすれば、神は破壊者

の悪意と残酷さから人々を守り続ける権利を持っていたのです。モーセはその役



割を果たしました。この全く同じエピソードについて詩篇師が書いたことを見て

みましょう。  
 

ホレブで子牛を作った 

そして、その成形された像を崇拝した。 

こうして彼らは栄光を変えた 

草を食べる牛のイメージに。 

彼らは救い主である神を忘れていた。  

エジプトで偉大なことをした人 

ハムの国の不思議な作品。 

紅海のほとりの素晴らしいもの。 

それゆえかれは，かれらを滅ぼすと言われた。 

モーセの選ばれた者は，その裂け目の中でかれの前に立っていなかったの

ではないだろうか。 

主が彼らを滅ぼさないように、主の怒りを追い払うために（詩篇106:19-
23、強調）。  

 
モーセは神の前に「裂け目の中に立って，神の怒りを振り払うために，神が彼ら

を滅ぼさないように」立ったのです。これは、裂け目の中に立つという比喩であ

り、保護の壁の隙間に立つということです。これが何を意味しているのかを研究

しない限り、私たちには何の意味もありません。このことについては、今すぐに

は完全には触れませんが、神の奇妙な行為について論じるときには、このことに

も触れていきます。今のところ、モーセの執り成しの祈りは、神が民を守り続け

る権利を与えるのに十分なものでした。"神の怒り"は回避され、神は人々を破壊者
の手に解放しませんでした。このように、神は言うことができました。 

 

しかし、私は自分の名を異邦人の前で汚されないように、自分の名のため

に行動しました。  

 



神は「御名のため」に行動されました。異邦人の間で神の名が汚されないように

「神の名のために」彼らを守った。これを機に、サタンが再び神様の人格を汚す

ことができないようにしたのです。出エジプト記の出来事に戻ると、ここで何が

起こったのかをさらに理解することができます。  

主はモーセに言われた。あなたがエジプトの地から連れ出したあなたの民

は、自分自身を堕落させてしまったからです。彼らは，わたしが命じた道

からすぐに離れてしまった。彼らは自分たちで成形した子牛を作り，それ

を崇拝し，それに生け贄を捧げ，『イスラエルよ，これがあなたがたをエ

ジプトの地から連れ出したあなたがたの神だ』と言ったのである。"主はモ
ーセに言われた、「わたしはこの民を見てきました。だから，わたしの怒

りが彼らに向かって熱く燃え上がり，彼らを焼き尽くすために，わたしを

一人にしてください。そうすれば，わたしはあなたがたを偉大な国民とす

るであろう。モーセは神である主に嘆願して言った"主よ，なぜあなたの怒
りは，あなたが偉大な力と強大な手でエジプトの地から連れ出したあなた

の民に対して熱く燃え上がるのですか。なぜエジプト人は、『彼は彼らに

害を与え、山で彼らを殺し、地の表面から彼らを焼き尽くすために彼らを

連れてきたのですか』と言わなければならないのですか。あなたの激しい

怒りから目をそむけ、あなたの民への害をやめさせてください。あなたの

しもべであるアブラハム、イサク、イスラエルを思い出してください。あ

なたは自分自身に誓い、彼らに言った。それで主は，ご自分の民に害を及

ぼすと言われていたことをやめられました（出エジプト記32:7-
14，強調）。  

神の性格や大論争の舞台裏を理解していない人たちは、この一節を取り上げて、

神の怒りから手を引くように神を説得したのはモーセだと言うでしょう。このよ

うにして、彼らは被造物を創造主自身よりも優れた存在にしてしまいます。彼ら

は、あわれみの神である神ご自身よりも、人間を憐れみとあわれみの対象として

います。  

神の怒り」が裏でどのように機能しているのかを理解しなければ、私たちは必然

的にこのような理解に陥り、神を短気で熱血漢、神の怒りを鎮めるためには人間

が抑えなければならない存在として見るようになるでしょう。  

モーセの執り成しは，怒って激怒している神を落ち着かせるために必要なもので

はありませんでした。神がご自身の愛する民を傷つけることをやめさせるために

必要なものではありませんでした。アブラハム、イサク、ヤコブとの約束を覚え

ていない忘れっぽい神様に思い出させる必要はありませんでした。  



神には気性の問題はありません。神はモーセが夢見ていた以上に民を愛しておら

れました。また、「神の目に隠された被造物はないが、すべてのものは裸であり

、私たちが説明をしなければならない神の目に開かれている」（ヘブル4:13）と書
かれている神は、確かに忘れっぽい神ではありません。  

しかし、モーセは人間として神に執り成しています。そして、人間が他の人のた

めに執り成しをするとき、その執り成しは、神と悪魔の間で起こっている大きな

霊的戦争の文脈の中で力を持っています。それは、悪魔に対しても「憤慨するよ

うな告発」（ユダ9章）をしない、義にかなった公正な神に、サタンのような冷酷
な支配者の前で人々を擁護する論拠を与える力を持っています。ゼカリヤ３章に

よると、このようなことがまさに起こっていることに注目してください。 

そして、大祭司ヨシュアが主の御使いの前に立ち、サタンがその右手に立

って彼に対抗する姿を私に見せた。そして、主はサタンに言った、「主は

サタンよ、あなたを叱りなさい。エルサレムを選ばれた主が、あなたを叱

責してくださいます。これは火からむしり取られた焼き印ではないか」（

ゼカリヤ3:1-2）。 

ヨシュアは人類の模範であり、"主の天使"の前に立っている。"主の天使"とは主
ご自身のことであり、"彼に対抗するために彼の右に立っている"サタンに向かって
、ヨシュアを非難するように言われています。"主はサタン、あなたを叱責される
。エルサレムを選ばれた主は、あなたを叱責します。これは火の中からむしり取

られた焼き印ではないのか？"  

サタンは「告発者」を意味する「泥棒」であり、「盗みと殺しと破壊のためだけ

に来るのではない」（ヨハネ10:10）。サタンは「荒ぶる獅子であり、滅ぼす者を
求めている」（第一ペテロ5:8）のです。  

明らかにサタンの道を歩んでいる人のために祈るとき、イエス様はサタンに向か

って言われます。"主はサタンよ、あなたを叱りつけなさい""誰かがこの人のため
に執り成したのだから、私は今のところあなたを遠ざける権利を与えられている

。" 

エゼキエル20章に戻ると、神はエゼキエルとイスラエルの長老たちに、自分たち

の歴史の中で起こったことを説明し続けていたことがわかります。  

だからわたしは彼らをエジプトの地から出て行かせ、荒野に連れて行った

。そして、わたしは彼らにわたしの律法を与え、わたしのさばきを示した

。それは彼らとわたしとの間のしるしとなり、わたしが彼らを聖別する主

であることを彼らに知らせるためであった（エゼキエル20:10-12、強調）。  



神は人々が神の管轄下で生活し、神の保護と神の祝福を受けるために必要な一つ

のものを与えられました。それは，神の律法を与えられたことです。それは，神

の律法を与えられたことです。アガペの愛の律法を与えられました。「人がそれ

を行うならば、その律法によって生きなければならない」と。サタンが反逆の始

まりから宇宙から排除しようとしてきたものを与えたのです。これは，神の律法

を与えることであり，神が彼らのためにできる最高のことでした。それは彼らに

命を与えるようなもので、「人がそれを行うならば、その人はその律法によって

生きなければならない」というものでした。また，神は安息日も与えられました

。それは，神が彼らを滅ぼす方ではなく，彼らを「聖別する方」であることを彼

らが知ることができるようにしたのです。  
sanctify」という言葉は、「（因果的に）清くする、（清くするように）発音する
、観察する」（ストロングス・コンコーダンス）という意味です。神は私たちを"

清い"と宣言し、"清い"と見なしておられます。だからこそ、創造主である神が私
たちを「清めてくださる」主であることを「知る」ために、「神と私たちの間の

しるし」として安息日を与えてくださったのです。彼は説明し続けます。 
 

しかし、イスラエルの家は荒野でわたしに反抗し、わたしの律法を歩まず

、わたしのさばきを軽蔑し、「人はそれによって生きる」とし、わたしの

安息日を大きく汚した。そこでわたしは，荒野でわたしの怒りを彼らに注

いで，彼らを滅ぼそうと言った。しかし，わたしは，わたしの名が異邦人

の前で汚されないように，わたしが彼らを連れ出した異邦人の目の前で，

わたしの名のために行動した。だからわたしはまた，荒野で彼らに誓って

わたしの手を挙げた。彼らはわたしの裁きを軽視し，わたしの律法を守ら

ず，わたしの安息日を冒涜したからである。それにもかかわらず，わたし

の目は彼らを滅亡から免れた。わたしは彼らを荒野で終わらせなかった。(
エゼキエル書20:13-17、強調)。  

これらの過去の出来事を読むとき、私たちは、すべての聖書の歴史は、この地球

の歴史の最後の世代に生きている私たちのための模範となるものであることを心

に留めておかなければなりません。特に出エジプトの物語は、私たちが当時の人

々と同じ過ちを犯さないように、警告と教訓の対象として与えられています。こ

の点に関して、使徒パウロが第一コリント10章で書いていることに注目してくだ
さい。  

さらに、兄弟たちよ、私たちの先祖たちは皆、雲の下にいて、皆、海を通

り、皆、雲の中と海の中でモーセにバプテスマを受け、皆、同じ霊的な食



べ物を食べ、皆、同じ霊的な飲み物を飲んでいたことを、あなたがたに知

られたくない。彼らは、彼らについてくる霊的な岩を飲んでいたのです。

しかし、彼らの大部分については、神はあまり喜ばれなかった。さて、こ

れらのことがわたしたちの模範となったのは、彼らが欲していたように、

わたしたちも悪しきものを欲してはならないという意図からである。彼ら

のように偶像崇拝者になってはいけません。"人々は座って飲み食いし、起
き上がって遊んだ"と書かれているように、私たちは性的不道徳な行為をし
てはいけません。また、彼らの一部がしたように、性的不道徳な行為をし

てはならない。また、彼らの一部がキリストを誘惑したように、キリスト

を誘惑してはならない。これらのことはすべて、彼らに起こったことを模

範としたものであり、これらのことは私たちの戒めのために書かれたもの

であり、時代の終わりが来た人たちのために書かれたのです（第一コリン

ト10:1-11、強調）。  

私たちは過去の過ちから学ぶことになっています。"時代の終わり"とは、私たち
が知っているように世界の終わりです。今が私たちの時代です。私たちは、イエ

ス・キリストの再臨のギリギリのところに住んでいます。今生きている私たちは

時代の終わりが来た者なのですこれはすべて、私たちの「戒め」のために書かれ

たものであり、私たちへの警告でもあります。彼らを滅ぼしたのは誰なのか、注

目してください。  

さて、ヨハネの黙示録9章11節では、破壊者がはっきりと指摘されています。 

そして、彼らの上に底なし穴の天使を王とし、その名はヘブライ語ではア

バドン（破壊）であるが、ギリシャ語ではアポリオン（破壊者）と呼ばれ

ていた（黙示録9:11、強調しています）。 

デストロイヤーは"底なし穴の天使"だこれは絶対に神ではありません!神はエゼキ
エル書２０章で神の説明を続けています。なぜ「神の怒り」が世界を襲うのかを

説明しています。  

しかし，わたしは荒野で彼らの子供たちに言った『あなたがたの先祖の律

法を歩んではならず，彼らのさばきを守ってはならず，彼らの偶像であな

たがたを汚してはならない。わたしはあなたがたの神である。わたしの律

法を歩き、わたしのさばきを守り、それを行い、わたしの安息日を聖別す

れば、わたしとあなたがたの間のしるしとなり、わたしがあなたがたの神

の主であることを知ることができる。"それにもかかわらず、子どもたちは
わたしに反抗した。彼らはわたしの律法を歩まず、わたしのさばきを守ら

ず、『人はそれによって生きていくもの』であるわたしの安息日を汚した

。そこでわたしは，わたしの怒りを彼らに注ぎ，荒野で彼らに対するわた

しの怒りを成就させようと言った。それにもかかわらず，わたしは手を引



いて，わたしの名のために行動した。彼らはわたしのさばきを実行せず、

わたしの律法を軽蔑し、わたしの安息日を冒涜し、彼らの祖先の偶像に目

をつけていたからである。(エゼキエル書20:18-24、強調)。  

神がどのように人々に正しい選択をさせようとしているかがわかりますか？それ

なのに、人々は神々や「善悪の知識の木」の教えに従うことに固執しているよう

に見えます。私たちの自由に対する神の神聖な配慮は、神が私たちを罰するので

はなく、むしろ私たちが行う選択に私たちを解放してくれます。次の節に注意し

てください。  

そのため、わたしはまた、彼らを善ではない律法と、彼らが生きることの

できない裁きに屈させ、その祭儀の賜物のために、彼らを不浄と宣告した

。  

人々が神々を選んだとき、彼らは事実上、報酬と罰の律法、善悪の道徳律法によ

って生きることを選んだのです。言い換えれば、神がアダムに「善悪の知識の木

」について警告したように、「それを食べた日には必ず死ぬだろう」というよう

に、命を生み出さず、実質的に命を奪うような律法と裁きです。  

その結果、彼らは報いと罰の神を崇拝していたので、「すべての長子を火の中に

通した」、つまり、罰する神の怒りを鎮めるために、すべての長子を火の上で犠

牲にしたのです。つまり、彼らは罰する神々の怒りを鎮めるために、すべての長

子を火の上に生け贄として捧げたのです。 

神は言う。  

だから、人の子よ、イスラエルの家に話しかけて、彼らに言ってください

。"主なる神はこう言われる。『あなたがたの父祖たちは、このようにして
も、わたしに不誠実であることによって、わたしを冒涜したのです。わた

しが彼らに与えることを誓ってわたしの手を挙げた地に彼らを連れて行き

、彼らがすべての高い丘とすべての太い木を見たとき、彼らはそこにいけ

にえをささげ、そのいけにえをもってわたしを挑発した。またそこでは，

彼らは甘い香りを漂わせ，その酒の供え物を注ぎ出した。そこでわたしは

彼らに言った、『あなたがたが行くこの高い所は何ですか』と。だからイ

スラエルの家に言いなさい。"あなたがたは，自分の祖先たちに倣って自分
を汚し，彼らの忌み嫌うべきことにしたがって汚いことをしているのでは

ないか。あなたがたが贈り物をささげ，息子たちに火の中を通らせるとき

，あなたがたは今日に至るまで，すべての偶像をもって自分たちを汚して

いるからである。イスラエルの家よ，わたしはあなたがたに尋ねられよう

か。わたしが生きている限り」と主なる神は言われる。あなたがたの心の

中にあるものは、『私たちは異邦人のように、他の国の家族のように、木



と石に仕えています』（エゼキエル20:27-
32、強調）と言っても、決してそうではありません。  

人々が神々に自分の子供を犠牲にしたのは、高い場所（マヤやアステカのピラミ

ッドの上で人間の犠牲が行われていたと考えてください）でのことでした。彼ら

はそこで「自分たちの息子たちを火の中に通した」のですが、それは私たちにと

って忌まわしいことであり、神にとってはなおさらです。  

私たちは自分自身に問いかけなければなりません：何が親が自分の子供を神のた

めに犠牲にする原因になるのでしょうか？なぜそのようなひどいことをする人が

いるのでしょうか。人々は怒りと厳しい罰を避けるために、自分の子供を神に捧

げましたが、それはもちろん神からのものだと思っていました。人々は神が誰で

あるかを誤って理解していたために、ある意味で追い詰められていたのです。家

族全員を犠牲にするよりも、一人の子供を犠牲にした方が良いと考えていたのか

もしれません。しかし、神は預言者エレミヤを通して、そのような恐ろしい犠牲

は考えたこともなかったと言われています。 

主はこう言われる。"行って陶工の土のうを取ってきて、民の長老と祭司の

長老を何人か連れて行きなさい。そして、ポトシェルド門の入り口にある

ヒノムの子の谷に出て行って、そこで、わたしがあなたがたに告げる言葉

を宣べ伝え、『ユダの王たちよ、エルサレムの住民よ、主の言葉を聞きな

さい』と言いなさい。イスラエルの神、万軍の主はこう言われる。"見よ、
わたしはこの地にこのような大災害をもたらす、それを聞く者は誰でもそ

の耳が疼くだろう。"彼らはわたしを見捨てて、ここを異質な場所とし、彼
らも、彼らの先祖も、ユダの王たちも知らない他の神々のために、ここで

線香を焚き、罪のない人々の血でこの場所を満たしたからである（彼らは

また、バアルの高い場所を造って、その息子たちをバアルへの焼燔の供え

物のために火で焼いたが、わたしは命じも言わなかったし、わたしの心に

も浮かばなかった）。 

なんと恐ろしいことでしょう。何と悲劇的なことでしょう！人々は神の性格につ

いて誤解していたので、神を喜ばせるために、あるいは神をなだめるために、自

分の子供を火で焼かせたいと思っていたのではないかと想像してしまうほどでし

た。バアルは冷酷で残酷で無慈悲なので、バアルはそのような心を痛める犠牲を

必要としました。バアルの背後にいる真の力であるサタンは、人類のことなど何

も気にしていません。それは、神のアガペの愛の律法に反抗したことが正しかっ

たことを証明したいということです。彼はこの戦いに負けたくないのです。しか



し、サタンはもう正気ではありません。彼はすでにこの戦いに負けているのに、

まだ勝てるかのように粘り続けているのです。 

サタンの報いと罰のシステムの問題点は、彼の方法が人間にとって非常に有害で

あり、暴力の方法で秩序のようなものを作り出そうとした瞬間に、彼はまた混乱

を引き起こします。私たちが子供の頃、どのように罰せられていたかを見れば、

このことが理解できるでしょう。確かに、良い鞭打ちは、私たちを少しだけ一線

に従わせましたが、それはまた、私たちの心に恐怖と憎悪を生み出し、さらに反

抗しました。これはサタンの報いと罰のシステムの縮図です。これを世界規模で

、生活のあらゆる面で想像してみてください。システム全体が爆発し、爆発しな

ければならない点があります。それは、この世界の歴史の中で、今、私たちが到

達している地点です。 

サタンは自分の報酬と罰のシステムが神のアガペー愛の法則に勝てるようにした

いのです。サタンは、善と悪の不義の方が無条件の愛よりも、知的な存在の間に

秩序と調和を生み出す上ではるかに効率的であると主張していました。"神よ、あ
なたはどのようにして報酬と罰なしに統治することができますか？あなたの愛は

弱い。愚かなことだ。 

全宇宙の中でのサタンの評判はここにかかっています。このように、彼は私たち

が間違った神を崇拝し続けるように、神の私たちに対する無限の愛について私た

ちを無知のままにしておくために、あらゆる手段を尽くしています。しかし、私

たちが彼に目覚めた日、彼はこの戦いに負けるでしょう。その日はもうすぐです

。 

これまでに見てきたすべての証拠を考慮すると、この章の冒頭で提起した最初の

質問にはどのように答えればよいのでしょうか。神はいつ、私たちを見放される

のでしょうか？なぜ神は私たちを見放されるのでしょうか？誰に見放されるので

しょうか？神が私たちを見放すと、何が起こるのでしょうか？  

私たちが他の神々を崇拝するために神から顔を背けたとき、神は私たちを見捨て

ることを見てきました。神が私たちを見放されるのは、神の義において、私たち

に完全な自由を与えなければならないからです。もし私たちが他の神、唯一の神

、この時代の神である他の神に従うことを選ぶならば、真の神はそうする自由を

私たちに与えてくださいます。次に起こるのは、完全な混沌、破壊、痛みと苦し

みです。私たちは互いに破壊し合うだけでなく、サタンもまた私たちを攻撃し、

破壊します。  



イザヤ書３４章で、神は私たち全人類、全地球人が来て、まさにこのことを「聞

いて」理解するようにと呼びかけています。 

 

近くに来なさい、諸国の皆さん、聞いてみましょう。 

気をつけて！ 

地とその中にあるすべてのものを聞かせてください。 

世界とそこから出てくるすべてのもの。 

主の怒りは、すべての国々に対してである。 

すべての軍に対する彼の怒り。 

彼は彼らを完全に破壊した 

彼は彼らを虐殺に引き渡した  

イザヤ34:1-2、強調）。 

 
神は彼らを"引き渡した"先ほど、「神の怒り」は、神とサタンの間の大きな論争
の中にあるメカニズムであると述べました。このメカニズムは非常に単純で、政

治的な選挙によく似ています。基本的には、私たちがどの司法権に属するかを決

定する選択と結果のセットです。もし私たちがサタンの原則に従って生きること

を選択したならば、神は私たちの自由を尊重し、その司法権に内在する結果に苦

しむことを許さなければなりません。神は、私たちの選択に私たちを解放してく

ださいます。 

神は天の義の原則、すなわちアガペの愛の原則と調和して行動することしかでき

ないので、これはまさに神がなされることです。神は私たちに神から離れる自由

を与えてくださいます。神は私たちが下した選択の中に完全に歩むことを許可し

てくださいます。これこそが，わたしたちが神を捨てて他の神のために出て行く

ときに神がされることです。 
 
私たちがこの世の神を崇拝することを選択したことによって動かされる「神の怒

り」のメカニズムからは逃れることはできません。なぜでしょうか？自由は神に

とって神聖なものだからです。それは神の人格、神のアガペの愛、神の統治の基

礎となるものです。  



もし私たちがサタンを神として選ぶならば、創造主は私たちを放棄し、私たちが

選んだ管轄下に引き渡さなければなりません。これが「神の怒り」のメカニズム

です。これが聖書の"神の怒り"という言葉の本当の意味です。 
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全部入り 

不正解 

 
 
 
 
ローマ人への手紙１章で、使徒パウロは、神の不変で無条件の愛の性質を、神々

の混じり合った堕落した性質と交換する人々に何が起こるかを説明しています。

アガペー愛という神の道徳律法を見捨てる人々に何が起こるかを見ていきます。
神の原則をサタンの原則と交換する者は、神々の律法や儀式によって生きていま
すが、そうすることによって、彼ら自身がサタンの報いと罰の道徳律法に内在す

る暴力に満たされるようになります。これこそが、パウロがローマ人への手紙第

一章で"神の怒り"を説明する章で最終的に私たちを導く悟りなのです。  
この時点で、このような選択は、すべての人間が毎日のあらゆる瞬間に行われて

いるという考えをここに挿入する必要があります。それは、私たちがどのような

宗教を公言しているかは問題ではありません。それは、私たちが話す言語や、私

たちが住んでいる世界のどの部分に問題ではありません。私たちは皆、自覚して

いるかどうかに関わらず、このプロセスを一緒に経験しているのです。神を信じ

るか信じないかは関係ありません。この原則の戦いは、私たちの存在そのものに

組み込まれており、私たちの誰もがそれから逃れることはできません。 
神の道、神の儀式、アガペー愛の律法を見捨てた者はどうなるのでしょうか？彼
ら自身が彼らの主人である破壊者と同じになるのです。破壊者は、彼らの人格を

彼のイメージに成形してしまうのです。パウロがこの現象をどのように説明して

いるかに注目してください。 

すべての不義、性的不道徳、邪悪、貪欲、悪意に満ちていて、妬み、殺

人、争い、欺瞞、悪意に満ちています。このようなことを行う者は死に値

するという神の正しい裁きを知っていながら、同じことをするだけでなく

、そのようなことを行う者を認めている者たちです（ローマ1:29-
32、強調しています）。ローマ人への手紙1:29-32、強調されています）。) 

神々の教えに従う者は、「すべての不義、性的不道徳、邪悪、貪欲、悪意に満ち

、妬み、殺人、争い、欺瞞、悪意に満ち、ささやき、裏切り者、神を憎み、暴力

的、高慢、自慢、悪事を発明し、親に従わず、見分けがつかず、信頼できず、不

信感があり、冷酷で、情け容赦がない」となる。  
不義」とは、神のアガペの愛に反した、神のアガペの愛に反した、人間レベルで
の関わり方を指していることは、先に見てきました。このような状態、「すべて



の不義に満たされている」状態は、一部の不義に満たされているだけでなく、す
べての不義に満たされている状態であり、それは哀れな状態なのです。  
神の善をサタンの善と悪の混合原理と交換する人々は、善と悪の知識に基づいて

、条件付きで部分的である神の法律のために正義と公正の神の法律を残します。

彼らは平和、喜び、愛、希望、幸福を残します。神と神の原則を完全に手放すと

、最終的にはサタンの扇動による争い、流血、破壊、荒廃となります。肉体的に

男性より弱い女性は暴力を受け、未亡人となり、また、もう一つの標的である子

供たちもまた、言いようのない虐待を受け、孤児となります。  
神は、アガペの愛という神の性質について、私たちが必要とするすべての証拠を
私たちに与えてくださいました。その証拠は、神の創造の業と、世のために死ぬ

ために御子をお与えになったことにあります。もし私たちが神と神の原則を拒否

するならば、他に神に何ができるでしょうか。主ができることはもう一つだけあ

ります。それは、私たちの自由を尊重することです。主は基本的に、私たちが選

んだ支配者に私たちを引き渡すことを強制されているのです。  
神の愛の方法を拒否するのは、ゆっくりとしたプロセスです。私たちは少しずつ

、最終的には完全に神の側につくか、サタンの側につくかの選択をしていくので

す。神の「御霊は永遠に人と争ってはならない」（創世記6:3）。これは、神がせ
っかちだからではありません。何しろ、ローマ人への手紙15章5節には、神は忍耐
の神であると書かれているからです。しかし、神は、私たちがもう戻れないとこ

ろまで行ってしまったことを見て、愛のうちに私たちに自由を与えてくださる時

が来ます。ネヘミヤはそれを次のように説明しています。  

しかし、あなたは何年にもわたって彼らに忍耐し、あなたの御霊によっ

て預言者たちに証しをしてくださった。しかし、彼らは耳を貸さなかった

ので、あなたは彼らを地の民の手に渡した（ネヘミヤ9:30、強調）。  

ネヘミヤは、神が御霊と預言者たちによって「彼らに対して証しをした」と言っ

ています。この「証しされた」という言葉は興味深い言葉です。いくつかの聖書

版では、"証言された"ではなく、"警告された"や"あかしされた"という言葉が使わ
れています。ヘブライ語の'ûdという言葉の意味です。 

to duplicate or repeat; by implication to protest, testify (by reiteration); intensively 
to encompass, restore (as sort of reduplication): - admonish, charge, earnestly, lift up, 
protest, call (take) to record, relieve, rob, solemnly, stand right right, testify, give 
warning, (bear, call to, give, take to) witness. 

最初の意味は、"複製"や"繰り返し"です。神は警告を複製して繰り返し、二人の

証人を通して彼らを諭した。御霊と預言者を通してです。これは非常に重要なユ

ダヤ人の心には、彼らは知っていたため、"2つまたは3つの証人の口によって、問
題が確立されなければならない"（申命記19：15）。しかし、「彼らは聞こうとし
なかった」のです。神は全力で彼らを救おうとされました。しかし、彼らが聞く

耳を持たなかったので、「地の民の手に委ねた」のです。 



"地の民」は偶像崇拝に陥っており、その結果として生じる神の不在、暴力、荒
廃を経験していました。パウロは「神の怒り」を同じように理解しており、神か

ら離れた結果として神が私たちに与えてくださることを確認しています。  

彼らは神の真理を嘘と交換し、永遠に祝福される創造主ではなく、被造

物を崇拝し、被造物に仕えていたのです（ローマ1:24-25、強調）。  

聖書の意味での"不潔さ"とは、純粋さや神聖さの反対の意味です。"したがって
、心と心の「不潔さ」は、善と悪の二重性によって形成された二重性を意味しま

す。これは、男性と女性が自分たちのための神の本来の目的を手放すことにつな

がります。彼らは「神の真理をサタンの嘘と交換」し、その結果、「創造主では

なく被造物を崇拝し、仕えていた」のです。彼らが神を崇拝していると思ってい

た時、実際には被造物であるサタンを崇拝していたのです。そして、サタンは、

アダムとエバを通してエデンの園で示されたように、創造主の被造物に対する創

造主の本来の設計のあらゆる種類の歪曲に彼らを導き、創造主の本来の意図の倒

錯に導きます。"このような理由で、神は彼らを卑劣な情欲に陥れられた。  

このために、神は彼らを卑劣な情熱に屈服させられた。彼らの女でさえ

も、自然の用を自然に反するものと交換したからである。同じように、男

たちもまた、女の自然な使い方を離れて、互いに欲情に燃え、男たちは男

たちと一緒に恥ずべきことを犯し、自分たちの過ちの罰を自分たちの内に

受けた。そして、彼らは神をその知識の中にとどめておくことを好まなか

ったので、神は彼らを堕落した心に委ね、ふさわしくないことをするよう

にされた（ローマ1:26-28、強調しています）。  

多くの人がこれらの言葉を受け取り、同性愛嫌悪的な方法で使用しています。彼

らはこれらの言葉を、神の本来の目的からのいかなる種類の逸脱に対しても非難

し、愛のない方法で行動するためのライセンスであると解釈しています。しかし

、それはこの言葉の意図ではありません。むしろ、目の肥えた人たちのための道

しるべとして意図されているのです。  
これはどういう意味でしょうか？ソドムとゴモラがそうであったように 
社会が上記の段階に達した時 我々は物事がかなりの速さで 
下降していくことを知っていますなぜ、このようなことを言うのでしょうか？そ

れは、社会がこの段階に達すると、影響力、安全性、保護、神が意図したあらゆ

る種類の祝福の核である家族が大きな危険にさらされていることを知っているか

らです。"家族の絆で結ばれた強い絆である「自然な愛情」はもはや存在せず、そ

の結果は次のようになります。  

すべての不義、性的不道徳、邪悪さ、貪欲さ、悪意に満ちていて、妬み

、殺人、争い、欺瞞、悪意に満ちていて、ささやき、裏切り者、神を憎み

、暴力的、高慢、自慢、悪事の発明者、親に不従順、見分けがつかない、

信頼できない、愛情がない（WITHOUT NATURAL AFFECTION, 



KJV）、容赦がない、無慈悲な者である。そのようなことを行う者は死に値
するという神の正しい裁きを知っていながら、同じことをするだけでなく

、そのようなことを行う者を認めている人たちです（ローマ1:29-
32、強調）。ローマ人への手紙1:29-32、強調されています）。) 

神と、社会を結びつける接着剤である神の不変の愛の原則を手放すと、「彼らは

神の知識を保持することを好まなかったので」、彼らはサタンの臣下となり、「

神は彼らに堕落した心を与え、ふさわしくないことをするようにされた」のです

。今、彼らはサタンと同じように、「すべての不義に満たされている」のです。

これは、パウロが2テモテ3:3で述べているのと同じ状態です。 

また、最後の日には、危険な（危険な）時代が来ることも知っています

。人は自分を愛し、貪欲で、自慢家で、高慢で、冒涜者で、親に不従順で

、無愛想で、不潔で、自然な愛情がなく、休戦者で、虚偽の告発者で、失

禁し、激しく、善良な者を軽蔑し、裏切り者で、気高く、高邁で、神を愛

する者よりも快楽を愛する者となるからです（第二テモテ3:1-
4、強調しています）。  

上記のような性格の特徴を持った人と交流してみたことがありますか？そのよう

な人は、同僚や家族、友人と平和に暮らすことができたでしょうか。神の抑制力

、神の愛の力が人間に完全に拒絶されると、基本的には自滅し、お互いに全滅し

てしまいます。だからこそ、人はそれぞれ兄弟に、家族は家族にさえも敵対する

のである。血縁関係を維持するあの「自然な愛情」はもうないのです。  
神の怒り」の明確なメッセージは、誰もが蒔いたものを刈り取るということです

。しかし、これは因果応報であり、神からの恣意的な罰の行為ではありません。

それはサタンの不義の原理そのものであり、サタンのやり方に従う者の中に埋め

込まれているものであり、それが彼らの破滅をもたらすのです。預言者エゼキエ

ルがこのことをどのように説明しているかに注目してください。 

だからイスラエルの家の者よ、すべての者をその道に従って裁く」と主

なる神は言われる。"悔い改め、すべての罪から立ち直りなさい。あなたが
たが犯したすべての罪を捨て、新しい心と新しい霊を得なさい。イスラエ

ルの家よ、なぜあなたがたは死ななければならないのか。死ぬ者の死を、

わたしは喜ばないからだ」と主なる神は言われる。"それゆえ、立ち返って
生きなさい"（エゼキエル18:30-32、強調）。  

それゆえ、わたしは彼らにわたしの怒りを注ぎ、わたしの怒りの火で彼

らを焼き尽くし、彼らの行いを自分の頭の上で報いた」と主なる神は言う

（エゼキエル22:31、強調）。 

また、サタンの報いと罰の原理を完全に染み込ませられた人たちが、どのように

お互いに敵対するかにも注目してください。 



万軍の主の怒りによって、地は焼き尽くされ、民は火の燃料となり、誰

も自分の兄弟を惜しむことはできない（イザヤ9:19、強調）。 

わたしはあなたがたにわたしの怒りを注ぎ、わたしの怒りの火をもって

あなたがたに吹きつけ、あなたがたを破壊するのに長けた残忍な男たちの

手に引き渡す（エゼキエル21:31、強調）。 

その日には、主からの大いなるパニックが彼らの間に起こる。"Zl_2028
"誰もが隣人の手をつかみ、隣人の手に対して手を上げる（ゼカリヤ14:13、
強調）。 

神の愛の律法の外に存在する争いや混乱は、この時代の終わりに神の御霊が最終

的に完全に拒絶されたときに、最大限に明らかにされるでしょう。このことを踏

まえて、次の節をどのように解釈すればよいのでしょうか。  

見よ、主の日が来て、残酷な、怒りと激しい怒りをもって、その地を荒

廃させ、その罪人をその地から滅ぼされるのだ（イザヤ13:9）。 

その日は、怒りの日であり、悩みと苦しみの日であり、荒廃と荒廃の日

であり、暗闇と暗黒の日であり、雲と厚い暗闇の日である（ゼパニヤ1:15）
。  

その銀も金も主の怒りの日には、彼らを救うことができない。しかし、

全地は主の嫉妬の火によって焼き尽くされ、その地に住むすべての者を速

やかに追い出されるからである（ゼパニヤ1:18）。 

神は残酷な方ですか？罪人を地から滅ぼす方なのでしょうか？悩み、苦難、荒廃

、荒廃をもたらす方なのでしょうか？それとも、人々は自分自身を滅ぼし、それ

ぞれが「自分の兄弟」を惜しまないのでしょうか？このようなことを行う者」に

対する「神の正しい裁き」は、彼らの本来の自由を尊重することです。神は私た

ちが選んだ神に私たちを引き渡す。"鳥、四つ足の動物、忍び寄るもの"に代表され
るこの世の神である。  
ルシファーの王国はバビロンの王国です。イザヤ書14章では、彼は怒りの中で私
たちを打ちのめす者として記述されています。 

主があなたがたの悲しみと、あなたがたの恐れと、あなたがたが仕える

ように仕えさせられた厳しい束縛からあなたがたに休息を与えてくださる

日に、あなたがたはバビロンの王に対してこのことわざを取り上げて言う

であろう。 

"抑圧者"がいかにして止まったか。 
黄金の街が止まった! 
主は悪人の杖を折った。 
支配者の笏。 



怒りの中で人々を連打した者。 
怒りの中で国家を支配した者。 
迫害され、誰も妨げない（イザヤ14:3-6）。  

 
私たちをサタンから救ってくださるのは主です。主こそが、私たちの「悲しみ」

と、サタンの下で「仕えるように仕えさせられた」私たちの「恐れと厳しい束縛

」から「休息」を与えてくださる方です。その時、私たちはサタンが私たちの「

抑圧者」であることに気づくのです。  
"邪悪な者の杖、支配者の笏"とは何か？それは法の規則であり 
道徳的な法則であり 罪と死の法則であり 
善悪の知識の木のサタンの道徳的な法則です。これはサタンが私たちを"怒りの一
撃で"叩き続けた律法です。"怒りで国々を支配した"律法です。今や彼に従った者
たちは この同じ律法によって 彼自身が迫害され "誰にも妨げられない" 
サタンの王国バビロンは、その本来の暴力的な原則のために、荒廃と破壊の運命

にあります。エレミヤは、その終焉をずっと前に予言していました。  

主の怒りのために、バビロンは人が住むことができず、完全に荒れ果て

てしまう。バビロンのそばを通る者は皆、そのすべての災いにぞっとし、

うめき声をあげるであろう（エレミヤ50:13）。 

神が彼女を手放すからだ 神が彼女の選択の結果を 刈り取らせるからだ 
バビロンは荒廃するだろうこの古代都市に象徴されるサタンの王国は確実に陥落

します。それについては何の疑問もありません。しかし、私たちは彼女と一緒に

滅びる必要はありません。これは、黙示録者ヨハネが私たちに「彼女から出てく

るように」-
バビロンから出てくるようにと呼びかけたときに言われていることです。私たち

はこの暴力的なシステムから出てきて、その破壊と一緒に運ばれないようにしな

ければなりません。  

私の民よ、彼女から出てきなさい。彼女の罪を共有しないように、彼女

の災いを受けないように。彼女の罪は天に達し、神は彼女の咎を覚えてお

られるからです。彼女があなたがたにしたように、彼女にささげなさい。

彼女の業に応じて、彼女に二倍の報いをしなさい。彼女は心の中で『わた

しは王妃のように座っていて，未亡人ではないので，悲しみを見ることは

ない』と言っているからである。それゆえ，彼女の災いは一日にして，死

と喪と飢饉である。彼女を裁く主なる神が強いからである。  

恵みとあわれみと愛の神の原則を拒む人々はサタンの権威に委ねられる。これは

、彼を神とした者たちにも同じことをするのです。なぜですか？彼の律法の下で

は "彼らは死に値する"からだなぜか？彼のシステムは秩序を保つために 
罪人を罰するからだ彼の考えでは、悪人が罰せられれば、宇宙は正しい秩序に戻



る。"死の木"を食べたのだ罪人を滅ぼすのは、サタンとその天使たちです。これは
まさにダビデが言っていることです。  

彼らの間に破壊の天使を遣わすことによって、主の怒りと怒りと憤りと

憤りと悩みの激しさを彼らに投げかけられた（詩篇78:49）。  

これらの「破壊の天使」は神の天使ではなく、堕落した天使なのです。神はどの

ようにして私たちを滅ぼすために悪魔を送るのでしょうか？私たちがこれらの悪

魔を私たちの神として選ぶとき、神は悪魔を私たちから遠ざけることをやめ、悪

魔が私たちに近づくことを許してくださいます。"神の怒り」は、自由の原理によ
って天から啓示されます。  
神が私たちの間違った選択を称え、私たちを完全にサタンの手に委ねると、何が

起こるのでしょうか？聖書にはいくつかの例があります。洪水、ソドムとゴモラ

、西暦70年のエルサレムの破壊です。これらは"神の怒り"の最も極端な例です。次
に、聖書がソドムとゴモラについて特にどのようなことを言っているのかを見て

みましょう。 
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ソドムとゴモラ   

 

 
ソドムとゴモラを「神の怒り」の文脈で見るとき、私たちは次のような質問をし

てみるとよいでしょう。その人の状態はどのようなものでしょうか？サタンが私

たちを完全に自由に支配するとどうなるのか？悪魔の完全な憑依はどのようなも

のでしょうか？国や都市全体はどうなるのでしょうか？完全にサタンの支配下に

ある場所での生活はどうなるのでしょうか？  

パウロは、ローマの信徒への手紙１章で、これらの質問に対する答えを与えてく

れました。これは、サタンの霊を百パーセント染み込ませられている人たちが、

どのような姿で、どのような振る舞いをしているかを示しています。 

すべての不義、性的不道徳、邪悪さ、貪欲さ、悪意に満ちており、妬み、

殺人、争い、欺瞞、悪意に満ちています。  

ここに描かれている人々は 
"すべての不義に満たされている"彼らは一部の不義で満たされているのではなく、
"すべての不義で満たされている"のです。読者が思い出すならば、洪水の直前に住
んでいた人々も同じでした。 

 
洪水 

そこで主は、人間の邪悪さが地中に大きく、その心の思いのすべての意図

が絶えず悪だけであることを見た（創世記6:5、強調追加）。  

"先史時代の人々の思考のすべての意図は" 
"継続的な悪である"これは、人々が完全にサタンと彼の悪魔的な方法に支配される
シナリオを説明しています。これでは、どんな社会も生き残れません。 

 
これまで見てきたように、神様を完全に拒絶してサタンの仲間入りをした人々に

対する神様の対応は、彼らを解放することです。このことは、創世記６章の洪水

前の人々についても表現されています。 



そして主は言われた、「わたしの霊は、いつまでも人と争ってはならない

」（創世記6:3 

多くの人はこれを、ある時点で神が不従順な者に働きかけるのをやめると決めた

ことを意味すると解釈しています。あるいは、神は単に忍耐力を失い、ハンマー

を置いてしまっただけだと解釈されています。しかし、限りなく忍耐強い神は、

先住民が完全にサタンに身を委ねてしまったにもかかわらず、努力を続けるべき

ではなかったのでしょうか。神は忍耐強い方ではないでしょうか？  

そうです。神は最後の一筋の希望が消えるまで、彼らと一緒に努力しました。し

かし、ある時、神はこれ以上努力する意味がないことを悟られました。彼らは「

すべての不義で満たされていた」のであり、不義の象徴である杯のように、満タ

ンに満たされていたので、もう戻れないところまで行ってしまっていたのです。

このような理由から，神はもはや彼らに「努力」することはできず，ヘブライ語

で「嘆願する，教える，警告する」という意味になりました。彼らが愛の霊を完

全に拒否していたために，神はもう彼らに愛の霊を与えることができなかったの

です。次に、次の言葉に注目してください。 

そこで主は、「わたしが地の表面から創造した人間、人も獣も、這うもの

も、空中の鳥も、わたしが彼らを作ってしまったことを悔やんで、滅ぼす

」（創世記6:7）と言われた。 

この最後の節では、神ご自身が地の表面からすべてのものを滅ぼそうとされたこ

とがはっきりと書かれていますが、神とサタンの間で起こっていた論争の舞台裏

を見ると、人々は完全にサタンの管轄に移ってしまい、神は事実上、彼らを手放

さざるを得なかったのが分かります。彼らの選択のために、神は彼らを手放さざ

るを得なかったのです。神は破壊者から彼らを守ることをやめさせられたのです

。 

神はソドムとゴモラについても同じことをしなければなりませんでした。一線を

越えてサタンの支配下に入ってしまったため、神はこの二つの都市を守るために

、もはや物事をまとめることができなくなってしまったのです。 

支配者は、善悪の知識の木の報酬と罰のシステムのパラダイムの中で完全に考え

、行動する支配者は、法の外で行動しているときに、自分の国民に対して何をす

るのでしょうか？そのような支配者は、自分の王国の臣民が悪さをしたり、悪さ

をしたりしている場合、どのように対処するのでしょうか？そのような支配者は

どのように彼らに対処するでしょうか。  



明らかに、もし彼が完全に報酬と罰のシステムの中から操作する場合、彼は2つ
のことのうちの1つを行うでしょう：彼は彼らに報酬を与えるか、彼らを罰するか
のどちらかです。もし彼らが彼の意志に従って行動していれば、彼は彼らに報い

ます。そして、もし彼らが間違った行動をしているならば、彼は彼らを罰するで

しょう。あるいは、彼らが適切に行動するように動機づけるために、彼らに報酬

を与えるかもしれません。しかし、彼が何をするにしても、彼は常に善と悪のパ

ラメータの中から、報酬と罰のシステムの中から行動するでしょう。 

サタンが人を罰するのは悪だから、もっと悪いことに、サタンは人を善人にした

いと思っているとは考えにくいかもしれません。なぜそうなのでしょうか？なぜ

なら、私たちが考えるサタンの概念は、サタン自身が非常に邪悪であるため、た

だ悪を行いたいだけだからです。彼自身がとても邪悪なので、なぜ人々が善人で

あるかどうかを気にするのでしょうか？なぜサタンは人々に良い人になってほし

いと思うのでしょうか？悪人がサタンのものであるならば、なぜサタンは自分の

民を滅ぼすのでしょうか。 

では、これを別の文脈に置いてみましょう。あなたや私のような人間はどうでし

ょうか？聖書によれば、私たちは悪ではないのでしょうか？そうです、私たちは

悪です。ローマの信徒への手紙三章はそれを明確にしています。 
 

じゃあ何だ？私たちは彼らよりも優れているのか？全然違いますユダヤ人

とギリシア人は皆 罪を犯していると 前に告発したからだ 

書かれている通りです。 

"正しい者は一人もいない、いや、一人もいない。 

理解者は誰もいない。 

神を求める者は一人もいない。 

全員が脇を向いています。 

一緒になって不採算になってしまった。 

"善いことをする者は一人もいない" 

"彼らの喉は開かれた墓場だ 

彼らの舌で、彼らは欺瞞を実践してきた」。 

"アスの毒は彼らの唇の下にある" 



"誰の口は罵りと苦味に満ちている" 

"彼らの足は血を流すのが早い 

破壊と不幸は彼らのやり方にある。 

"平和の道は彼らが知らなかった" 

"彼らの目の前には神を恐れない"（ローマ3:9-18 

 
ご覧のように、本当に神の義を生きている人はいません。アガペの愛とは何かを

理解している人はいません。私たちは皆、神の愛の方法から背を向けています。

私たちは自分たちを善人だと思っていますが、善人であることの意味を知ってい

る人は誰もいません。私たちは蛇の道に浸っており、唇の下には「アスペの毒」

があります。我々の足は"血を流すのが早い""破壊と不幸"が私たちのやり方にあり
、"平和の道"である神のアガペー愛の道を私たちは知らないのです。サタンと同じ
ように、私たちもまた、報酬と罰のシステムを通して機能しています。私たちは

家庭でも職場でも、世界でも、常にサタンの報酬と罰のシステムの中で活動して

います。  

ですから、私たちはサタンと同じ手口を持っていることを確認した上で、私たち

は質問をします：私たちは人々が善か悪かを気にしていますか？はい、気にして

います。私たちは人々に善良であってほしいと思いますか？はい、そうです。私

たちは彼らを正すために彼らを罰しますか？もちろん、そうします。私たちの身

内である人々はどうでしょうか？私たちは自分の子供たち、自分の肉親を罰する

のでしょうか？そうです、絶対にそうします！私たちは、自分たちの報いと罰の

方法を学んできました。私たちはサタンから報いと罰の方法を学び、サタンの真

似をしてきました。もし私たちがサタンと同じ原理で行動しているなら、なぜサ

タンは同じことをしないのでしょうか？なぜ彼は罰を与えず、自分の民に敵意を

抱かないのでしょうか？ 

これらすべての問題の大きな問題は、私たちのほとんどが、報いと罰によって支

配するのは神であると信じてきたことです。神がソドムとゴモラの不正の範囲を

見たとき、神はそれ以上我慢できないほど嫌悪感を抱かれたと、私たちは皆信じ

ています。憤慨し、怒り、激怒し、冷静さを失いました。あるいは、私たちが彼

らに倣うことを恐れて、彼らを見せしめにすることにしたのです。"私が悪人に何
をしているか見たいか？気をつけたほうがいい。"行儀よくしないと 



私も同じことをするぞ"クリスマスソング「サンタクロースが町にやってくる」の
ように聞こえますね？ 

このようにして，神がソドムとゴモラが神の寛容の限界を超えたと判断した時が

来たのだと，わたしたちは考えました。その時が来たのは、神が先史時代に行っ

たように、ソドムとゴモラを滅ぼし、地表から消し去らなければならない時だっ

たのです。  

しかし、ちょっと待ってください...もし本当に神が洪水を送ったのならば、神は
また、先史時代の人々を見せしめにしたのです...しかし、神が先史時代の人々を見
せしめにしたのならば...うまくいったのでしょうか？いいえ，うまくいきませんで
した．人類は洪水という大きな「教訓」に注意を払わず、人々は罪を犯し続けた

のです。人々はまだ罪を犯し続けていたのです！ 

では、神はソドムとゴモラの住民に再び同じことをしなければならなかったので

しょうか？  

罪の問題に対する神の解決策は、最初にうまくいかなかったら、何度も何度も実

行しなければならないほど欠陥があるのでしょうか？神は本当にこのように非論

理的で非力な方なのでしょうか？ 

これは何と恐ろしい神の概念なのでしょうか。もしこれが本当なら、神の解決策

は全く不十分で非効率的です。なぜなら、正直なところ、神の解決策は全く機能

していないように見えるからです。  

私たちは、神がアガペー愛であるか、または彼は善悪によって動作する神である

かのいずれか2つのことのいずれかであることに留意する必要があります。神は生
命の木であるか、善悪の知識の木であるかのどちらかです。神の笏は義の笏であ

るか、不義の笏であるかのどちらかである（ヘブル1:8）。彼は非暴力的である（
イザヤ53:9）か、ルシファーのように暴力を使う（エゼキエル28:16）かのどちらか
です。  

神はアガペーであり、善と悪の両方を兼ね備えていることはありえません。なぜ

なら、「完全な愛は恐れを追い出します。アガペーの愛である完全な愛は、恐れ

を追い出すのです。このことを念頭に置いて、ソドムとゴモラで実際に何が起こ

ったのかを見てみましょう。 
 
ソドムとゴモラ  

 



ソドムとゴモラは楽園のような場所にありました。このことは、アブラハムとロ

トの対話の中で、アブラハムがロトに移住先を選ぶ際の最初の選択肢を与えてい

たときのことです。アブラハムは甥に言いました。 

全地があなたの前にあるのではありませんか？わたしから離れてください

。もしあなたが左に行くならば、わたしは右に行き、もしあなたが右に行

くならば、わたしは左に行きます。"ロトは目を上げて、ヨルダンのすべて
の平原を見た。それは（主がソドムとゴモラを滅ぼされる前に）主の園の

ように、ゾアルに向かって行くエジプトの地のように、いたるところで水

がよく張られていた。それから、ロトはヨルダンの平原をすべて自分のた

めに選び、ロトは東に向かって旅をした。そして、彼らは互いに離れ離れ

になった（創世記13:9-11、強調）。 

ソドムとゴモラのあったヨルダンの平原は、ヨルダン川の水がいたるところにあ

り、四つの川で水を得た「主の園」、エデンの園のようでした。また、ナイル川

によって水を得たエジプトのようでもありました。これには何か象徴的な意味が

あるのでしょうか？なぜ「川」がここで言及されているのでしょうか？ 

水」が生命を意味することは誰もが知っています。これはどこでもそうですが、

特に砂漠地帯の多い中東ではそうです。また、繁栄、豊かさ、快適さを意味しま

す。川は街の命です。実際、都市の出発点として、川に勝るものはありません。

川は人々が水を飲み、食料を育て、旅をし、水浴びをし、泳ぐための水を提供し

てくれます。川は万物の恵みである。  

今、私たちは聖書の中で「水」という言葉が文字通りに使われていることを知っ

ていますが、黙示録の中で水が「民族」の象徴として使われているように、象徴

的にも使われていることを知っています。 

そして、彼は私に言った、「あなたが見た水、すなわち、売春婦の座ると

ころの水は、民、多数、国、異邦人である」（黙示録17:15、強調）。 

聖書の他の箇所では、「水」が人の口から出る言葉を意味することもあることに

注目してください。 

人の口の言葉は深い水であり、知恵の泉は流れる小川である（箴言18:4、強
調）。 

エゼキエル書とヨハネの黙示録では、神が語られるとき、その声は"多くの水の
音のようなもの"であった。 



見よ、イスラエルの神の栄光が東の道から来た。その声は多くの水の音の

ようであり、地はその栄光で輝いていた（エゼキエル43:2、強調）。 

その足は、炉の中で磨かれたような立派な真鍮のようであり、その声は多

くの水の音のようであった（黙示録1:15、強調）。 

このように、「水」とは「民、多勢、国家、異言」だけではなく、より具体的に

は、それらの「民、多勢、国家、異言」から出てくる言葉を意味しています。  

ヨハネの黙示録に出てくる「水」と呼ばれる人々は、サタンと神の戦いの中で何

を考え、何を言っているのでしょうか？彼らの口からはどのような言葉が出てい

るのでしょうか？それは「いのちの木」からの言葉なのでしょうか？それとも「

善悪の知識の木」からの言葉なのでしょうか？この節は、彼らが「善悪の知識の

木」からの言葉を考え、口にしていることを教えています。売春婦は人々に神に

ついての嘘を教え、神の姿を偽ります。彼女が売春婦であるのは、姦淫をしてい

るからです。彼女の愛人はこの世の神です。このように、彼女が神について教え

ていることはすべて偽りであり、彼女が本当に教えているのは、この世の神が教

えていることだからです。 

さて、旧約聖書のトラという言葉がヘブライ語で"律法"を意味する言葉であるこ
とはご存知の通りです。律法の言葉は神の口から出てくる言葉であり、それはア

ガペー愛の律法であり、いのちの律法です。そして、「神は愛である」（1ヨハネ
4:8）から、アガペー愛が神の口から出てくるすべてのものであることを私たちは
知っています。神は完全にして唯一のアガペの愛です。ギリシャ語では、イエス

は御言葉（ヨハネ1:1）であり、ロゴスであり、律法であり、アガペの愛です。  

ヘブライ語のtorahという言葉は、原始的な語源であるyârâh 
yârâ'から来ており、ストロングのコンコーダンスによると、この語源は、yârâh 
yârâ'を意味します。 

適切に水のように流れるように（つまり、雨が降るように）; transitiallyly to 
lay or throw（特に矢、つまり、撃つように）; figurciously to point 
out（指を向けることで）、教えるように: archer, cast, direct, inform, instruct, 
lay, shew, shoot, teach (-er, -ing), through (Strong's Concordance, emphasis added).  

 
古代エジプトのヒエログリフのように絵、記号で書かれた聖書の古代ヘブライ語

のレキシコンには、torahという言葉が手の絵、人の絵として書かれています。この
レキシコンによると、これらの記号をどのように解釈するかというと、このよう

になっています。 



これらを組み合わせて「人の手と人の写真」とすると、「人の手」という

意味になります。人の手は投げるときに使われます。川の水の流れ。歩く

方向や生きる方向を示すための指の投げ。矢を投げること。雨の中での水

の投擲。権威者の足元に自己を投げる畏怖や恐れ（AHLB、強調追加。 

古代語の語源は「水のように流れる」「雨のように降る」という意味です。"比
喩的には" "何かを指摘する" "教える" 
"指導する"という意味ですトーラとは無条件の愛の律法であり、神はこの6000年の
間、人類に生き方を教えようとされてきました。神の言葉は、神の口から流れ出

て、私たちに降り注いできました。律法は、神とサタンの間の論争のすべての中

心となっています。神のアガペー愛の律法は、それによって生きる者に命を与え

る水のようなものです。水は、私たちを神の律法-虎-

のアガペー愛へと導く象徴なのです。 

神の教えを伝えるために水が使われている例は他にもいくつか考えられます。モ

ーセが岩を叩いて、そこから水が流れ出るようにした象徴的な行為を考えてみま

しょう。神様はそれを通して、私たちに何を教えようとされたのでしょうか？モ

ーセが岩を叩くという行為は、私たちを岩であり、礎であるイエス様、すなわち

神の不変の真理を指し示していました。  

イエス様ご自身が十字架にかかられました。そして、彼が十字架に打たれたよう

に、水、命の言葉-アガペー愛の律法の成就-

は、彼から流れ出ました。"父よ，彼らをお赦しください。イエスが神の律法を教
えられた方法は、それを成就させることによって、私たちがそれを実際に見るこ

とができるように、それを生き抜くことによってでした。十字架の上で，わたし

たちは神のいのちの律法が実際に行われているのを見ることができるのです。 

イエス様ご自身が「水」という言葉を象徴として用いられました。イエス様が私

たちに与えてくださる「水」は「生きた水」であり、「いのちの水」です。井戸

の中のサマリア人女性に対するイエス様の言葉に注目してください。 

イエスは答えて彼女に言われた。「もしあなたが神の賜物を知っていて、

あなたに『飲み物をください』と言う人が誰であるかを知っていたら、あ

なたは神に尋ねただろうし、神はあなたに生きた水を与えてくれただろう

」（ヨハネ4:10）。 

イエスは彼女に答えて言われた。「この水を飲む者はまたのどが渇くが、

わたしが与える水を飲む者は、のどが渇くことはない。しかし、わたしが

この人に与える水は、その人の内に永遠のいのちへと湧き出る水の泉とな

る」（ヨハネ4:13-14）。  



聖句にあるように、わたしを信じる者は、その心の中から生きた水の川が

流れ出る」（ヨハネ7:38）。 

イエスがサマリヤ人の女性に与える「水」は、イエスの言葉であり、無条件のア

ガペー愛という神の性質についての教えでした。それは神の無条件の愛であり、

憐れみであり、希望とあわれみのメッセージであり、いのちのメッセージでした

。水が生命を与えるように，彼の言葉は生命を与えるものでした。  

早い雨と遅い雨の象徴を考え、愛の律法であるトーラーと結びつけてください。

早い雨とは，過去6000年の間に神の口から発せられた言葉であり，私たちの心に
神の愛の律法の種を蒔いたものです。後者の雨は、イエス・キリストという言葉

を通してアガペの愛という神の性質が啓示された二重の部分であり、この世の終

わりの収穫、つまりキリストの再臨で起こる収穫のために人間の作物を準備する

雨なのです。  

この文脈では、エデンの園に水を与えるためにエデンから流れ出て、四つの頭に

分かれた川のことも考えてみてください。 

さて，エデンの園に水を与えるために川が出てきたが，そこから分かれて

四つの河口となった。最初の川の名はピションといい，ハビラの地全体を

覆う川で，そこには金がある。その地の金は良いものである。そこにはブ

デリウムとオニキスの石がある。第二の川の名はギホンで、クシュの地全

体を回る川である。第三の川の名はヒデケルで、アッシリアの東に行く川

である。第四の川はユーフラテス川です（創世記2:10-14、強調）。 

ピションは「増える」という意味ジホンは「はじける」という意味ヒデケルは「

急速に」 

ユーフラテスは「実り多い」という意味ですヨハネの黙示録２２章の神の御座か

ら流れ出る川のことを考えてみてください。 

そして彼は私に，神と小羊の御座から流れる，水晶のように澄んだ命の水

の清らかな川を見せてくれた。その通りの真ん中と川の両側には、十二の

実を結ぶ命の木があり、それぞれの木は毎月実を結んでいた。この木の葉

は、国々を癒すためのものでした（黙示録22:1-2）。 

これらの川はすべて文字通りのものかもしれませんが、神から私たちに向かって

流れ出るすべてのものを象徴しています。神はいのちであり，水はいのちであり

，神の律法はいのちの律法であり，神の口から出るすべての言葉はいのちを与え

るものです。 



しかし、彼は答えて言った、『人はパンだけでは生きていけない、神の口

から出るすべての言葉によって』と書かれている。マタイ4:4、強調）。 

このことを念頭に置いて、エゼキエル書の中の次の一節に注目してください。 

それから彼はわたしを神殿の扉のところまで連れてきて，神殿の敷居の下

から東に向かって水が流れていた。彼はわたしを北門から連れ出して，東

に面した外門に外から案内してくれた。男がその手に線を持って東に出た

とき，彼は千キュビトを測り，私を水の中に連れて行き，水は私の足首ま

で上がった。また彼は千を測って水の中に連れて行き、水は私のひざの上

まで上がった。また彼は千を測って，わたしを通らせた。水は腰まで上が

ってきた。また彼は千を測ったが、それは私が渡ることのできない川だっ

た。彼は私に言った 
"人の子よ、あなたはこれを見たことがあるか？"そして彼は私を連れてきて
川の岸に私を戻した。私が戻ってくると、川の岸に沿って、片側と反対側

に非常に多くの木がありました。そして彼は私に言った。"この水は，東の
方に流れて谷間に下り，海に入ります。この水が海に達すると，その水は

癒される。そして、川がどこへ行っても、動くすべての生き物が生きるよ

うになる。この水がそこに行くので、非常に多くの魚が出てきます。 

ここで語られているメッセージは 神の命の川が流れているところには 

どこまでも無条件のアガペー愛の言葉が流れていて 

それが触れる者には何でも癒され 

命を与えてくれるということです。"その川が流れるところには、すべてのものが
生きる"ということです。これらの箇所は、文字通りの意味で水のことを言ってい
るのではありません。イエス様ご自身が象徴的に使われたので、これらの聖句は

非常に象徴的なものです。  

水」の象徴性は、次の節でさらに明確になります。エゼキエル書の次の一節に注

目してください。 

そうすれば、わたしはあなたがたにきれいな水をかけ、あなたがたをきれ

いにし、あなたがたのすべての汚れと、あなたがたのすべての偶像から清

めよう。わたしはあなたがたに新しい心を与え、新しい霊をあなたがたの

内に置く。わたしはあなたがたの肉から石の心を取り出し、肉の心を与え

る。わたしはあなたがたの内にわたしの霊を入れ、あなたがたをわたしの

律法の中を歩ませ、あなたがたはわたしのさばきを守り、それを行うよう

にする。そうすれば、あなたがたは、わたしがあなたがたの先祖に与えた

地に住み、あなたがたはわたしの民となり、わたしはあなたがたの神とな

る。わたしはあなたがたのすべての汚れからあなたがたを救い出す。わた

しは穀物を呼び寄せてそれを増殖させ、あなたがたに飢饉をもたらさない



。また、わたしはあなたがたの木の実を増やし、畑を増やして、あなたが

たが二度と諸国の間で飢饉という不名誉を受けることがないようにする。

そうすれば、あなたがたは自分の悪しき道と、善くない行いを思い起こし

、自分の目に映る自分の不義と忌み嫌うようになるであろう（エゼキエル3
6:25-31、強調）。  

このように、「水」は非常に象徴的であり、神の御霊、神の道、神の律法、神の

律法と結びついていることは間違いありません。このように、「水」という言葉

の意味についての基礎を築いた上で、アブラハムとロトの話に戻ると、ここでの

「水」もまた、強力で意味のある比喩であることがわかります。アブラハムとロ

トがどこに移住するかについて話し合ったときのアルバート・バーンズの解説に

は、次のように書かれています。 

ロトは高貴な心の持ち主の申し出を受け入れる。彼の叔父が主であるのに

対し、彼は仲間であるため、そうしないわけにはいかない。ロトは喜んで

アブラムに自分の現在の地位を譲って、親類をしばらく見守った後、自立

のために身を引いた。彼の新しい住まいを選ぶ際には、外面的な動機と地

上的な動機が優先されます。彼はヨルダン川に面した水の豊富な低地とそ

の豊かさに魅了された。ここでは定期的な飢饉に遭うことも少なくなり、

彼は家畜や群れを連れてソドムの方角に向かって歩き回っていた。この町

とアモラ（ゴモラ）は、ロトが到着した時にはまだ栄えていました。彼ら

が立っていた国は、並外れた美しさと豊穣さを持っていました。ヨルダン

川は、その源流の一つであるパニウムにあり、メロームの水、またはセメ

ホニティス湖（Huleh）を流れた後、ガリラヤ海（Kinnereth）に落ち、地中
海の水位から63フィート下にあるガリラヤ海（Kalilee）またはキネレ（Kinn
ereth）に落ちます。 

ソドムとゴモラはヨルダン川の水を浴びた平原にあり、その繁栄はヨルダン川の

おかげでした。しかし、聖書では、ヨルダンは肯定的な象徴ではありません。そ

れどころか、ヨルダンは言葉、サタンの口から流れ出る律法を表しているのです

。なぜこのようなことを言うのでしょうか。 

まず、ヘブライ語で「ヨルダン」とは、ヘブライ語で「下る」という意味です。

バーンズが指摘しているように、ヨルダンはパニウムからガリラヤを通って「地

中海の水位から６５３フィート下」に降りてきて、死海、つまり塩の海まで来て

、「同じ水位から１３６フィート下」にあるからです。ヨルダンは下へ下へと下

っていき、下降し、死に至るまで下降していきます。死海には生命はありません

。塩分濃度が高いので 何も生きられません死に終わるこの川は 



サタンの言葉を表している 善悪の知識の木のシステム 

神が言われたことだ"それを食べた日には必ず死ぬ" 

ヨルダンがサタンの象徴であることを示すもう一つの手がかりは、子供たちやイ

スラエルが約束の地に入るためには、まずヨルダンを渡らなければなりませんで

した。彼らはどのようにしてこれを行ったのでしょうか。彼らは契約の箱舟（神

の律法が入っている箱舟）を持った12人の祭司を川の中に配置しました。祭司た
ちの足がヨルダン川の水に触れると、川の水が止まり、すべての人が乾いた陸地

で川を渡ることができました。すべての人が渡り、誰も取り残されなかった。こ

のことはヨシュア書三章に記されています。 

このタイプの応用、対義語は次のようなものです。神の律法、神の恵み、律法の

錠剤が入っていた「テスタメントの箱舟」に象徴される神の救いという神の真の

性質を理解するようになると、神の性質についてサタンの口から出てくる偽りの

言葉は止められます。そうすれば、私たちは真実、神の真の現実、神の愛の王国

、約束の地へと渡ることができます。神の王国は、私たちに生命を与えてくれる

すべてのものであり、私たちにとって良いものであふれています。 

この他の例も考えてみてください。ナアマンです。ナアマンはヨルダン川に七回

浸かってハンセン病を治しました。ヨルダンがサタンの象徴であり、サタンの口

から出る言葉や律法の象徴だとしたら、これは何を意味するのでしょうか？  

さて、聖書の中でハンセン病は罪の象徴であり、罪はサタンが宇宙に持ち込んだ

ものであることを知っています。ナアマンは人類を表し、ヨルダンはサタンとそ

の口から出る言葉（善悪の法則）を表しています。七千年の罪（ヨルダン川に七

回浸かる）、七千年の地球がサタンの罪と死の法則の下にあった後、私たちは皆

、この呪いが癒され、二度と罪が立ち上がらなくなるのです。  

苦しみは二度と立ち上がらない（ナホム1:9）。 

7,000年もサタンの嘘にさらされた後、誰が正気でサタンを再び指導者に選ぶだ
ろうか？誰が再び彼の善悪の法則を実行することを提案する勇気があるだろうか

？誰が命よりも死を選ぶでしょうか？見ての通り、我々は皆、一度きりの予防接

種を受けている。  

イエスのバプテスマは？イエス様ご自身がヨルダン川でバプテスマを受けられた

のではないでしょうか？これは何を意味するのでしょうか？ゼベデの息子たちの

母親が、イエス様がご自分の王国に来られた時に、自分の息子たちがイエス様の

右手と左手に座ることができないかと尋ねた時の、イエス様の答えを覚えていま



すか？その時、イエス様はご自分のバプテスマ（ヨルダン川でのバプテスマ）の

本当の意味を示されたのです。 

しかし、イエスは答えて言われた、「あなたは何を問うているのか分かっ

ていない。あなたがたは，わたしがこれから飲もうとしている杯を飲むこ

とができ，わたしが受けているバプテスマを受けることができますか。"彼
らは彼に言った，"わたしたちはできます"しかし，わたしの右手と左手に座
るのは，わたしのものではなく，わたしの父が用意した者のためのもので

ある」（マタイ20:22-23 

イエスが飲もうとしていた"杯"は"神の怒り"を象徴していました。私たちのため
に、イエス様は手放されることがどういうことかを経験されたのです。十字架の

上でのイエスの苦悩は、神様に見捨てられたと感じたことから来ています。イエ

ス様が受けようとしていたバプテスマは十字架の上での死であり、十字架は善悪

の知識の呪われた木のもう一つの象徴です。申命記21章に書かれていることに注
目してください。 

もし人が死に値する罪を犯したならば、彼は死刑に処せられ、あなたが彼

を木に吊るすならば、彼の体は一晩中木の上に残ってはならないが、あな

たは必ずその日に彼を埋葬しなければならない、あなたの神の主があなた

に相続財産として与えられている土地を汚してはならない。 

これは何を意味しているのでしょうか？この一節は何の木のことを指しているの

でしょうか？パウロはガラテヤ書のこの箇所を引用して、「木にぶら下がる者は

呪われている」と言って、その意味を説明しています。  

キリストは私たちを律法の呪いから贖い、私たちのために呪いとなってく

ださいました（ガラテヤ3:13に「木にぶら下がる者は皆、呪われている」と
書かれているからです）。 

これらの不可解なテキストの意味を理解するためには、私たちは象徴的な眼鏡を

かけなければなりません。聖書の中で唯一呪いに関係する木は「善悪の知識の木

」です。この木は、蛇に関連した何かの象徴でした。ヨルダン川でのイエスのバ

プテスマと十字架の象徴は、イエスがサタンの死の領域である「善悪の知識の木

」から私たちを救うために、サタンの死の領域に入ることを意味していました。

イエスは「罪を知らない者」が「私たちのための罪」になるのです。イエス様は

、私たちをサタンの死の王国から救うために、サタンの死の王国に飛び込むので

す。 



それは、罪を知らない方を私たちのために罪とされたからです（第二コリ

ント5:21、強調）。 

しかし、私たちは、神の恵みによって、すべての人のために死を味わうた

めに、栄光と名誉に冠された死の苦しみのために、天使たちよりも少し低

くされたイエスを見ています（ヘブル2:9、強調しています）。  

それは死によって、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼし、死を恐れて

生涯束縛の対象となっていた人々を解放するためであった（ヘブル2:14-
15、強調）。 

ヨナは、イエス様がご自身について唯一のしるしをされたということは、「水」

の象徴的な意味について、私たちが正しい道を歩んでいることを、もう一つの強

い裏付けとなっています。ヨナはまず海に投げ込まれ、「大きな魚」に飲み込ま

れました。「大きな魚」とは、旧約聖書に描かれているサタンの象徴であり、旧

約聖書に描かれているのは、蛇、竜、レビアサンなどの大きな海の怪物にまで遡

ることができます。  

ロトは、ヨルダン川の水を浴びた街の美しさに魅了されました。ロトはサタンの

世界の魅力に惹かれ、現在はサタンの報いと罰の法則に支配されています。ロト

はサタンの世界の繁栄、豊かさ、快適さ、美しさ、贅沢さ、律法を選びました。

私たちが知っているように、彼はその選択のために急な代償を払ったのです。  

ソドムとゴモラはヨルダン川の「水」で満たされていました。彼らはサタンの比

喩的な水で満たされており、完全にサタンの管轄下にあったのです。  

これらの事実に直面して、神は何をしようとしていたのでしょうか。神様は何が

できたのでしょうか？ホセア書に目を向ければ、これらの質問に対する答えを見

つけることができます。神様がソドムとゴモラに何が起こったのか、その手がか

りを与えて下さったのは、ご自身の民の背教という文脈の中にあります。ホセア

書の１１章は、神の民の後戻りの歴史を嘆くことから始まります。 
 

イスラエルが子供の頃、私は彼を愛していた、"Zl_2028 

エジプトからわたしの息子を呼んだ。  

彼らが呼んだように[私が預言者を送ったように  

"Zl_2028 

だから彼らは彼らから行った;"Zl_2028 

彼らはバアル人の犠牲になった 



そして、彫られた像に線香を焚いた（ホセア11:1-2、強調）。 

 
私たちはすでに、この冒頭の言葉の中に舞台が設定されているのを見ています。

何世紀にもわたって、神は民を教え、警告し、人生の道に導くために預言者を遣

わされましたが、彼らは頑なに神の使者たちの言うことを聞き入れようとしませ

んでした。神が彼らを遣わしたので、彼らは彼らを拒絶しました。彼らは善悪の

神バアルに犠牲を払い続け、神の好意や報酬を得るために、あるいは神の怒りや

罰をなだめるために、自分の子供を犠牲にしたことさえありました。  

次の節では、神はどのようにしてアガペの愛の原則を通して人々を導いたかを説

明し、神の優しさと優しさの大きさを示しています。神は民を強制的に自分に従

わせるのではなく、愛に満ちた父のように、愛を育む愛を通して民を自分のとこ

ろに「引き寄せた」のです。 
  

私はエフライムに歩くことを教えた 

彼らの腕でそれらを取る;"Zl_2028 

しかし、彼らは私が彼らを癒したことを知らなかった。  

優しい紐で描いた、"Zl_2028 

愛のバンドで、"Zl_2028 

そして、私は彼らの首からくびきを取る者たちのように、彼らに向かって

いた。  

私は身をかがめて、彼らに食べさせた（ホセア11：3-4）。 

 

神は"彼らの首からくびきを取る者のように"彼らに与えられたのです。これは、
善悪の道徳律法のくびき、すなわち、彼らが仕えることを選んだ神々が彼らの「

首」にかけたくびき、それによって彼らは束縛と恐怖にさらされていたことを指

しています。神はその後、神の警告の言葉に耳を貸さなかった人々に何が起こる

のかを概説しています。 
 

彼はエジプトの地に帰ってはならない。 

しかしアッシリアはその王となるだろう 



悔い改めることを拒んだから  

剣はその都市を切り裂くだろう 

彼の地区をむさぼるんだ 

"Zl_2028" 消費するんだ 

自分たちのカウンセラーのせいで  

我が民は我が身から背を向けようとしている。  

彼らは最高の高みを求めているが 

誰も彼を讃える者はいない（ホセア11:5-7）。 

 

この言葉は、神に呼びかけているが、実際にはサタンに似ている神に呼びかけて

いる人にも当てはまるでしょう。これらの言葉は、すべての人を裁き、誰も咎め

ない方であるイエス・キリストのように、より非難者に似ている神を崇拝してい

る人に当てはまります。  

ホセア書の次の節にある神の苦悶の叫びは、イエスが十字架にかかる途中でエル

サレムの街に乗り込んできたときの呻き声に似ています。  

どうやってあなたを引き渡せますか 
エフライム？どうやってイスラエルに引き渡そうか？どうすればアドマの

ようにすることができるでしょうか。どうすればゼボイムのようにするこ

とができるでしょうか（ホセア11:8、強調）。 

エルサレムよ エルサレムよ 預言者を殺し 
石を投げつける者！私は何度もあなたの子供たちを集めようと思った雌鶏

が羽の下に雛を集めるようにしかし 
あなたは望んでいなかった！見ろ！あなたがたの家は荒れ果てたままであ

る。あなたがたに言うが、『主の名によって来る者は幸いである』（ルカ1
3:34-35）と言う時が来るまで、あなたがたはわたしに会うことはない。 

バアル人に生け贄を捧げようとしていた人々は、神の預言者を無視していました

。彼らは神の支配を拒否し、神の愛と憐れみと公平の律法を無視していました。

そして今、彼らは自らの選択でサタンの管轄下に身を委ねていたので、神はサタ

ンが彼らに何をするかを見守る必要がありました。なぜなら、神は誰かに人生の

道を歩ませるために力を使わないからです。それは言葉の上では矛盾しているで

しょう。もし何らかの方法で力が使われるならば、アガペの愛はもはやアガペの

愛ではなく、神はアガペの愛なのです。神はアガペの愛を持っているのではなく



、神はアガペの愛なのです。言い換えれば、もし神が何らかの方法で力を使った

ならば、神は神でなくなるでしょう。神というよりも、サタンのような存在にな

ってしまうのです。 

さて、預言者ホセアは、神がソドムとゴモラを手放したとははっきりと言ってい

ません。しかし、神がアドマとゼボイムにしたように、ソドムとゴモラを手放し

て引き渡さなければならないという見通しに、神は完全に苦悩していたと言って

いるように見えます。アドマとゼボイムとは何者なのか？神はどのようにして彼

らを解放されたのでしょうか？そして、誰に引き渡されたのでしょうか？  

偶然にも、アドマとゼボイムはソドムとゴモラの近くにありました。彼らはソド

ムとゴモラの姉妹都市であり、彼らもまた、より大きな隣人と共に滅ぼされまし

た。上記の箇所では、神様はアドマとゼボイムを諦めて引き渡したように、イス

ラエルとエフライムを諦めて引き渡しています。ソドムとゴモラをあきらめて引

き渡されたのと同じように、神様はイスラエルとエフライムをあきらめて引き渡

されたのです。ホセアは、ソドムとゴモラがどのように滅ぼされたかを明確に説

明しています。神によって滅ぼされたのではなく、神がソドムとゴモラを諦めて

引き渡さなければならなかった人によって滅ぼされたのです。では、神様は誰に

ソドムとゴモラを明け渡したのでしょうか？申命記の次の一節に注目してくださ

い。ここでは、神様がこれらの都市を誰に、なぜ与え、引き渡されたのかを見て

みましょう。  

全地は焼け石に水であり、塩であり、燃えていて、種も蒔かず、実もなら

ず、草も生えない。"すべての国々は言うだろう、『主はなぜこの地にこの
ようなことをされたのか。この大いなる怒りの熱は何を意味するのか』と

言う。主がエジプトの地から彼らを連れ出した時に彼らと交わした先祖代

々の主なる神との契約を、彼らが見捨てたからである。その時、主の怒り

がこの地に対して起こされ、この書に書かれているすべての呪いをこの地

にもたらした。そして主は、怒りと怒りと大きな憤りをもって、彼らをそ

の地から追い出し、今日のように別の地に追いやられた」（申命記29:23-
28、強調）。 

モーセはこの質問がいつか出てくるだろうと予言していたことは興味深いことで

はないでしょうか。その日は今日であり、神の裁きの時が来る日だと私たちは信

じています（黙示録14：6）。神の怒りが「この地に対して、この書に書かれてい
るすべての呪いをこの地にもたらすために」起こされたことをどのように説明す

ればよいのでしょうか。もしこれを人間の言葉で説明するならば、私たちは「う



わー、神様をこれほど動揺させるために、彼らは何をしたのでしょうか」と言う

でしょう。 

しかし、神とサタンの間で６０００年も続いているこの論争では、常に目に見え

る以上のものがあります。明晰さを得る前に、人は宝石を探すように掘らなけれ

ばなりません。 

モーセ自身が、なぜこのような破壊がこれらの都市に起こったのかを説明してい

ます。それは彼らをエジプトの地から連れ出した時に彼らと交わした、彼らの先

祖の主なる神との契約を彼らが見捨てたからである。  

さて、聖書の中のすべてのことと同様に、私たちはこれを「生命の木」か「善悪

の知識の木」のどちらかで解釈することができます。善悪の知識の木の考え方で

は、彼らが他の神々に従うことを選んだために、神が彼らを罰したと言うことに

なります。我々はそれを行うときに神はそれを好きではない、彼はそれを承認し

ていない、すべての後に、彼は嫉妬深い神である。だから気をつけてください。

霊的な姦淫をしてはいけません。ソドムとゴモラには何も残っていませんでした

。何もなかったのです！文字通り塩の穴になりました。文字通り塩の穴になって

しまった。草も生えない。これはステロイドの極端な怒りだ！ 

一方で、「生命の木」の考え方で見ることもできます。生命の木のマインドセッ

トでは、神は天から、アガペー愛の天の原理から、単に人々の選択を尊重してい

ると言うことができます。彼らは明らかに他の神々を崇拝し、仕えることを選択

していました。その結果、彼らは神との契約を放棄し、それによって彼らが仕え

ていた神々と契約を結んだことが暗示されています。神は彼らを強制的に戻すよ

うにはしませんでした。神を礼拝したり、神に仕えたりするように強制したので

はありません。神は単に彼らの自由を尊重されたのです。彼らは神々のところに

行ったので、神は神々に彼らを受け入れさせました。これまで彼らの世話をして

いた神は、彼らを放棄して神々に引き渡しました。そこで私たちは読者に問いか

けます：誰が彼らを滅ぼしたのか？無条件のアガペー愛の神なのか、それとも報

いと罰の神なのか？ 

神は不変であり、常に自由を最優先とする愛の原則に従わなければなりません。

このようにして、神は彼らに自由を与えられました。しかし、ホセアを通して、

私たちは彼らを手放さなければならなかった時の神の心を垣間見ることができま

す。 

どうやってあなたを引き渡せますか 
エフライム？どうやってイスラエルに引き渡そうか？どうすればアドマの



ようにすることができるでしょうか。どうすればゼボイムのようにするこ

とができるでしょうか（ホセア11:8、強調）。 

神が無限に無条件に愛する人々が容赦なく滅ぼされるのを見るのは、神にとって

容易なことではありませんでした。ヨブの物語の中で、サタンは神がヨブを囲ん

でいた「垣根」を手放すように神に要求しました。ここでもサタンは同じことを

しました。なぜ彼はこれらの都市の支配を要求したのでしょうか？それは、彼ら

が神々の後を追い、神々に仕え、神々を崇拝していたことから明らかなように、

彼らがヨブを自分たちの指導者として選んだからです。  

それなのに、神は長い間、破壊者を抑えることができました。神は可能な限りの

手段を用いて、人々を神の管轄下に、神の原則に引き戻そうとされました。そこ

には平和、調和、愛、恵み、保護があったでしょう。  

ロトはいくつかの恐ろしい過ちを犯しましたが、それでも伝道者として何年もの

間、ソドム人の前に神の義の原則の美しさを伝えようとしました。同じように、

大洪水では、「義の伝道者」であるノアが神の義を説くために遣わされましたが

、彼もまた、不敬虔な人々に拒絶されました。この点でペテロが言っていること

に注目してください。 

もし神が罪を犯した天使たちを赦さずに、彼らを地獄に落として暗闇の鎖

に繋いで、裁きのために保留したならば、古代の世界を赦さずに、八人の

うちの一人であり、義の伝道者であったノアを救い、不義の世界に洪水を

もたらし、ソドムとゴモラの町を灰にして、彼らを滅ぼし、後に不義に生

きる人々の手本としたのである。そして、悪人の不潔な行いに圧迫されて

いた義人ロトを救い出した（その義人は、彼らの間に住み、彼らの無法な

行いを見たり聞いたりして、日に日に義人の魂を苦しめていたからである

）。主は、神々しい者を誘惑から救い出し、裁きの日のために不正な者を

罰の下に置く方法を知っておられる。彼らは僭越で、自分の意志を持って

います。彼らは高官の悪口を言うことを恐れませんが、力と力に長けた天

使たちは、主の前に彼らに対する悪意に満ちた非難を持ち込むことはあり

ません（第2ペテロ2:4-11）。 

この節は本当に何を語っているのでしょうか？この「神の怒り」を真剣に受け止

めろと言っているのではないでしょうか？その通りです。なぜなら、天使たちが

神のもとを離れ、サタンの反逆に加わろうとした時、神は天使たちさえも赦され

なかったからです。神は彼らに自由を与え、「暗闇の鎖に繋いだ」のです。神は

古代の世界をも赦されませんでしたが、最終的には洪水の水に飲み込まれました



。そして、ソドムとゴモラを赦さなかったのではなく、彼らを放棄して、彼らの

選択に応じて、サタンの支配下に引き渡したのです。  

これらはすべて、神が私たちの選択の自由をどれだけ真剣に見ているかを示す例

です。これらは、神がどれほど怒っておられるかを示す例ではありません。実際

、イエス様がエルサレムを手放された時、西暦70年にエルサレムをサタンに引き
渡そうとした時、イエス様はとてつもない悲しみと悲しみの苦い涙を流しました

。 

エルサレムよ エルサレムよ 預言者を殺し 
石を投げつける者！私は何度もあなたの子供たちを集めようと思った雌鶏

が雛を羽の下に集めるようにしかしあなたは反対した！見ろ！あなたがた

は、『主の名によって来る者は祝福される者である』と言うまで、もうわ

たしを見ることはない」（マタイ23:37-39、強調）。 

エルサレムの「家」は荒廃したままになっていたのは、彼女の守護者である神が

彼女から離れてしまったからです。彼らはイエス様を押しのけたのです。彼らが

イエスを拒絶したとき、彼らは事実上、神とアガペの愛の原則を拒絶したのです

。その後、彼は彼女を手放すために、彼女を手放すために、彼の存在なしで、彼

女自身の荒廃に彼女を残すために、彼女をあきらめることを余儀なくされました

。イエスは彼女を破壊者に引き渡すことを余儀なくされたのです。 

神はどのようにして罪を犯した天使を 

赦されなかったのでしょうか？滅ぼされたのか？いいえ、そうではありませんで

した。神が彼らを滅ぼさなかったことを知っています、なぜなら彼らはまだ地上

で生きているからです。では、どのようにして彼らを「赦さなかった」のでしょ

うか？なぜなら、神がどのようにして天使を赦さなかったかを理解することによ

って、私たちはソドムとゴモラと先住人を赦さなかったことを理解することがで

きるからです。  

ペテロは神が彼らを地獄に落とし 暗闇の鎖に繋いで 

裁きのために予約したと言っていますここでも重要なのは 

自由だ神は天使たちの選択の結果を免れませんでした。天使たちが大きな論争の

中でルシファーの側に身を置いた瞬間、彼らは暗闇の中に入っていきました。彼

らは自分たちを「地獄に落とし」、「暗闇の鎖」に自分たちを引き渡し、神はそ

れが起こるようにしなければなりませんでした。 



文字通りの地獄は存在しないことを 

知っているでは、ペテロは何を意味しているのでしょうか？この一節のアルバー

ト・バーンズの解説をよく見てみましょう。 

ギリシャ語の tartarosas - 
"彼らをタルタロスに突き落とした"ここで使われている言葉は新約聖書のど
こにもありませんが、古典の作家の間ではよく使われています。これはTart
aros（タルタロス）からできた動詞で、ギリシャ神話ではハーデス（黄泉の

国）の下層部、または深淵で、悪人の陰が幽閉され、苦しめられたとされ

、ユダヤ語のGeenna（ゲヘナ）に対応していました。一般的には、地の下
、墓から入るところ、暗い、陰気な、暗い、罰の場所と考えられていまし

た。ヨブ記10:21-
22とマタイ記5:22を参照してください。ここで言う言葉は、罰の場所を意味
する言葉です。なぜなら、すべての議論がそれに関連しているからです。

この世界が堕落した天使たちのための罰の場とされているという証拠がな

いからです。 

バーンズの理解では、ギリシャ語のtartarosによると、地獄は"罰の場所"です。し
かし、バーンズの考えとは異なり、"罰の場所"は、地球以外の"どこか別の世界"の
ように、文字通りの一つの場所ではありません。"罰の場所"とは、サタンの報いと
罰の原理が使われている場所であれば、どこでもいいのです。 

ペテロは、神がソドムとゴモラを灰にすることによって、ソドムとゴモラを見せ

しめにしたと言っています。確かにソドムとゴモラは灰にされましたが、神は彼

らの滅亡にどのような役割を果たされたのでしょうか？ホセアによると、神はソ

ドムとゴモラを放棄し、サタンの管轄下に引き渡したのです。では、神の怒りが

天から啓示されたこの例から、私たちは何を学ぶことができるのでしょうか？  

この教訓は"後に不道徳な生き方をする者"のためのものです。読者は"不敬虔な
者"という言葉について学んだことを思い出すかもしれません。それはデカログの
最初の4つの戒律を指していました。それは、順番にすべてが真の創造主である神
の代わりに、この世の神々を崇拝することに関係していました。  

もし私たちが神々を崇拝したいと思うならば、それがエジプト、ギリシャ、ロー

マ、その他の国の神々であろうと、あるいはエホバであろうと（私たちにとって

エホバが報いと罰の神であるならば）、神は私たちが選んだ神々、すなわちサタ

ンとその天使たちに私たちを引き渡すでしょう。私たちが完全に彼の管轄下に入

ると、サタンは彼の意志に従って私たちを自由に扱うことができ、彼は自由に私

たちを罰することができます。 



もし私たちがサタンの領域に入り続けるならば、神はご自身についての真実を私

たちに与えるために、懇願し、警告し、懇願し、預言者を送り、ご自身の御子を

送った後で、何ができるでしょうか？神ができるのは、私たちがした選択に見切

りをつけ、私たちに力を要求するリーダー、つまり私たちを厳しく罰するリーダ

ーに私たちを引き渡すことだけです。  

神の怒りが再び世界を襲います。それは、神様が、私たちの選択の限界を超えて

しまったことを見た時に起こるのです。そして、神様の律法に背く者がその咎の

限界に達した時（神様の不思議な行為を研究する時、この限界が何であるかが分

かります）、その咎の杯が満たされます。そうすれば、彼らは「すべての不義に

満たされ」、すべての思いは絶えず悪となります。そして、その時だけ、神は彼

らを解放し、サタンに引き渡すのです。  

私たちは今、神の保護の傘の下で生活しています。私たちは、この時にまだ平安

を得ていることに、どれほど神に感謝しているかわかりません。多くの人がすで

に解放されています。しかし、世界が神を完全に拒絶したとき、私たちは神から

手放され、破壊者に引き渡されることが何を意味するのかを知ることになるでし

ょう。その時、私たちは、神からのいかなる制約もなく、サタンの王国が本当は

何を意味するのかを知ることになるでしょう。 
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裁く者とは   

使えない   

 
"神の怒り"の研究を続ける中で、私たちはもう一つの非常に重要なポイントに対
処しなければなりません。それは、自分が"神の怒り"を受けることになるそのクラ
スの上にいると考えている人々に適用されるものです。  

パウロの「神の怒り」の定義は、第一章では止まりません。それは第二章に入り

、そこで彼は言っています。  

それゆえ、人よ、あなたがたが人を裁く者であろうと、あなたがたは理不

尽なことをしている。しかし、私たちは、神の裁きが、そのようなことを

実践する者たちに対する真理に従ったものであることを知っています（ロ

ーマ2:1-2）。  

パウロはここで何を言っているのでしょうか。裁く」人とは誰のことで、誰を裁

いているのでしょうか？私たちは、パウロがここで言っている「さばき人」とは

、パウロが第一章でこれまでに述べてきた人々、すなわち、「自然の利用を自然

に反するものと交換した」女たちと、「同様に、男たちもまた、女の自然の利用

を離れて、互いに欲情に燃え、男と男が恥ずべきことをしている」人々を非難す

る人々のことだと考えています。これらの裁判官はまた、彼が以下にリストアッ

プしたカテゴリに該当する人を非難しています。 

神は彼らを堕落した心に委ね、ふさわしくないことをするようにしました

。すべての不義、性的不道徳、邪悪、貪欲、悪意に満ちており、妬み、殺

人、争い、欺瞞、悪意に満ちています。彼らは、ささやく者、裏切り者、

神を憎み、暴力的、高慢、自慢、悪事を発明する者、親に従わない者、目

が肥えていない者、信頼できない者、非情な者、容赦のない者である（ロ

ーマ人への手紙1章29-31節）。29-31). 

ここでパウロが本当に言っていることは、どんな理由であれ、誰かを非難する者

は、本当に善悪の律法によって彼らを裁いているということです。このように、

彼らは同じことをしている、つまり、神をサタンと交換している罪を犯している

のです。どうしてでしょうか？他人を非難することによって、彼らは神の無条件

の愛の律法を破っているのです。神の無条件の愛の律法は、すべての人に無条件



で公平なあわれみと恵みを与えています。神は誰かを非難する仕事をしているわ

けではありません。それが普通なのです。なぜでしょうか。それは、神は善悪で

動くのではなく、アガペの愛で動くからです。アガペには非難はありません。ペ

テロが「力と力に長けた天使でさえも、主の前に彼らを非難するようなことはし

ない」（第二ペテロ2:11）と言ったことを覚えていますか？ 

だからパウロは他人を非難する者たちに言う。"裁く者は同じことを実践してい
るからだ"と。これは、例えば同性愛者を裁く者が同性愛を実践しているという意
味ではありません。それは、彼らが同じ善悪の律法、つまり非難の律法によって

運営されていることを意味します。 

しかし、神のさばきは、そのようなことを実践する者に対して真理に従っ

たものであることを私たちは知っています（ローマ2:2）。 

人を裁く者に対する神の裁きとは？神様は彼らもあきらめられます。裁きはサタ

ンの管轄に属しているので、神は彼らを裁きの管轄に引き渡します。サタンは非

難者です。この箇所で他人を非難する人たちは、自分たちが非常に道徳的で、神

と一致していると思っています。そして、彼らは特に同性愛者を非常に不道徳で

あると考えています。したがって、彼らは自分たちが軽蔑と罰に値すると見てい

る者よりも優れていると考えているのです。  

旧約聖書には、過去に同性愛が全く不道徳なものとして認識されていたことを明

らかにしている箇所が二つあります。一つ目は、創世記第十九章のロトの話です

。二つ目は、ユダヤ人の審判19章にあるレビ人とその妾の話です。どちらの話で
も、同性愛者の男性が親戚やアブラハムの子孫の家を訪ねてきて、訪ねてきた男

性と同性愛の関係を持ちたいと頼みました（ロトの場合、問題の男性は天使でし

た）。ロトも妾の父親もそのようなことを許すのは非常に不道徳だと考えていま

した。しかし，彼らの倫理規定や道徳観では，これらの男たちに娘を与えること

は不道徳ではありませんでしたし，娘の中には処女もいました。彼らにとっては

、娘たちが輪姦されるのを許すことは、男たちの訪問者がソドムを踏まれるのを

許すことよりも道徳的なことだったのです。  

しかし、パウロがここで言いたいのは、伝統的に最も不道徳な人々と考えられて

きた同性愛者を裁き、非難する人々は、サタンの罠に陥ってしまった道徳家であ

るということです。同性愛者を裁き、非難することによって、彼らは事実上、サ

タンの律法や善悪の道徳的基準を使っているのです。パウロがどのようにこの問

題を取り上げ続けているかに注目してください。 



人よ、あなたがたは、このようなことを行い、同じことをしている者を裁

く者が、神の裁きから逃れることができると思っているのか。それとも、

神の善良さが悔い改めに導くことを知らずに、神の善良さ、寛容さ、忍耐

強さの豊かさを軽蔑しているのか。しかし、あなたの硬さと無節操な心の

ために、怒りの日と神の正しい裁きが啓示される日に、あなたは自分のた

めに怒りを蓄えているのです。善行を忍耐強く続けることによって、栄光

と名誉と不滅を求める者には永遠の命が与えられますが、自己中心的で真

理に従わず、不義に従う者には、悪行を行うすべての人の魂、すなわちユ

ダヤ人が先であり、ギリシャ人でもある人には憤りと怒り、苦悩と苦悩が

与えられ、善行を行うすべての人には栄光と名誉と平和が与えられます。

神を疎んじることはないからです（ローマ2:3-11、強調されています）。  

繰り返しになりますが、パウロは、自分が非難する者よりも優れていると思って

いるすべての人に、次のように言っています。言い換えれば、非難し、非難する

ことによって、神の管轄下に留まると思いますか？神の裁きから逃れること、つ

まり、あなたが従う本当の神に神があなたを引き渡さないことを意味すると思い

ますか？いいえ、神は私たちの心を読み、私たちがどこに属しているかを知って

います。もし私たちが神のアガペー愛の法則よりもサタンの善悪の法則に沿った

ものであれば、神は私たちが選んだ神に私たちを引き渡すのです。これまでにも

辛らつな警告があったとすれば、これはそれです。この意味を理解してください 

自分の"硬さ"と"無節操"な心に従って"他人を非難する人たちは、"自分のために"

怒りと神の正しい裁きの啓示の日に、"怒りを蓄えている"のです。神はどのように
して「その行いに応じて一人一人に報いる」のでしょうか？善良な者には報いを

与えるのか？悪ければ罰するのでしょうか？いいえ、これはパウロが言っている

ことではありません。ここにイエス様の言葉が浮かび上がってきます。  

裁いてはいけません。あなたがたが何を裁くかによって、あなたがたは裁

かれ、あなたがたが使った測り方によって、あなたがたに測り返されるか

らです（マタイによる福音書7:1-2）。  

私たちは、私たち自身がどのような「判断」のシステムを使って判断することに

なるのでしょうか。裁きには二種類あります。神様の正しいさばきは、恵み、自

由、あわれみです。もう一つは、サタンの裁きであり、これは非難と罰です。私

たちが使うさばきは、神の国の正しいさばきと、サタンの国の非難の政府のどち

らかに属しています。人を裁き、非難することによって、私たちは「怒りの日の

ために自分のために怒りを蓄えている」のです。恵みと憐れみが人生の原則であ



ることを理解するために、神がすべてのことを行った後に、神があきらめる日の

ことです。  

神の正義の裁きは、私たちの選択した政府の結果を刈り取ることを許してくださ

るでしょう。すべての人には自由を行使する自由があり、すべての人が自分の選

択の結果を刈り取ることになります。これは「神の怒り」であり、私たちの選択

を尊重し、その選択の結果を私たちに経験させることです。これは次の節が私た

ちに語っていることと同じです。 
 

正しい者には，それがかれらとうまくいくと言ってください。 

彼らはその行いの実を食べるからである。 

災いなるかな，邪悪な者よ。それは彼にとって悪いことである。 

その手の報いが与えられるからである（イザヤ3:10-11）。  

 

人の子は、御父の栄光のうちに御使いたちと共に来て、その働きに応じて

一人一人に報いられるからである（マタイ16:27）。 
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神の変幻自在  

 

 
第一の陣営は、力による懲罰的な神を信じて推進する人々であり、第二の陣営は

、少数派であるが、イエス・キリストが現されるために来られた非暴力的な神を

信じて推進する人々である。どちらのグループも、それぞれの立場の証拠を聖書

に頼っている。キリスト教の外では、世界が知らないうちに、同じような二極化

が起こっています。誰もがこの最終的なカウントダウンに向けて、神の側かサタ

ンの側かのどちらかに位置しています。 
私たちは皆，聖書の反定型的な贖罪の日に生きています。モーセの聖域で年に一
度，聖域が清められた典型的な日の究極的な成就です。この典型的な贖罪の日は

、年に一度、聖域が清められたモーセの聖域の典型的な日です。これは、神が座

って、誰が救われ、誰が失われるかを決定するために、私たち一人一人を裁く時

であることを意味しています。このシナリオには何かとても怖いものがあり、多

くの人が贖罪の日の反定型的な全体のアイデアを完全に捨てて、このように風呂

の水と一緒に赤ちゃんを投げ捨てています。  
ヨハネの黙示録14章には、裁きの時が来たと書かれています。 

神を畏れ、神に栄光を授けなさい。神の裁きの時が来たのだから、天と

地、海と水の泉を造られた神を礼拝しなさい」（黙示録14：6-7、強調）。 

しかし、誰が裁いているのか、誰が裁かれているのか。神は私たちを裁いておら

れるのでしょうか？それとも私たちが神を裁いているのでしょうか？もし神様が

私たちをさばかれているのなら、私たちが救われるに足るか、失われるに足るか

を判断しているのだと思うでしょう。しかし、もし私たちが神を裁いているとし

たら、私たちはどのように神を裁いているのでしょうか？  
この本の著者は、私たちが神を裁いているという第二の選択肢が正しいと考えて

いますが、聖書はこれを支持しています。しかし、すぐに分かるように、神を裁

くという行為は、私たちをも裁いているのです。この理解は、ローマの信徒への

手紙３章から引用した次の節に基づいています。 

書かれているように"自分の言葉で裁かれ、裁かれる時には乗り越えられ

る」（ローマ3:4、強調）と書かれているように、「自分の言葉で裁かれ、
裁かれる時には乗り越えられる」（ローマ3:4、強調）。 

この節は、私たちではなく、神に向けて書かれています。この節を書くにあたっ

て、パウロは詩篇51篇から直接引用しています。ここでは、この詩篇の翻訳をい
くつか紹介します。 



それは、あなたが語るときには義とされ、あなたが裁くときには明らか

にされるためです（詩篇51:4、KJV、強調）。 

それは、あなたが語るときは正しく、あなたが裁くときは罪のない者と

されるためです（詩篇51:4, NKJV, emphasis added）。 

私はあなたに対して、あなただけが、あなたの目に罪を犯し、あなたの

目に悪事を行いました。 

それは、あなたの言葉を正当化し、あなたが裁かれるときに克服するた

めである（詩篇51:4、ブレントン、強調）。 

まず第一に、ここで語られている人物が神であることは疑いの余地がありません

。"あなたに対して、あなたの目の前で私は罪を犯し、このような悪事をした"これ
は、ダビデがバテシェバと姦淫を行い、夫を殺害した後、神に語りかけているも

のです。  
パウロは今日のような翻訳を持っていませんでした。彼が持っていたのはヘブラ

イ語の旧約聖書だけです。彼がダビデの詩篇を、私たちが提供した最後のブレン

トン訳と同じように解釈していたことに気がつきましたか？ブレントンもパウロ

も同じことを言っています。彼らが言っているのは、ダビデが語るときに義とさ
れるのは神であり、裁かれるときに清められるのは神だということです。さて、
ダビデはそのような意味で言っていたわけではないかもしれませんし、自分の言

っていることを理解していたわけでもないかもしれません。しかし、パウロはダ
ビデの言ったことをこのように解釈したのです。また、パウロがこのように解釈
したのは、イエス・キリストに出会ってから、全く新しい心と聖書の理解を得た

からです。  
今、裁かれているのは神様だということを確認した上で、それぞれのバージョン

のニュアンスや、この一節の意味について、バージョンごとに進行していること
に気づかれましたか？最初のバージョンでは、神が私たちを裁いておられること
を暗示しているように見えましたが、最後のバージョン（パウロの解釈に最も近

い）では、私たちは裁かれているのは神であることを理解しています。つまり、

神が人間をどのように裁くかという点で、神を裁いているのは私たちであるとい
うことです。神は「生命の木」を通して私たちを裁いておられるのでしょうか？
それとも、神は善悪の知識の木を通して、報いと罰を裁かれるのでしょうか？ 
私たちは神を裁いているだけでなく、宇宙全体を裁いているのです。誰もがこの

地球上で起きていること、この宇宙の劇場で起きていることを観察して、神が実

際にどのような方なのかを見ています。もし神が本当に裁かれているとしたら、

なぜ私たちは神をどのように裁いているのでしょうか。なぜこのように神に焦点

が当てられているのでしょうか？  
これらの質問に対する答えはとても簡単です。サタンはすべての生き物を混乱さ

せ、欺いたので、天使でさえもこれらのことを調べたがるのです（第一ペテロ1:12
）。天の存在は、ここで起こっていることから学んでいます。 



これは、今、神の多様な知恵が、教会によって天の地の支配者と権力者

に知られるようになることを意図したものです（エペソ3:10）。 

パウロは第一コリント人への手紙の中で、自分と使徒たちを神が「天使たちと人

との間で、世間の見世物」にしたと考えているとまで述べています（第一コリン

ト4:9）。しかし、聖書は、神が私たちのさばき人であることも明確にしています
。 

最後に、義の冠が私のために置かれています。それは義のさばき人であ

る主がその日に私に与えてくださるもので、私だけではなく、主の現われ

を愛するすべての人にも与えられます（第二テモテ4:8、強調）。 

しかし、私たちは神を裁いていると同時に、神がどのように「正しい裁判官」で

あるかを考え、熟考し、理解しようとしています。神はアガペの愛の領域では正
しい裁判官なのでしょうか、それとも報酬と罰の領域では「正しい裁判官」なの

でしょうか。彼は善と悪の領域の中で正しい裁判官なのでしょうか？主はどのよ

うなお方なのでしょうか？主はアガペの愛の性格を持っておられるのでしょうか
、それとも善悪の性格を持っておられるのでしょうか？もしそうでない場合、主

はどのように私たちを裁いておられるのでしょうか？ 
詩篇51篇が預言しているのは、神が義とされ、義とされ、その行いのすべてにお
いて義とされるということです。神はすべての悪行から解放されます。神はすべ

ての「さばき」において、罪のない純粋な方とされます。裁かれるとき、神様は
敵の嘘をすべて打ち破られます。神は、過去六千年の間に行ってきたことはすべ

て、神の義であるアガペー愛という神の永遠の道徳的律法に従ってのみ行ってき
たことが明らかになるのです。神が、悪の問題に対処するための解決策として、

サタンの善悪の死の原理を利用するために、一度も神の律法から逸脱したことが

なかったことが、誰の目にも明らかになるでしょう。  
聖書的に言えば、神を裁いているのは私たちであることは間違いありません。し

かし、これにはねじれがあります。ねじれとは、神の性格を判断することによっ
て、私たちは自分自身を判断することになるということです。少なくとも、これ
はイエス様が言われたことのように思われます。 

わたしを拒み、わたしの言葉を受け取らない者は、自分を裁くものを持

っています-
わたしが語った言葉は、最後の日に彼を裁くのです（ヨハネ12:48、強調）
。 

"私が話した言葉は、最後の日に彼を裁く"イエスは、私たちが今生きている「最
後の日」、すなわち「裁きの日」という反典型的な贖罪の審判の日の方向性を明

確に示しています。しかし、最後の日に私たちを裁くのは何でしょうか？イエス

様が言われたことから、それはイエス様とイエス様の「言葉」、イエス様のメッ

セージを私たちが受け入れるか否かです。イエス様はご自身を、神のお人柄につ



いての真理の最後で最終的な権威者と位置づけておられ、もし私たちがイエス様

に耳を傾けなければ、私たちは必ず暗闇の中を歩むことになります。  
イエス様はこの裁判の主な証人です。イエス様は「真の証人」であり、私たちに

真実を与えることができる唯一の方です。 

そして、ラオディケの教会の天使には、『これらのことは、忠実で真の

証人であるアーメンが言う、神の創造の始まり（黙示録3:14、強調）』と書
かれています。 

イエス様がご自身の証人について何を言われたかに注目してください。 

もし私が来て彼らに話しかけなければ、彼らには何の罪もなかったのに

、今では罪の言い訳ができない（ヨハネ15:22）。 

もし私が他の誰もしなかった業を彼らの間で行わなかったなら、彼らは

罪を犯すことはなかっただろうが、今、彼らは私と父の両方を見て憎んで

いる（ヨハネ15：24）。 

もし神が私たちに真実を示し、神が本当は誰であるかについて正しい判断を下す

のを助けるために、唯一の真の信頼できる証人を遣わされなかったならば、私た

ちはサタンの神に関する嘘のために神を誤って判断してしまう責任を負うことは

ありませんでした。しかし，「忠実で真実な証人」を拒否するならば，神につい

ての的外れな「罪」を「言い訳」することはできません。イエスの証を拒否する
ことによって、私たちはイエスと御父の両方を憎んでいることを示しているので

す。イエスの証を拒否することによって、私たちはサタンと同じように、イエス

の父のアガペー愛の原則について教えられたすべてのことを憎んでいることを示
しています。  
結局のところ、このことが意味するのは、私たちはイエス様の神のご性質につい

ての啓示を受け入れるか拒否するかによって判断されるということです。 
 
聖める者と聖められている者とは，一体であるからである。 
"私の兄弟たちにあなたの名を宣言します。 
集会の中で私はあなたを賛美します。" 
(ヘブル2:11-12、強調) 

義なる父よ。世はあなたを知らないが、わたしはあなたを知っている。

そして、わたしはあなたの名を彼らに宣言し、それを宣言します。 

"世界は神を知らない"イエス様が語られた「世界」とは、過去の世界と現在の世
界、つまりあらゆる時代の世界のことでした。この「世はあなたを知らない」と
いう一文には、旧約聖書のイエスの「義の父」の描写が含まれていますが、それ

は、愛に満ちている一方で、大量殺戮的な専制君主でもある二重の神の、かなり



悲惨で恐ろしい描写でした。この描写は、イエスの人生、教え、十字架上の死と

調和していません。 
イエスは御父についての啓示を与えるために来られたのですが、神が善悪の神で

あるという悪意のある嘘を覆されました。世はあなたを知らないが、わたしはあ

なたを知っている...わたしはあなたの名を彼らに宣言し、それを宣言する。  
神は「義の父」であり、冷酷な暴君ではありません!神は義の神であり、それは
命の道です。神は恵みと赦しの神であり、非難と罰の神ではありません。神はい
のちの神であり、死の神ではありません。神は創造主であり、破壊者ではありま

せん。神は誰も殺したことはありませんし、これからも殺すことはありません。

なぜなら、神の性格は不変であり、善と悪の間を行ったり来たりすることがない

からです。それを受け入れるすべての人にとって、ここにはアガペー愛の神の真
の知識の中で豊かな人生があります。神は"泥棒"ではなく、むしろ、彼は"良い羊
飼い："である。 

そこでイエスは再び彼らに言われた、「何よりも確かなことは、あなた

がたに言う、わたしは羊の戸である。わたしの前に来た者は皆、泥棒や強

盗であるが、羊たちはそれを聞かなかった。わたしがその扉である。だれ

でもわたしによって入るならば、その人は救われ、出入りして牧草地を見

つける。泥棒は盗むため、殺すため、滅ぼすため以外には来ない。私が来

たのは、彼らがいのちを得るためであり、彼らがより豊かにいのちを得る

ためである。"私は良い羊飼いです良い羊飼いは、羊のためにご自分の命を
お与えになります。ヨハネ10:7:11）。 

泥棒は、嘘を含め、あらゆる方法で盗み、殺し、破壊していました。イエス様は

、神様のお人柄に関するすべての嘘に終止符を打つために来られました。しかし

、いまだに神は破壊者であると信じている人たちがいます。特に、罪を終わらせ

るためには、神様が罪人を滅ぼさなければならないと信じています。そのため、

彼らはしばしばイザヤ書28章の一節を引用します。 

主はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られる

からである。 

神が最後に罪人を滅ぼすという見解を支持する人たちは、神の「奇妙な行為」は

、神が最後に罪と罪人を滅ぼすこと、つまり火によって行われる滅ぼし方だと信

じています。しかし、旧約聖書に書かれているように、神が過去に罪人を滅ぼさ

れたことがあるならば、最後の審判の日に罪人を滅ぼすことは神にとって何ら不

思議なことではありません。むしろ、それは神のいつもの手口の一部であり、罪
人に対処するための神のいつもの確立された方法の一部に過ぎないのです。では

、それはどのようにして彼の「奇妙な行為」になるのでしょうか？ 
問題は、いつものように、私たちが聖書が自分で言葉や用語を定義することを許

していないことです。私たちは、イザヤ書の28章で言われているように、聖書の



テキストを掘り下げずに、テキストとテキストを一行一行比較して、ここに少し

、あそこに少しと、表面的なレベルで解釈する傾向があります。 
 

彼は誰に知識を教えるのか。 
そして、誰にメッセージを理解させるのでしょうか？ 
ミルクから離乳したばかりの人？ 
それは胸から抜いただけか？ 
訓戒は訓戒の上にあり、訓戒は訓戒の上にある。 
線に沿って線に沿って線に沿って線に沿って線に沿って線に沿って線に

沿って線に沿って 
ここに少し、そこに少し」（イザヤ28:9-10 

 
神の奇妙な行為について語っているこの節を一字一句解剖し、そのヘブライ語の

言葉の意味を見て、聖句と聖句を比較してみると、神の奇妙な行為は、この節の

浅い読み方や文字通りの読み方が示すようなものとは全く異なるものであること

がわかります。では、早速、神の奇妙な行為に入っていきましょう。 
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主は立ち上がる . . .  

 
 
 
多くの人が、神が罪人と罪を滅ぼす最後の行為であると信じている神の奇妙な行

為を記述した基礎的なテキストに到達しました。問題のテキストは、イザヤ書の

２８章２１節にあります。  

主はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られるか

らである。  

この節の最初の部分には、"同じ感情が異なるが同等の言葉で繰り返される"同義
の平行構造があります。これは、一つの思想が二つの異なる方法で表現されてい

ることを意味しています。  

主はペラジム山のように立ち上がられ、ギベオンの谷のように怒られるか

らである（強調）。 

思い起こせば、この本の冒頭で、「怒り」を表すギリシャ語のオルゲが、「立ち

上がる」「後手に回る」という意味の古語オロスと関係していることを示しまし

た。この情報は、「立ち上がる」と「怒る」が同じ意味の並列表現であることを

裏付けています。ですから、イザヤ書のこの節の冒頭の「主は立ち上がる」とい

う言葉を読むと、この立ち上がるということが「神の怒り」と関係していること

がわかります。"彼はジベオンの谷のように怒るであろう"  

さらに、ここでの平行動詞は、「立ち上がる」と「怒る」です。これは何を意味

するかというと、この二つの慣用句は同じ意味を持っているということです。ロ

ーマ人への手紙一章で説明されているように、この二つは「神の怒り」を意味し

ています。文学的な構成では、これは私たちがこう言うのと似ています。"カール
の商売はピーナッツの価値があるが、一銭の価値もない」と言っているのと似て

います。"value peanuts"と"value a 
cent"はどちらも慣用的な表現ですが、どちらも"Carl's 
business"には価値がないという同じ考えを伝えています。  



私たちは、「神の怒り」とは、報いと罰の神々のために神から離れる者たちに自

由を与え、手放すという神の行為であることを見てきました。"ですから、「主は
立ち上がられる」も同じ意味を持つはずです。このことは、先に進めば進むほど

明らかになってくるでしょう。 

ヘブライ語で「立ち上がる」という言葉を調べてみると、文字通りの意味以外に

も多くの用途があることがわかります。ヘブライ語で「立ち上がる」という意味

のqûmには多くの意味があります。 

上昇する（様々な用途で、文字通り、比喩的に、集中的に、因果的に）。a
bide, accomplish, be clearer, confirm, continue, decree, be dim, standdure, enemy, 
enjoin, get up, make good, help, hold, (help to hold) lift up ( again), make, but newly, 
ordain, perform, pitch, raise (raise)後退する（立ち上がる）、残る、（a-
）立ち上がる（立ち上がる）（再び、反対に）、立ち上がる、セットする

（立ち上がる）、（e-
）安定させる、（立ち上がらせる）、かき混ぜる、強化する、成功する、

（as-、make-）確実に（ly）、（be）立ち上がる（-hold、-上昇する）。 

読者の皆様にもお分かりのように、この言葉には様々な使い方があります。立ち

上がる」という意味の他にも、「守る」「達成する」「明確にする」「確認する

」「継続する」「決定する」「確立する」「強化する」などの意味があり、さら

には「成功する」という意味もあります。これは簡単な言葉ではありません。 

旧約聖書の神学的単語帳（Theological Wordbook of the Old Testament 
(TWOT)）にも、この単語の多くの用途や用法についての長いエントリがあります
が、この文脈に最も関連していると思われる次の用途で終わります。 

最後に、私たちの言葉は武道の文脈で頻繁に使われています。それは、（

ユダ 7:15）、（出エジプト 2:17）、戦争（または闘争、ヨハ 
7:2）での勝利のための準備を指しています。時には、qûmは予想された勝
利や実現された勝利を意味します。神が戦闘に従事されるとき、勝利は確

実です。このように、この言葉は神の創造的、救い的、裁き的な行動を表

しているのかもしれません。敬虔な人たちはしばしば、自分たちのために

神が立ち上がるように懇願する（沼16:35）。このことは、この勝利の概念
がすぐには明らかではない多くの詩篇のテキストを啓発しています（詩篇 
3:7 [H 8]; 76:9 [H 10]); 
35:2）。神が自分の味方であるとき、神は敵に勝つのです。神に敵対する者
は、即時の失敗（詩篇89:43 [H 
44]）と究極の失敗（詩篇1:5）を警告される。 

  



神様に関する「立ち上がる」ということは、神様が戦争の準備をしていることを

意味します。しかし、私たちは忘れてはならないのは、神が戦争をするときには

、神のアガペー愛の原則に基づいて、「義のうちに」戦争をするということです

。  

そこで私は天が開かれるのを見たが、見よ、白い馬がいた。そして、その

上に座られた方は、忠実で真実な方と呼ばれ、義において裁き、戦争をさ

れる（黙示録19:11、強調）。 

神の戦争の方法は、私たちが普通に考えているようなものではありません。神の

怒り」という文脈で見たように、これは自由を尊重して手放すことを意味し、こ

れが「神の怒りが天から現される」方法です。たとえ神が負けているように見え

たとしても、最終的には神が勝つことを確信することができます。"愛は決して失
敗しない」（第一コリント13：8）ので、愛は勝つのです。 

聖書の中には、神様がよみがえられる場面がいくつかありますが、二つの場面が

すぐに思い浮かびます。一つは新約聖書の中にあり、もう一つは旧約聖書の中に

あります。新約聖書では、ステファンが石で打たれて死んだ時にイエス様が立ち

上がられ、旧約聖書では、この地上の歴史の最後の出来事で、イエス様の民が迫

害されている時に立ち上がられます。イエス様がよみがえられた後には、"かつて
ないほどの困難の時"が来るのです。 

 
THE STONING OF STEPHEN スティーブンの投石 

 
イエス様が昇天された後、使徒たちは人々の間で大きな不思議としるしを行い、

イエス様が旧約聖書のすべての預言を成就されたことを宣言しました。ステパノ

は、イエスが待望のメシアであることを説いていました。自由民のシナゴーグの

一部のメンバー（キレニア人、アレクサンドリア人、キリキア人、アジア人）は

、彼と論争を始めましたが、彼らはステファノの知恵には敵いませんでした。彼

らは議論に勝つことができなかったので、彼らはその後、彼についての嘘を広め

始めました-

真実に反対し、それに反論することができないと感じている人々のためのそれほ

ど珍しい戦略ではありません。  

すぐに彼らはステファンの逮捕をもたらすことができました。ステファンは評議

会に連れて行かれ、イスラエルの子供たちの歴史を説明し始めました。彼は、ア

ブラハムからヨセフ、エジプトでの奴隷制度、モーセ、砂漠での反乱に至るまで



、イスラエルの子供たちの歴史を一点一点丁寧に説明しました。彼は、イエスが

モーセが語った預言者であることを示すために、イスラエルの子供たちの歴史を

一歩一歩説明しました。  

これは、イスラエルの子供たちに言ったモーセのことです。その預言者を

あなたがたは聞くことになる」（使徒言行録7:37、強調）と言ったモーセの
ことです。 

ステパノの演説は、選ばれた人々の心の硬さを糾弾するものでした。それは、彼

らがいかに「生ける神」から神々を崇拝するようになってしまったかを指摘する

非難の演説でした。  
 

その頃、彼らは子牛を作り、偶像にいけにえをささげ、自分たちの手で作

ったものを喜びました。  

それから神は、預言者たちの書に書かれているように、彼らを振り向かせ

、天の主を礼拝するために与えられた。  

 

イスラエルの家よ、あなたは荒野での40年間、私に屠殺された動物と生け
贄を捧げたのか。あなたがたはまた、モロクの幕屋と、あなたがたの神レ

ムファンの星、あなたがたが崇拝するために作った像を取り上げた。  

 

私たちの先祖たちは、神が定められたとおり、荒野に証人の幕屋を持って

いた。モーセに、彼が見た模範に従って幕屋を作るように指示し、私たち

の先祖たちは、それを順番に受け取った後、ヨシュアと共に異邦人が所有

する土地に連れて行き、神が私たちの先祖たちの顔の前に追い出した。  

しかし、ソロモンは彼に家を建てた。  

 

しかし、預言者が言うように、手で作られた神殿には、最上位の御方は住

まわれません。    

 

天国はわたしの玉座である。  

大地はわが足台である。  

あなたは私のためにどのような家を建てるのですか。  



それとも，わたしの休息の場所はどこにあるのか。  

わたしの手がこれらすべてのものを造ったのではないか」（使徒7:41-
50）。使徒7:41-50、強調）。  

 
ステファノが「神は手で作られた神殿には住まわない」と演説したとき、彼は非

常にデリケートな点に触れました。彼の言葉には突然の変化が見られます。まる

でユダヤ人が激怒して，威嚇しているかのようでした。おそらく彼らはすでに石

を拾って彼に投げつけようとしていたのでしょう。  

"あなたがたは首が固く、心も耳も洗礼されていない。あなたがたの先祖た

ちがそうであったように、あなたがたもそうです。あなたがたの先祖たち

がそうであったように、あなたがたもそうである。あなたがたの先祖たち

はどの預言者を迫害しなかったのか。そして、公正な方の到来を予言した

者たちを殺した。その中で、あなたがたは今、裏切り者となり、殺人者と

なっている。 

これらのことを聞くと、彼らは心を切られ、歯で彼をかじった。しかし、

聖霊に満たされた彼は、天を見つめ、神の栄光と、神の右手に立っておら

れるイエスを見て言った。 
見よ、天が開かれ、人の子が神の右手に立っておられるのが見える。”  

すると、彼らは大声で叫び、耳を止めて、一斉に彼に向かって走り出した

。そして、目撃者たちは、サウルという名の若者の足元に服を敷いた。彼

らはステファノが神に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊を受けてく

ださい」と言っていたので、彼を石打ちの刑に処した。それから彼はひざ

まずいて大声で叫んだ 
"主よ，この罪で彼らを責めないでください"そして、このように言ったと
き、彼は眠ってしまった（使徒7:51-60）。  

ステパノは天を見つめて神の栄光とイエスが神の右に立っているのを見た。彼は

声を大にして叫んだ"見よ、私は天が開かれ、人の子が神の右手に立っているのを
見た！"イエスはよみがえられたのです。これは非常に意味のある行為でした。キ
リストは戦争に行くために立っておられましたが、「義のうちに」そうされるの

です。 

ステパノを石打ちの刑に処したことは、ユダヤ民族にとって大きな意味を持つこ

とになりました。イエスは、神は罪人を非難したり、滅ぼしたりするような仕事

をしていないことを、辛抱強く一歩一歩教えておられたのです。イエスの口から

発せられるすべての言葉、すべての行動は、無限の愛と恵みといのちを持つ神を



指し示していました。神は彼らに「恵みと真理」をもたらすために来られたので

す（ヨハネ1:14, 
17）。だから、ステファノを殺すことによって、彼らは「恵みと真理」を完全に
拒否したのです。  

このイエス様の弟子の一人を滅ぼすという行為で、ユダヤ民族はイエス様ご自身

を完全に拒絶しました。イエス様を拒絶することによって、イエス様が自分たち

と分かち合うために来られた神についての良い知らせであるイエス様の福音も拒

絶したのです。 

イエス様が神について語られた光を拒否したことで、神の原則とサタンの原則の

間の大きな論争のサタンの側に彼らを連れて行くコースに彼らを設定しました。

それは、彼ら自身が国家として、決して戻ることを選ばない道でした。それは、

彼らの心が封印され、石に刻まれたようなもので、二度と変わることはありませ

んでした。  

ステパノが石打ちの刑に処された時には、ユダヤ人はその三年半前にすでに神の

子そのものを拒否して殺していました。それは、彼らがイエス様とその教えを拒

絶していたことを示す最大のしるしでした。しかし、神は私たちを簡単にあきら

めません。神にとって不思議なのは、私たちを見捨てること、もっと言えば、私

たちを見放したり、サタンのような残酷な人に引き渡したりすることです。神は

簡単に、あるいは急いでこのようなことをなさるのではありません。ユダヤ人が

十字架につけられるために御子をローマ人に引き渡したとき、神はその場でユダ

ヤ人の保護を手放すことができたかもしれません。しかし、神の無限のアガペー

愛の心は、あわれみと憐れみと憐れみに満ちています。主は辛抱強く待っていて

、彼らの災いを回避できるように、さらに多くの使者を送ってくださいます。ス

テファノもそのような使者の一人でした。 

イエスの使者の一人を殺すという行為の中で、ユダヤ人は、神の律法の原則であ

る無条件の愛、恵み、公平性、憐れみ、善良さ、選択の自由から取り返しのつか

ないほどの距離を置いていたことを、否定できない証拠として示しました。アガ

ペの愛の律法は神の人格の本質そのものであり、「神は愛である」という理由か

ら、神自身を拒絶していたのです。  

しかし、それでもあわれみがありました。なぜなら、神の霊に触発されたステフ

ァノは、自分を殺している人々のために執り成したからです。彼は「裂け目の中

に立って」（後ほど説明する聖書の別の用語）、「主よ、この罪で彼らを告発し

ないでください」と嘆願しました。年半前にイエスが死にかけていた時にも、同



じ執り成しの祈りが口から出ていました。「父なる神様、彼らをお赦しください

。  

聖書には、神は忍耐強い方であることが何度も書かれています。神の忍耐は無駄

ではありませんでした。例えば、ステファンを石打ちにした人々の足元に上着を

置いたパウロのように、真理に立ち返った人々がたくさんいました。  

ステパノの執り成しの祈りは、多くの人々を真理に導きました。彼らは彼の中に

何か珍しいもの、何か特異なもの、天国のようなものを見たからです。しかし、

国家として、ユダヤ人は自分たちの選択をしました。その選択は今日に至るまで

続いており、個々のユダヤ人の中にはキリストを受け入れている人がたくさんい

ますが、イスラエルの国はまだキリストを拒絶しています。  

キリストを完全に拒絶することによって、その国は自分の運命を封印したのです

。イエス様は、この国は神様のいない「荒れ果てた」状態になっていると宣言さ

れました。神は彼らの自由を尊重され、その結果、神はそれを手放さなければな

りませんでした。神はそれを破壊者に引き渡し、ローマ人を扇動したのです。ス

テパノの石打ちから36年後の西暦70年、エルサレムはティトス率いるローマ軍に

よって滅ぼされました。 

エルサレムは、真の「神の怒り」、真の手放しを受けました。エルサレムを滅ぼ

したのは神ではありません。エルサレムを罰したのは神ではありません。しかし

、エルサレムを手放したのは神であり、エルサレムを手放し、手放し、サタンの

管轄下に引き渡したのは神でした。エルサレムが滅ぼされたのは、エルサレム自

身が破壊者の原則に従って生きることを選択したからです。  

この悲劇的な歴史の中で、私たちはそれが真実に対する執拗な拒絶、つまり一歩

一歩心と心を閉じていくことで、最終的な破壊につながったことを見ることがで

きます。  

イエスが登場したとき、イエスは神の性格と神の国の原則の完全な光を放ち始め

ました。イエスの絶え間ない愛、あわれみ、あわれみ、善良さの生活には、悪、

悪意、力、暴力の一片の粒子も混ざっていなかった（イザヤ53:9）ので、国民は光
に向かわなければなりませんでした。しかし、彼らはそれを拒み、拒むたびに、

ますます暗闇の中に定住するようになりました。これは封印のプロセスです。  

ユダヤ人は、イエス様には何か特別な違いがあることを知っていました。彼らは

イエスが今まで見たことのある誰とも違うことを知っていました。それだけでは

なく、優れた超自然的な力とのつながりがなければ、誰もイエス様が行った奇跡



を行うことはできませんでした。問題は，彼の教えが，メシアとはどのようなも

のであるべきかという彼らの認識と一致しないことでした。  

イエスはあまりにも謙遜で、あまりにも平和的で、あまりにも寛容で、彼らが軽

蔑し、神の冒涜と考えている大衆にはあまりにも親切でした。彼らは、権力と派

手さを持って登場し、彼らの抑圧者を冷酷に踏みにじる強大な戦士を期待してい

ました。そして、彼らがますます暗闇の中に定住するようになるにつれて、彼ら

は最終的な終末への道を切り開いていき、神は彼らが選んだ指導者のもとに彼ら

を行かせなければならなくなりました。悲しいことに、今日、私たちは同じよう

な誤った期待を見ています。 

私たちは皆、罪人です。私たちは皆、罪深い世界に生まれています。"私たちが
罪人だからといって、「神の怒り」が天から啓示されることはありません。神様

は、私たちが罪深い世界に生まれたことを非難しているのではありません。これ

は私たちが選んだことではありません。 

むしろ、光、すなわち真理が与えられ、私たちがそれを執拗に拒絶したときに、

天から「神の怒り」が現われるのです。神が手放されるのは，神から送られた真

理がわたしたちによって完全に拒絶され，わたしたちが拒絶した証拠がわたした

ちの言葉や行動によってはっきりと示されたときだけです。光は裁きをもたらし

ます。もし私たちがそれを拒否するならば、私たちはそれに対して選択をしたこ

とになるからです。神が手放すというのは、私たちの選択への応答です。神が手

放されるのは、私たちの自由を尊重してくださるからに他なりません。  

私たちは主が与えてくださる光に細心の注意を払うべきです。なぜなら、私たち

が光を拒絶した瞬間、私たちは暗闇の中に入っていくことになり、光を拒絶し続

ければ、最終的には完全にサタンの支配下に入ることになり、それは確実な破滅

を意味します。  

もし私たちがイエス・キリストとその原則、すなわち神のアガペの愛の霊である

イエス・キリストを拒否し続けるならば、やがて私たちはサタンの攻撃にさらさ

れることになります。そうなれば、私たちの心の中で働いているサタンの邪悪な

原理からだけでなく、サタンとその信奉者たちの個人的なサタン的な残虐行為か

らも、私たちを守ってくれる人は誰もいなくなるでしょう。私たちは蒔いたもの

を刈り取らなければならないのです。  

ユダヤ人が容赦なくステファノを石で打ちのめして死なせようとしていたまさに

その時、彼らが神のアガペーの愛を明らかに拒否していたことを、彼らの言葉と

行動で証明したのです。  



 
ダニエル12:1 

 
主が立ち上がったもう一つの明確な例は、旧約聖書のダニエル書12章1節に記録
されています。  

その時、あなたの民の子らのために立つ大君主、ミカエルが立ち上がる。  

これらの箇所を理解する前に、その文脈を理解する必要があります。ミカエルは

どのような文脈でここに立っているのでしょうか？11章の数節をさかのぼって見
てみると、神と神の原則の上に自分を「高揚」させ、神の民を迫害する王がいる

ことがわかります。  

また、契約に背いて悪事を働く者は、口説きによって堕落させるが、自分

たちの神を知る民は強く、功績を上げる。また、民の中で理解している者

は、多くの者を指導するが、彼らは剣と炎と捕囚と戦利品とによって、何

日もの間に倒れる。  

その時、王は自分の意志に従って行動し、すべての神々の上に自分を高揚

させ、大いなるものとし、神々の神を冒涜し、その怒りが成就するまで繁

栄する。彼は自分の先祖の神も女の欲望も、いかなる神も顧みない。しか

し、彼はその代わりに要塞の神を崇め、彼の先祖たちが知らなかった神を

、金と銀と、貴石と喜ばしいものとで崇める。このようにして、彼は外国

の神をもって、最も強い要塞に対して行動し、その神を認め、その栄光を

広め、彼らに多くを支配させ、利益のために土地を分割する。  

しかし、東からの知らせと北からの知らせが彼を悩ませ、そのため、彼は

大いなる怒りをもって出て行って滅ぼし、完全に多くの者を追い払う。ま

た、海と栄光の聖なる山との間に、その宮の天幕を植える。しかし、彼は

終焉を迎え、誰も彼を助けようとしない（ダニエル11:32-33, 36-39, 44-
45、強調）。  

ミカエルが立ち上がるのは、自分を高揚させた王が「大いなる怒りをもって滅ぼ

し、完全に多くの者を遠ざけるために」出て行った時です。それはどういう意味

でしょうか？ヘブライ語のチャラムという言葉の意味に注目してください。 

to seclude; 
具体的には（禁止することで）宗教的用途（特に破壊）に捧げる；物理的

にも反射的にも、鼻のように鈍くする： - make accursed, consecrate, (全く) 
destroy, devote, forfeit, have a flat nose, utterly (slay, make away)(強調) (追加) 



この王が「外国の神」に従わない者を「隔離」したり「追放」したりするという

のは非常に興味深いことです。これはヨハネの黙示録13章と平行しているのでは
ないでしょうか？獣の印を受けることに従わない者は「禁止」され、追放され、

経済システムから追い出され、売買ができなくなります。ミカエルが立ち上がる

のは、「自分を高ぶらせる王」が「滅ぼすために猛烈な怒りをもって」出て行っ

て、多くの人を追放した時です。これは黙示録13章と直接関係しているようです
。 

彼はすべての者に、大小、富める者も貧しい者も、自由な者も奴隷も、右

手または額に印をつけさせ、印または獣の名、またはその名の数を持つ者

以外は、誰も売買することができないようにする（黙示録13:16-
17、強調付）。 

この一節では、世界の権力者が世界の人々の「右手」や「額」に「印」を強制し

ているのを見ていますが、この権力者に屈服しない者は、システムから追い出さ

れ、禁止され、いわば隔離されます。彼らは世界の経済システムである売買に参

加することができなくなる。 

これが始まったとき、ダニエル書12章によると、「あなたの民の子らのために立
つ偉大な王子」であるミカエルが立ち上がるのです。ミカエルは「義のために」

戦争に行くために立ち上がるのです。これは、ミカエルの勝利が確実であること

を意味し、ミカエルが彼らを解放し、彼らを引き渡そうとしているので、「敵対

する者たち」には「即時かつ究極の失敗を警告する」ということです。  

ダニエル書12章1節で使われているヘブライ語の「立つ」という言葉は、イザヤ
書28章21節にある「立ち上がる」という言葉と同じではありません。ここでは、
この言葉は âmad であり、ストロングはこのように定義しています。 

原始的な根っこ；様々な関係で（文字通りと比喩的に、内転的にも通過的

にも）立つこと。abide (behind), appoint, arise, cease, confirm, continue, dwell, be 
employed, endure, establish, leave, make, ordain, be [over], place, (be) present (self), 
raise up, remain, repair, serve, set (fored, over, -tle, up), (make to, make to be at a, 
with) stand (by, fast, firm, still, up), (be at a) stay (up), tarry (Strong's 
Concordance)の様々な関係を表す。 

ゲセニウスのヘブライ語・カルデア語辞典によると、このヘブライ語のâmadとい
う言葉は、アラビア語に元々のルーツがあり、「しっかりと据える、支える、支

柱を立てる」という意味であることがわかります。これがイエスの「立ち上がる



」という行為の第二の意味です。イエスはご自分の民の迫害者を逃がすだけでな

く、ご自分の民を「支える」ために立ち上がったのです。 

神に反対する者たちが、この世で神の光を教え、分かち合う者たちを迫害すると

き、それは神ご自身を迫害しているのと同じであり、彼らにとっては"滅びの証"な
のです。ピリピの信徒への手紙から下の一節に注目してください。  

あなたがたの行動がキリストの福音にふさわしいものであるように、私が

あなたがたに会いに来ても、不在であっても、私はあなたがたのことを聞

くことができるように、あなたがたは一つの霊に堅く立ち、一つの心をも

って、福音の信仰のために共に努力し、敵対者たちには滅びの証拠である

滅びの証拠ではなく、あなたがたには救いと神からの救いがあるように。  

敵対者にとっての「滅びの証明」とは？滅びの証」とは、敵対者である彼らが恐

ろしい存在であるということです。彼らは神の民を迫害することによって、神の

民をおびえさせます。それ自体が、彼らにとっては、彼らがこの戦争の間違った

道を歩んでいること、間違った側にいることを示す「証し」なのです。彼らは"滅
びの道"を歩んでいるのです。神の使徒を迫害する者たちは、もし神が彼らの中に
おられるならば、神ご自身を迫害するでしょう。  

暴力と恐怖を使って迫害するという行為は、まさに、彼らが真の神を拒絶してい

ることを示すしるしであり、しるしであり、証明であり、証拠である。  

一般的に迫害者とは、定義上、この世の神のために働いている者であり、彼らが

誰であると主張しているか、また、彼らが支持すると主張している正義の大義に

関係なく、です。ある人は世界で最も偉大な大義のために立つことができますが

、自分の計画を実行するために残酷な方法を使い、反対する人々を迫害している

場合、彼らは神とサタンの間の論争の間違った側にいることになります。彼らは

負け組なのです。 

同様に、イエスが私たちがすべきだと教えられたように、後戻りすることなく迫

害に苦しむ人々は、その平穏な方法が彼らにとって「救いの証であり、神からの

証である」と確信することができます。彼らはサタンの歯には歯を、善悪には歯

をという道徳的な法則から救われているのです。  

自分をイエス様の信者だとも思っていないのに、敵対者に対して武力や暴力を使

わずに正しいことを主張している人の多くは、イエス様のために迫害を受けるこ

とになります。パウロがローマ人への手紙二章で言っているように  

律法を聞く者は神の目に公正ではないが、律法を行う者は義とされるから

である。律法を持たない異邦人が律法の中のことを行うとき、律法を持た



ないとはいえ、律法の働きを心に書き込まれた律法の働きを示し、彼らの

良心もまた証しをし、彼らの思考の間で彼らを非難したり、非難しなかっ

たりしているのである。  

義のため」に迫害されている人は，自分の迫害が「救い」の証であることを知っ

ているかもしれません。彼らは落胆するのではなく，喜びに飛びつくべきです。  

義のために迫害される者は幸いである。"あなたがたは、わたしのために、
彼らがあなたがたを侮辱し、迫害し、あなたがたに対してあらゆる悪事を

偽って言うとき、祝福される。なぜなら、彼らはあなたがたの前にいた預

言者たちを迫害したからである（マタイ5:10-12、強調）。  

ダニエル12章でミカエルが立ち上がった時、ステファンの石打ちの時と同じよう
な迫害のパターンが見られます。ステファンの場合と同じように、ダニエル書11

章でも、主がしもべたちに宣言すべきメッセージを与えられていたことに注目し

てください。  

民の間で理解している者は、多くの者を指導しなければならない（ダニエ

ル11:33）。  

神を冒涜し、自分を高く評価する王は、民を迫害し、"理解する者"と"多くを指
導する者"を迫害する。彼は彼らを「炎によって、捕囚によって、そして何日もの

間、戦利品によって」迫害します（ダニエル11:33）。その後、神は彼を完全にサ
タンに降伏させ、彼は「神の怒り」を受ける。  

しかし、彼は終末を迎え、誰も彼を助けない（ダニエル11:45）。  

神の民を迫害することによって、この王はイエスの平和の福音を完全に拒絶しま

す。そして、突然の滅亡が彼と、彼に味方した者たちに襲いかかります。  

また、その時まで国家があった時にはなかったような問題の時が来る（ダ

ニエル12:1）。  

その時、イエス様が立ち上がるということは、ご自身を高ぶらせる王様がついに

その運命を封印され、神が王様に従う者たちにもそうされようとしているように

、神がイエス様を逃がそうとしていることのしるしであるだけでなく、迫害され

ている人々を支えようとされていることのしるしでもあるのです。  

その時、あなたの民は、書物に書かれているのを見つける者は皆、引き渡

される」（ダニエル12:1）。  



破壊は地球規模で起こるので、「これまでにないようなトラブルの時」が来るで

しょう。これまでのところ、「神の怒り」の例はすべて、人類のごく一部の地域

的な規模で起こっていました。しかし、ダニエル書12章では、神と神のアガペー
愛の原則を拒否した全世界が描かれています。イエス様の弟子たちを迫害するこ

とによって、彼らを迫害する人々は、彼らが神と神の原則を拒絶していることを

示しています。彼らは完全にサタンの支配下にあり、完全にサタンの支配下にあ

り、善と悪、報いと罰の原則の臣民となっているのです。  

では、主が立ち上がられたことの意味は何でしょうか？第一に、神の真の信者を

迫害し、殺害する者たちが福音に対して心を封印していることを示しています。

これは、神と神の平和の福音を拒否する者たちが、神に対して心を閉ざしてしま

ったために、神はもはや神を執り成すことができないということを意味していま

す。彼らが神のアガペの愛の原則を拒否していることは、神に従う者、つまり神

の非暴力的な原則によって生きることを選んだ者を迫害し、滅ぼしているという

事実からも明らかです。  

このように、主が立ち上がるということは、主が「神の怒り」を行使しようとし

ていること、つまり、主が彼らを手放して、彼らが選んだ支配者に引き渡そうと

していることを示しています。つまり、彼らは神様の保護を受けずに、サタンの

怒りに完全にさらされ、その結果、サタンは無慈悲なので、彼らの滅亡は確実な

のです。  

第二に、主がよみがえられるということは、主が必要と思われる方法で人々を「

支える」ということです。痛みや苦しみ、死に直面する力を与えるか、逃げ道を

見つけてくださいます。ダニエルの三人の友人たちが、ネブカドネザルの「火の

炉に投げ込まれ、確実に死に直面する」という脅迫を受けていたときに、こう叫

んだように、主の民はこのことを理解するようになるのです。 

ネブカドネザルよ 
答える必要はありませんもしそうであれば，わたしたちが仕える神は，わ

たしたちを燃える火の炉から救い出すことができ，王よ，あなたの手から

わたしたちを救い出してくださいます。しかし、そうでない場合は、王よ

、私たちはあなたの神々に仕えず、あなたが立てた金の像も拝まないこと

を、あなたに知らしめてください」（ダニエル3:16-18、強調）。 

バビロンで神がこの三人の友人を支えていたという確かな保証は、彼らが火の炉

に投げ込まれたにもかかわらず、イエスがそこに加わり、彼らの髪の毛の一本も

焼かれなかったという事実にあります。 



ネブカドネザル王は愕然とし、急いで立ち上がって相談役に言った、「我

々は三人の男を火の中に放り込んだのではないか」と。 

彼らは答えて王に言った "本当です、王よ" 

"見てください」と彼は答えた。「四人の男が火の中を歩いているのが見え
ますが、彼らは傷ついておらず、四人目の姿は神の子のようです」（ダニ

エル3:24-25）。 

サトラップ人、管理者、統治者、王の参謀たちが集まってきて、火の力を

持たないこれらの者たちを見た。 

 

ステパノの場合、主がステパノに見えるように立ち上がったとき、イエスはステ

パノをしっかりと支え、支えておられたのです。立ち上がるという行為は、キリ

ストがステファノに自分が忘れられていないことを示すために、ステファノ自身

に与えたしるしでした。それは、彼を支え、励まし、正当化するためのしぐさで

した。まるでイエスは、ステファノに何が起こっているのかを見て、この耐え難

い経験から彼を助けるために立ち上がったかのようでした。ステパノが神の右手

に立っているキリストを見たとき、彼の信仰は強められ、彼は支えられ、悲劇的

な殉教を乗り越える力を与えられました。その証拠に、彼の殺人者に対する彼の

態度と赦しの言葉があります。  

ステパノの石打ちとダニエル十二世の石打ちの両方でのイエス様の立ち上がりは

、イザヤ書二十八章二十一節の主の立ち上がりに相当しますが、これらはすべて

同じ意味を持っています。 

迫害された者を支えることは、迫害者を封印することと一致します。彼らがサタ

ンのやり方に封印されると、彼らは神の民、すなわち神のアガペの愛の律法によ

って生きている人々に向かって絶えず立ち上がります。彼らを迫害するという行

動によって、彼らは神と神のアガペの原則を拒絶していることを示しているので

す。ユダヤ人は、ステファノを石打ちにするという行為そのものによって、神に

敵対する者としての自分を封印しました。彼らが神の民を迫害するという事実は

、彼らにとっては「滅びの印」であり、「滅びの印」であり、神の民にとっては

「救いの印」であり、「神からの印」なのです。 

続きまして、預言者イザヤが「神はよみがえった」と言った二つの事例を見てい

きます。ペラジムとギデオンです。これらの例を見るとき、私たちは二つのこと

を心に留めておかなければなりません。第一に、これらの例は、実際の生活の中

で起こった人々や出来事の歴史的な説明です。第二に、これらの例は、タイプ（



例）でもあります。イザヤ書二十八章二十一節の冒頭を思い出してください。"主
はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られるからである"

私たちが読者に注意を喚起しようとしているのは、"as"という小さな言葉です。 

神様は、過去に人や出来事で「あるように」起こったのだから、将来も同じよう

な出来事で他の人と一緒に起こるだろうと言っています。しかし、過去にこれら

の出来事に関わった人々は、真理は進歩的なものであるため、部分的な知識によ

って動機づけられていました。完全な真理が私たちの地球に到達したのは、二千

年前のイエス・キリストの初臨である。  

したがって、型は不完全なものであるが、未来のものは現物になる。タイプはテ

ンプレートに過ぎず、実際に実現するものではない。その結果、型は、より大き

な知識を持つ反型が満たさなければならない要件をすべて満たすことはできませ

ん。進めていくうちに、このことがより明確になることを期待しています。 
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ペラジム山   

 

 

主はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られるか

らである。  

上記の聖句を一字一句調べていくと、次のようになります。なぜ主はそこで「立

ち上がった」のでしょうか？ペラジム山には、すでに説明した二つのケース、ス

テファノの石打ちと世の終わりの出来事で見たのと同じパターンが見られるでし

ょうか？  

ペラジム山で起こったことは、聖書の中の二つの異なる場所で語られています。

両方の話を読むときに、太字で強調した微妙な違いに気付いてください。最初の

話は、サムエル記第二章５章１７節から２５節にあります。 

さて、ペリシテ人がダビデがイスラエルの王に叙任されたと聞いて、すべ

てのペリシテ人がダビデを探しに行った。ダビデはそれを聞いて、その砦

に下りて行った。また、ペリシテ人はレパイムの谷にも出て行った。そこ

でダビデは主に尋ねて言った，「私はペリシテ人に立ち向かいましょうか

。彼らをわたしの手に引き渡してくださいますか」。主はダビデに言われ

た，「上がれ，わたしは間違いなくペリシテ人をあなたの手に引き渡すだ

ろう」。そこでダビデはバアル・ペラジムに行き，ダビデはそこで彼らを

打ち負かして言った，「主はわたしの前の敵を打ち破ってくださった，ま

るで水の突破口のように」。そこで彼はその場所の名をバアル・ペラジム

と呼んだ。彼らはその像をそこに置いたので，ダビデとその部下たちは彼

らを運び去った。それから，ペリシテ人は再び上ってきて，レパイムの谷

に陣取った。そこでダビデは主に尋ねたが，主は言われた，「あなたは上

ってはならない，彼らの後ろに回り込んで，桑の木の前に出て来なさい。

桑の木のてっぺんで行進する音が聞こえたら，急いで進まなければならな

い。その時、主はあなたの前に出て行って、ペリシテ人の陣営を打つから

である」。ダビデは主が命じられたとおりにそうして、ゲバ［ギベオン］

からゲゼルまでペリシテ人を追い返した。(2サムエル記5:17-21、強調)。 

この物語が語られている第二の場所は、第一歴代誌14章8節から17節です。  



 
さて、ペリシテ人がダビデがイスラエル全土の王に叙任されたと聞いて、ペリシ

テ人は皆、ダビデを探しに行った。ダビデはそれを聞いて、彼らに向かって出て

行った。すると、ペリシテびとはレパイムの谷を急襲した。ダビデは神に尋ねて

言った，「私はペリシテ人に立ち向かいましょうか。彼らをわたしの手に引き渡

してくださいますか」と。主は彼に言われた 
"上がれ，わたしが彼らをあなたの手に引き渡すから"それで彼らはバアル・ペラジ
ムに行って、ダビデはそこで彼らを倒した。そこでダビデは言った 
"神は私の手で敵を打ち破ってくださった" 
"水の突破口のように"そこで彼らはその場所の名をバアル・ペラジムと呼んだ。そ
して、彼らがそこに神々を置いていくと、ダビデは戒めを与え、彼らは火で焼か

れた。その後、ペリシテ人は再び谷を襲撃した。そこで，ダビデは再び神に問う

たが，神は彼に言われた，「あなたは彼らの後を追って上ってはならない，彼ら

の周りを回って，桑の木の前に出て来なさい。桑の木の上で行進する音が聞こえ

たら、あなたは出陣しなければならない。ダビデは神の命令に従ったので、彼ら

はペリシテ人の軍勢をギベオンからゲゼルまで追い返した。そのとき、ダビデの

名声はすべての国に広まり、主はすべての国にダビデの恐れをもたらした（第一

歴代誌14:8-17）。 
 
この二つの記録を読んで、文字通り主が立ち上がるということがどこにも書かれ

ていないことに気がつきましたか？しかし、イザヤ書２８章２１節で「主はペラ

ジム山のようによみがえる」とはっきり言っていませんでしたか？この時に主が

よみがえられたとは書かれていなくても、イザヤが言ったのですから、主はペラ

ジム山で非常に重要な意味で「よみがえられた」のだと受け止めなければなりま

せん。では、主はどのようにしてペラジム山に上られたのでしょうか？  

主が立ち上がられた証拠は、「桑の木の頂を行進する音」にあります。この「行

進」の意味は何でしょうか。  

ヘブライ語で「行進」を表す言葉はtsâdâhで、Strong's 
Concordanceによると「行進する；（具体的には）足首の飾りの鎖：-

行く、足の飾り」という意味になります。Brown-Driver-
Briggsヘブライ語辞典によると、"1)行進する 
2)腕章、足首の鎖、足首の鎖、足踏みの鎖"となっています。また、ゲゼニウス・
ヘブライ語・カルデア語辞典によると、これらは"ステッピング・チェーン"であり



、東洋の女性がそれぞれの足の足首のバンドに固定して身につけていたもので、

短いステップで優雅に歩かなければならないようになっていました。 

では、桑の木のてっぺんで「踏み鎖」という音を立てて「行進」しているのは誰

なのか。これは本当に重要な問題であり、私たちはその答えを見つけなければな

りません。この"行進"について、聖典知識の宝庫が何と言っているかに注目してく
ださい。 

ある者は、「桑の木」と訳されたベチャイムという言葉を固有名詞とし、

「あなたがベチャイムの頂上に行く音を聞くとき」と表現し、他の者は「

頂上」という意味のロシュを「桑の木立の入り口で足音を聞くとき」と読

み、他の者は葉の間のざわめきが意図されていると考えています。天使が

あなたの道を豊かにするために、神の御前から天使が遣わされたからであ

る。もし明らかな超自然的な干渉がなければ、ダビデは自分が使った策略

が勝利の原因だと思ったかもしれません。 

すべての解説が桑の木を"天使が来る音"と解釈しているわけではありません。そ
して、このように解釈する人は、これらの天使は神の天使であると解釈していま

す。しかし、聖書のイラストレーターの解説書がこの出来事について述べている

ことに注目してください。 

この「行く音」が何であったのかは、私たちにはわからない。それはおそ

らく空中での軍隊の行進に似ていたのだろう。見たこともない天使の群れ

が桑の木立の上を移動して，野蛮人の心に恐怖を与え，彼らを急に退却さ

せたのかもしれません。彼らが退却するとき、彼らはイスラエル人の手に

落ちて（後ろに回り込んでいた）、完全に不愉快な思いをして追い払われ

ました（聖書のイラストレーター解説、強調しています）。 

"空中での軍隊の行進見たこともない天使の群れが...恐怖に打ちのめされ...彼らを
断腸の思いで退却させ...完全な混乱を招く....この絵を足首に鎖で繋がれた天使の軍

団と合わせてみてください。この超自然的な存在は、神の天使のように聞こえる

のでしょうか？神の天使は足首に鎖でつながれているのでしょうか？  

アガペの愛という神の性質に照らし合わせてこの記述を見ると、ここには単純に

一致しない何かがあることがわかります。特に目立っているのは、この天使たち

がペリシテ人の軍隊にもたらした恐怖、恐怖です。恐怖は神の愛の原則と一致し

ていません。恐怖と恐怖はサタンとその天使たちに内在するものです。私たちは

、私たちの二冊目の本「試練にさらされている神」の中で、恐怖についての話題

に一章を割いています。私たちは騙されているのか？神は殺人者なのか？そのた



め、ここでは、このテーマを発展させるために時間を割くことはありません。以

下にいくつかの節を引用します。 

あなたがたは、恐れのために再び束縛の霊を受けたのではなく、養子縁組

の霊を受けたのです。  

神は私たちに恐れの霊ではなく、力と愛と健全な心の霊を与えてくださっ

たからです（第二テモテ1:7）。 

愛には恐れはありませんが、完全な愛は恐れを打ち消します。しかし、恐

れを抱く者は、愛のうちに完全なものとされていないのです（1ヨハネ4:18
）。 

"神は愛である""完全な愛"です"完全な愛"に囲まれていれば 

何の恐れもないしかし、もし神がいなくなったら、"完全な愛"が取り除かれた時、
恐怖と恐怖が襲ってきます。これは、次の節に示されているように、まさにその

ようなことが起こったのです。神が言われたことに注目してください。  

桑の木の上で行進する音が聞こえたら、あなたがたは急いで進まなければ

ならない。その時、主はあなたがたの前に出て、ペリシテ人の陣営を討つ

ために出て行かれるからである（第二サムエル5:24、強調追加）。 

神はダビデの前に「出て行く」と言われていました。これは具体的にどのような

意味でしょうか。出て行く」（ヘブライ語でyâtsâ'）とは、出発する、逃げるとい
う意味です。Brown-Driver-Briggs 
Lexiconによると、「出て行く、出て行く、出て行く、出て行く、出て行く、出て
行く、前に進む、出て行く」という意味になります。神はペリシテ人を離れよう

とされ、ペリシテ人から"出て行く"のです。神が出て行くことが破壊を引き起こす
のは、神が出て行くことであり、神が出て行くときには、サタンが完全にアクセ

スし、自由と力で破壊することができるからです。 

神がペリシテ人から出発しようとしていた時、サタンとその軍勢が進軍してきた

。何と恐ろしい、恐ろしい、恐ろしい絵なのでしょうか。  

なぜ神はペリシテ人から離れたのでしょうか？ペリシテ人は完全に自分たちの不

義を満たしていました。つまり、彼らは神様と神様の原則を完全に拒否していた

ので、完全にサタンの管轄下に入ってしまったのです。彼らが自分たちの不義を

満たしたことをどうやって知ったのでしょうか？彼らは神の民に対して立ち上が

って、神の管轄下にある人々を迫害し、戦争をすることによって、その咎を満た



したのです。このことは、イザヤ書２８章２１節にある次の例を勉強するときに

、ジベオンで起こったことを見るときに、さらに発展させていきます。 

上で見たシナリオは、ステパノの石打ちや、最後の日に自らを高揚させる王の場

合と非常によく似ています。前述の例と同様に、ここでは神の民、この場合はダ

ビデとその軍勢が、神のアガペー愛の原則を完全に拒否した敵に攻撃され、迫害

されています。そして、迫害するという行為そのものが、神がもはや自分たちを

守ることができない場所に自分たちを置いていることがわかります。彼らは、神

が彼らを解放したり、引き渡したり、引き渡したり、引き渡したりしなければな

らない窮地に立たされているのです。  

彼ら自身の選択は、神がサタンの手にそれらを提供する原因となり、我々は不気

味に彼らの獲物の所有権を取得するために来て闇の軍隊について読んでください

。サディスティックで残酷で懲罰的な主人の手の中に完全に放り出されるとは、

何と恐ろしい、恐ろしいシナリオでしょうか。アガペー愛の真の神に立ち戻らな

いと、世界が待ち受ける運命を目の当たりにして目が覚めてしまうのではないで

しょうか。  

ダビデのペリシテ人に対する勝利の言葉は非常に意味のあるものなので、注意深

く見ていきましょう。彼は言った。  

主は私の目の前の敵を、水の突破口のように突破してくださいました。 

 
水の破断 

 
ヘブライ語の「突破」という言葉はペレツという言葉で、「突破する、裂け目を

作る、破裂する」という意味です（ストロングズ・コンコーダンス）。旧約聖書

の神学用語集には、"peresは、堤防を壊すことを表すこともある"と書かれていま
す。  

ダビデはペリシテ人を倒した場所をバアルペラジムと名付けました。それは、「

主が私の前の敵を打ち破ってくださった、水の突破口のように」とダビデ自身が

説明しているからです。バアルペラジムという言葉は、バアルとペラジムの複合

語です。バアルはカナン人の神であり、この言葉自体が「主人、夫、所有者」と

いう意味です。ペラジムはペレスまたはペレッツという言葉の複数形です。した

がって、バアルペラジムは「裂け目の所有者」または「裂け目の主人」を意味し

ます。ゲゼニウスは、バアルペラジムは"壁の裂け目、裂け目"を意味すると言って
います。  



神はここで私たちにどのような絵を描こうとされているのでしょうか？私たちは

、神が出発するときに何が起こるのか、誰かをサタンに引き渡すときに何が起こ

るのかを説明するために、神は比喩を使っていると信じています。  

堤防、ダムを想像してみてください。ダムの壁は水を堰き止め、下の谷にある都

市を守っています。今、ある日ダムの壁に裂け目があると想像してみてください

。その穴から水の圧力が噴出し、数秒のうちに壁全体が破壊されることを想像し

てみてください。その結果、谷の下の村は完全に破壊されてしまいます。これが

、この物語の中で神様が私たちのために描いておられる絵です。では、この比喩

をどのように解釈すればよいのでしょうか。 

神とサタンの間には戦争があります。この戦争には、「生命の木」と「善悪の知

識の木」によって地上で表現されたそれぞれの法則が関係しています。人間であ

る私たちは、どちらの木から食べたいかを選ぶことができます。神のアガペの愛

の法則は、私たちを保護し、私たちを浸水から破壊する水を保持する比喩的な壁

です。  

サタンの水は絶えず壁を圧迫し、壁を倒そうとしています。アガペの愛の神にし

がみついている限り、私たちは神の管轄下にあり、サタンには管轄権がありませ

ん。私たちの選択は、神の保護の壁に守られているか、サタンの攻撃に対して無

防備になっているかのどちらかです。  

壁に裂け目、裂け目、穴があれば、すぐに水が入ってきます。もし私たちがしつ

こく神を拒絶し、神の愛の方法を完全に拒絶するならば、私たちは壁に裂け目を

作ります。サタンの水は巨大な体、圧力の塊のようなもので、壁の中の小さな裂

け目を常に求めて突破しようとしています。サタンは、私たちから神の保護を取

り除くように絶えず神に圧力をかけている、咆哮する獅子のようなものです。  

もし私たちが一貫して神と神の原則を拒否するならば、神の保護の壁に穴を開け

て、突然の「水の突破」のように、水が一気に入ってくることができます。壁に

裂け目ができた瞬間、それまで絶大な圧力を受けていた水が一瞬にして突然押し

寄せてきて、壁の向こう側にいる人たちは完全に破壊され、壊滅してしまうので

す。  

同じ考えを、壁に囲まれた街を通して描いています。壁の目的は、外敵から街を

守ることである。壁が無傷である限り、敵やその軍隊は街に入ることができませ

ん。しかし、何らかの理由で壁の一部が崩壊した場合、敵はすぐに侵入し、都市

とその住民を捕虜にすることができます。敵はその都市の住人を破壊し、焼き払

い、奪い取るための完全なアクセス権を持つことになる。  



これがペラジムのペリシテ人に起こったことであり、ダビデがこの地をバアルペ

ラジムと名付けた理由です。報酬と罰で動く過酷な仕事番長神である太陽神バア

ルが突然ペリシテ人の防御壁を破り、ペリシテ人は完全にバアルに追い抜かれて

しまいました。それは突然、一瞬にして、水が割れるように起こったのです。下

の言葉ペレッツの定義に注目してください。 

1) 破裂、隙間、破裂 

噴出 

1b) 違反 

1c）壊れた壁 

噴出 

 
詩篇106:23には、イスラエルの民が金のカルフを建てた時のモーセの執り成しを

表す言葉として、同じ言葉が使われています。 

それゆえ、彼は彼らを滅ぼすと言われたが、彼の選ばれた者がモーセが裂

け目の中で彼の前に立って、彼らを滅ぼさないように、彼の怒りを振り払

うためではなかったのである（詩篇106:23、強調付）。  

モーセは神の前に立って、「神が彼らを滅ぼさないように、神の怒りを振り払う

ために、裂け目の中で」立ったのです。黄金の子牛を彫ることによって、人々は

エジプトに戻ったのです。エジプトの神アピス、豊穣の神オシリス、いわゆる恩

恵の神を崇拝していたのです。恩恵にあずかるオシリスは、エジプトの善と悪の

神々の神々の中の善の神でした。彼の邪悪な相手は、彼の妻であるイシスであり

、正義の女神というか、復讐と罰の女神であった。  

金の子牛を崇拝することによって、イスラエルの子供たちは、真の神を拒否し、

サタンを主人として選んでいたため、彼らの保護の壁に「裂け目」を作ってしま

いました。神は彼らを彼らの選んだ主人に引き渡そうとしていましたが、モーセ

は祈り、執り成し、神に彼らを守り続ける権利を与えました。神ご自身がモーセ

に「裂け目」に立つことを望まれたのは、サタンが自分の民に侵入して滅ぼすこ

とがないようにするためでした。  

この比喩は私たち全員に当てはまります。この世界では、保護の壁が私たちを取

り囲んでいます。イエスは「世に出てくるすべての人に光を与える真の光」（ヨ

ハネ1:9、強調）です。敵はサタンです。彼はその比喩的な街に入り込み、その住



人を滅ぼそうとしています。神の壁が立ち上がっていて、その壁に裂け目がない

限り、私たちは安全なのです。  

聖書に書かれている壁とは？ 

その日、この歌はユダの地で歌われる。「わたしたちには強い町がある。 

暴力はもはやあなたの国では聞かれず、あなたの国境では荒廃も破壊もし

ない。 

神の民を取り囲む神の壁は、神の救いであり、それは福音であり、イエスが与え

、示すために来られた良い知らせです。良い知らせとは、神の人格であり、神の

存在の本質であるアガペの愛の律法です。  

壁の裂け目はどのようにして作られるのでしょうか？それは、イエスが明らかに

するために来られたアガペー愛の神の律法を拒否することによって作られます。

それは、善と悪の道である肉の道である私たち自身の道を選ぶことによって作ら

れます。  

私たちの肉は、神の方法とは正反対です。もし私たちが神のアガペの愛の方法で

生きることを学びたければ、私たちは自分の肉に死ななければなりません。私た

ちは、暴力や復讐、懲罰的な正義感、悪意、他人を非難することを手放さなけれ

ばなりません。アガペの愛とは、偏見を持たず、力や暴力を伴わない無条件の愛

です。私たちはお互いを尊重し、互いに祝福し、互いに呪ってはいけません。神

の言葉を無視し、神の愛の律法から離れることは、壁に裂け目を生じさせます。

聖書はまた、なぜこのような壁の裂け目が生じるのか、具体的な理由をいくつか

示しています。 

イスラエルの子らよ、主の言葉に耳を傾けよ。悪態をつき、嘘をつき、殺

し、盗み、姦淫することによって、彼らは破れ、血が血に触れる（ホセア4:
1-2）。 

Pârats-to break out-は、複数形の 
parâtsîym（ペラジム）の語源です。私たちは"脱獄する"ということは、神の掟を破
って外に出ることによって、私たちの保護の壁を破ってしまうことです。"その地
には真理もあわれみも神の知識もない"  

"地に神を知らない"とは，最初の4つの戒めの違反を指し，"不敬虔な者"を指し
ます。誓い、嘘、殺人、盗み、姦淫は神と神の愛の原則を拒否した結果であり、

最後の6つの戒めの「人の不義」を指しています。これらのことをすることによっ
て，私たちは"脱獄"し，"血は血に触れる"のです。  



エゼキエル書22章で神は預言者に、人々が行ったことの長いリストを与えていま
す。彼らもまた、上記の二つのカテゴリーのうちの一つに該当します。 

都はその時が来るように、自分の中で血を流し、自分を汚すために自分の

中に偶像を作っている。あなたがたは自分が流した血によって罪を犯し、

自分で作った偶像で自分を汚した。あなたがたの中では父と母を軽んじ、

あなたがたの中ではよそ者を虐げ、あなたがたの中では父を持たない者と

やもめを虐げた。あなたがたは，わたしの聖なるものを軽蔑し，わたしの

安息日を冒涜した。あなたがたの中には、中傷して流血する者たちがいて

、あなたがたの中には山で食べる者たちがいて、あなたがたの中には淫行

をする者たちがいる。あなたがたの中にいる者たちは淫行を行います。あ

なたがたの中にいる者たちは父親の裸をさらし、あなたがたの中にいる者

たちは不浄の間に離れている女たちを冒涜します。ある者は隣人の妻と醜

態を犯し，またある者はその嫁を淫らに汚し，またある者はあなたがたの

中で自分の妹である父の娘を冒涜する。あなたがたの中には、血を流すた

めに賄賂を取り、高利貸しと増長を取り、恐喝で隣人から利益を得て、わ

たしを忘れた者がいる」と主なる神は言う......その中にいる預言者たちの陰
謀は、獲物を引き裂く咆哮する獅子のようであり、彼らは人々をむさぼり

、宝と尊いものを奪い、その中に多くの寡婦を作った。その祭司たちは、

わたしの律法に違反し、わたしの聖なるものを冒涜し、聖なるものと聖で

ないものとを区別せず、汚れたものと汚れていないものとの違いを知らし

めず、わたしの安息日から目を隠し、わたしが彼らの間で冒涜されるよう

にした。その中にいる彼女の王子たちは、血を流し、人々を滅ぼし、不正

な利益を得るために、獲物を引き裂く狼のようである。彼女の預言者たち

は、彼らのために偽りの幻を見て、彼らのために嘘を占い、主が語られて

いないのに、『主なる神はこう言われる』と言って、彼らに土のないモル

タルを塗りつけた。この地の人々は抑圧を利用し、強盗を行い、貧しい者

や貧しい者を虐待し、見知らぬ者を不当に抑圧した（エゼキエル22:3-4, 6-
12, 25-29、強調）。 

これは、現代の世界を正確に描写しているのではないでしょうか？上に挙げたす

べてのことは、ユダヤ人の周りにある神の保護の壁に裂け目を生じさせたのです

。私たちの時代にも同じようなことが起こり、私たちが思っているよりも早く、

私たちの保護の壁が崩れようとしているのです！上の章は次のような言葉で締め

くくられています。上の章は次のような言葉で締めくくられています。 

そこでわたしは、彼らの中に壁を作り、わたしの前に立って、わたしがそ

の地を滅ぼさないように、わたしの前の隙間に立つ者を探したが、誰も見

当たらなかった。だから、わたしは彼らにわたしの怒りを注ぎ、わたしの



怒りの火で彼らを焼き尽くし、彼らの行いを自分の頭の上で報いた」と主

なる神は言う（エゼキエル22:30-31、強調）。 

神は、モーセが立っていたように「隙間に立つ」人を求めました。しかし、神の

義の原則に基づいて生きている人で、民のために執り成してくれる人はいません

でした。ですから、神はサタンのところに行って、「民があなたの管轄の中で生

きていることは知っています、彼らの行動がそれを示しています。しかし、私の

原則に従って生活している人がいて、彼らのために執り成しています。彼は「彼

らの中に壁を作る」人を「探して」いました-

神の愛の律法を尊び、保護の壁の隙間に「立って」、破壊者に渡されてはならな

い土地を「代弁して」いました。  

神が「彼らの行いを自分の頭の上で償った」と言うとき、神は彼らが悪人である

ことを罰していると言っているのではありません。結局のところ、神様は寛容な

神様であり、恵みの神様です。神様が言っているのは、私たちが学んできたこと

を考えれば、神様は彼らを解放しなければならないということです。彼らの行動

によって、彼らは神の王国よりも破壊者の王国を選んだことを示したのですから

。  

マムレのテレビンスの木の下でアブラハムとイエスの間で行われた話し合いのテ

ーマは執り成しでした。 

主は言われた，「アブラハムは必ず偉大で強大な国となり，地のすべての

国が彼の中で祝福されるであろうから，わたしがしていることをアブラハ

ムに隠していていいのだろうか。  

そして主は言われた。"ソドムとゴモラに対する叫びが大きく，彼らの罪が
非常に重いので，わたしは今すぐ下に降りて，彼らがわたしに寄せられた

叫びに完全に従ったかどうかを見てみよう。それから男たちはそこから離

れてソドムの方へ行ったが，アブラハムはまだ主の前に立っていた。アブ

ラハムは近づいて言った，「あなたもまた，正しい者と悪い者を滅ぼして

くださいますか。あなたはその町に五十人の義人がいたとしますが，あな

たはその町を滅ぼし，その中にいた五十人の義人のためにその町を惜しま

ないのですか。あなたはこのようなことをして，義人を悪人と一緒に殺し

，義人が悪人と同じようになるようにすることは，あなたから遠く離れた

者である。全地の裁判官は正しいことをしないのか。そこで主は言われた

，「もしソドムの町の中に五十人の義人を見つけたら，彼らのためにこの

地のすべてを惜しまない」。そこでアブラハムは答えて言った、「本当に

今、塵と灰に過ぎないわたしが、自分の責任で主に話をすることになりま

した。50人の義人よりも5人少ないとしたら，5人が足りないからといって



，あなたはこの町のすべてを滅ぼされますか。そこで主は言われた，「も

しそこに四十五人がいたとしても，わたしはそれを滅ぼさない」。そして

，かれは再びかれに話しかけて言った。「もしそこに四十があったとしま

すか。そこで彼は言った 
"四十のためにはしない"そこで彼は言った，「主を怒らせないでください
。そこに三十人見つけたとしますか」と。そこで主は言われた。「もしそ

こに30人もいたら，わたしはそれをしません。そして彼は言った、「確か
に今、わたしは主に話すことを決意しました。もしそこに20があったとし
ましょうか。そこで主は言われた。「20人のために，わたしはそれを滅ぼ
さない。主を怒らせないでください。もしそこに10人の人間がいたとしま
しょうか。すると主は言われた、「わたしは10人のためにそれを滅ぼさな
い」。それで、主はアブラハムと話し終わるとすぐに自分の道を進み、ア

ブラハムは自分の場所に戻りました（創世記18:17-18, 20-33,強調）。 

アブラハムはソドムとゴモラのために執り成しをしました。私たちはどうでしょ

うか：私たちの時代には、世界のために執り成している人がいるのでしょうか？

聖書には何と書かれているでしょうか？ステファノのように、人々に真実を伝え

、創造主と破壊者の間で選択する機会を与えている使者がいるのでしょうか？ 

これらのことの後、私は四つの天使が地の四隅に立っていて、地の四つの

風を持っていて、地にも海にも木にも風が吹かないようにしているのを見

た。それから、別の天使が東から昇ってきて、生ける神の印を持っている

のを見た。彼は地と海を害することを許された四人の天使に向かって大声

で叫んだ。"神のしもべをその額に封印するまでは、地も海も木も害しては
ならない"と。私は封印された者の数を聞いた。イスラエルの子らの全部族
のうち、十四万四千人が封印された（黙示録7:1-4）。 

神は当分の間 

サタンを抑えておられる神のしもべを額に封印するまでは，地も海も木も傷つけ

てはならない。イエスの証とアガペの愛の律法を受けた神の使者たちが封印され

たとき、彼らはヨハネの黙示録14章6節で語られている永遠の福音を分かち合うこ
とになります。そうすれば、世界は神の永遠のアガペー愛の性質についての良い

知らせを聞く機会を得ることができます。しかし、もし世界が永遠の福音を拒否

するならば、その保護の壁は間違いなく崩壊してしまいます。  

破壊は、突然の洪水のように、あっという間にやってくるのです。イザヤは、こ

の比喩的な保護の壁が取り除かれることによって、破壊がもたらされる速度を説

明しています。 
 



それゆえイスラエルの聖なる者はこう言う。 

"この言葉を蔑ろにしているから 

そして、抑圧と変態性を信じて。 

そして、彼らを頼りにしてください。 

それゆえ，この不義はあなたがたのものとなる。 

崩壊する準備ができている裂け目のように 

高い壁の膨らみ。 

一瞬にして誰の破れが来るか  

イザヤ30:12-14、強調）。 

 

別の一節では、神の人類に対する愛に満ちた配慮が強調されています。それは、

神が私たちを「継続的に」守るために建てられた保護の壁によって表現されてい

ます。 
 

女性は授乳中の子供を忘れることができます。 

胎内の息子に同情しないのか？ 

彼らは忘れてしまうかもしれません。 

それでもあなたのことは忘れません。 

見よ、私の手のひらにあなたを刻んだのだ。 

あなたの壁は絶えず私の前にある。 

あなたの息子たちは急いで 

あなたの破壊者とあなたを蹂躙した者たち 

あなたがたから離れていく（イザヤ49:15-16、強調 

 
神はまた、壁に「見張り番」を派遣して、神についての真理を民に伝え、主の道

を守り、敵から守られるようにしています。 
 

私はあなたの城壁に見張り番を置いた エルサレムよ 



彼らは昼も夜も平穏を保つことはできない 

主に言及する者は、黙っていてはならない。 

彼が確立するまで休ませないでください。 

主がエルサレムを地の中で賛美するまで（イザヤ62:6-7、強調）。 

 

では、実際にペラジムで何が起こったのでしょうか？何年もの間、ペリシテ人は

福音の光を与えられました。彼らには神の仲間入りをする十分な光と機会があり

ました。しかし、彼らはそれを執拗に拒否し、神の民に反旗を翻して、ついに神

を拒否したのです。 

神の油注がれたダビデと戦争をすることによって、ペリシテ人は福音を拒否した

ことを封印し、神の保護の壁に裂け目を作りました。神の民に自由を与えること

を拒否したエジプト人がそうであったように、ペリシテ人もサタンの攻撃を受け

やすい状態になっていたのです。神の民に対して戦争をすることによって、彼ら

は神を拒絶したので、彼らの試練は終わりを迎えました。これは、神が彼らに扉

を閉じたからではありません。彼ら自身がドアを閉めたのです。つまり、彼らは

サタンの不義の原則を完全に受け入れ、神の義の原則を拒否したのです。 

その時，主は彼らのための執り成しが終わり，その結果，彼らの試練の期間が終

了したことを示すしるしとして現れてくださいました。このことは，彼らが神の

原則を拒否したことで，自分自身を封印していたことを証明しています。そして

、神の恵みを拒否した者たちが神の信奉者たちを迫害するようになったように、

主もまた、迫害された人々を支えるためによみがえられたのです。 

神は彼らが命の神のために決断するために必要なすべての光を送ってくださった

が、彼らは死の神とその死の原理を選んだ。そこで主は彼らに自由を与え、同時

に自分たちの民を守るために動いてくださったのです。  

ペリシテ人の比喩的な都市は、「壁の裂け目」を通してサタンの攻撃に大きく開

かれたままにされ、彼らが選んだ厳しい主人が洪水のように入ってきて、彼らを

迅速に罰するために来ました。神は彼らを降伏させ、彼らを引き渡し、サタンは

「水の裂け目のように」突然、一瞬にして彼らを滅ぼしたのです。  

皮肉なことに、ダビデは旧約聖書の中で神に仕えていた他の多くの人々と同じよ

うに、敵を滅ぼすためにサタンに利用されていました。モーセは、殺人のような

破壊的な方法を用いて、神がファラオから民を解放してくれると考えてエジプト



人を殺していました。ヨシュアは約束の地に入った途端、多くの人々を滅ぼしま

した。エリヤはバアルの祭司４５０人を殺しました。  

しかし、ダビデは自分の手に多くの血がついていたので、神の神殿を建てること

ができませんでした。モーセは確かにしもべとして神の家のすべてに忠実であっ

たが、それは後に語られるであろうことの証しのためであった。モーセは自分が

持っているすべての真理に忠実でした。モーセは自分をしもべと見なし、暴力的

な主人と見なした神に仕えていました。しかし、イエス様はご自身を御子と見な

し、父であり、アッバであり、"パパ"である非暴力的な神に仕えておられました。  

そして、ヨシュアについては、パウロは、ヨシュアが私たちの魂に「休息」をも

たらす真理を与えることができなかったので、彼は真理を与える者ではなかった

と言っています。ヘブル書の中でパウロは、「もしヨシュアが彼らに休息を与え

ていたなら、その後、別の日のことを語られることはなかっただろう」と書いて

います（ヘブル書4:8）。  

言い換えれば、もしヨシュアが神についての完全な真実を私たちに与えていたな

らば、神は、私たちが善悪の業から「休む」日がまた来ることには言及しなかっ

たでしょう。ヨシュアは罪深い堕落した人間であり、イエス様の一例に過ぎませ

んでした。イエス様は、私たちを典型的な約束の地、つまり「義が宿る新しい天

と新しい地」（第二ペテロ3:13、強調）に完全に、そして真に連れて行ってくださ
る方でした。  

ダビデ、モーセ、ヨシュア、エリヤ、これらはすべて、部分的な知識によって動

機づけられたタイプの人たちでした。彼らは神の人格についての完全な知識を持

っていなかったのです。イエス様だけが私たちに真の安息を与えることができる

のです。なぜなら、イエス様だけが、非暴力という神の人格についての真の知識

を与えることができるからです。ダビデ、モーセ、ヨシュア、エリヤはテンプレ

ートでしたが、今、イエスが啓示してくださった御父の知識を持つ私たちは、そ

の反テンプレートの役割を果たさなければなりません。その責任は、「時代の終

わりが来た者たちの上に」（第一コリント10：11）、私たちの肩にかかっていま

す。 

ペテロが変容の山にモーセ、エリヤ、イエスを称えて三つの幕屋を建てようとし

たとき、神はすぐに彼を中断して言われました。"これはわたしの愛する御子であ
り，わたしがよく喜ぶ者である。これはわたしの愛する御子であり、わたしが喜

んでいる者である。(マタイ17:5)と言われました。  



神はペテロに言っていました。"イエス様の言うことを聞きなさい。イエス様だ
けが、私が愛に満ちた父であり、厳しい主人ではないことを本当に知っておられ

ます。イエス様だけが、私の性格には善と悪が混在していないことを本当に知っ

ておられます。私が誰であるかについての主の証を聞いて，この点でのモーセと

エリヤの証を忘れてください。彼らは自分たちが持っていた光に向かって生きて

いましたし，確かに模範的でした。しかし，彼らは罪深く，堕落した人間であり

，彼らが行った多くのことは，アガペの愛というわたしの性格と調和しておらず

，無知のうちに行ったのです。しかし、今、あなたがたにはわたしの息子がいま

す。彼の声を聞いてください。あなたがたはもはや無知ではありません。  

ペラジムでのペリシテ人の滅亡は，「高い壁の中の膨らみが突如として破れてく

る」ように，ダムの裂け目から押し寄せてくる水の湧き出しのように来ました。

それは一瞬のうちに起こりました。 

私たちの日々の中で唯一の真のアガペー愛の神を拒む者には、同じ運命が待って

います。今日は救いの日です。神は私たちに、神と神のアガペ愛の方法を選び、

滅びではなく救いを選ぶようにと呼びかけています。  

ですから，聖霊が言うように，「今日，もしあなたがたが主の声を聞くな

らば，あなたがたの祖先たちが40年にわたってわたしを試し，わたしを試
し，わたしの作品を見た荒野での試練の日，反逆の日のように，あなたが

たの心を痛めないでください」。それ以来，わたしはその世代に腹を立て

て言った『彼らはいつも心の中で空回りし，わたしの道を知らない』 
だからわたしは嘆きの中で誓った『彼らはわたしの安息の地に入ってはな

らない』と。’ 
“兄弟たちよ，生ける神から離れようとする不信仰の邪悪な心があなたがた
の中にないように気をつけなさい。 

私たちは、神の道を知らずに心の中で迷子にならないように気をつけなければな

りません。神の道とは何でしょうか？騙されることを恐れることなく、神の道を

見ることができる唯一の真の場所があります。それはイエス・キリストです。イ

エス様は、神の道の唯一の真の代表者です。 
"兄弟たちよ、生ける神を信じない邪悪な心を持つ者が出てこないように気をつ
けなさい""生ける神を信じない者は要注意です"なぜなら、もし私たちが唯一の真
の神である生ける神から離れてしまうと、神は私たちをこの世の神に引き渡さな

ければならなくなるからです。私たちが恐れるべきは神ではありません。私たち

が恐れなければならないのは、神をこの世の支配者と交換することです。 
 



 
  



1 8  

 

 

ギベオンの谷   

 

 

主はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られるか

らである。  

"立ち上がる" "怒り" 
"ペラジム"という言葉を取り巻く言葉、用語、出来事を学びました。イザヤ書28:2
1によると、主はジベオンでも立ち上がったので、今、私たちはジベオンで何が起
こったのかを調べなければなりません。この聖書の歴史のエピソードは、ヨシュ

ア書10章1節から14節に書かれています。しかし、関連する箇所を読む前に、この
ドラマの主人公たちの背景を少し説明します。 

アドニゼデクはアモリテ人の王でした（アモリテ人はカナン人と同じです）。ア

モリテという言葉は、「発言者」（Brown-Driver-Briggs, 
BDB）を意味し、「人前に出る、つまり目立つという意味で、登山家」（Strong's 
Concordance）となっています。アモリテ人はヨルダン川を越えたユダの山岳地帯
に住んでいました。  

アドニゼデクは、ヨシュアがイスラエルを率いてその都を征服する前のエルサレ

ムの王でした。ヨシュアとその部下たちは、近隣の土地を一歩一歩勝ち取ってい

ました。彼らは強大な都市であったエリコとアイの都市を征服していました。同

じく偉大で強大な都市であったジベオンの人々は、恐れから、欺瞞と狡猾さを使

ってイスラエルと和平を結んでいました。エルサレムの王アドニゼデクは、この

すべてを見ていました。エルサレムの王アドニゼデクは、自分たちが次に滅ぼさ

れるのを恐れ、ギベオンのように和平を結ぶことを拒否して、隣人であるアモリ

テ族の四人の王を呼び寄せて、ヨシュアの同盟国であったギベオンの都市と同盟

を結びました。ここで物語の糸を拾うことになります。 

そこで、アモリテ人の五人の王、エルサレムの王、ヘブロンの王、ヤルム

スの王、ラキッシュの王、エグロンの王は、自分たちを集めて上って行き

、彼らとそのすべての軍勢は、ギベオンの前に陣を張って、ギベオンと戦



争をした。ギベオンの者たちはヨシュアをギルガルの陣営に遣わして言っ

た、「あなたのしもべから手を離すな。そこでヨシュアはギルガルから上

ってきて、彼と、彼と一緒に戦っていたすべての民と、すべての勇猛な者

たちを連れて行った。主はヨシュアに言われた、「彼らを恐れてはならな

い、わたしは彼らをあなたの手に引き渡したのだから、彼らの中にはあな

たの前に立つ者は一人もいないだろう。そこでヨシュアは突然彼らのとこ

ろに来て、一晩中ギルガルから上った。主はイスラエルの前に彼らを混乱

させ、ギベオンで彼らを大虐殺して殺し、ベトホロンに上る道に沿って彼

らを追いかけ、アゼカとマッケダに向かって彼らを打ちのめした。彼らが

イスラエルの前から逃げて、ベツロンに下っているとき、主は天から大き

な石を彼らの上に降ろし、アゼカに向かって彼らを打ち、彼らは死んだ。 

この一節には二つの言葉があります。"解放された"と"不快感"です。"Delivered"

はヘブライ語ではnâthanで、"与えられる、引き渡される、与えられる"という意味
です（Gesenius Hebrew-Caldee 
Lexicon）。この言葉が他の場所でも使われていることに注目してください。 

貧しい者を思いやる者は幸いである。主は彼を守り、生かされ、地の上で

祝福される。 

貧しい人を考慮する"人は、"彼の敵の意志に"上に与えられたnâthanは、"配信"さ
れません。神は彼を "配信"されます - 

これは別の単語、mâlaṭは、エスケープ、離れて滑る、リリースや救助に意味する
トラブルの時になります。  

神はアモリテ人の王たちを敵の意志に「引き渡した」のです。彼らの敵は誰だっ

たのでしょうか？私たちはすぐに、本当に彼らを滅ぼしたのは誰だったのかを知

ることになるでしょう。 

同じ単語「届けられた」(nâthan)が使われている別の一節に注目してください。 
 

しかしかれらは，最も高い神を試され，挑発された。 

そして、彼の証しを守らなかった。 

しかし、引き返して父親のように不誠実な行動をとった。 

欺瞞に満ちた弓のように脇を向いていた。 

彼らはその高いところで，かれを怒らせたからである。 

そして、彼らの彫られた像で彼を嫉妬に駆り立てた。 



これを聞いた神は激怒された。 

そしてイスラエルを大いに憎んだ。 

それで彼はシローの幕屋を見捨てた。 

彼が人の間に置いた天幕。 

そして、彼の力を捕虜にした。 

彼の栄光は敵の手に移った。 

彼はまた、彼の民を剣に渡した。 

そして、彼の相続に激怒した。 

火は若者たちを焼き尽くした 

そして、彼らの乙女たちは、結婚しても授からなかった。 

彼らの司祭は剣で倒れた 

その未亡人は嘆きもしなかった。  

詩篇78:56-74、強調）。 

 
神はその強さを捕虜とし、その栄光を敵の手に渡した。神の"力"と"栄光"とは誰
だったのでしょうか？彼らは"神の民"であり、神もまた"剣に委ねられた"人々であ
る。 

次の例では、「異邦人の手に渡された」としています。 
 

それゆえに、主の怒りは、その民に向かって燃え上がった。 

だから、彼は自分の相続を憎んだ。 

そして、異邦人の手に渡された。 

そして、彼らを憎む者が彼らを支配した。 

彼らの敵もまた、彼らを抑圧した。 

そして、彼らは彼らの手の下に服従させられた。 

彼は何度も彼らをお届けしました。 

しかし、彼らは彼らの助言に反抗した。 

その不義のために低くされたのである。  



詩篇106:40-43、強調）。 

 
神は神の民を異邦人の手に委ねた。異邦人を憎み、彼らを支配する者たちだ。彼

らの下で神の民は"圧迫され"、"服従させられた"のです。なぜ神は彼らを敵の手に
"引き渡した"のでしょうか？詩篇106篇の冒頭に、その理由が書かれています。 

 

かれらは民を滅ぼさなかった。 

主が彼らに命じた者について 

しかし、彼らは異邦人に混じっていた。 

そして、彼らの作品を学んだ。 

彼らは偶像に仕えていた 

それが彼らの罠になった 

彼らは息子まで犠牲にした 

娘たちは悪魔の元へ 

そして、罪のない血を流す。 

彼らの息子と娘の血を 

彼らはカナンの偶像に生け贄を捧げた 

土地は血で汚染されていた 

このようにして、彼らは自分の働きによって汚されたのです。 

そして、自分たちの行いで売春婦を演じた  

詩篇106:34-39、強調）。 

 
イザヤもまた、この言葉を同じ文脈で使っています。 
 

近くに来なさい、諸国の皆さん、聞いてみましょう。 

気をつけて！ 

地とその中にあるすべてのものを聞かせてください。 

世界とそこから出てくるすべてのもの。 



主の怒りは、すべての国々に対してである。 

すべての軍に対する彼の怒り。 

彼は彼らを完全に破壊した 

彼は彼らを虐殺に引き渡した  

 
次の一節では、アッシリア人のラブシャケがイスラエル人を愚弄していますが、

彼は同じようにnâthanという言葉を使っています。  
 

(イザヤ34:1-
2、強調追加)。そのとき，ラブシャケ人は立ってヘブライ語で大声で呼びか
け，「アッシリアの王である偉大な王の言葉を聞きなさい」と言った。ま

た，ヒゼキヤが主を信頼して，『主は必ず私たちを救い出してくださる。"
この都はアッシリアの王の手に渡されることはありません」（イザヤ36:13-
15、強調）。 

 
エレミヤも同じようにナタンを使っています。 
 

賢者は恥ずかしい。 

呆れられて連れて行かれる。 

見よ、彼らは主の言葉を拒否した。 

では、彼らはどんな知恵を持っているのでしょうか？ 

それゆえ、わたしは彼らの妻を他の人に与える。 

彼らの畑を継承する者たちに 

些細なことから偉大なことまで 

誰もが貪欲に与えられています。 

預言者から祭司まで 

誰もが偽りの取引をする（エレミヤ8:9-10、強調を加える 

 
神が文字通り誰かの妻を他の男に与えると考えるのは論理的でしょうか？もちろ

ん、そんなことは絶対にありません。これが言っているのは、民が「主の言葉」



を拒否していたために、自分たちが選んだものに身を任せてしまい、知恵がなく

、男が他の男の妻を奪うような暴力を振るうようになってしまうということなの

です。 

次の節では、神様が愛する人をあきらめることがどれほど難しいかを示していま

す。 
 

私は家を見捨て、遺産を残してきました。 

わたしの魂の愛する者を敵の手に渡した（エレミヤ12:7、強調しておきます
）。 

 

最後の例は、ミカエルから引用します。ここでは、神はメシアが来るまで彼らを

あきらめると言っています。この節はこのように述べています。 
 

"しかし、あなたはベツレヘム・エフラータ。 

あなたがたは，ユダの数千人の中では小さいが。 

しかし、あなたがたの中からは、わたしのもとに出てくる。 

イスラエルの統治者となるべき方。 

その出で立ちは昔からである。 

"永遠に" 

それゆえかれは，それらを放棄しなければならない。 

陣痛中の彼女が出産するまで。 

その時、彼の兄弟たちの残党は 

イスラエルの子孫のもとに戻る  

ミカ5:2-3、強調）。 

 
この聖句が予言していたことは、実際に起こったことです。神がそのようになる

ことを望んだのではなく、人々が神から遠く離れてしまったために、神がもう何

を言っても聞かなくなってしまったのです。このように、旧約聖書の最後の書物

であるマラキ書から新約聖書の最初の書物であるマタイ書まで、マリアがイエス



様をお産みになった時には、イスラエルには預言者がいなかった約400年の空白が
あります。  

次に勉強したいのは "不快感"という言葉だヘブライ語でこの言葉は 
hāmam（ハーマム）です 「動き出す... 動かす、駆り立てる... 

乱す、動揺させる、逃がす... 完全に破壊する、絶滅させる」という意味です 
(Gesenius Hebrew-Caldee Lexicon)  
ハマムという言葉は旧約聖書に13回出てきます。  

さて、朝の見張りの時に、主は火と雲の柱を通してエジプト人の軍勢を見

下ろし、エジプト人の軍勢を悩ませられた（出エジプト記14:24、強調）。  

"わたしはあなたの前にわたしの恐れを送り、あなたがたが来るすべての民
の間に混乱を引き起こし、あなたの敵をすべてあなたに背を向けさせる（

出エジプト記：23:27、強調しています）。 

本当に主の手は、彼らに対して、彼らを破壊するために、彼らが消費され

るまで、陣営の真ん中から彼らを破壊した（申命記2:15、強調）。 

そこで主はイスラエルの前に彼らを追い出し（discomfitted、KJV）、ジベオ
ンで大虐殺をして殺し、ベト・ホロンに行く道に沿って彼らを追いかけ、

アゼカとマッケダまで打ちのめされた（ヨシュア10:10、強調追加）。 

主はバラクの前にシセラとそのすべての戦車とそのすべての軍勢を剣の刃

で退けられた。  

さて、サムエルが焼燔の捧げ物を捧げているとき、ペリシテ人はイスラエ

ルとの戦いに近づいてきた。しかし、主はその日、ペリシテ人に大きな雷

を鳴らし、彼らを混乱させたので、彼らはイスラエルよりも先に打ち負か

された（第一サムエル7:10、強調）。  

さて，神の霊がオデットの子アザリヤに臨んだ。彼はアサに会うために出

て行き，彼に言った．"アサと，ユダとベニヤミンの皆さん，わたしの言う
ことを聞いてください。あなたがたが主と一緒にいる間、主はあなたがた

と共におられる。もしあなたが主を求めるならば、主はあなたがたのそば

におられますが、もし主を見捨てるならば、主はあなたがたを見捨てられ

ます。イスラエルは長い間、真の神を持たず、教える祭司を持たず、律法

を持たずにいましたが、彼らが困っているときにイスラエルの主なる神に

立ち返り、主を求めたとき、主は彼らによって見いだされました。その時

、出て行く者には平安がなく、入って来る者にも平安がなかったが、地の

住民はみな大混乱に陥っていた。それで、民族は民族ごとに滅ぼされ、都

市は都市ごとに滅ぼされ、神はあらゆる逆境で彼らを悩ませられたからで

ある（第二歴代誌15:1-6、強調付）。  



そこで、ユダヤ人たちはモルデカイが彼らに書いたように、彼らが始めた

習慣を受け入れた。それは、全ユダヤ人の敵であるアガガイト人ハムメダ

ータの子ハマンが、ユダヤ人を全滅させようと企んでいたためであり、彼

らを滅ぼし、彼らを消費して滅ぼすために、ピュール（すなわち、ロット

）を投じたからである（エステル9:23-24、強調している）。  

主は天から雷を鳴らし、最高の御方はその声を発し、雹と火の炭とを発し

た。主はその矢を放ち、敵を散らした（詩篇18:13-14、強調）。  

主よ、天にひれ伏して降りてきてください。  

山に触れれば煙が出る  

稲妻を閃かせて散らす。  

あなたの矢を撃ち抜き、それらを破壊する。  

上から手を伸ばして  

私を救出し、大水域から救い出してください。  

外国人の手から  

誰の口が嘘の言葉を話すのか  

そして、その右手は偽りの右手である  

詩篇144:5-8、強調）。 

 

この二つの言葉の意味を新たに理解することで、私たちが見始めた絵は、ヨシュ

アと彼の軍隊の突然の到着は、アドニゼックの五王同盟を完全に不意打ちにした

ということです。彼らは完全に混乱しました。しかし、敵陣営にこのような混乱

をもたらしたのは、ヨシュアの突然の登場だけではありませんでした。神は彼ら

を解放し、彼らを見放し、彼らの真の指導者であるサタンに引き渡したのです。

それが起こった瞬間 

彼らは"混乱"しました恐怖と恐怖と恐怖で満たされ理性を失ったもはや軍隊として
の団結力はなく、皆の思考は、一丸となって戦うことよりも、自分を救うことだ

けに集中していました。次に起こったことは、唯一の脱出ルートを見つけた彼ら

は、ベスホーンに向かって、上に行く道を走ったことです。  

誰がこのような恐怖を彼らに与えたのか。それは神なのか？それともサタンでし

ょうか？恐れは神から来るものなのでしょうか？テモテ2章の一節に注目してくだ
さい。  



神は私たちに恐れの霊ではなく、力と愛と健全な心の霊を与えてくださっ

たからです（第二テモテ1:7）。 

神はいつも同じで、変わらない。神は恐れを武器として用いられます。繰り返し

になりますが、私たちは読者の皆さんに、私たちの二冊目の本「試練にさらされ

た神」の中の恐怖についての詳細な研究をご覧になることを強くお勧めします。

私たちは騙されているのか？神は殺人者なのか？  

次に何が起こったかというと、アドニゼックとその同盟者たちがベトホロンに向

かって山を下りてきたとき、「主は天から大きな石を彼らの上に降らせてアゼカ

の方に降らせ、彼らは死んだ。 

雹、天からの大石、稲妻。この時点で、これらの言葉は、特にギリシャ神話に精

通している人には、ピンとくるはずです。例えば、神話の神ゼウスを考えてみま

しょう：彼は天空の神であり、雨の主でした。彼はアモリテ人の神であったバア

ルのギリシャ語の対極に位置していました。以下はゼウスの典型的な描写である

。 

...彼の武器は雷であり、彼に不愉快な思いをさせたり、逆らう者、特に嘘つ

きや誓いを破った者に投げつけた...天地の支配者であり、天上のあらゆる自
然現象の神であり、国家の支配者であり、神々と人間の父であり、嵐や嵐

、嵐のような空と空に関するあらゆる自然現象を作り出すことができた...
人間の父として、彼は人間の行動と幸福に父性の関心を持っていた。彼は

人間の父として、人間の行動と幸福に父性的な関心を持ち、真実、慈愛、

公正に報い、偽証と残虐行為を厳しく罰した。最も貧しく、最も寂しい迷

い人であっても、この神の強力な支持者を見つけることができます。彼は

賢く、慈悲深い父性の人物として、地球の裕福な住人には、恵まれない同

胞のニーズに気を配るように要求しました(http://www.greekmythology.com/O
lympians/Zeus/zeus.html) 

ゼウスは紛らわしい性格をしています。彼は人間、特に恵まれない人間に関心を

持っているように見える。父性のようです"真実、慈善、公正"を 

褒め称えているようですがしかし、偽証と残虐行為を厳しく処罰します"彼の武器
は雷であり、彼に逆らう者、特に嘘つきや誓いを破った者に投げつけた。"ゼウス
は報いと罰の神であり 

善と悪の神だ彼はある者には報い、ある者には罰を与える。  

神々を崇拝する者は、この気まぐれな支配者の残酷な正義に身を委ねてしまう。

だからこそ、神は周囲の神々にひれ伏してはいけないと民に警告したのです。な

ぜなら、もし彼らがこの神に従うことを選んだならば、アガペの愛の真の神であ



る神は彼らの選択を尊重し、天から啓示された義に従って、彼らを破壊者に引き

渡さなければならないからです。神はこの悪質な悪魔からその抑制を取り除かな

ければならず、人々は悪魔の破壊的な気まぐれにさらされることになるでしょう

。 

国際聖書百科事典では、バアルとゼウスを結びつけています。この二つの間には

違いはありません。 

フェニキア人の作家Sanchuniathon（Philo Byblius、Fragmenta 
II）は、それに応じて、人類の最初の世代の子供たちは、"干ばつの時に、
太陽に向かって天に手を伸ばして、彼らは彼を唯一の天の主とみなし、彼

をベエルサメンと呼んでいます。バアル＝シェマイムは、アクレとタイレ

の間のウム・エル・アワミドに神殿を持っていたし、彼の名前はフェニキ

アのサルデーニャとカルタゴの植民地の碑文に見られる。http://biblehub.co
m/topical/b/baal.htm（強調）。 

ヨブ記では、この神の働きをはっきりと見ることができます。彼は天から火を送

り、大風を送り、人々に彼の破壊的な方法を植え付け、その結果、人々は互いに

破壊し合い、人間に病気と苦痛をもたらすことができます。ヨブの傷は、サタン

がいかに人間の体を苦しめることができるかの証です。 

国際聖書百科事典は、バアルの善と悪の二元性を確認しています。 

太陽の神であるバアルは、有益な面と破壊的な面の二つの面で崇拝されて

いました。一方では、バアルは崇拝者に光と暖かさを与え、他方では、夏

の猛烈な暑さはバアル自身が生み出した植物を破壊しました。そのため、

疫病やその他のトラブルの時には、彼の怒りを鎮めるために人間の犠牲者

が犠牲にされ、犠牲者は通常、犠牲者の長子であり、生きたまま焼かれた

。 

神が彼らを解放すると、アモリ人はサタンの怒りに苦しみました。神はアモリ人

から破壊者を４００年間も遠ざけられていた。アブラムは夢の中で彼らの運命を

見た。 

さて，太陽が沈むと，アブラムの上に深い眠りが訪れ，見よ，恐怖と大き

な暗闇が彼の上に降りかかった。主はアブラムに言われた：「あなたがた

の子孫は，自分たちの子孫ではない土地で見知らぬ者となり，彼らに仕え

，彼らを四百年にわたって苦しめることを，確かに知っておきなさい。彼

らが仕える国民もまた，わたしが裁く。さて，あなたがたは安らかに先祖

のところへ行き，いい年をして埋葬されるであろう。しかし、第四世代に



なると、彼らはここに戻ってくる。アモリ人の不義はまだ完全ではないか

らだ」（創世記15:12-16、強調）。 

"アモリ人の不義はまだ完全ではない"咎で一杯になった杯の比喩です。咎とは、
神の無条件の愛に反抗したルシファーの心を満たしていた報いと罰の原理です。

この杯が一杯になると、問題の人たちは完全にサタンの不義の原理（善悪の知識

）に染まってしまいます。彼らは「不義に満ちていた」（ローマ1:29）のですが、
先住人と同じように、「彼の心の思いのすべての意図は絶えず悪でしかなかった

」のです（創世記6:5）。  

アモリ人は400年間、神が彼らに照らされた光を拒否していました。しかし、彼
らが神の民に対抗し、滅ぼすために組織化したとき、彼らの不義の杯が本当に一

杯になったとき、神はついに彼らを見限ったのです。 

ここには、先ほど見たのと同じメカニズムが見られます。ペリシテ人と同じよう

に、アモリテ人も神の民を迫害したり、戦争をしたりしました。そうすることに

よって、彼らは咎の杯を満たし、福音を拒否することを封印しました。その時、

主は彼らが還暦を越えてしまったことを知り、サタンが彼らの管轄権を主張しま

した。サタンが敵の陣営に洪水のように入ってきて、完全に不快感を与え、恐怖

を与え、破壊するのに対して、神はご自分の民を支えるために立ち上がってくだ

さいました。実際、サタンはこの時を４００年前から待っていたのです。神の抑

制がついに取り除かれたとき、サタンは天から大きな雹を降らせ、聖書の記録に

よると、ヨシュアの軍隊の剣よりも多くの人が雹によって死んだと書かれていま

す。 
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徹底的に破壊する   

 

 
ここで、詩篇百六篇の一節を取り上げなければならないことがわかりました。問

題の箇所をもう一度説明します。 
 

かれら（イスラエル）は，民を滅ぼさなかった。 

主が彼らに命じた者について 

しかし、彼らは異邦人に混じっていた。 

そして、彼らの作品を学んだ。  

彼らは偶像に仕えていた 

それが彼らの罠になった  

彼らは息子まで犠牲にした  

娘たちは悪魔の元へ 

そして、罪のない血を流す。 

彼らの息子と娘の血を 

彼らはカナンの偶像に生け贄を捧げた 

土地は血で汚染されていた 

このようにして、彼らは自分の働きによって汚されたのです。  

そして、自分たちの行いで売春婦を演じた。 

それゆえに、主の怒りは、その民に向かって燃え上がった。 

そのために、彼は自分の相続を憎んでいた。  

詩篇106:34-40、強調）。  

 



詩篇作家は、イスラエルがヨルダン川を渡って約束の地を占領したとき、「主が

命じられた民を滅ぼさなかった」と書いています。ここで言及されている「民」

とは異教の民で、神々を崇拝していました。  

この一節を理解するためには、いくつかの質問をしなければなりません。神はい

つ、イスラエルの子供たちに、その土地の神を崇拝する人々を滅ぼすようにとの

最初の命令を与えられたのでしょうか？その命令の中で使われた正確な言葉は何

だったのでしょうか？その命令のその後の使い方は、神が最初に命令を下した時

の神の最初の意図と一致しているのでしょうか？詩篇106:34に概説されているこの
命令の最初の例はどこにあるのでしょうか？ 

この命令の最初の言及は、出エジプト記二十三章にあります。神が言われたこと

に注目してください。 

わたしの天使はあなたがたの前に行って、あなたがたをアモリテ人、ヒッ

タイト人、ペリジテ人、カナン人、ヒビテ人、イエブシテ人の中に連れて

行き、彼らを断ち切るからである。あなたがたは彼らの神々にひれ伏して

はならないし、彼らに仕えてはならないし、彼らの業に従ってはならない

が、あなたがたは彼らを完全に打倒し、彼らの神聖な柱を完全に破壊しな

ければならない。"そうすれば、あなたはあなたの神である主に仕え、主は
あなたのパンと水を祝福してくださる。また、わたしはあなたがたの中か

ら病気を取り除こう。あなたがたの地では誰も流産したり、不妊になった

りすることはない。"わたしはあなたがたの前にわたしの恐れを送り、あな
たがたが来るすべての民の間に混乱をもたらし、あなたがたのすべての敵

をあなたがたに背かせる。またわたしはあなたがたの前にスズメバチを遣

わす。それはあなたがたの前からヒビト人、カナン人、ヒッタイト人を追

い出す。わたしは彼らを一年の間にあなたがたの前から追い出さない。そ

れは地が荒れ果て、野の獣があなたがたの手に負えなくなるからである。

わたしはあなたがたの前から少しずつ彼らを追い出し、あなたがたが増加

して土地を相続するまで。そしてわたしは、紅海から海、フィリスティア

、砂漠から川に至るまで、あなたがたの境界を定めよう。わたしは、その

地の住民をあなたの手に引き渡すから、あなたは彼らをあなたの前に追い

出さなければならない。あなたは彼らと契約を結んではならないし、彼ら

の神々とも契約を結んではならない。彼らはあなたの地に住んではならな

い。もしあなたが彼らの神々に仕えるなら、それは必ずあなたがたに災い

をもたらすからである」（出エジプト記23:23-33）。 

一見しただけでも、この一節は非常に啓発的です。ここで使われている言葉のい

くつかはすでに私たちに馴染みがあり、私たちはこれらの言葉の背後には目に見

える以上のものがあることを安全に推測することができます。  



例えば、「私は彼らを切り落とす」という言葉を考えてみましょう。神が「彼ら

を切り離す」と言った時、神は何を意味していたのでしょうか？ヘブライ語では

、「彼らを切り離す」という言葉はフレーズではなく、一つの言葉、カーハドと

いう言葉です。旧約聖書の神学的単語帳（TWOT）は、カーハドを次のように定
義しています。 

972 
(kad)蹴る、隠す、切り落とす、切り倒す、荒廃させる。ニルハル、ピエル
、ヒプヒルに出てくるこの動詞は、旧約聖書の中で三十二回出てくる。こ

の動詞は、何かを遠ざけておく、知られないようにすることを拒む、とい

う意味です。知られていないものには独立した存在がないので、この動詞

は非存在や消し去ることも意味します。  

ゲセニウス・ヘブライ語・カルデア語辞典は 

この言葉を理解するのに役立ちますそれによると、カーハドとは「否定する、見

捨てる」という意味だそうです。彼らはもはや神の管轄下にはないので、神は彼

らを神の王国から消し去ろうとしていたのです。彼らは神々の管轄下に入ること

を選んだのです。ですから、神の民に対する神の命令は次のようなものでした。 

あなたがたは彼らの神々にひれ伏してはならないし、彼らに仕えてもなら

ないし、彼らの業に従ってもならない。 

この命令を表面的に読んで、神がイスラエル人にアモリテ人、ヒッタイト人、ペ

リジテ人、カナン人、ヒビテ人、ジェブシテ人を一人残らず殺すことを望んだと

解釈するのは簡単です。しかし、これはテキストが言っていることなのでしょう

か？これは神が言っていたことなのでしょうか？ 

いくつかの言葉を見てみましょう。"完全に打倒する"という言葉を考えてみまし
ょう。この二つの英語の単語は、実質的には一つのヘブライ語の単語hârasで、二度
書かれています。単語を繰り返すことは、ヘブライ語では上意下達の方法である

ため、hâras 
hârasは「完全に破壊する」と訳されます。hârasは原始的な語源で、意味は 

打ち倒す、壊す、打ち破る、突破する、破壊する、打倒する、摘み倒す、

引き倒す、投げ倒す、破滅させる、破壊者、完全に（TWOT 

神が意図したことは、イスラエルの民が異教徒の隣人を完全に破壊し、殺すこと

であったことは明らかなように聞こえます。しかし、本当にそうなのでしょうか



？この言葉についてTWOTがさらに次のように述べていることに注目してくださ
い："この語源は、城壁、家、要塞などを引き裂いて破壊することを意味する。  

hârasが人々を破壊したり、殺したりするという文脈で使われていないことに気付
きましたか？神がご自分の民に「彼らを完全に打倒し、彼らの神聖な柱を完全に

壊す」と言われた時、神は彼らの「柱」、彼らの彫られた偶像を破壊することに

ついて話しておられたのであって、民自身を殺すことについて話していたのでは

ありません。 

このことは、出エジプト記２３章の神の民への命令の残りの部分を見れば明らか

です。すでに死んでいる人たちの間で混乱を起こすことはできません。  

神が言及された「混乱」は、その前にある「わたしの恐れをあなたがたの前に送

り、あなたがたが来るすべての民の間に混乱を起こし、あなたがたの敵をあなた

がたに背を向けさせる」という言葉と関連しています。 

神は自分の「恐れ」を彼らの前に送ると言われた時、何を意味していたのでしょ

うか？ここで使われている「恐れ」を表すヘブライ語の言葉は'êymâh 'êmâh'です。 

fright; 具体的には偶像（虫食いのような）: - 
dread.恐怖、恐怖、偶像、恐ろしい、恐怖（Strong's Concordance）. 

これは、神がここで語られている本当の恐怖であり、恐怖であり、心臓が止まる

ような絶対的な恐怖なのです。そして、新ヤコブ訳では、神は"民衆の間に混乱を
もたらす"と言っています。しかし、もしあなたがヤコブ王による新ヤコブ訳を読
むならば、その翻訳者たちは、神が人々を「混乱させる」のではなく、「滅ぼす

」と言うことを選んだことに気づくでしょう。しかし、「滅ぼす」という意味の

ヘブライ語の言葉は、ここでもhâmamという言葉を使っていますが、これは先ほど
見たように、"混乱"と"不快感"の両方を意味します。TWOTはhâmamを次のように
表現しています。 

この言葉の基本的な意味は、否定的な意味での「注意を向ける」、つまり

「嫌がらせをする」「困らせる」ということのようで、パニックを起こす

目的で使われることが多いようです。この動詞は十三回使われています。1
0回は神が主語です。そのうち、５回はイスラエルの敵が主語で、彼らのた
めに神様がパニックを起こして打たれたのです。(Iサム7:10; 
出エジプト14:24; 出エジプト23:27; ヨハネ10:10; ユダ4:15; 
また、より一般的な主語であるIIクロ15:6を参照)。このように、これは聖戦
の重要な側面を表しています。 



これは非常に重要な言葉であり、私たちは理解する必要があります。なぜならば

、TWOTが説明するように、この言葉は「聖戦の重要な側面を表している」から
です。Hâmamは常に「神の怒り」という文脈で使われています。これだけ言って
おくと、hâmamの定義の一つに"破壊"という意味があるのは事実です。しかし、前
章で見たように、破壊するのは「混乱」と「恐怖」、そして抑えきれない悪魔的

な怒りと暴力です。TWOTによると、hâmamは「強大な軍隊に触発された恐ろしさ
を意味する」とあります。ですから、神は、この人々が知恵を失って怖気づくよ

うなことをしようとされていたことがわかりますし、どの軍隊のことを指してい

るのか、すぐにわかるでしょう。 

私たちがここで見ているのは、ジベオンの谷で起こったことと全く同じことです

。アモリテ人とその同盟者たちがジベオンの町と神の民との戦いに立ち上がった

ときです。神はそこで何かをされていたのですが、それは彼らが恐ろしいパニッ

クに陥り、恐ろしい混乱に陥り、全くのパニックと恐怖に陥るほどの恐怖を引き

起こしていたのです。  

これは次のフレーズで確認されています。"そして、すべての敵をあなたに背を
向けさせるだろう"これは何を意味するのでしょうか？ゲゼニウスは、敵が背を向
けるということは、彼らが逃げ出すということだと説明しています。彼らは完全

な恐怖の中で逃げ出すだろう。そしてこれがまさに起こったのです。  

このように、何が起こるかというと、神がサタンとその軍団に乗っ取る許可を与

えた瞬間、神がサタンに引き渡して彼らを手放した瞬間、サタンは彼らに正気を

失い、命をかけて逃げるだけでなく、お互いをも滅ぼすような恐怖を植え付けて

しまうということがわかります。これは、神に従うために神を捨てた結果である

。 

スズメバチは？あれは何の意味があるの？神は異教徒に嫌がらせをして 

傷つけるために 

刺す蜂の軍団を送るつもりだったのか？そのように聞こえますよね？しかし、こ

れは何とサディスティックな神の姿を表しているのでしょうか。私たちは、この

言葉の本当の意味を調べずに、この言葉を額面通りに受け止めていいのでしょう

か。私たちは、少なくともより良い答えを探すことなく、神の専制的な絵に落ち

着くことを厭わないのでしょうか？ 

"私はあなたの前にスズメバチを送る。それはあなたの前からヒビト人、カ
ナン人、ヒッタイト人を追い出す。"  



ゲゼニウスは、いくつかの疑惑があると述べていますが、これは文字通りに取ら

れるが、むしろ、それは比喩であることを"様々な種類の病気や災難を指定する"こ
れは申命記28章の呪いと完全に一致しています。神は、彼らが神と彼の人生の助
言を見捨てるとき、人間に起こることができるすべてのことを概説した。創造主

のマニュアルに従わないと、本当に悪いことが起こるのです。そして、これはま

さに、神の命を与える指示に従うことを選ばなかった国々に起こったことなので

す。 

ヨシュア記24:12では、神の救いの方法としてスズメバチが再び言及されていま
す。  

私はあなたの前にスズメバチを送って、あなたの前から彼らを追い出した

が、アモリテ人の二人の王たちも、あなたの剣や弓では追い出していない

（ヨシュア24:12、強調）。 

ここで私たちは、イスラエルの民が土地を所有するためには、その土地を自由に

するためには、一連の原因と結果が必要であることを、神がどれほど明確に指摘

しているかを見ています。彼らは剣と弓を使うべきではなかったのです。それな

のに、ヨシュア書10章では、ヨシュアが剣を使い、周りの人々を皆殺しにしてい
ます。これは絶対に神の意志ではありませんでした。  

わたしはあなたがたの前から彼らを一年の間に追い出すことはしない。わたしは

、あなたがたの前から少しずつ彼らを追い出し、あなたがたが増えて、あなたが

たが土地を相続するまで、彼らを追い出す。 

その土地の民を完全に滅ぼすという神の命令は、彼らを完全に殺すという命令で

はありませんでした。神ご自身は、ご自身の義の方法で、民に約束の地を与えよ

うとされていました。神はその地の人々が虐殺されることを望んでおられません

でした。実際，一年で追い出すつもりはありませんでした。神ご自身の方法で、

彼らが神から離れて自由になれるようにするために、少しずつこのようなことが

起こるのです。そうすると、彼らは死に始めます。神は、彼らが自滅するのを見

るのは苦痛だったに違いありませんが、物事が自然に進むのを待とうとしていま

した。  

無条件の愛である神は、アモリテ人、ヒッタイト人、ペリジテ人、カナン人、ヒ

ビテ人、ジェブシテ人を愛しておられました。そう、神は彼らをあなたと私を愛

するのと同じように愛しておられたのです。しかし、彼らは神様を愛していませ

んでした。そのため、彼らは神の助言や指示、警告に耳を傾けず、その結果、神

の知恵を無視したときに起こることの餌食になってしまったのです。同じことが



あなたや私にも起こりうるのです。なぜなら、神の王国は絶対的で公平だからで

す。私たちには、生きる道と死ぬ道の二つの道があります。もし私たちが生きる

道を選ばなければ、私たちは自動的に死の道を選ぶことになります。 
 
この地の人々がますます邪悪で邪悪な道に入り込むにつれて、彼らはますますサ

タンの管轄下に入り込み、死の道に入っていきました。そうすると，神は彼らに

とって見知らぬ人となりました。その結果、サタンは彼らに破壊的な仕事をする

自由をますます与えられ、彼らは病気、疫病、暴力によって滅びました。これが

「スズメバチ」が意味するところです。 

これまで、神の愛と知恵を無視した人々に何が起こるかについて、神が説明され

ているのを見てきました。しかし、神様が伝えたかった本当のメッセージ、契約

を守る人々に理解してもらいたかった最も重要なメッセージは、このことでした

。  

"あなたは彼らと契約を結んではならない 
彼らの神々とも契約を結んではならない彼らはあなたの土地に住んではな

らない。彼らが私に反して罪を犯さないように。"彼らの神々に仕えれば、
必ずあなたがたを悩ませることになるからだ" 

神はご自分の民がこれらの国々と同じ道をたどることを望まれませんでした。神

は彼らに、そして私たちにも、サタンと同盟を組むと、その結果は破滅であるこ

とを教えようとしていたのです。もちろん、人々は神の警告を聞き入れませんで

した。何度も何度も、彼らは彼らを取り囲んでいた異教の宗教と同化しました。

そして、私たちがすでに見てきたように、彼らはその結果を刈り取ったのです。  
 
 

 
  



2 0  

 

彼の素晴らしい仕事と彼の非日常的な行為   

 

主はペラジム山のように立ち上がられ、ジベオンの谷のように怒られるか

らである。  

 
彼の素晴らしい仕事 

 
私たちは、「すごい」とか「奇行」という言葉を読むとき、これは普通ではない

、奇異なことを意味すると自動的に解釈します。そして、神様が罪人を罰するお

方だと信じている人たちは、この「奇業」とは、神様が立ち上がり、最後に罪人

を滅ぼすことを意味していると信じています。しかし、もし神様が罪の発生当初

から罪人を滅ぼしてきたのであれば、この解釈は意味がありません。多くの人が

肯定しているように、そうであれば、神が罪人を滅ぼすことは何も不思議ではあ

りません。さらに、このヘブライ語の「奇妙な」という言葉の意味は、このこと

ではありません。ヘブライ語の言葉は zûwr です。 

to turn off aside (特に宿泊のために); therefore to be foreigner, strange, profane; 
specifically (active participle) to commit adultery: - (come from) another (man, place), 
fanner, go away, (e-) strange (-r, thing, woman) (Strong's Concordance) (Strong's 
Concordance) 

ゲゼニウスは zûwr 

は「出発する」という意味だと言っています。また、TWOTにはzûwrについて次の
ような記述があります。 

KBでは基本的な意味を"turn 
aside"としている。BDBでは、この意味を持つ似ているが明らかに関係のな
いsrという語源を引用している。 

分詞的な使い方を除けば、この単語はカルに４回、ニファルに２回、ホフ

ァルに１回しか出てきません。典型的なのはヨブ記19:13で、ヨブはかつて
の友人が自分と「疎遠になった」と述べています。ニファルとホファルは

受動態です。 



zûr は主に参加形の zr で使用され、69 
回出てくる。名詞としての力を持ち、KBではそのように記載されている。
それは法律(Lev 10:1)に奇妙なある行為のために使用され、別の世帯(Deut 
25:5)に、別の人(Prov 14:10)に、別の土地(Hos 
7:9)に見知らぬ人である人のために。基本的な考えは、非知人や無縁の者の
ことである。プロブによく出てくる女性形の「見知らぬ女」は不倫女であ

る。 

 

神の「奇妙な行為」とは、殺すことや破壊することではありません。神の「奇妙

な行為」とは、本質的には、神と神のアガペー愛の原則を絶対的に拒否する人々

のために、出発し、身を引くこと、離れていくことであり、見知らぬ人となるこ

とです。しかし、神様が身を引くことによって、完全なパニックと破壊が起こる

のは事実です。しかし、これは神様が神様を拒絶する人たちを罰するためにする

ことではありません。彼らの選択の自由を尊重するために行うのです。 

神が出発されるのは、絶対に必要なとき、絶対に必要とされなくなったときだけ

です。そして、侵入者に子供が殺されるのを目撃しなければならない親のように

、深い痛みの中でそうされるのです。  

私たちは、イエスを拒絶することによって、ユダヤ人が破壊者の手で自分たちの

運命を封印したことを知りながら、エルサレムの上で泣いているイエスを見てい

ると、同じような状況でイエスの心の傷を見ることができます。 

エルサレムよ エルサレムよ 預言者を殺し 
石を投げつける者！私は何度もあなたの子供たちを集めようと思った雌鶏

が雛を羽の下に集めるようにしかしあなたは反対した！見ろ！あなたがた

の家は荒れ果てたままである。あなたがたに言う、『主の名によって来る

者は祝福される』と言うまで、あなたがたはもうわたしを見ることはない

。マタイ23:37-39、強調）。 

イエス様は、雌鶏が羽で雛を守るように、選ばれた人々を守りたかったのです。

イエスはご自身から彼らを守りたかったのでしょうか？絶対に違います。それは

意味がありません！ 

神の働きは、私たちを破壊者から守ることです。しかし、ユダヤ人たちは、イエ

ス様が持って来られた「いのちの言葉」を受け取ろうとはしませんでした。その

ため、彼らの「家」は、神の栄光がそこから去ろうとしていたので、「荒れ果て

た」状態になっていたのです。ルカ書の平行した一節には、救い主を拒んだ町に



いつそれが起こるかが書かれています。イエス様は，神がいつ出発されるのか，

「荒れ果てた」状態になるのかについてのしるしを彼らに与えておられました。 

しかし、あなたがエルサレムが軍隊に囲まれているのを見たとき、その荒

廃が近いことを知ってください。その時、ユダにいる者は山に逃げ、その

中にいる者は出発させ、国にいる者はその中に入ってはならない。これら

は復讐の日であり、書かれているすべてのことが成就するからである。し

かし，その日に妊娠している者や乳飲み子を授かっている者に災いがある

。地には大いなる苦難があり，この民にも怒りが及ぶからである。彼らは

剣の端で倒れ、捕虜となってすべての国に連れて行かれる。そして、エル

サレムは異邦人の時代が成就するまで、異邦人に踏みにじられるであろう

（ルカ21:20-24）。 

エルサレムは"軍隊"に囲まれ、"荒廃"が近いことを示していました。イエスは、
これらは"復讐"の日になると言われました。これは何を意味していたのでしょうか
？これが神の復讐だということなのでしょうか？  

復讐」という言葉はekdikēsisという言葉で、「報復、報復、復讐、復讐、罰」を意
味します（Strong's 
Concordance）。ここでも私たちは、「報復、報復、復讐、復讐、罰」とは誰のこ
となのかと問いかけます。この罰はアガペの愛の神から来たのか、それとも報い

と罰の神から来たのか？ 

神の「奇妙な行為」とは、神の民を迫害して戦争をする人々から「身を引いて」

、「離れる」ことです。神が身を引くのは、その時だけです。真のイエスに従う

者を迫害することによってのみ、彼らは福音を拒否することができるのです。 

今日、多くの人がすでに神の怒りを味わっています。彼らはパニックに陥り、神

を遠くに押しやってしまい、悪魔に嫌がらせを受けているのです。神は私たち全

員に、唯一の安全な避難所に戻るように呼びかけています。神のような保護者が

いるのに、なぜ私たちは滅ぼされてしまうのでしょうか？ 
 

私の魂よ、静かに神だけを待ちなさい。 

私の期待は彼からのものです。 

彼だけが私の岩であり、私の救いです。 

彼は私の弁護人です。 

私は動じない。 



神のうちに私の救いと栄光があります。 

私の強さの岩。 

そして、私の避難所は、神にあります。 

どんな時も主を信頼してください。 

主の前に心を注ぎなさい。 

神は私たちのための避難所です。セラー（詩篇62:5-8 

 

神はサタンから私たちを守りたいと願っています。私たちは、神の保護ケアなし

では、一瞬たりとも安全な状態を保つことはできません。 

神は私たちを怒りに任じられたのではなく、私たちの主イエス・キリスト

を通して救いを得るためである（第一テサロニケ5:9）。 

 
ヒズ・アンニュアナル・アクト（HIS UNUSUAL ACT 

 
イザヤ書二十八章二十一節の言葉の学習を終えると、新欽定訳聖書で「普通では

ない」と訳されている二番目の言葉 

「奇妙な」が何を意味しているのかが見えてきます。この言葉は、先ほどの「奇

妙な」という意味の言葉であった zûwr 

と同じ言葉ではありません。ここでいう「奇妙な」という言葉は、ヘブライ語の

「nokrîy」という言葉です。ストロングスは、nokrîyを次のように定義しています。 

strange, in variety of degree and applications (外国人, nonrelative, adulterous, 
different, wonderful): - alien, foreigner, outlandish, strange (-r, woman) 
"(ストロングのコンコーダンス) 

TWOTには、この単語のための以下のエントリがあります。 

外国人、奇妙な人、異質な人、名詞としてよく使われます。nokrîは通常、a
vでは「奇妙な」または「よそ者」と訳されますが、RSVでは「外国人」ま
たは「外国人」と訳されます。イスラエル人以外の人は「外国人」です(Jud 
19:12; I Kgs 8:41 et al.)。この用語は「外国の地」（出エジプト記2:22; 
18:3）や「外国人（非イスラエル人）の女性」（I Kgs 11:1, 
8など）にも適用されます。箴言集では、「外国人（または見知らぬ）女性

」（nokrîyâ）は、売春婦や不倫女の専門的な表現になります（Prov 2:16; 
5:20; 6:24など）。nokrî は、「未知の」「見慣れない」（ヨブ記 19:15、詩篇 



69:8 [H 9]）、あるいは「奇妙な」「驚くべき」（イザ 
28:21）という意味を持つこともあります。現代のヘブライ語では、nokrîは
「異邦人」を意味する場合もあります。 

見ての通り、「神の怒り」の最後の段階は、神が解放しなければならない人々に

とって「よそ者」となることを意味します。なぜなら、彼らは完全に別の管轄区

域に属しているからです。彼らの善悪の方法と神のアガペの愛の方法には何の共

通点もありません。彼らは「異国の地」、破壊者の地に属しているのです。ここ

にも「異国の女」である売春婦の象徴、霊的な姦淫を意味する比喩が出てきます

。  

ここで、ホセアの話が頭に浮かびます。ホセアの物語は、神が「神の怒り」のメ

カニズムを教えてくれる生きた寓話です。  
 

主がホセアによって語られ始めたとき、主はホセアに言われた。 

"行け、ハーロトリーの妻を連れて行け 

そして、ハーロトリーの子供たち。 

この地は大いなる悪事を犯した 

主から離れることによって」（ホセア1:2、強調）。 

 
ホセアはゴメルを自分のものとし、ゴメルは子供を産み始めた。第一子は「主が

蒔く」という意味の「エズレル」でした。それからゴメルは娘を産んだ 

ロ・ルハマー 

これは無慈悲を意味するそれからゴメルは息子のロ・アンミを産んだ。"私の民で
はない"という意味だ。 

 

ロ・アンミの名前を呼んで 

あなた方は私の民ではないからです。 

また、私はあなたがたの神ではない（ホセア1:8）。 

 
ホセア書を通して、神は人々が行ったことと、彼らが神々との間で犯した淫行の

概要を説明されています。そして第五章では、神は彼らからご自身を引き離され

たと述べています。 



 

群れや群れと一緒に 

彼らは主を求めて行く。 

しかし、彼らは彼を見つけることはできません。 

彼はご自身を彼らから引き離した。 

彼らは主に背信的な対応をした。 

彼らは異教徒の子供を産んだからです。 

今や新月が彼らとその遺産を食い尽くすだろう 

ホセア5:6-7、強調）。  

 
神とその教えに対するアガペーの愛の法則から離れることの結果は、神がそれら

を手放さなければならないということです。 

 

エフライムは圧迫され、裁きに破れている。 

なぜなら、彼は進んで人間の戒律[善悪の道徳律]によって歩んだからです（
ホセア5:11、強調しています）。  

 

イスラエルは良い[AGAPE love]を拒絶した。  

敵（サタン）は彼を追いかける  

ホセア8:3、強調）。  

 

彼らは自分たちのために偶像を作った 

彼らは切り離されるかもしれない。  

ホセア8:4、強調）。  

 

エフライムは罪のために多くの祭壇を作ったからです。 

彼らは彼のために罪を犯すための祭壇となっている。 

わたしは彼のために、わたしの律法の偉大なことを書いた。 



しかし、彼らは奇妙なものと考えられていた  

ホセア8:11-12、強調）。  

 

イスラエルはその主を忘れてしまったからである。 

そして、寺院を建てた。 

ユダもまた、城塞都市を増やした。 

しかし、私は彼の都市に火を放ちます。 

それは彼の宮をむさぼる」（ホセア8:14）。 

 

イスラエルを見つけた 

荒野の葡萄のように 

おやじさんを見た 

最初の季節のイチジクの木の初実として。 

しかし、彼らはバアル・ペオル[SATAN]のところへ行った。 

そしてその恥のために，自分たちを（神から）切り離した。 

彼らは彼らが愛したもののような忌まわしいものになった。 

エフライムの栄光は鳥のように飛び去る。 

産まない、妊娠しない、受胎しない! 

子育てとはいえ 

しかし、私は最後の男に彼らを残す。 

そうだ，わたしがかれらから去る時，かれらに災いをもたらすであろう。 

エフライムがタイレのように、気持ちの良いところに植えられているのを

見たように。 

だからエフライムは、その子らを殺人者[サタン]のもとに連れ出すのである
（ホセア9:10-13、強調追加）。  

 
ここで語られている殺人者は誰ですか？神なのか？イエス様は「殺人者」とは誰

なのかを教えてくださいました。  



あなたがたは、あなたがたの父の悪魔の子であり、あなたがたの父の望み

は、あなたがたがしたいことである。彼は初めから人殺しであり、真理に

立っていない、なぜなら彼の中には真理がないからである（ヨハネ8:44、強
調追加）。  

 
次の節では、神は誰も逃れることのできない刈り取りと種まきの永遠の法則を明

確に指摘しています。これは因果律であり、神の恣意的な行為ではありません。  
 

あなたは邪悪なものを耕した。 

あなたがたは不義を刈り取った。 

 

あなたがたは邪悪なものを蒔いたので、不義を刈り取るのです。 

 

あなたは嘘の実を食べてしまった。 

それは、あなたが自分のやり方を信じていたからです[GOOD AND EVIL]。 

あなたがたの強大な男たちの群れの中で。 

それゆえ，あなたがたの民の間には，騒動が生じるであろう。 

あなたのすべての要塞は略奪される。 

シャルマンが戦いの日に ベス・アーベルを略奪したように 

母親は子供たちの上にバラバラに砕け散った。 

ベテルよ，このようにしてあなたがたになされるであろう。 

あなたの大いなる邪悪さのせいで 

夜明けにイスラエルの王 

完全に切り捨てられる（ホセア10:13-15、強調）。 

 
最後に、次の節では、破壊者によって滅ぼされようとしている神の民を前にして

、神の深い痛みを再び聞くことができます。 
 

どうやって諦めればいいんだ エフライム？ 

イスラエルよ、どうやって引き渡せばいいの？ 



どうしたらアドマを好きになってもらえるのかな？ 

ゼボイムのように設定するには？ 

私の心は私の中で揺れ動いています。 

同情がかきたてられる。 

私の怒りの激しさを実行しない。 

私は再びエフライムを滅ぼさない。 

私は神であり、人間ではないからです。 

あなたの中の聖なるもの 

そして、わたしは恐怖をもって来ない（ホセア11:8-9、強調）。 

 
ホセアの物語は型にはまったものです。それは例です。しかし、過去のすべての

聖書のタイプが指し示している偉大な反タイペは、すぐに黙示録で説明されるよ

うに、近い将来に起ころうとしています。  
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来たるべき災い  

 
 
 
 
聖書の中には、私たちの世界にはまだ「怒り」が来ると予言している一節があり

ます。聖書によると、この「怒り」は局地的なものではなく、全世界的なもので

あるとされています。問題の一節は、パウロがテサロニケの信徒に宛てた最初の

手紙の中にあります。パウロは彼らにこう言っています。 

あなたの神への信仰は消えてしまったので、私たちは何も言う必要はあり

ません。彼ら自身が、私たちがどのような形であなたがたのところに入っ

てきたか、また、あなたがたが生ける真の神に仕えるために偶像から神に

立ち返り、死人の中からよみがえらせてくださった天の御子、すなわち、

来るべき怒りから私たちを救ってくださるイエスを待ち望んでいたことを

、私たち自身が宣言しているからです（第一テサロニケ1：8-
10、強調しています）。 

これらの聖句を見ていると，非常に興味深い点がいくつか浮かび上がってきます

。第一に、まだ「来るべき」「怒り」が確かにあるということです。第二に、そ

しておそらく最も重要なことは、ここで私たちがまだ来ようとしているこの怒り

から逃れる唯一の方法である出口が示されていることです。イエス様はどのよう

にして私たちを「来るべき怒りから」救い出してくださるのでしょうか。  

ペンテコステの時、ペテロがイエス・キリストについて証しをした後、人々がペ

テロに尋ねたように、「諸君、兄弟たちよ、私たちは何をすればよいでしょうか

」(使徒2:37)。(使徒2:37) 

私たちもまた、同じ質問をする必要があります：救われるためには何をしなけれ

ばならないのでしょうか？どうすれば、イエス様が「来るべき怒り」から私たち

を救ってくださるのでしょうか？ペテロの時代の答えは、今日の私たちにも同じ

答えです。  



そしてペテロは彼らに言った、「悔い改めて、罪の赦しのためにイエス・

キリストの名によってバプテスマを受けなさい。あなたがたと、あなたが

たの子供たちと、遠く離れたすべての人たちと、主なる神がお呼びになる

多くの人たちとの間に約束があるからである」（使徒2:38-39）。 

何か新しいことがあるのでしょうか？私たちは皆、このことを何度も何度も聞い

たことがありますし、ほとんどの人がすでにこのようなことをしています。私た

ちはイエス様を信じ、バプテスマを受け、絶えず悔い改め、罪を赦してください

と神にお願いしています。問題は、私たちがこの言葉の深い意味、ペテロが言っ

たことの深い意味を理解していないことです。 

まず第一に、私たちは"悔い改め"という言葉を誤解しています。私たちは「いの
ちの木」ではなく、「善悪の知識の木」を通してその言葉を解釈しています。後

者の方が神が私たちに理解してほしいと願っておられる方法です。聖書の中の「

悔い改め」という言葉は、自分の罪を悔やむという意味ではありません。これは

先ほども述べたように、善悪の知識の木からの解釈であり、それは業の形をとっ

ているからです。このような悔い改めは、私たちと神との間の取引を伴います。

つまり、私たちが自分がどれだけ悪いことをしてきたかを十分に反省すれば、神

は私たちを許してくれるということです。考え方のこの方法は、私たちが私たち

の罪のために申し訳ないと感じ、自分自身のことを悪く感じていない限り、神は

私たちを赦してくれないと言います。  

読者の皆さん、もしこれが本当だとしたら、恵みはどうなるのでしょうか？信仰

による義はどうなるのでしょうか？パウロがローマ人への手紙で述べた「キリス

ト・イエスにある贖いによって、主の恵みによって自由に義とされた」（ローマ

人への手紙 
3:24）という言葉はどうなるのでしょうか？ここに問題があることがわかりますか
？ 

問題は、ギリシャ語で「悔い改め」を意味する「メタノイア」を正しく理解して

いないことです。メタノイアの本当の意味は、「自分の心を変える」（セイヤー

）、「違った考え方をすること、あるいはその後に考え直すこと」（ストロング

のコンコーダンス）です。これがメタノイアの意味です。ピリオド。  

しかし、ほとんどの聖書辞典では、「心の変化」という意味に加えて、メタノイ

アは、「道徳的に良心の呵責を感じる」（ストロングス・コンコーダンス）、ま

たは「より良い方向に心を変え、過去の罪を忌み嫌って心を込めて償う」（セイ

ヤー）という意味もあるとしています。言い換えれば、悔い改めることです。し



かし、私たちの罪を悔い改めるという概念は、メタノイアという言葉が表現する

心の変化やパラダイムシフトとは何の関係もありません。  
 
では、ペテロが「悔い改め、罪の赦しのために、イエス・キリストの名によって

バプテスマを受けなさい」と言ったとき、ペテロは何を意味していたのでしょう

か。私たちはペテロが意味したのは、イエスの福音による御父についての良い知

らせによって、神が誰であるかについてのあなたの考えが変わることを意味して

いたのだと考えています。イエス様は、御父の真のお姿を教えてくださいました

。イエスが宣言した神についての良い知らせを、あなたの心が受け入れるように

してください。神がすでにあなたがたを赦してくださっていることを信じる勇気

を持ちましょう。メタノイアとは、サタンの解釈する福音、すなわち、働きによ

る救いから離れ、イエスの解釈する福音、すなわち、恵みによる救いを信じるこ

とを意味します。救いとは贈り物であり、与えられたものではありません。 

ペテロが言いたかったのは、「あなたがたのすべての人は、イエス様が全世界に

自由に与えてくださる無条件の赦しを受け入れましょう。神が御子を世に遣わさ

れたのは、世を非難するためではなく、御子を通して世が救われるためであった

からです」（ヨハネ 3:16-17）。 

屋根から降ろされた麻痺した人のことを考えてみてください。絶対に違います。

イエスは彼の口から赦しを請うことなく、彼に赦しを与えられたのです。ザッケ

ウスはどうだったでしょうか？彼はイエスに許しを請いましたか？絶対に違いま

す。イエスは、ザッケウスが一言も言わないうちに、ご自分の愛と赦しを惜しみ

なく与えてくださいました。姦淫した女はどうだったのでしょうか？彼女はイエ

ス様に赦しを請う必要があったのでしょうか？いいえ、イエス様は彼女を非難す

ることさえしませんでした。私たちは何度も何度も、イエス様が無条件に人々を

受け入れ、赦しを請う必要もなく、私たちが理解している従来の悔い改めの方法

で悔い改める必要もなく、人々を赦されたことを目にします。  

イエスが無条件の愛を示されて、心の変化をもたらした後に、人の罪に対する悲

しみが訪れたのです。ザッケウスが自分の罪を嘆き、盗んだものをすべて返した

のは、イエスが恵みと赦しを示した後でした。マグダラのマリアが石打ちと七つ

の悪魔から救われた後、彼女はイエス様の愛に心を奪われ、愛と感謝の涙を混ぜ

て、価値あるものをすべてイエス様に捧げました。 

これはまさに、ローマ人への手紙2章4節でパウロが語っていることです。 



それとも、神の善良さが悔い改めに導くことを知らずに、神の善良さ、寛

容さ、慈しみの豊かさを軽蔑しているのでしょうか（ローマ人への手紙2:4
、強調しています）。 

イエス様の福音で啓示されたこの基礎的な良い知らせを理解したら、テサロニケ

の信徒へのパウロの演説に立ち返る必要があります。パウロはテサロニケの信徒

たちに「生ける神、まことの神に仕えるために、偶像から神に立ち返った」と述

べたとき、非常に興味深い発言をしました。ギリシャ語の「回心した」という言

葉は epistrephō 

で、「元に戻る」という意味です。彼らは何に立ち返ったのでしょうか？  

これは、アダムが「善悪の知識の木」に埋め込まれたサタンの神に関する嘘を食

べる前に、アダムとエバが持っていた神に対する本来の知識に戻ったことを意味

していると私たちは考えています。イエス様は彼らに神についての真実を与える

ことによって、罪がこの世に入る前にアダムとエバが園で持っていた神について

の本来の知識に戻ることを可能にしたのです。これこそが、イエス様が今日も私

たちに与えてくださっている、真の正しい神の知識なのです。 

では、彼らはどのようにして「生ける真の神に仕えるために偶像から神に立ち返

った」のでしょうか？彼らが「偶像から神に立ち返って、生ける真の神に仕えた

」というのは、上で述べたことと全く同じことです：心の変化、パラダイムシフ

トです。彼らは、イエス・キリストがパウロを通して教えていたことを通して、

新しい方法で、しかし古い方法でも神を見るようになりました。彼らは、堕落前

の神を知る本来の「古い」方法、つまり真の方法に戻りました。彼らは神を本当

の意味で再び見るようになったのです。敵ではなく友人であり、敵ではない神、

私たちのためにいてくださる父であり、私たちに敵対する厳しい裁き手ではない

神。 

テサロニケの信徒たちは、本当の意味でのメタノイアを持っていました。彼らは

サタンの目を通して神を見るのをやめ、イエスの目を通して神を見るようになっ

たのです。サタンの神の見方は、歪んでいて、歪んでいて、真実ではありません

。しかし、イエス様の神の見方は真実であり、正しく、歪んでいません。なぜで

しょうか？それは、イエス様ご自身が神であるからです。神が誰であるか、神の

性格についての彼の証人は、他のどんなものよりも高く立っています。彼のあか

しは、人間のあかしの上にあり、天上のあらゆる支配者や権力者のあかしの上に

もあります。天使たちの証人よりも上にあるのです。 
 



天使たちの誰に向かって言ったのか。 

"あなたは私の息子だ 

今日、私はあなたを産んだ」？ 

そして、もう一度。 

"私は彼の父となる 

彼は私の子となる」？ 

しかし、再び長子をこの世に連れて来られたときに、主は言われます。 

"神のすべての天使が彼を崇拝するように" 

天使たちは言う。 

"天使を霊にする者 

彼の大臣たちは火の炎である。" 

しかし、御子にはこう言われます。 

"神よ、あなたの玉座は永遠に永遠にあります。 

義の笏は、あなたの王国の笏です。 

あなたは正義を愛し、無法を憎んできた。 

それゆえ、あなたがたの神は、あなたがたに油を注がれた。 

"あなたの仲間よりも喜びの油で" 

と。 

"主よ、あなたは初めに地の基礎を築きました。 

天はあなたの手の業である。 

彼らは滅びるが，あなたは残る。 

そして皆、衣服のように老いていくのです。 

マントのように、あなたはそれらを折り畳むでしょう。 

そして、彼らを変えていくのです。 

しかし、あなたは同じです。 

"あなたの年は失敗しない" 

しかし、どの天使に向かって言われたことがあるのか。 



"私の右手に座れ 

私があなたの敵をあなたの足台にするまで」？ 

彼らは皆、救いを受け継ぐ者のために働きかける霊ではないのでしょうか

（ヘブル1:5-14、強調）。 

 
神は決して天使を息子とは言われませんでした。むしろイエスを崇拝するように 

言われたのです"神のすべての天使たちよ、イエス様を礼拝しなさい"と。天使は「
聖職者の霊」であり、「救いの相続人」となる私たちに聖職者として奉仕します

。しかし、神はイエス様を神として、主として、「地の基礎を築き」、「天を創

造した」方であることを明らかにされています。イエス様は玉座に座られ、義の

笏（律法）を持って統治されるお方です。これらすべてのことから、イエスは神

が誰であるかについての真理を明らかにする最高の権威者です。イエス様のよう

に神を明らかにすることができる人は他にはいません。そのための資格や能力、

ノウハウを持っている人は誰もいません。 

イエス様ご自身は言われました。"私は道であり、真理であり、命である。私を
通してでなければ、誰も父のもとには来ない」（ヨハネ14:6）と言われました。こ
れは、イエス様を通してでなければ、誰も神の正しい知識にたどり着くことがで

きないことを意味しています。  

なぜなら、イエスの神の啓示は、赦し、赦し、善良さ、愛で満たされているから

です。イエスのメッセージは命を与えるものです。イエスは私たちに真の希望を

与えてくださいます。イエスは私たちに、これからもっと良いものが来るという

期待を与えてくださいます。イエスは、私たちを無条件に愛し、私たちのアッバ

・パパであり、非暴力的で、懲罰的で、破壊的ではない神であることを私たちに

明らかにしてくださいます。創造主である神はいのちの神であり、その神は私た

ちに豊かに、そして永遠に与えてくださるのです。 

テサロニケの信徒へのメッセージの中で、パウロは神を"生きておられるまこと
の神"と呼びました。なぜパウロは、神様を特徴づけるために「生ける」という言
葉を使ったのでしょうか？この「生きておられるまことの神」とは誰でしょうか

？パウロは「生きている」という言葉を、「死んだ」という言葉と区別するため

に使っているのでしょうか？死んだ神様がいることを推測しているのでしょうか

？死んだ神など存在するのでしょうか？いいえ、パウロが"生きている真の神"と"

死んでいる偽りの神"を区別していると考えるのは意味がありません。では、彼は



神を"生ける神、まことの神"と呼ぶことによって、何を伝えようとしているのでし
ょうか？  

パウロは、真の神がいのちの神、すなわち"生ける神"であるという事実に注意を
促そうとしています。なぜなら、聖書の中で「光」という言葉は命の比喩であり

、「神は光であり、その中には闇は全くない」（第一ヨハネ 
1:5）とされているからです。  

真の神は、私たちに命を与えることによって死を打倒する以外には、いかなる形

であれ死には関与していません。真の神は、いのちを与える神であり、いのちと

いのちだけに関わる神です。つまり、「生ける真の神」は、死を象徴する闇の王

国とは何の関係もないのです。  

もし私たちが信じている神が命を奪う神であり、罰として私たちを殺すことで死

をもたらす神であるならば、私たちは偽りの神を信じていることになり、「生き

ている真の神」ではありません。文字通り像にひれ伏しているわけではないにも

かかわらず、私たちは偶像を崇拝しているのです。パウロがテサロニケの信徒た

ちに明らかにした神に関するこの真理を信じることによって、彼らは「生ける神

、まことの神に仕えるために偶像から神に立ち返った」のです。  

死に関わるのは、偶像の背後にいる悪魔たちです。彼らは死のメッセージを教え

ているのです。彼らの知識や知恵は、死を引き起こす木から出たものです。彼ら

は人を殺し、死を引き起こす者たちです。バビロンに象徴される彼らの王国は、

この地上のすべての死の原因となっています。 

彼女の中には、預言者と聖徒と、地上で殺されたすべての者の血が流れて

いた（黙示録18:24、強調）。 

では、パウロが「また別の怒りが来る」と言ったとき、彼は何を言っているので

しょうか？偶像から神に立ち返らず、「生ける神、まことの神」に仕えようとし

ない者が多くなると言っているのです。イエス様がこの世に与えるために来られ

た神の真の知識を拒否する人が多くなると言っています。神様がまだ放っておか

なければならない人たちがたくさんいると言っています。悲しいことに、彼らは

サタンの死の管轄区域である業報いと罰、善と悪、善と悪の中に留まることを選

んでしまったからです。 
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来るべき災厄を避けるために   

 

 
まだこの世に降りかかる怒りを避けるために、私たちは何をすればいいのでしょ

うか？それはいつ起こるのでしょうか？第二の質問の答えはまもなく明らかにな

りますが、まず第一の質問、つまり、怒りを避けるためにはどうすればよいので

しょうか。 

パウロがテサロニケの信徒への演説の中で、この最後の質問に答えているのを見

ました。イエス様によってのみ、私たちは「来るべき怒り」を避けることができ

ます。しかし、イエス様は、具体的にどのようにして「来るべき怒り」から私た

ちを救い出してくださるのでしょうか？  

この質問に答えるとき、まず最初に聞かなければならないことは、「そもそも神

の怒り」の理由は何なのか、ということです。なぜ神は私たちを手放されるので

しょうか？パウロはローマ人への手紙１章で何を書いたのでしょうか？  

神の怒りが天から啓示されるのは、すべての不敬虔な者、不義の中に真理

を抑圧する者たちに対してである。なぜなら、世界が創造されて以来、神

の目に見えない属性がはっきりと見られ、造られたものによって理解され

、神の永遠の力と神の頭でさえも理解されているからで、彼らは弁解の余

地がない。彼らは賢者を装って、愚か者となり、堕落しない神の栄光を、

堕落した人間のような像、鳥や四つ足の動物、這うようなものに変えてし

まったのです（ローマ1:18-23、強調しています）。 

私たちが「生けるまことの神」である神をサタンと交換したからです。私たちは

、アダムがサタンの木から食べたという罪を犯して以来、すでに私たちの中にあ

るサタンの性質と神の栄光、神の性質を交換してしまったのです。神が私たちに

似ていると考えたり、サタンのやり方を教えてくれる神々のやり方に固まってし

まった結果、私たちは神々のやり方に固まってしまいます。それはとても単純な

ことです。  

もし私たちが神ではなく悪魔を崇拝することを選んだならば、ずっと悪魔から私

たちを守ってくれていた神は、私たちを神に引き渡すことを余儀なくされます。



神は公平に振る舞わなければなりません。私たちの選択を尊重し、サタンの政府

を尊重しなければなりません。神はずっとこの地上のサタンの支配を尊重してき

ましたが、私たちが最終的に真実を見て、再び神を私たちの支配者として選ばな

い限り、これからもそうしていくでしょう。  

今日も多くの人は、"生ける真の神"よりも"悪魔"のように見える神を崇拝してい
ます。しかし、ほとんどの人は知らず知らずのうちにこのようなことをしていま

す。しかし、神の知識は、すべての人が知るところまで増えていき、すべての人

が情報に基づいた決断をすることができるようになります。預言者ホセアは、真

の神を知ることがいかに重要であるかを語りました。 

主の言葉を聞け、イスラエルの子らよ、主がその地の住民に罪をもたらす

からだ。 

"この地には真実も慈悲もなく、神の知識もない。"Zl_2028"悪態をつき、嘘
をつき、殺し、盗み、姦淫をすることによって、"Zl_2028"彼らはすべての
拘束を破り 
[拘束とは、神が破壊者を食い止めることであり、サタンの破壊に対する神
の保護である]、"Zl_2028"流血に伴う流血によって。"Zl_2028"それゆえに
、地は嘆き、そこに住む者は皆、浪費するだろう。 

"さあ、人は争ってはならない、また、人を非難してはならない、"Zl_2028
"あなたがたの民は祭司と争う者と同じである。"Zl_2028"それゆえ、あなた
がたは昼にはつまずき、預言者もまた夜にはあなたがたと一緒につまずき

、"Zl_2028"あなたがたの母を滅ぼす。"Zl_2028"わたしの民は、知識がない
ために滅ぼされる。"Zl_2028"あなたがたが知識を拒否したので、わたしは
また、あなたがたをわたしのための祭司になることを拒否する、"Zl_2028"

あなたがたが神の律法を忘れたので、わたしはまた、あなたがたの子らを

忘れる（ホセア4:1-6、強調して付け加えます）。 

では、この時代の終わりに近づくにつれ、神を知らないという問題に対する神の

最後の解決策は何なのでしょうか？最後の時代に神の知識はどのように与えられ

るのでしょうか？ 

かつて神は父祖や預言者を通して語られましたが，この最後の日には，神は御自

身の御子を遣わして，聞くべきメッセージを伝えられました。今日の神の解決策

は，もう一人の使者を送り，もう一人のメッセージを送り，神のお人柄をもう一

回明らかにすることです。神の解決策とは，わたしたちがどの神に仕えたいか，

したがってどの管轄区域に属したいかを選択する機会をもう一度与えることです



。では、神はどのようにしてもう一度ご自分のお人柄を明らかにされるのでしょ

うか。  

神はすでに御子イエス・キリストを通して御自分の性格を完全に明らかにされて

います。イエス様は御父の「表現された姿」です。私たちがイエスを見るならば

、私たちは御父を見るのです。イエス様は、御父がしないようなことは何もされ

ませんでした。そして、イエスは御父がなさることをすべてなさったのです。イ

エスが「生きておられるまことの神」であるからこそ、イエスがしたこと、言っ

たことはすべて「生きておられるまことの神」と調和し、一致していたのです。

最後の祈りの中で、イエスはこの地上に来た理由と仕事を明らかにされました。 

これは永遠の命であり、唯一の真の神であるあなたと、あなたが遣わされ

たイエス・キリストを知るためのものです。私は地上であなたに栄光を与

えました。私は、あなたが私に与えてくださった仕事を終えました（ヨハ

ネ17:3-4、強調しています）。  

イエス様は、唯一の真の神についての知識を私たちに与えるために来られました

。これは、神が彼に与えられた仕事でした。  

わたしは、あなたの御名を、あなたが世からわたしに与えてくださった人

たちに現しました（ヨハネ17:6、強調）。 

ギリシャ語で"顕在化"を意味するphanerooは、"顕在化する（文字通りまたは比喩
的に）：現れる、顕在化して宣言する、顕在化させる、自己を明らかにする"とい
う意味です。イエス様は、御父が誰であるかを「明らかにする」「宣言する」「

示す」ために来られたのです。同じ章の後半で、イエスはこう言っています。 

わたしは、あなたがたがわたしに与えてくださった言葉を、彼らに与えた

からです（ヨハネ17：8）。  

わたしはあなたの言葉を彼らに与えました（ヨハネ17：14）。 

あなたの真理によって彼らを聖別してください。あなたの言葉は真理です

（ヨハネ17:17）。  

義なる父よ。世はあなたを知らないが、わたしはあなたを知っている。わ

たしはあなたの名を彼らに宣言し、それを宣言する。 

詩篇では、イエス様のことを語るときに似たような言葉を使っています。 

わたしはあなたの名をわたしの兄弟たちに宣言する；"Zl_2028"集会の中で

、わたしはあなたをほめたたえる（詩篇22:22）。 



そしてヘブル書では、パウロは同じ詩篇を引用しています。 
 

"私はあなたの名を兄弟たちに宣言し、集会の中であなたを賛美します" 

そして、もう一度。 

"私は彼に信頼を置く" 

そして、もう一度。 

"ここに私と神が与えた子供たちがいる" 

それは死によって、死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼし、死を恐れて

生涯束縛の対象となっていた人々を解放するためであった（ヘブル2:12-
15、強調）。 

 

イエスは、神についての嘘によって私たちに押し付けられているサタンの死に対

する力を無効にするために来られました。イエスの死、十字架のメッセージ、私

たちに対する神の無条件のアガペーの愛のメッセージを通して、イエスは、「死

を恐れることによって」、私たちの生涯のすべての「束縛」をサタンとその死の

管轄下に置かれている私たちを解放してくださいます。 

もしイエス様がその答えであり、「来るべき怒り」から私たちを救ってくださる

方であるならば、私たちは今、どのようにしてイエス様を知ることができるので

しょうか？神様は２００００年前にイエス様を遣わして、ご自分の愛の性質を私

たちに宣言してくださいましたが、今、神様は私たちのために何をしてくださっ

ているのでしょうか？今、どのようにして私たちを「怒り」から救おうとしてい

るのでしょうか？ 

神は私たちにイエス・キリストを与えてくださっています。どのようにして？私

たちは、今、私たちが話しているように、イエス様が人類のためになさっている

特別な働きを通して、イエス様を知ることができます。イエス様は今この瞬間に

、とてもユニークな働きをされています。世界の歴史の中で、今この瞬間に、イ

エス様は大祭司として、「永遠の福音」を世界に与えておられます。  

永遠の福音」とは、アガペの愛の真の慈悲深い性格についての、神の最後のあわ

れみのメッセージです。このメッセージには、あわれみと愛と赦しと希望があり

ます。それは、私たちをサタンの支配下に置き、サタンの王国に組み込まれた暴

力から私たちを無防備なままにしてしまうという恐ろしい過ちです。これは，来

るべき「神の怒り」から私たちを救うことができる最後のメッセージです。 



その時、私は別の天使が天の中を飛んでいるのを見た。その天使は、地上

に住む人々に永遠の福音を説くために、すべての民族、部族、舌、民に向

かって、大きな声で、「神を畏れ、神に栄光を与えなさい。 

永遠の福音とは何か？福音とは「良い知らせ」を意味する言葉です。では、永遠

の福音とは何でしょうか。永遠の良い知らせ」とは、永遠の人についての良い知

らせです。永遠の人とは誰でしょうか？神だけが永遠です。ですから、「永遠の

福音」とは、永遠の神についての永遠の良い知らせです。  

私たちにとってこれは「ニュース」です。私たちは、神は善と悪、愛と怒りが入

り混じった分裂病的な性格をしていると思っていましたが、これは悪いニュース

です。しかし、イエスは、神はただ「光」であり、神の中には「闇」は全くない

というメッセージを私たちに与えるために来られました。 

そこで私たちは、イエス様が今、御父についての永遠の良い知らせを広めるため

に何をしているのかを、皆さんと分かち合いたいと思います。ヨハネの黙示録14

章に書かれています。 

そこで私は見た。シオン山には小羊が立っていて，小羊とともに１０万４

千人がいて，その額に父の名を書いていた。わたしは天から声を聞いた。

それは多くの水の声のようであり、大きな雷の声のようであった。また，

ハープ奏者がハープを弾く音が聞こえた。彼らは王座の前で、四つの生き

物と長老たちの前で、新しい歌のように歌った。これらの者たちは、女に

汚されていない者たちである。これらの者たちは、小羊が行くところには

どこへ行っても小羊に従う者たちです。これらの者たちは人の中から贖わ

れ、神と小羊の最初の実となった。彼らの口には偽りは見られなかった。

彼らは神の御座の前では何の落ち度もないからである（黙示録14:1-6）。 

イエス様は「世の罪を取り去る神の小羊（ヨハネ1:29）」（私たちの間違った神
の観念を取り去ってくださる）であり、アガペー愛の政府の象徴であるシオン山

に立っておられます。彼は14万4千人の人間と一緒におられます。多くの人が最初
に「これは文字通りの数字なのか、それとも象徴的な数字なのか」と質問するで

しょう。しかし、私たちはこのことについてどちらか一方の立場を取るつもりは

ありません。むしろ、読者の皆様にご自身の結論をお持ちいただきたいと思いま

す。  

彼らはイエス様が啓示された神を信じているのです。彼らは、イエス様を殺そう

としていた人たちにイエス様が話していたもう一人の父親の人柄を信じていない

のです。 



あなたは悪魔であるあなたの父の中の者であり、あなたの父の望みは、あ

なたの父がしたいことである。彼は初めから人殺しであり、真理に立って

いないのは、彼の中に真理がないからである。彼が嘘を語るときは、自分

の資力から語るのであって、彼は嘘つきであり、その父であるからである

（ヨハネ8：44、強調追加）。 

１０４万４千人の心には善悪の殺人原理はない。私たちは「人を殺したことがな

いから大丈夫」と思うかもしれません。しかし、イエス様が誰かに怒ることでさ

えも、私たちをサタンの領域に追い込むことができ、「裁きの危険にさらされる

」（マタイ5:22）と言われたとき、私たちはこの原則をどのように極端に捉えたか
を忘れるわけにはいきません。  

14万4千人の人々は、イエスのあかし、「生きておられる真の神」の真の性格に
ついてのイエスのあかしを受け入れました。彼らは、完全に、完全にイエスに似

ている神を信じています。 

ヨハネは、ヨハネの黙示録第七章で、「１０万４４０００人」と呼ばれるこのグ

ループについて詳しく述べています。ここでは、彼らについて述べています。 

これらのことの後、私は四つの天使が地の四隅に立っていて、地の四つの

風を持っていて、地にも海にも木にも風が吹かないようにしているのを見

た。それから、別の天使が東から昇ってきて、生ける神の印を持っている

のを見た。彼は地と海を害することを許された四人の天使に向かって大声

で叫んだ。"神のしもべをその額に封印するまでは、地も海も木も害しては
ならない"と。私は封印された者の数を聞いた。イスラエルの子らの全部族
のうち、十四万四千人が封印された（黙示録7:1-4）。 

ここで私たちは、１４万４千人がラッパの音と最後の「神の怒り」、つまりパウ

ロがテサロニケ１章で語った「来るべき怒り」の直前に現れることを学びます。

彼らが登場するのは、神が「四つの風」を手放す直前だからです。  

私たちの神のしもべをその額に封印するまでは、地も海も木も傷つけては

ならない（黙示録7:3）。 

ここでいう「封印」のギリシャ語はsphragizōという単語で、「（文字通りまたは
比喩的に）セキュリティや保存のために（サインやプライベートマークで）スタ

ンプを押す；暗黙のうちに秘密を守る、証明する」という意味です。(set a, set to) 
seal up, stop" (Strong's Concordance)。  

神は１０万４千人に印を押して何をされているのでしょうか？神は彼らに印鑑を

押して自分のものとして印を押されたのではないのか？これは、神がイスラエル



の民にドアの柱に貼るように言われたのと同じ印章ではないでしょうか？その時

の印章は小羊の血ではなかったのでしょうか？そして、その血は、イエスが十字

架にかけられた人類に対する神の計り知れない愛の啓示を象徴していたのではな

いでしょうか。生ける神」の印章を、１０４万４千人とそれを聞いて受け入れる

人々に印章を付けることによって、神は彼らをご自身の命の管轄権の一部として

主張されています。そこでは，死の管轄権の王であるサタンが彼らに危害を加え

たり，近寄ったりすることはできません。 

このようにして、神は「東から」使者を送り、破壊の「風」を防いでいる四人の

天使（地球の隅々から来た四人の天使は、地球上に解き放たれようとしている世

界的な破壊を表しています）に、神が「私たちの神のしもべをその額に封印する

まで待つように」と告げます。この「額」は彼らの思考、神の性質に対する彼ら

の理解を指しています。この「額」は、先ほど話したメタノイア、神の性質に関

するパラダイムシフト、イエスがニコデモに語った生まれ変わることを表してい

ます。 

風は破壊を表しています 一旦解放されると 

地や海や木に害を与えるからです破壊の風を防いでいる天使とは誰でしょうか？

彼らは世界中で永遠の福音、永遠の良い知らせを伝えているメッセンジャーです

。彼らのメッセージは悪のサタンの力が地球を完全に破壊するのを阻止するもの

です。 

１４万４千人は"生ける神の封印"で"封印"されている彼らは神が死ではなく生の
神であるという知識で封印されています。彼らは神の「しもべ」であり、神の「

義のしもべ」であるイエス様がご自身の命を捧げ、同じ理由で私たちの咎を負わ

れたように、神の評判を一掃するために自分の命を捧げることを厭わないことを

意味しています。 

わたしの義となるしもべは、その知識によって、多くの者を義とする。  

１０万４千人について知っていることは、彼らが「地から贖われた」ということ

です。"地から贖われた"とはどういう意味ですか？ギリシャ語の"贖罪"はアゴラゾ

ウで"買う"という意味です 

アダムとエバが「善悪の知識の木」を食べた瞬間、人類はサタンの虜になりまし

た。その時、サタンは私たちに自分の善悪の法則、すなわち報酬と罰の道徳的法

則を教えました。サタンはまた、神がこの報いと罰の道徳律法によって運営され

ていると信じるように教えました。しかし、イエスは、もう一つの原則、無条件



のアガペー愛の原則によって運営されているアガペー愛の神を私たちに明らかに

してくださいました。このようにして、イエスは教えとその生涯と死を通して、

私たちの心の中からサタンの嘘を取り除いてくださいました。イエス様は、報い

と罰の道徳律法によって非難するのではなく、私たちを自由に裁き、すべての罪

を赦してくださる神についての真実を私たちに与えてくださったのです。これは

、聖書が次の箇所で私たちに語っていることです。 

主は私たちを暗闇の力から解放し、愛の御子の王国へと導いてくださいま

した。 

しかし、あなたがたはキリスト・イエスにあって、神からの知恵と義と聖

化と贖いとを私たちのために与えてくださった方です。  

私たちは主の血による贖い、罪の赦し、主の恵みの豊かさによる贖いを受

けています（エペソ1:7、強調しています）。  

山羊や子牛の血ではなく、ご自身の血をもって、永遠の贖いを得て、一度

だけ最も聖なる場所に入られました（ヘブル9:12、強調）。  

イエス様にある私たちの贖いは"罪の赦し"です。しかし、イエス様は、サタンの
管轄下にある私たちを救われるのではありません。彼の神の啓示によって、私た

ちはサタンの管轄から完全に排除されるのです。伝えられた」という言葉は、ギ

リシャ語のmethistēmi methistanoという意味です。 

to transfer, 
すなわち、持ち去る、預ける、（比喩的に）交換する、誘惑する：出す、

取り除く、翻訳する、遠ざける（Strong's Concordance）。 

もし私たちがイエス様の神と神の国の啓示を信じるならば、私たちはサタンの管

轄から神の管轄に移されます。いくつかの翻訳では、"伝達された"ではなく、"翻
訳された"という言葉が使われています。私たちは非難の王国から解放され、恵み
の王国に移され、そこで「罪の赦し」が自由に与えられます。私たちは今、全く

別の王国の律法によって生きています。それは恵みに基づく律法、新しい契約で

す。 

すべての人は罪を犯し、神の栄光を得ることができませんでしたが、キリ

スト・イエスにある贖いによって、神の恵みによって自由に義とされたの

です（ローマ3:23-24、強調）。  



このために、彼は死をもって、第一契約の下での罪を贖うために、新しい

契約の仲介者であり、召された者が永遠の相続の約束を受けることができ

るようにしてくださいました（ヘブル9:15、強調しています）。 

イエス様は、私たちを捕らえていたサタンの身代金としてご自身をお与えになり

、私たちがサタンの暗闇の王国から贖われるようにしてくださいました。 

主はヤコブを贖い、彼よりも強い者の手から彼を救い出してくださったか

らです（エレミヤ31:11、強調）。 

サタンは「ヤコブよりも強い者」であり、人類よりも強い者です。しかし、イエ

ス様は、私たちの世界に死をもたらした「善悪の知識の木」という彼の嘘のシス

テムから私たちを救い出してくださいました。神がどのようにして私たちを救う

かを語るときの神の声の情熱に注目してください。 

私は彼らを墓の力から救い出す。私は彼らを死から救う。死よ、私はあな

た方の災いとなる！墓よ、わたしはあなたがたの滅びとなる。憐れみはわ

たしの目から隠されている」（ホセア13:14、強調）。 

人の子でさえも、仕えるために来たのではなく、仕えるために来たのであ

り、その命を多くの人のために身代わりにするために来たのです（マルコ1
0:45、強調）。 

神と人との間には、神と人との間には、一人の神と一人の調停者、キリス

ト・イエスという人がおられます。 

マルコ10章で、イエス様は「多くの人のためにご自分の命を身代わりにされた」
と言われましたが、テモテに書いたパウロは「すべての人のためにご自分の命を

身代わりにされた」と言っていることにお気づきでしょうか？これは、イエス様

の恵み、義認、あわれみ、愛、赦しが全人類のためのものであることを意味して

います。私たちは皆、イエス様によって身代わりにされたのです。  

身代金」という言葉は、私たちが誰かに捕らえられ、イエス様が私たちを取り戻

すために代価を払ってくれたことを意味しています。これがlútron-ransom-
meansという言葉の意味です。 

解放すること。捕らわれている人たちを解放し、束縛から解き放ち、自由

にするために支払われる身代金や代価。マタ20:28と3月10:45では、罪と死の
束縛から人を解放するためにキリストが支払った身代金に霊的に適用され

ます（『完全なことば研究辞典』）。 



ですから、１４万４千人が地上から身代金が支払われたということは、イエス様

の贖いの業が彼らの人生において完全に成就したということです。それは、彼ら

がイエス様の義認、無条件の赦し、無償の恵み、愛、アガペー愛という神の純粋

な性格の啓示を完全に受け入れたということ、つまり、神の恵みの律法を受け入

れたということです。このようにして、サタンの報いと罰の管轄権と、サタンが

私たちの中に作り出した、私たちを恐れて神を見るような考え方から完全に贖わ

れたのです。  

預言者イザヤは、この封印のプロセス、つまり、イエス様が教えられた真理に完

全に定住することを、今まさに起こっていることを描写しています。 

主はこのように強い手でわたしに語られ、この民の道を歩んではならない

とわたしに指示されたからである。 

 

"陰謀だ"とは言わないでください、"Zl_2028 

この人たちが陰謀と呼んでいることについては、 

彼らの脅威を恐れてはならないし、悩んでもならない。  

万軍の主よ、あなたがたは彼をあがめなければならない。 

彼をあなたの恐れとさせてください 

そして、彼をあなたの憂いとさせてください。  

彼は聖域となるだろう 

しかし、つまずきの石と違反の石は 

イスラエルの両家に 

エルサレムの住民の罠と罠として  

かれらの中には，多くの者がつまずくであろう。 

彼らは倒れて折られ、"Zl_2028"蛇に捕らえられ、連れ去られる。" 

証言を拘束してくれ 

わたしの弟子たちの間に律法を封印しなさい。  

私は主を待ちます 

ヤコブの家から顔を隠す者、"Zl_2028 

そして、私は彼に期待します。 



ここに私と、主が私に与えてくださった子供たちがいる!  

私たちはイスラエルのしるしと不思議のためにいるのです。 

シオン山に宿る者（イザヤ8:11-18）。 

 
偽りの神から生ける神に立ち返った人々は、"女に汚されていない人々であり、
処女である"のです。このグループの人々は、多くの宗教や教会、つまり「女性」
が神について教えている嘘、つまり神は暴力的で、執念深く、罰的であるという

ことで汚されていません。彼女たちが「処女」なのは、純粋な神、アガペの愛の

みを持つ神の知識を持っているからです。彼女たちは純粋であり、この世にあふ

れる神についての汚染された知識から切り離されています。 

彼らはまた、"小羊がどこへ行こうとも小羊に従う"のです。子羊が良い羊飼いに
従うように、彼らはイエス様に「従う」のです。彼らはイエス様に従うことを強

制されているのではありません。善悪の知識の木のような動機でイエス様に従う

のではありません。  

それよりも，彼らは生命の木の動機によって主に従うのです。自分の自由意志か

ら，主に対する深い愛からです。"わたしたちが彼を愛するのは，彼が最初にわた
したちを愛してくださったからです」（1ヨハネ4：19）。彼らは，自分が知り，
愛するようになったこの新しい神への感謝と称賛の気持ちを持っています。 

14万4千人の人々にとって、イエスは非常に愛された指導者であり教師となり、
その結果、彼らはもはやサタンが神についての嘘を教えることを許さなくなりま

した。彼らはイエスの教えを信じ、イエスが生涯にわたって与えたアガペの愛の

模範に従うようになりました。彼らはイエスをとても愛しているので、「死ぬま

で自分の命を愛していない」（黙示録12:11）のです。彼らは、イエス様と、神の
アガペの愛を明らかにするというイエス様の大義のために、自分の命を進んで捧

げ、この知識が私たち一人一人の救いを意味しているのです。 

興味深いことに、１０万４千人は「地」から解放されただけでなく、「人の中か

ら解放された」のです。これは、黙示録13章によると、彼らは獣に従っている全
世界の人々とは違うということを意味します。 

そして、全世界が驚嘆し、獣に従った（黙示録13:3、強調）。 

しかし，14万4千人はエリート主義者の集団ではありません。彼らは神とサタン
の間の戦いを垣間見たので、世間から離れているのです。このように、彼らは「

神と小羊の最初の実」なのです。これは、彼らがこれから来る多くの人の最初の



実となることを意味しています。彼らは「大いなる収穫の最初の一粒、または誓

約」です（セブンスデー・アドベンチスト解説、第7巻）。大収穫」とは、ヨハネ
の黙示録で語られている多くの人々のことです。 

これらのことの後、私が見たところ、すべての国、部族、民族、異邦人か

らなる、誰も数えることができないほどの大群衆が、御座の前、小羊の前

に立っていて、白いローブを着て、手に棕櫚の枝を持っていた（黙示録7:9
）。 

これらのことの後、私は天の大群衆の大きな声を聞いた、「アレルヤ！」

と言った。救いと栄光と名誉と力は、私たちの神である主のものです（黙

示録19:1）。 

そして，私は大群衆の声を聞いた．全能の主なる神が君臨しておられるか

らである（黙示録19：6）。 

14万4,000人とは、「獣とその姿との大いなる戦いに勝利した者たち」でもありま
す（第七日目アドベンチスト解説書第7巻）。終末期におけるサタンの主要な代理
人である獣に対する彼らの勝利は、全人類を代表しての勝利です。彼らは、世界

の影響力と、彼らの妄想に加担するような圧力に対抗して強く立ちます。必要な

らば、この大義のために自らの命を投げ出すことさえあるでしょう。  

ダニエルの三人の友人のように、１０４万４千人は、「地に住む者たちに、剣で

傷を負って生きていた獣の像を作るように」（ヨハネの黙示録１３：１４）と言

い、「獣のしるしや名前、またはその名前の数を持つ者以外は、誰も売買できな

い」（ヨハネの黙示録１３：１７）と脅している獣に向かって言うのである。 

ネブカドネザルよ 
答える必要はありませんもしそうであれば，わたしたちが仕える神は，わ

たしたちを燃える火の炉から救い出すことができ，王よ，あなたの手から

わたしたちを救い出してくださいます。しかし、そうでない場合は、王よ

、私たちはあなたの神々に仕えず、あなたが立てた金の像も拝まないこと

を、あなたに知らしめてください」（ダニエル3:16-18）。 

14万4千人が神のために世界に対抗して強く立ち上がるのは、彼らがプライドや
狂気に突き動かされているからではありません。むしろ，彼らは暴力的なやり方

に従うように圧力をかけ，暴力を使って彼らを仲間に入れようとしている人々に

対するアガペの愛によって動かされているのです。彼らの勝利は多くの人々の贖

罪を意味するでしょう。 



最後に、彼らの口には偽りは見られなかった。"神の御座の前では、彼らに罪は
ない"と言われている。この「偽り」とは何でしょうか？この欺瞞とは、神の被造
物の中で最も狡猾な蛇（創世記3:1）のすべての欺瞞を指しています。 

このグループの人々の口からは、神の性格についての嘘はもうありません。彼ら

はもはや、神が非難者であり、厳しい裁判官であり、執念深い支配者であり、罪

人を滅ぼす者であるというサタンの嘘を信じなくなりました。彼らは今、神が不

義な者を裁く（ローマ4:5）ということを理解し、信じるようになりました。この
ように、彼らは今、すべての人が自由に赦され、自由に義とされ、神に愛されて

いることを知っています。  

彼らは堕落した人間ですが，14万4千人の人々は，神の評価，アガペーの愛の目
には，自分たちには何の落ち度もないことを知っています。彼らは自分たちの救

いが自分たち自身の善良さに基づくものではないことを知っています。 

しかし、私たちは皆、汚れたもののようであり、私たちの義は皆、汚れた

ボロ布のようであり、私たちは皆、葉のように衰え、私たちの咎は風のよ

うに、私たちを連れ去ってしまった（イザヤ64:6）。 

14万4,000人の人々は、彼らの救いが、十字架上で示された神の愛に基づくもので
あることを知っています。「ご自分の独り子をお与えになったほど、世を愛して

くださった」（ヨハネ3:16）神は、サタン、破壊者、そしてその一団の破壊天使た
ちの嘘から私たちを贖うための身代金として、十字架上で示された神の愛に基づ

いています。 

こうして、彼らはもはや神について嘘を語らなくなったので、１４万４千人は、

永遠の神についての「永遠の福音」を宣べ伝える準備ができています。彼らのメ

ッセージ、永遠の神のアガペ・ラブの性質に関する彼らの良い知らせは、天を通

して宣べ伝えられます。 

その時、私は別の天使が天の中を飛んでいるのを見た。その天使は、地上

に住む人々に永遠の福音を説くために、すべての民族、部族、舌、民に向

かって、大きな声で、「神を畏れ、神に栄光を与えなさい。 

14万4,000人のメッセージは，信じられないほどの速さと権威と力をもって鳴り響
き，「天の中を飛んでいく」のである。彼らは「宣べ伝え」ます。そして、彼ら

が宣べ伝える「吉報」は、「地に住むすべての人」、つまり「すべての民族、部

族、舌、民」に届く。これらの使徒は「大きな声で」、つまり権威と力をもって

言います。 



神を畏れ、神の裁きの時が来たのだから、神を畏れ、神に栄光を与えなさ

い。 

14万4千人は、暴力の神を崇拝することは、事実上、偶像、偽りの神、この世の
神を崇拝していることを世界に伝えています。彼らは真の神を指し示している破

壊者ではなく創造者である神を。"神を畏れ、神に栄光を与えよ！""破壊者である
サタンを崇拝するのをやめて、代わりに真の神である創造主を崇拝しなさい" 

天地と海と水の湧き水を造った神を 

崇拝するように人類を招いています。天地と海と水の泉を造られた神とは誰なの

でしょうか？イエス・キリストといえば、パウロはコロサイ人への手紙を書いて

います。 

彼（イエス・キリスト）は目に見えない神の姿であり、すべての被造物の

上に生まれた長子である。天にあるものも地にあるものも、目に見えるも

のも目に見えないものも、王座も支配も支配者も権力も、すべて彼によっ

て創造されたからです。すべてのものは、彼を通して、彼のために創造さ

れた。彼はすべてのものの前におられ、彼のうちにすべてのものが構成さ

れています（コロサイ1:15-17）。 

14万4,000人のメッセージは、私たちをすべてのものを創造されたお方であるイエ
ス様へと指し示しています。私たちは、神のありのままの姿を見たいと思います

か？そうだとしたら、そこから抜け出す方法はありません。  

イエス様の模範であったマナの二重の部分が六日目に砂漠で注がれたように、イ

エス様は今、六つの預言の日の終わり、すなわち六千年紀の終わりに、ご自身に

ついての二重の光の部分を注がれています（マナの対義語）。  

イエスは彼らに答えて言われた。「あなたがたがわたしを求めるのは、し

るしを見たからではない。滅びる食物のために働くのではなく、永遠のい

のちに耐える食物のために働いてはならない。そこで彼らはイエスに言っ

た，「神の業を行うためには何をすればよいのでしょうか」。イエスは答

えて言われた，「これは神の業であり，あなたがたが神の遣わした者を信

じることである」。そこで彼らはイエスに言った，「それを見てあなたを

信じるために，あなたはどのようなしるしをしてくださるのですか。わた

したちがそれを見てあなたを信じるために，あなたはどのようなしるしを

してくださるのですか。わたしたちの先祖たちは砂漠でマナを食べた。『

天からパンを与えて食べさせた』と書いてあるように。イエスは彼らに言

われた、「確かに、あなたがたに言う、モーセはあなたがたに天からのパ

ンを与えなかったが、わたしの父はあなたがたに天からの真のパンを与え

ている。神のパンとは、天から降りてきて、世に命を与える方だからです



」。そこで彼らはイエスに言った 
"主よ、このパンをいつも与えてください"イエスは彼らに言われた「わたし
は命のパンです。わたしのところに来る者は決して飢えることがなく、わ

たしを信じる者は決して渇くことがない（ヨハネ6:26-35、強調）。  

イエス様は"天からの真のパン"であり、御父のお人柄についての真実を私たちに
与えてくださる方だからです。"モーセは"天からのパン"を与えなかったのは、モ
ーセが"地上の者"だったからです。イエス様は「天から」来られたので、モーセよ
りもはるかに権威があります。この点について、ヨハネが言っていることに注目

してください。 

上から来る者はすべてのものの上にあり、地から来た者は地の上にあり、

地のことを語る。天から来られた方は、すべてのものの上におられる。彼

が見たこと、聞いたことは、彼が証言する。その証しを受けた者は、神が

真実であることを証明している。神が遣わされた者が神の言葉を語るのは

、神が量りで御霊を与えないからである。父は御子を愛し、すべてのもの

を御自分の手にゆだねておられます。御子を信じる者は永遠のいのちを持

ち、御子を信じない者はいのちを見ることができず、神の怒りがその者の

上にとどまる」（ヨハネ 3:31-36、強調）。 

イエス様は、天から直接、御父から、六千年の罪の終わりにある今、生きている

私たちのために、二重のマナの分け前を与えてくださいます。そしてイエスは、

この地上に住むすべての人が神に対する賛否を決断するまで、この特別な仕事、

すなわち、執り成しの仕事と呼べる真理を流し続けてくださるのです。この意思

決定のプロセスは、私たちによって行われています。私たちは誰を王に任命する

のでしょうか、神とサタンのどちらを選ぶのでしょうか。アガペー愛と善悪の道

徳律法、どちらを選ぶのでしょうか？私たちは誰の管轄下にあるのでしょうか？ 

この時にイエス様がされている特別な働きは、大祭司の働きです。私たちが救い

の計画を理解するための模範となるモーセの聖所では、大祭司は年に一度、人々

のすべての罪を清めるために大聖所に入りました。私たちは以前、罪とは何か、

罪とは何かについて話しました。罪とは、私たちが日常的に犯している罪、例え

ば、嘘をついたり、盗みをしたりすることです。しかし、罪とは、神様が誰であ

るかについて、「的を外している」ことです。これは、アダムとエバが蛇の木を

食べた時に起こったことです。この罪は、パウロがローマの信徒への手紙１章の

「神の怒り」の章で説明したものです。 

彼らは賢者を装って愚か者となり、堕落しない神の栄光を、堕落した人間

のような、鳥や四つ足の動物や這うもののような像に変えた。彼らは神の



真理を嘘と交換し、永遠に祝福される創造主ではなく、被造物を崇拝し、

被造物に仕えていたのです。アーメン（ローマ人への手紙1:22-
25、強調）。 

罪、神様に関する嘘は、私たちのすべての罪の根本的な原因です。私たちが罪を

犯すのは、まず私たちが罪を犯すからです。イエス様だけが、「世の罪を取り去

る神の小羊」（ヨハネ1:29、強調）だからです。純粋で白く、暴力的ではない小羊
であるイエスだけが、神は暴力的な神であるという私たちの誤った理解、つまり

、マークの欠落を取り去ることができるのです。このような間違った神の見方は

、サタンと、善悪の知識の木という彼の道徳的な法則によって、この世に現れま

した。 

先ほども述べたように、今、イエス様は神のお人柄についての真理の二重の部分

を私たちに注いでおられます。イエス様は、ご自身の人生と教えと死によって成

し遂げられたことを通して、これを行っておられます。今、彼は真の神について

知る必要があるすべてのことを教えておられます。これは、ヨハネの黙示録14章
で語られている「主の裁きの時が来た」ことの一部です。  

地上のすべての人に「永遠の福音」が与えられたら、誰もが神が本当は誰なのか

について最終的な決断をする機会を得ることになります。私たちの決断は、思考

、言葉、行動のいずれかによって表現されます。  

１４万４千人のメッセージは 

封印のメッセージですそれを受け入れて信じる者は 

生ける神の印章を受けます彼らは完全に神の管轄下に属し、サタンの破壊的な怒

りが彼らに影響を与えることはありません。彼らは神に守られていて、地と海を

害する風が彼らに近づくことはありません。エジプトの過越祭のように、彼らは

小羊の血に覆われており、破壊の天使はその管轄には力がないので、彼らの住ま

いに入ることができません。 

その時、私たちの大祭司であるイエス様は、最も聖なる場所におられ、サタンが

神の人格に帰依させたすべての嘘を清めておられ、私たちの心と心を清める仕事

を終えられます。イエス様を受け入れた者は封印されて安全であり、サタンの管

轄下にとどまっている者は、サタンの封印、すなわち獣の印を受けることになり

ます。 

イエス様の最も聖なる場所、すなわち、最も聖なる神についての真理を含む救い

の計画のあの区画（律法とあわれみの座、あわれみの玉座）での働きは、この地

上でのイエス様の生と死に基づいて、神の最も聖なるお人柄についての理解の二



重の部分を注ぐことでした。これが後者の雨です。この明らかにされた神の知識

は、神が本当は誰であるかについて「的を外している」という罪、つまり基礎と

なる罪から聖域を清めるものです。  
"神様のお人柄についての「的外れ」は、神様についての敵の嘘のために、六千
年もの間、地上を包み込んできた闇です。この罪が私たちから取り除かれると、

他のすべての罪もそれに従います。そして、神を「見る」ことによって、神の真

の姿を見ることによって、「同じ栄光に変えられる」ので、私たちは清められる

のです。 

しかし、私たちは皆、除幕された顔をして、鏡のように主の栄光を見て、

主の霊によって、栄光から栄光へと同じ姿に変えられていくのです（第二

コリント3:18）。 

イエス様が最も聖なる場所で執り成しをされるということは、地上の聖所の大祭

司がしたのと同じ働きをされているということです。大祭司は罪のために犠牲を

ささげました。イエス様はご自身を「一度だけ」罪のためのいけにえとしてささ

げられました。  

山羊や子牛の血ではなく、ご自身の血をもって、永遠の贖いを得て、一度

だけ最も聖なる場所に入られました（ヘブル9:12、強調）。 

私たちの大祭司であるイエス様は、ご自身の血をもって、神様の真のお姿が明ら

かにされる聖なる場所に入られました。イエス様ご自身の犠牲は、私たちの罪の

ための供え物でした。この犠牲によって、イエスは神を明らかにされ、今、ご自

身と御父についての真理を私たちに注いでおられます。週の六日目、つまり六千

年紀の日に、いのちのパンであるご自身の二重の部分を送ってくださいます。  

救いの計画のこの段階、最も聖なる場所でのミニストリーのこの期間、この典型

的な贖罪の日に、キリストは私たちを執り成し、私たちに嘆願し、「道、真理、

命」（ヨハネ14：6）である御言葉であり、真の証人である御方を選ぶように懇願
しています。  

もし私たちが神が誰であるかについてのイエスの証しを拒否するならば、私たち

に残された唯一の選択肢は、神が誰であるかについてのサタンの嘘です。イザヤ

書はまた、神の真の知識を拒否した集団がどうなるかについても述べています。 

弟子たちの間に律法を封印してください。"Zl_2028"私は主を待ち、ヤコブ

の家から顔を隠された主を、"Zl_2028"私は主に望みます。"Zl_2028"私と主
が私に与えてくださった子供たちはここにいます。"Zl_2028"私たちはイス



ラエルのしるしと不思議のためにいる"Zl_2028"シオン山に住まわれる万軍
の主から。 

またかれらがあなたがたに，「ささやいて呟く霊媒師や魔術師を求めよ」

と言う時，民は自分たちの神を求めるべきではないのか。生者の代わりに

死者を求めるべきではないか。律法と証に求めよ。もし彼らがこの言葉に

従って語らないならば、彼らの中には光がないからである。 

彼らは苦しい思いをして、飢えて、その中を通り過ぎるだろう。その時、

彼らは地を見て、悩みと暗闇、苦悩の暗闇を見て、暗闇の中に追いやられ

る（イザヤ8:16-22、強調）。  

 
"律法と証に乾杯！"アガペーの愛の律法と，神の御性質に関するイエスの証に従
うことです。もし彼らがこの言葉，すなわち神のアガペー愛の律法と真の証人の

あかしに従わないならば，「彼らの中には光がない」のです。 

この最後のメッセージを拒否した場合、どのような結果になるのでしょうか？21

節を見てください。彼らは神様に激怒します。なぜなら、サタンが地上で引き起

こしているすべての破壊を見ると、それを行っているのは神様だと思うからです

。そして、彼らは「自分たちの王と神を呪う」のです。ヨブの妻のように、「神

を呪って死ね！」と言うようになります。このようにして、彼らは完全な外の暗

闇、すなわち神の光の王国の外にある暗闇に追いやられてしまいます。そこでは

歯を食いしばることになるでしょう。 

儲からないしもべを外の暗闇に投げ込め。泣き、歯をゆがめることがある

」（マタイ25:30、強調）。  

 
上記のイエス様の言葉は、特に信者に向けられたものです。彼らは「儲からない

しもべ」であり、主のために働いているのです。イエスは次の節でこのことをさ

らに明確にしています。 

しかし、王国の子らは外の暗闇に追い出される。泣き、歯をゆがめる」（

マタイによる福音書8:12、強調）。 

 

サタンが神を偽って描いている。彼が神に当てはめている性格は、実は彼自身の

善悪の性格なのです。このバビロンの神を崇拝する者は、次の章で述べるバビロ

ンの「姦淫」の「怒りの酒を飲む」ことになります。 
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B A B Y L O N  I S  F A L L E N  I S   

落下  

 
 
黙示録14章の最初の天使は、神の永遠のアガペー愛の性質を宣言しています。こ
れは「永遠の福音」です。彼らのメッセージは、それを受け取り受け入れる者を

封印するものであるため、封印されたメッセージです。また，それを拒否する者

も封印されています。  

イザヤ１４章では、サタンはバビロンの王の姿で描かれており、混乱を意味する

バビロンは彼の王国を表しています。イザヤは、この地上でのサタンの治世の性

格を次のように述べています。 
 

それは主があなたがた[WE, THE HUMAN RACE]にあなたがた[WE, THE 
HUMAN 
RACE]の悲しみからの休息を与える日に、あなたがたの恐れと、あなたが
たが仕えるように仕えさせられた厳しい束縛から、バビロンの王に対して

このことわざを取り上げて言うことになるだろう。 

 

"いかに抑圧者[SATAN]が止まったか。 

黄金の街が止まった! 

主は悪人の杖を折った。  

支配者の笏[STAFF AND SCEPTER: LAW OF GOOD AND EVIL]。 

怒りの中で人々を連打した者。 

怒りの中で国家を支配した者。 

迫害されても誰にも邪魔されない。 

地球全体が静寂に包まれています。 

彼らは歌い出す。 



確かにヒノキの木はあなたのことを喜んでいます。 

レバノンの杉も 

斬られてから、と言って。 

森の男は我々に立ち向かって来なかった 

"下から来た地獄はお前に興奮している 

あなたが来るときにあなたに会うために。 

それはあなたのために死者をかき立てる。 

地球上のすべての長者たち。 

それは彼らの玉座から引き上げられた 

全ての国の王たち 

彼らは皆、あなたに語りかけ、あなたに言うだろう。 

"あなたもまた、私たちと同じように弱くなったのですか？ 

私たちのようになってしまったのでしょうか？ 

お前の威光はシェールに降ろされる。 

弦楽器の音も 

あなたの下にはウジ虫が蔓延しています。 

虫に覆われている 

"天から落ちてきたとは 

ルシファーよ、朝の息子よ！ 

どのように切り捨てられているのか。 

国家を弱体化させた者！ 

あなたが心の中で言ったからです。 

"私は天に昇る 

私は神の星の上に私の王座を高揚させる。 

私もまた，会衆の山の上に座る。 

北の最も遠い側で。 

私は雲の上の高みに登っていきます。 



私は最高位の者のようになります。 

しかしあなたがたは，シェールに連れて行かれるであろう。 

ピットの最深部へ 

"あなたを見る者はあなたを見つめる 

と言って、あなたのことを考えてみてください。 

"この男が地球を震わせたのか？ 

王国を震撼させた 

誰が荒野として世界を作ったのか 

そして、その都市を破壊した。 

誰が囚人の家を開けなかった？ 

"すべての国の王たち 

全員、栄光のうちに眠れ。 

自分の家のみんな。 

しかし、あなたは墓から追い出される 

忌まわしい枝のように 

殺された者の衣のように。 

剣で突き抜ける。 

穴の石に降りる者。 

足で踏まれた死体のように 

埋葬では一緒にはならない。 

あなたはあなたの土地を破壊したから 

そして、あなたの民を殺した。 

悪人の群れは決して名前を付けてはならない 

彼の子供たちのために屠殺の準備をする 

彼らの先祖の不義のために。 

彼らが立ち上がって土地を所有するのを防ぐために。 

世界の顔を都市で埋め尽くす" 



"私は彼らに対して立ち上がるからである。"と万軍の主は言う。 

"そしてバビロンから名と残党を切り離した。 

そして子孫と子孫」と主は言われる。 

"ヤマアラシ"にも憑依させてあげようと思います。 

そして泥水の湿地帯。 

わたしはそれを滅びのほうきで掃き清める」と万軍の主は言う（イザヤ14:3
-23、強調追加）。 

 
サタンが恐怖、暴力、束縛、怒りによって王国を支配し、民を抑圧し、「怒りの

一撃を続けて」彼らを打ちのめしているからこそ、彼の王国は終焉を迎えるので

す-

それは分裂した王国です。サタンは「地を震わせ」、「王国を震わせ」、「世界

を荒野にし」、「都市を滅ぼし」、「囚人の家を開かなかった」のです。彼は自

分の土地を破壊しました。彼が捕虜にした地球という惑星を破壊し、彼の民を殺

しました。  
ヨハネの黙示録18章では、バビロンは、神々によって教えられた善と悪の混合に
よって引き起こされた混乱のサタンの王国を象徴する都市であり、暴力によって

終焉を迎えるように描かれています。バビロンは、この地上で死んだすべての人

に責任があるとされていました。  

その時、強大な御使いが大きな石臼のような石を取り上げて海に投げ入れ

て言った、「このようにして、大都バビロンは暴力をもって打ち倒され、

もはや見出されないであろう。ハープ奏者、音楽家、フルート奏者、トラ

ンペット奏者の音は、あなたがたの中ではもう聞こえない。いかなる工芸

品の職人も、もはやあなたがたの中には見出されず、石臼の音も、もはや

あなたがたの中には聞こえない。灯りの光はもうあなたがたの中で照らさ

れることはなく、花婿と花嫁の声はもうあなたがたの中で聞かれることは

ない。あなたの商人は地の偉人であり、あなたの魔術によってすべての国

が欺かれたからである。彼女の中には、預言者と聖人と、地上で殺された

すべての者の血が流れていた」（黙示録18:21-24、強調）。 

永遠の福音が１４万４千人によって完全に宣べ伝えられた直後に、サタンの王国

であるバビロンが滅びます。サタンの支配についての真実が明らかになり、人類

を罰してきたのは神ではなく、サタンであることがすべての人に分かるでしょう

。  



しかし，このメッセージは喜んで受け取る人を封印すると同時に，それを拒否す

る人の心をも硬くしてしまいます。永遠の福音」を拒否した人々は獣のしるしを

受け、サタンのものとして烙印を押されます。そして、やがて神は彼らを彼らが

選んだ主人に引き渡し、最後の「神の怒り」がこの地上で起こるのです。 

そして別の天使が後に続いて言った、"バビロンは堕落した、堕落した、あ
の偉大な都市は。獣とその像を崇拝する者がいて、その額や手にその印を

受けるならば、その者自身も神の怒りのぶどう酒を飲まなければならず、

それは神の怒りの杯に力いっぱい注がれる。その者は、聖なる天使たちの

前で、また小羊の前で、火とつばきで苦しめられる。獣とその像を崇拝し

、その名の印を受ける者は誰でも、昼も夜も休むことができない」（黙示

録14:8-11、強調）。 

すべての人がイエスと神の啓示を受け入れたり拒否したりしたとき、事実上自分

の選択の自由を行使したとき、私たちは自分が蒔いたものを刈り取る時が来まし

た。恵みとあわれみを拒否する者は、サタンの王国の原則である罰と非難の結果

を受けることになります。神のあわれみと恵みの原則を受け入れて生きた者は、

あわれみと恵みを刈り取ることになります。これはすべての人間に当てはまるこ

とであり、神を疎んじることがないからです。これは、ヨハネの黙示録14章の次
の節で語られている収穫の時です。 

そこで私は見た，白い雲があって，雲の上に人の子のような方が座ってい

て，頭には金色の冠をかぶり，手には鋭い鎌を持っていた。また別の天使

が神殿から出てきて，雲の上に座っていた者に向かって大声で叫んだ，「

あなたの鎌を突っ込んで刈り取りなさい，あなたが刈り取る時が来たのだ

から，地の収穫は熟した。それで，雲の上に座っていた方が，地に鎌を突

き刺して，地は刈り取られた。すると、天にある神殿から別の天使が出て

きて、彼もまた鋭い鎌を持っていた。さらに別の天使が祭壇から出てきて

、火を司る力を持っていたので、鋭い鎌を持っている者に向かって大声で

叫んで言った、「あなたの鋭い鎌を突き刺して、地のぶどうの木の房を集

めなさい。そこで御使いはその鎌を地中に突き刺して地のぶどうの木を集

めて、神の怒りの偉大なぶどうの木桶の中に投げ入れた。そして、ぶどう

の木は町の外で踏みつけられ、ぶどうの木から血が出て、馬の手綱に至る

まで、千六百歩にもわたって出てきた（黙示録14:14-20、強調付）。 

神は今、争いの四つの風を抑えておられます。これは、永遠の福音、すなわち神

のお人柄の良い知らせが全世界に完全に宣べ伝えられるまで、サタンの怒りを抑

えているということです。しかし、福音が宣べ伝えられると、神はその抑制を解



き放ち、サタンは長い間待ち望んでいた破壊的な仕事を自由に行うことができる

ようになります。 

そして、地と海を害することを許された四人の天使たちに向かって、大き

な声で叫んだ。 

その時、ダニエルが語ったような、かつてないようなトラブルの時が始まる。こ

れが最後の怒りの日となります。しかし、神を知っている者にとっては、これが

待ち望んでいた瞬間です。なぜなら、「その時、あなたの民は、書物に書かれて

いるすべての人が解放される」（ダニエル12:1）からです。  

この救いは、トラブルの時に生きている神の民だけのものではありません。これ

は壮大な規模の救いです。この書物に書かれている者は皆、解放されるのです。

これは、善悪の律法からの解放であり、死そのものからの解放です。アダム以降

、神様の約束を信じて死んだ人たちはすべて、この時、"最後のラッパの時"に死の
束縛から解放されます。 

見よ 
謎を教えよう私たちはみな眠るのではなく，最後のラッパの時に，一瞬の

うちに，瞬きのうちに，変えられるのです。そのラッパが鳴ると、死者は

無垢のままよみがえり、私たちは変えられるからである。この堕落した者

は堕落し、この死すべき者は不死を身につけなければならないからである

。この腐敗しやすい者が堕落し、この死すべき者が不死を身につけたとき

、こう書かれていることわざが実現するであろう。"死は勝利に飲み込まれ
る""死よ 刺すものはどこにある？黄泉の国よ 
勝利はどこにある？"死の痛みは罪であり 
罪の強さは律法であるしかし神に感謝します 
私たちの主イエス・キリストを通して 
勝利を与えてくださいますですから、愛する兄弟たちよ、不動で、不動で

、常に主の業に富み、あなたがたの労苦が主のうちに無駄にならないこと

を知っていなさい（第一コリント15：51-56、強調）。 

ダニエル12章1節でミカエルが立ち上がるというのは、ミカエルが自分を拒絶し
た者たちを手放すと同時に、自分の恵みを拒絶した者たちに迫害されている者た

ちを救いに来るということを意味しています。イザヤは三十三章でキリストの「

起き上がる」という二重の意味を述べています。 
 

主よ 我らに慈悲を与えたまえ 

私たちはあなたを待っていました。 



毎朝、彼らの腕になってください。 

トラブルの時にも私たちの救い。 

騒動の音で民は逃げ出す。 

あなたがご自身を持ち上げるとき、国々は散らされる。 

あなたの戦利品は集められる 

イモムシの集まりのように。 

イナゴが行ったり来たりしているように 

彼は彼らの上を走る（イザヤ33:2-4、強調）。 

 
主を頼りにしている人々にとって，主は「毎朝の腕」であり，「困ったときの救

い」であり，迫害のときの「救い」です。しかし，主を完全に押しのけてしまう

人たちはどうなるのでしょうか。彼らの自由を尊重するために，ついに主が保護

を手放すとどうなるのでしょうか。彼らは"騒がしい時に"逃げ出す。主がご自身を
持ち上げる時 "国々は散らばる"  

混沌、混乱、破壊、絶望は、サタンの手に落ちる者の運命です。親愛なる友よ、

私たちはすでにこのことを世界で見ています。ヘブル書10章からのこのような一
節に注目する必要があるのは、このような理解である。 

なぜなら，真理の知識を得た後に故意に罪を犯すならば，もはや罪のため

のいけにえが残ることはなく，裁きに対するある種の恐るべき期待と，敵

対者をむさぼる激しい怒りが残るからである。モーセの律法を拒否した者

は誰でも，二人か三人の証人の証言によって，容赦なく死ぬのです。神の

御子を足元で踏みにじり，聖別された契約の血をありふれたものと数え，

恵みの御霊を侮辱した者が，どれほどひどい罰を受けると思いますか。復

讐はわたしのものだ，わたしが報いる」と言った主を知っているからです

。"主はその民を裁かれる"と言った方を私たちは知っています。生ける神の
手に落ちるのは恐ろしいことです（ヘブル10:26-31、強調）。 

もし私たちが故意に罪を犯し続けるならば、アガペの愛の神について「真理の知

識を得た」後も、神の性質について故意に的外れなことをし続けるならば、「も

はや罪のためのいけにえは残っていない」のです。これは何を意味しているので

しょうか。  

それは、神がアガペの愛の真の性格について私たちに教えることができる方法は

、もはや他にはないということを意味しています。それは、善悪の原子粒子が一



個も存在しない、純粋で神聖な性格についてのサタンの嘘のすべてから私たちを

清めるために、神ができることはもはや何もないということを意味します。  

では、完全に優しく、謙虚で、愛情深く、自由を与え、無条件に愛し、公平で、

絶対に暴力的ではなく、恵みを与え、寛容な神であるというイエスの証しを信じ

ない人々には、何が残されているのでしょうか。彼らはアダムとエバから受け継

いだ古い神の見方を残したままで、「善悪の知識の木」によって完全に知らされ

ています。彼らは、神が自分たちを非難するだろうという「確かな期待」の中に

留まっています。彼らは、神が彼らを全滅させようとしているという、神に対す

る誤った理解の中にとどまっています。彼らは「敵対者をむさぼる燃えるような

怒り」に捕らえられているのです。  

報酬と罰のモードで重く扱っていたモーセは、律法を破った者は誰でも"二人か
三人の証人の証言で容赦なく死ぬべきである"と定めました。イエスはこの律法を
批准したことはありませんでした。これが神を敬うモーセの報いと罰の考え方だ

としたら、イエスがもたらすために来られた「恵みと真理」を拒否した人たちは

どうなるのでしょうか？アガペー愛の御父のお人柄を示すイエスの証しを「足元

」で踏みにじる者たちはどうなるのでしょうか。  

そして、聖なる神、穢れのない神、非暴力的な神、慈悲深い神、寛容な神、寛容

な神、「生きている」神が本当はどのような存在であるかを私たちに示すために

、十字架の上での犠牲の巨大な意義を拒否した人々はどうなるのでしょうか？報

酬と罰の神にしがみついて「恵みの霊を侮辱する」人々はどうなるのでしょうか

？ 

これが彼らに起こることだ"復讐は私のものだ、私は報いる。"と主は言われる。
神はどのように報いを受けるのでしょうか？ご自身についての真実を信じなかっ

たことで彼らを罰するのでしょうか？いいえ、神は人々がサタンの王国に完全に

一線を越えてしまったという判断を下さなければなりません。神は、彼らが偶像

と結婚していることを認めなければなりません。そうすれば、主は立ち上がって

、彼らを手放さなければなりません。彼らを解放しなければなりません。"生ける
神の手に落ちるのは 

恐ろしいことだ"なぜなら、神が私たちを見限ったとき、私たちは完全に破壊者の
手の中にいるからです。破壊者のような残酷さはありません。 

そして、彼らの上に底なしの穴の天使を王とし、その名はヘブライ語では

アバドン（破壊）であるが、ギリシャ語ではアポリオン（破壊者）と呼ば

れていた（黙示録9:11）。 



この箇所は、ツインタワー崩壊後の今の私たちにとって、これほどまでに重要な

意味を持つことはありませんでした。ヨハネの黙示録の中で、「底なし穴の天使

」であるサタンを破壊者として明確に指摘している箇所が、黙示録9:11にあるのは
、本当に偶然でしょうか。  

ホセア書は次のような言葉で締めくくられていますが、これも今を生きる私たち

にとって非常に適切な言葉です。 

 

賢いのは誰だ？ 

これらのことを理解させてあげてください。 

誰が慎重なの？ 

彼に知らせてあげてください。 

主の道は正しいからである。 

正しい者はその中を歩む。 

しかし、背信者はその中でつまずく（ホセア14:9）。 
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神の最後の変幻自在  

 

 

神の怒り」の最終的な現れは、ダニエル書11章で自分を高揚させる王の預言を含
み、黙示録13章の地からの獣と一致しています。  

これは、すべてのタイプが指し示してきた反定型的な「怒りの日」となるだろう

。すべてのタイプは局地的なものでしたが、「神の怒り」の最終回は世界的なも

のになります。そのため、ダニエルはこの日を「トラブルの時」と呼んでいます

（ダニエル12:1）。黙示録では、この最後の怒りの日について、いくつかの節で述
べています。 

地の王たち、偉い人、富める人、司令官、強大な人、奴隷、自由な人たち

は、洞窟や山の岩の中に身を隠して、山や岩に向かって言った、「私たち

の上に倒れて、玉座に座る神の顔と小羊の怒りから私たちを隠してくださ

い。主の怒りの大いなる日が来たので、誰が立ち上がることができるでし

ょうか（黙示録6:15-16、強調）。 

国々は怒り、あなたの怒りが来て、死者の時が来て、彼らを裁き、あなた

のしもべである預言者と聖徒と、あなたの名を恐れる者たち、大小の者た

ちに報い、地を滅ぼす者たちを滅ぼすべきである」（黙示録11:18、強調追
加）。 

それゆえ，天とその中に住むあなたがたよ，喜べ。地と海の住人に災いあ

れ。悪魔があなたがたのところに降りてきて、大きな怒りを抱いているか

らです。 

そして別の天使が後に続いて言った、"バビロンは堕落した、堕落した、あ
の偉大な都市は。獣とその像を崇拝する者がいて、その額や手にその印を

受けるならば、その者自身も神の怒りのぶどう酒を飲まなければならず、

それは神の怒りの杯に力いっぱい注がれる。聖なる天使たちの前で、また

小羊の前で、火と硫黄で苦しめられる（黙示録14:8-10、強調）。 

そこで御使いはその鎌を地に突き刺し、地のぶどうの木を集めて、神の怒

りの大いなるぶどう酒場に投げ込んだ（黙示録14:19、強調）。 



それは七つの天使が七つの最後の災いを持っていて、神の怒りは彼らの中

に完全にあるからである（黙示録15:1、強調）。 

そして、四つの生き物のうちの一人が、永遠に永遠に生きる神の怒りに満

ちた七つの金の鉢を七人の天使に与えた（黙示録15:7、強調）。 

その時、神殿から大きな声が聞こえ、七人の天使たちに向かって、「行っ

て、神の怒りの鉢を地に注ぎなさい」と言った（黙示録16:1、強調）。 

さて、大都は三つの部分に分かれ、国々の都市は倒れた。そして、偉大な

るバビロンは神の前に思い起こされ、神の怒りの激しさのぶどう酒の杯を

与えられた（黙示録16:19、強調）。 

すべての国が彼女の姦淫の怒りのぶどう酒を飲み、地の王たちが彼女と姦

淫をし、地の商人たちが彼女の豊かな贅沢によって豊かになったからであ

る」（黙示録18:3、強調）。 

"すべての国は酒を飲んだ"というバビロンの姦淫の教えは、善悪の神、報いと罰

の神である偽りの神からのバビロンの教えである。ペリシテ人やアモリテ人の五

人の王の同盟のように、神の民の敵は、地の王たちと同盟を結んで迫害していま

す。ここでは、自分を高揚させる王として記述されています。  

その時、王は自分の意志に従って行動し、すべての神々の上に自分を高揚

させ、大いなるものとし、神々の神を冒涜し、その怒りが成就するまで繁

栄する。彼は自分の先祖の神も女の欲望も、いかなる神も顧みない。しか

し、彼はその代わりに要塞の神を崇め、彼の先祖たちが知らなかった神を

、金と銀と、貴石と喜ばしいものとで崇める。このようにして、彼は外国

の神をもって最も強い要塞に対して行動し、その神を認めてその栄光を高

める。  

この「王」を特徴づけるのは、彼が「神々の神」に対して、つまり真の神に対し

て冒涜を語っているという事実です。彼はまた、「外国の神」を認め、「その栄

光」を推進しています。彼は「怒りが成就するまで繁栄する」のです。この「怒

り」は最後の最後の「怒り」です。 

ヨハネの黙示録13章には、海から出てくる獣についても同じような記述がありま
す。この獣もまた神を冒涜し、特に神の人格である神の名を冒涜します。聖徒と

戦争をし、彼らを迫害します。 

そして、彼には大きなことを話し、冒涜する口が与えられ、四十二ヶ月間

続ける権限が与えられた。それから彼は神を冒涜して口を開き、神の御名

と幕屋と天に住む者を冒涜した。彼は聖徒と戦争をし、彼らに打ち勝つた

めに与えられた。また、すべての部族、舌、民族の上に権威を与えられた



。地に住むすべての者は彼を崇拝し、その名が世の基より殺された小羊の

命の書に記されていない者を崇拝する（黙示録13:5-8、強調追加）。 

ダニエル書11章の32節には、神の民を迫害する王の姿もありますが、興味深いこ
とに、そこでは神の民が「神を知る民」として描かれています。 

契約に背いて悪事を働く者は、彼はお世辞をもって堕落させるが、神を知

る民は力強く、大いなる功績を残すであろう。また，理解する民は多くの

者を指導するが，彼らは何日もの間，剣と炎，捕囚と略奪によって倒れる

。彼らが滅びる時は，少しの助けがあれば助けられるが，多くの者は策略

によって彼らに加勢するであろう。そして、理解力のある者のうちの何人

かは、終わりの時が来るまで、彼らを磨き、清め、白くするために倒れる

。 

黙示録では、地上のすべての国々とその王たちが、神を冒涜する獣の仲間入りを

しました。それだけではなく、別の獣、別の力が現れ、海から出てきた獣のすべ

ての価値観を支持するようになった。この新しい獣は地から現れる。 

その時、私は別の獣が地から出てくるのを見た。その獣は子羊のような二

つの角を持ち、竜のように話した。そして、彼はその前で最初の獣のすべ

ての権威を行使し、地とそこに住む人々に最初の獣を崇拝させ、その致命

的な傷が癒された。彼は大いなるしるしを行い、人の目の前で天から火を

地に降らせた。また、獣の目の前で自分に与えられたしるしで地に住む者

を欺き、地に住む者に、剣で傷を負って生きている獣の像を作るように言

った。彼は獣の像に息を吹きかける力を与えられ、獣の像が語り、獣の像

を崇拝しない多くの者を殺すようにした。彼は、小人も大人も、富める者

も貧しい者も、自由な者も奴隷も、すべての者に、右手または額に印を与

え、その印または獣の名またはその名の数を持つ者以外は、誰も売買する

ことができないようにした（黙示録13:11-17、強調しています）。 

この獣は、「その前で最初の獣のすべての権威を行使する」ので、イエス・キリ

ストが啓示された神、すなわちアガペの愛の神に忠実であり続ける人々を迫害し

ます。世界は獣の後を追い、小羊に忠実であり続ける人々を迫害することによっ

て、彼らは自分の不義の杯を満たし、福音を拒否することを封印します。  

そこで、ミカエル、イエス様が立ち上がって民を支えてくださいます。さらに、

イエス様が立ち上がるということは、神と神のアガペー愛の原則を拒否した者た

ちが、その咎の限界に達しているという事実を指し示しています。神の民を迫害

することによって、彼らは自分の咎を満たし、福音を拒否します。神は彼らの選



択の自由を称え、彼らが選んだ指導者に解放します。それに続く破滅は、突然、

ダムが決壊するように、水が決壊するように、突然やってくるのです。  

これまでになかったような トラブルの時が続く 

七つの最後の災いが。しかし、これらは神からの罰ではありません。七つの最後

の災いは、破壊者の仕業なのです。サタンは世の人々を罰しているのです。七つ

目の災いは、六千年の罪の終わりをもたらします。 

第七の天使はその小瓶を空中に注いだ。天の宮から大きな声が出て、王座

から出てきて、こう言った。声と雷と稲妻があり、人が地にいた時にはな

かったような大地震が起こり、これほどの大地震はなく、これほどの大き

さであった。そして、大都は三つに分かれ、国々の都市は倒れた。大バビ

ロンは神の前に思いを馳せ、神の怒りの激しさのぶどう酒の杯を彼女に与

えた。すべての島は逃げ去り、山は見つからなかった。そして、天から大

きな雹が人の上に降ってきて、すべての石が一タラントの重さほどの重さ

であった。 

サタンの手口は変わっていません。最後の災いでは、アモリ人が山を下りてくる

ときにアモリ人を滅ぼしたのと同じように、彼はひょうで滅ぼします。  

それは、国や国がイエス・キリストの福音を拒否して、神の民と戦争をするとき

に、主が立ち上がられるということです。彼らの福音に対する拒否は、神の民に

対する迫害という形で現れます。その時、偉大な執り成し者であり、私たちのた

めに間に立ってくださるイエス様が立ち上がり、神の民を支えてくださいます。

主はその後、その恵みを拒否する者たちの咎が尽きると、その者たちから離れて

行かれます。そして、真の生ける神を拒否した人々の間には、完全な混乱と混乱

が生じ、破壊者には、彼らを滅ぼすために自分の意志を実行する完全な自由が与

えられます。  

神からの罰の行為のように見えるものは、実際には自由を与える行為なのです。

これは、神の義の原則と愛の律法に沿ったものです。このように、自由を与える

ことによって、「神の怒りが天から啓示される」のです。 

結局のところ、神を拒絶する者を見放すという神の奇妙な行為の中で何が起こる

のかを説明するのは十字架です。なぜなら、イエスは父を拒絶しなかったにもか

かわらず、私たちのために、この恐ろしい体験を通り過ぎることを選んだからで

す。 



かれ自身が，全能の神の激怒と怒りの酒さばきを踏んでおられる。そして

、その衣と太ももには名前が書かれている。王の王であり、主である（黙

示録21:11-15）。 

十字架上のイエスを見れば、"神の怒り"を受ける者に何が起こるかがわかります
。私たちの誰もが"神の怒り"を経験するのは神の意志ではありません。神は私たち
全員をバビロンから出てくるように、私たちをサタンの王国と同一視するバビロ

ンの原理から出てくるように呼んでおられます。 

わたしは天から別の声を聞いた、「わたしの民よ、彼女の罪に加担しない

ように、また彼女の災いを受けないように、彼女から出てきなさい。彼女

の罪は天にまで達しており，神は彼女の咎を覚えているからである。彼女

があなたがたにしたように、彼女にささげなさい。彼女の業に応じて、彼

女に二倍の報いをしなさい。彼女は心の中で『わたしは王妃のように座っ

ていて，未亡人ではないので，悲しみを見ることはない』と言っているか

らである。それゆえ，彼女の災いは一日にして，死と喪と飢饉である。彼

女を裁く主なる神は強いからである（黙示録18:4-8、強調）。 

私たちは、上記のテキストの中で、神が私たち一人一人に懇願しているのを聞く

ことができます。"私の民よ 

出てきなさい""彼女の災いを受けないように"神は私たちを善と悪のサタンの暴力
的な王国から出てきて、神の恵みの王国に避難所を見つけるように呼んでいます

。この本が読者の決断の助けになることを切に祈る。 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 


